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序

茨城県は，県土の均衡ある発展を念頭におきながら地域の特性を生

かした振興を図るために，高規格幹線道路などの根幹的な県土基盤の

整備とともに，広域的な交通ネットワークの整備を進めております。

東関東自動車道建設事業も，その目的に沿って計画されたものです。

このたび，東日本高速道路株式会社（旧日本道路公団）は，東茨城

郡茨城町越安地区において，東関東自動車道水戸線（茨城南 IC～茨

城 JCT）の道路建設事業を決定しました。

この事業地内には，埋蔵文化財包蔵地である中畑遺跡が所在します。

財団法人茨城県教育財団は，東日本高速道路株式会社から同遺跡の

埋蔵文化財発掘調査について委託を受け，平成１８年２月から平成１８年

９月にかけてこれを実施しました。

本書は，中畑遺跡の調査成果を収録したものです。学術的な研究資

料としてはもとより，郷土の歴史に対する理解を深めるために活用さ

れることによりまして，教育・文化の向上の一助となれば幸いです。

最後になりますが，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者

である東日本高速道路株式会社から多大な御協力を賜りましたことに

対し，厚く御礼申し上げますとともに，茨城県教育委員会，茨城町教

育委員会をはじめ，関係各位からいただいた御指導，御協力に対し深

く感謝申し上げます。

平成２０年３月

財団法人 茨城県教育財団

理事長 人 見 實 �



１ 本書は，東日本高速道路株式会社の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成１７年度と１８年度に発掘調
なかばたけ

査を実施した，茨城県東茨城郡茨城町越安１９６６番地ほかに所在する中畑遺跡の発掘調査報告書である。

２ 発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

調 査 平成１８年２月１日～平成１８年３月３１日

平成１８年４月１日～平成１８年９月３０日

整 理 平成１９年４月１日～平成２０年２月２９日

３ 発掘調査は，調査課長川井正一のもと，以下の者が担当した。

平成１７年度

首席調査員兼班長 川又 清明 平成１８年２月１日～平成１８年３月３１日

主 任 調 査 員 青木 亨 平成１８年３月１日～平成１８年３月３１日

主 任 調 査 員 芳賀 友博 平成１８年２月１日～平成１８年３月３１日

平成１８年度

首席調査員兼班長 樫村 宣行 平成１８年４月１日～平成１８年９月３０日

主 任 調 査 員 稲田 義弘 平成１８年４月１日～平成１８年８月３１日

主 任 調 査 員 小澤 重雄 平成１８年４月１日～平成１８年５月３１日

主 任 調 査 員 青木 亨 平成１８年４月１日～平成１８年６月３１日

主 任 調 査 員 須藤 正美 平成１８年５月１日～平成１８年５月３１日

主 任 調 査 員 小薗江徹朗 平成１８年７月１日～平成１８年８月３１日

主 任 調 査 員 杉澤 季展 平成１８年７月１日～平成１８年９月３０日

調 査 員 早川 麗司 平成１８年４月１日～平成１８年６月３１日

４ 整理及び本書の執筆・編集は，整理課長村上和彦のもと，調査員早川麗司が担当した。

５ 第１７号住居跡出土の炭化材及び炭化種子の同定は，独立行政法人農業生物資源研究所植物資源研究チーム

長河瀬眞琴氏とパリノサーヴェイ株式会社に委託し，考察は付章として巻末に掲載した。

例 言



凡 例

１ 地区設定は，日本平面直角座標第�系座標を原点とし，Ｘ＝＋３３�１６０ｍ，Ｙ＝＋５２�０４０ｍの交点を基準点

（Ａ１ａ１）とした。また，抄録の北緯及び東経の欄には，世界測地系に基づく緯度・経度を（ ）を付し

て併記した。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各 ４々０ｍ四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東

西・南北に各 １々０等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ…，西から東へ１，２，３

…とし，「Ａ１区」「Ｂ２区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へａ，ｂ，ｃ…ｊ，西から東

へ１，２，３…０と小文字を付し，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１ａ１区」，「Ｂ２ｂ２区」のよう

に呼称した。

２ 実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は，次のとおりである。

遺構 SI－住居跡 SB－掘立柱建物跡 SH－方形竪穴遺構 UP－地下式坑

SD－溝跡 SE－井戸跡 SK－土坑 TM－方形周溝墓 Pit－ピット

遺物 Ｐ－土器・陶磁器 TP－拓本記録土器 DP－土製品 Ｑ－石器 Ｍ－鉄製品・古銭

土層 Ｋ－撹乱

３ 土層観察と遺物における色調の判定には，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄著 日本色研事業株式

会社）を使用した。

４ 遺構・遺物実測図の掲載方法については，次のとおりである。

� 遺構全体図は４００分の１，各遺構の実測図は６０分の１の縮尺で掲載することを基本とした。種類や大き

さにより，異なる場合は，それぞれの縮尺をスケールで示した。

� 遺物は，原則として３分の１の縮尺で掲載した。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについ

ては個々に縮尺をスケールで表示した。

� 遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

＝焼土・赤彩・釉薬 ＝炉・竈火床面・骨粉範囲・地山の崩落土

＝竈構築材・粘土・黒色処理 ＝柱痕跡・炭化材範囲・油煙

●＝土器 ○＝土製品 □＝石器 △＝鉄製品・古銭

５ 遺物観察表・遺構一覧表の表記については，次のとおりである。

� 遺物番号は各遺跡ごとに通し番号とし，挿図，観察表，写真図版に記した番号と同一とした。

� 計測値の（ ）内の数値は現存値を，［ ］内の数値は推定値を示した。計測値の単位は，ｍ，�，ｇ

で示した。大きさにより異なる場合もあり，それらについては個々に単位を表示した。

� 備考欄は，土器の残存率，写真図版番号及びその他必要と思われる事項を記した。

６ 「主軸」は，炉または竈を持つ竪穴住居跡についてはそれらを通る軸線とし，他の遺構については長軸（径）

を主軸とみなした。「主軸・長軸（径）・南北軸（径）」は，主軸・長軸（径）・南北軸（径）が座標北から見て，

どの方向にどれだけ振れているかを角度で示した（例 Ｎ－１０°－Ｅ）。
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東関東自動
車道水戸線
（茨城南 IC
～茨城 JCT）
建設事業に
伴う事前調
査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

中 畑 遺 跡 集落跡 縄 文 土坑 ２基 縄文土器 土面 古墳時代前期の
方形周溝墓が，
２基確認されて
いる。その中で
第１号方形周溝
墓は第１７号住居
跡と近接してお
り，時期も同じ
と考えられ，住
居と墓の関係を
知る上で，注目
される。また，
第１７号住居跡か
らは，炭化種子
がまとまって出
土しており，当
時の食糧を知る
上で，貴重な資
料となる。

古 墳 竪穴住居跡 １５軒
方形周溝遺構 ２基
土坑 １基

土師器 須恵器 ミニュチ
ュア土器 手捏土器 石器
（敲石・砥石） 土製品（土
玉・管玉・支脚） 炭化種子

平 安 竪穴住居跡 ２軒 土師器 須恵器 鉄製品
（刀子）

中 世 掘立柱建物跡 ２３棟
方形竪穴遺構 ３７基
地下式坑 ６基
堀跡 １条
溝跡 １条
井戸跡 ２基
火葬土坑 ９基
土坑 ５基
方形周溝遺構 １基
大形竪穴状遺構 ２基

陶器 土師質土器 石器
（砥石） 鉄製品（釘） 古銭

近 世 土坑 １基 陶器

墳 墓 古 墳 方形周溝墓 ２基 土師器

集落跡 時期不明 溝跡 １９条
井戸跡 １５基
土坑 ３０５基
ピット ５４１基
方形周溝遺構 １基
大形竪穴状遺構 １基

弥生土器 須恵器 石器
（敲石・砥石・石棒ヵ） 土製
品（土玉・紡錘車・土器片錘）
鉄製品（鏃） 古銭

要 約 古墳時代前期から後期へと継続する集落は，奈良時代で一時消滅し，１０世紀に小規模な
集落を再び形成している。中世は，掘立柱建物跡と倉庫と考えられる方形竪穴遺構，地
下式坑，井戸跡で，集落が形成されている。
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平成１３年７月１０日，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，東関

東自動車道建設（茨城南 IC～茨城 JCT）事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについ

て照会した。これを受けて茨城県教育委員会は，平成１４年３月１３・１４日，平成１６年６月１８・２２日に現地踏査を，

平成１７年８月３０・３１日，９月１日，１２月８・９日，及び平成１８年１月１２・１３・２０日，７月２６日にかけて試掘調

査を実施し，遺跡の所在を確認した。平成１７年９月６日，茨城県教育委員会教育長から日本道路公団関東第一

支社水戸工事事務所長あてに，平成１８年２月３日及び８月８日，茨城県教育委員会教育長から東日本高速道路

株式会社関東支社水戸工事事務所長あてに，事業地内に中畑遺跡が所在する旨回答した。

平成１７年２月２２日，日本道路公団東京建設局長は，茨城県教育委員会教育長に対して，文化財保護法第５７条

の３第１項（現第９４条）の規定に基づき，土木工事等のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知した。茨

城県教育委員会教育長は，現状保存が困難であることから，記録保存のための発掘調査が必要であると判断し，

平成１７年３月１日，日本道路公団東京建設局長あてに，工事着手前に発掘調査を実施するよう通知した。

平成１７年３月７日，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，東関

東自動車道に係わる埋蔵文化財発掘調査の実施について協議した。平成１７年３月８日，茨城県教育委員会教育

長は，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長あてに，中畑遺跡について発掘調査の範囲及び面積等につい

て回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として，財団法人茨城県教育財団を紹介した。

財団法人茨城県教育財団は，東関東高速道路株式会社関東支社（旧：日本道路公団東京建設局）水戸工事事

務所長から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け，平成１８年２月１日から平成１８年３月３１日，平成１８年

４月１日から平成１８年９月３０日まで，中畑遺跡の発掘調査を実施することとなった。

調査は，平成１８年２月１日から平成１８年３月３１日，平成１８年４月１日から平成１８年９月３０日まで実施した。

その概要を，表で記載する。

第１章 調 査 経 緯

第１節 調査に至る経緯

第２節 調 査 経 過

（平成１８年２月１日～平成１８年３月３１日） （平成１８年４月１日～平成１８年９月３０日）

期間

工程
２月 ３月

期間

工程
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

調査準備
表土除去
遺構確認

調査準備
表土除去
遺構確認

遺構調査 遺構調査

遺物洗浄
注記作業
写真整理

遺物洗浄
注記作業
写真整理

補足調査
撤 収

補足調査
撤 収
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中畑遺跡は，茨城県東茨城郡茨城町大字越安１９６６番地ほかに所在している。

茨城町域は，一級河川涸沼川が東流して汽水湖である涸沼に流れ込んでいる。涸沼川は，沼の東北端から流

出して，大洗町で那珂川と合流して太平洋に注ぎ込んでいる。台地は，この涸沼や涸沼川によって南北に大き

く二分され，北側の台地は，標高約２５～３０ｍの東茨城北部台地の先端部にあたる。

当遺跡は，東茨城北部台地東端で涸沼川左岸の，南側に沖積地を望む河岸段丘上に位置している。調査区は，

河岸段丘の標高９～１７ｍの低位段丘から中位段丘にかけて位置し，調査前の現況は，畑地である。

涸沼川及び涸沼前川に面する台地には，各時代の遺跡が分布しており，近年発掘調査の成果が増加している。

ここでは，当遺跡を考える上で密接に関連すると考えられる遺跡を中心に，分布調査や発掘調査の成果をもと

に記述する。

近年の大規模調査で資料が蓄積しているのが，弥生時代後期後半から古墳時代前期にかけての時期である。

この時期の集落は，�弥生時代後期後半の単独時期で消滅してしまう集落，�弥生時代から古墳時代へと途切

れることなく継続している集落，�弥生時代の集落は確認されず，古墳時代前期から始まる集落の三つに大別

される。
や ぐら おおばたけ あく と き ど

�は，涸沼前川流域の矢倉遺跡１）〈２〉，大畑遺跡２）〈３〉，圷戸遺跡３）〈４〉，木戸遺跡４）〈５〉が該当する。

矢倉遺跡と大畑遺跡は，涸沼前川を挟んで位置しており，出土した十王台式土器から，大畑遺跡から矢倉遺跡

という，時間的変遷が認識されている５）。また，圷戸遺跡は，矢倉遺跡と同じ台地の低位段丘に位置しており，

土器棺墓が１基確認されている。弥生時代後期の遺構は，土器棺墓以外に確認されておらず，居住域を調査区

域外に想定することができる。
みやうしろ つなやま いしはら おおつか おお ど しもごう

�は，宮後遺跡６）〈６〉，綱山遺跡７）〈７〉，石原遺跡８）〈８〉，大塚遺跡９）〈９〉，大戸下郷遺跡１０）１１）〈１０〉が該

当する。この５遺跡では，弥生土器と土師器が共伴，もしくはその可能性が高い住居跡が確認されている。ま

た，綱山遺跡からは，弥生土器に刷毛目調整がされているものも確認されている。弥生土器と土師器が床面で

共伴した大戸下郷遺跡第２１号住居跡では，住居内で確認された墓坑からガラス玉３１点と琥珀玉１点が出土して

いる。これは，集落内の有力者の存在や弥生時代の墓制が継続している可能性も想定される１２）。

涸沼川・涸沼前川流域の弥生時代後期後半の集落は，大畑遺跡，矢倉遺跡，石原遺跡，大戸下郷遺跡の順序

で変遷したと考えられている１３）。
みなみこわり

�は，南小割遺跡１４）〈１１〉が該当する。調査面積は２０�０００�にも及んでいるが，弥生の集落は確認されてお

らず，古墳時代前期は，住居跡１２７軒や掘立柱建物跡が調査されている。この集落は，土器様相と粗製器台形

土器を伴う炉の存在などから特異性が指摘され，移住者の集落と評価されている１５）。また，最高部には，方形

周溝墓が１基確認されている。
おくのや

奥谷遺跡１６）〈１２〉では，古墳時代前期の豪族居館跡と住居跡が確認され，また，南小割遺跡と谷津を挟んで

第２章 位 置 と 環 境

第１節 地 理 的 環 境

第２節 歴 史 的 環 境
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たからづか

前方後方墳である宝塚古墳〈１３〉が位置しており，この流域の有力者の存在がうかがわれる。

古墳時代前期以降の集落変遷を概観すると，�に該当する集落は，古墳時代前期で一度消滅し，後期に再び

形成されている。一方，�に該当する集落は，後期まで継続する傾向が認められる。

中畑遺跡の所在する越安地区は，律令期に茨城郡嶋田郷に編入され，中世になると涸沼川流域一帯は小鶴荘

に属し，宍戸氏の本領となる。宍戸氏の居城である宍戸城は，笠間市（旧西茨城郡友部町）にあり，平成１６年

度に武家屋敷の一部が調査されている１７）。宍戸氏が没落した後は，関が原の戦いを経て秋田氏が入部し，近世

を迎えることになる。

※ 文中の〈 〉内の番号は，表１及び第１図の該当番号と同じである。
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第１図 中畑遺跡周辺遺跡位置図（国土地理院１：２５�０００「小鶴」）
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表１ 中畑遺跡周辺遺跡一覧表

番

号

遺 跡 名

時 代
番

号

遺 跡 名

時 代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

・

平

中

世

近

世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

・

平

中

世

近

世

� 中 畑 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ３０ 大戸神宮寺遺跡 ○ ○ ○

２ 矢 倉 遺 跡 ○ ○ ３１ 寺 坪 遺 跡 ○ ○ ○ ○

３ 大 畑 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３２ 稲 荷 宮 遺 跡 ○ ○ ○

４ 圷 戸 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ３３ 猫 崎 遺 跡 ○ ○ ○

５ 木 戸 遺 跡 ○ ○ ３４ 金 子 立 北 遺 跡 ○ ○

６ 宮 後 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３５ 諏訪神社古墳群 ○

７ 綱 山 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ３６ 大 塚 古 墳 群 ○

８ 石 原 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３７ シ ッ ペ イ 遺 跡 ○ ○

９ 大 塚 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ３８ シ タ 遺 跡 ○ ○ ○

１０ 大 戸 下 郷 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３９ 東 畑 遺 跡 ○ ○ ○ ○

１１ 南 小 割 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ４０ 東 山 遺 跡 ○ ○ ○ ○

１２ 奥 谷 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ４１ 上 の 前 遺 跡 ○ ○ ○ ○

１３ 宝 塚 古 墳 ○ ４２ 大 畑 古 墳 ○

１４ 向 地 遺 跡 ○ ○ ４３ 蔵 作 遺 跡 ○ ○

１５ 向 地 南 遺 跡 ○ ○ ○ ４４ 西 山 古 墳 ○

１６ 林 下 遺 跡 ○ ○ ４５ 宮 上 遺 跡 ○ ○ ○ ○

１７ 東 遺 跡 ○ ○ ４６ 小 鶴 遺 跡 ○ ○

１８ 下 原 遺 跡 ○ ４７ どうろく神塚古墳群 ○

１９ 北 原 遺 跡 ○ ○ ○ ４８ 東 原 古 墳 ○

２０ 岸 高 山 遺 跡 ○ ○ ４９ 小 山 台 古 墳 群 ○

２１ 殿 畑 遺 跡 ○ ５０ 小 山 台 遺 跡 ○ ○ ○

２２ 杢 山 遺 跡 ○ ○ ５１ 高 山 遺 跡 ○ ○ ○

２３ 近 藤 前 遺 跡 ○ ○ ○ ５２ 面 山 遺 跡 ○ ○

２４ 近 藤 古 墳 群 ○ ５３ 下 土 師 遺 跡 ○ ○

２５ 清 峯 古 墳 群 ○ ５４ 富 士 山 古 墳 ○

２６ 八 幡 山 遺 跡 ○ ○ ○ ５５ 東 山 稲 荷 古 墳 ○

２７ 大戸富士山遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ５６ 下 土 師 東 遺 跡 ○ ○ ○ ○

２８ 羽 黒 山 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ５７ 高 山 古 墳 群 ○

２９ 神 宮 前 古 墳 ○ ５８ 赤 坂 南 坪 遺 跡 ○ ○
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第２図 中畑遺跡調査区設定図（茨城町都市計画図１：２，５００を拡大）
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第３図 中畑遺跡遺構全体図（凡例 SK：1，Pit：１）
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中畑遺跡は，涸沼川左岸，南に沖積地を望む標高９～１７ｍの段丘上に立地している。調査面積は１１�３０８�で，

調査区は，遺跡を南北に縦断するように設定され，調査前の現況は，畑地である。

調査によって，古墳時代・中世を中心に，縄文時代から近世までの遺構と遺物が確認された。確認された遺

構は，竪穴住居跡１７軒（古墳時代１５，平安時代２），掘立柱建物跡２３棟（中世），方形竪穴遺構３７基（中世），

地下式坑６基（中世），堀跡１条（中世），溝跡２０条（中世１，時期不明１９），井戸跡１７基（中世２，時期不明

１５），火葬土坑９基（中世），土坑３１４基（縄文時代２，古墳時代１，中世５，近世１，時期不明３０５），ピット

５４１基（時期不明），方形周溝墓２基（古墳時代），方形周溝遺構４基（古墳時代２，中世１，時期不明１），大

形竪穴状遺構３基（中世２，時期不明１）などである。

遺物は，遺物コンテナ（６０×４０×２０�）に３８箱出土している。主な遺物は縄文土器（深鉢），弥生土器（壺），

土師器（坏・椀・坩・器台・脚付坩・高坏・壺・甕・甑），須恵器（坏・平瓶・甕），陶器（皿・碗・擂鉢・瓶

子・甕），磁器（碗・香炉ヵ），ミニチュア土器・手捏土器，土製品（土玉・管玉・支脚・紡錘車・土面），石

器（鏃・打製石斧・敲石・磨石・砥石），鉄製品（刀子・鏃・釘），古銭などである。

Ｄ３ｆ８区にテストピットを設定し，基本土層（第４図）の堆積状況の観察を行った。土層の観察結果は，

以下の通りである。

第１層は，暗褐色を呈する表土層で，粘性・締まりが普通である。層厚は２３～４９�である。

第２層は，明褐色を呈するハードローム層で，

粘性・締まりが強く，層厚は１７～４９�である。

第３層は，鹿沼パミス層で，粘性は弱く，締ま

りが強く，層厚は３～５�である。

第４層は，褐色を呈するハードローム層で，粘

性・締まりが強く，層厚は３～５�である。

第５層は，暗褐色を呈する黒色土帯で，粘性・

締まりが強く，層厚は２０～４２�である。

第６層は，褐色を呈するハードローム層で，粘

性・締まりが強く，層厚は１５�である。

第７層は，灰白色を呈する粘土層で，粘性・締

まりが極めて強く，層厚は不明である。

なお，遺構は第２層上面で確認されている。

第３章 調 査 の 成 果

第１節 調 査 の 概 要

第２節 基 本 層 序

第４図 基本土層図
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１ 縄文時代の遺構と遺物

土坑２基が確認されている。以下，遺構と遺物について記述する。

土坑

第１２０号土坑（第５図）

位置 Ｅ２ｄ０区，標高１２�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１１９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 東西径１�３ｍ，南北径は１�１ｍだけが確認されており，楕円形と推測され，南北径方向はＮ－２８°

－Ｅである。深さは３２�で，底面は平坦である。壁はほぼ直立しているが，一部内傾している。

覆土 ４層に分層される。ロームブロックを多く含む暗褐色土が，北側から埋められたような堆積状況から，

人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１７点（深鉢）が出土している。また，混入した釘も出土している。TP１などの土

器片は，第２層中から出土している。

所見 時期は，出土土器から後期前葉と考えられる。

第３節 遺 構 と 遺 物

土層解説
１ 黄 褐 色 暗褐色土ブロック多量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック多量
４ 黄 褐 色 暗褐色土ブロック微量

第５図 第１２０号土坑・出土遺物実測図

第１２０号土坑出土遺物観察表（第５図）

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP１ 縄文土器 深鉢 白色粒子・透明粒子 橙 普通 縄文を地文に蕨手文と渦巻文施文 第２層中
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第１５９号土坑（第６図）

位置 Ｅ２ｆ０区，標高１２�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１４７・１５８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径１�６ｍだけが確認されており，短径１�３ｍの楕円形と推測され，長径方向はＮ－４２°－Ｅであ

る。深さは４８�で，底面は皿状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分層される。周囲から土砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土製品１点（土面）が出土している。撹乱により原位置を保っていないが，本跡に帰属するも

のと考えられる。

所見 時期は，出土遺物から後期と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

３ 褐 色 炭化粒子微量
４ 明 褐 色 炭化粒子微量

第６図 第１５９号土坑・出土遺物実測図

第１５９号土坑出土遺物観察表（第６図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 胎土 特徴 出土位置 備考

DP１ 土面 ５�６ ４�７ ２�８ （４５�６）
石英・長石・黒雲
母・スコリア・砂
粒

ほぼ完形品 表面 眉はＴ字状に貼付 一部欠損 裏面 目
と口部は孔周辺部がやや盛り上がっており，表面からの刺突
によって製作し，盛り上がった部分は指で押圧 沈線は筋が
確認でき，切断面が整っていない篠のようなもので施文

上層 PL１９

―１１―



２ 古墳時代の遺構と遺物

竪穴住居跡１５軒，方形周溝墓２基，方形周溝遺構２基，土坑１基が確認されている。以下，遺構と遺物に

ついて記述する。

� 竪穴住居跡

第１号住居跡（第７図）

位置 Ｇ２ｄ６区，標高９�５ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

重複関係 第９号火葬土坑，第１・２８号土坑，第５１３・５１４号ピットに掘り込まれている。第５２３号ピットと重

複しているが，新旧関係は不明である。

第７図 第１号住居跡実測図

表２ 縄文時代の土坑一覧表

番号 位置
長径方向

（南北径方向）
平面形

規模（ｍ） 深さ
（�） 壁面 底面 覆土 出土遺物 時期

備考
重複関係
（古�新）東西径×南北径

１２０ Ｅ２ｄ０ Ｎ－２８°－Ｅ ［楕円形］ １�３×（１�１） ３２ 直立
内傾 平坦 人為 縄文土器 後期前葉 本跡�SK１１９

１５９ Ｅ２ｆ０ Ｎ－４２°－Ｅ ［楕円形］ （１�６）×１�３ ４８ 外傾 皿状 自然 土面 後期 本跡�SK１４７・１５８
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規模と形状 長軸５�１ｍ，短軸４�８ｍの方形で，主軸方向はＮ－４３°－Ｗである。壁高は５～１２�で，外傾して

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ２４�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。Ｐ４は深さ２５�で，北壁際

中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ２層に分層される。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

所見 時期は，遺物が出土していないため明確にできないが，竈を持たない他の住居跡と同じ前期と推測される。

第２号住居跡（第８～１２図）

位置 Ｆ２ｊ４区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

重複関係 第６０号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸６�３ｍ，短軸６�１ｍの方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｅである。壁高は２２～３２�で，外傾して

立ち上がっている。また，北側は耕作により撹乱を受けている。

床 ほぼ平坦で，竈前方部から南壁際まで踏み固められている。壁溝は，貯蔵穴周辺を除いて巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。火床面と煙道部から推測される焚口部から煙道部までの規模は１６０�，袖

部幅１３０�である。袖部は床面とほぼ同じ高さの地山面に，ロームブロックを混ぜ込んだ粘土で構築されてい

る。火床部は地山面とほぼ同じ高さであり，火床面は赤変硬化している。煙道部は壁外に４０�ほど掘り込まれ

ていると推測され，火床面からの立ち上がりは，撹乱により不明である。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４４～５２�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ１０�で，南

壁際中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ

１９�で，性格は不明である。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長径１２５�，短径７６�の楕円形で，深さは１８�である。底面はほぼ

平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。覆土は自然堆積と考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量 ２ 褐 色 ローム粒子多量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量 ２ 褐 色 ロームブロック中量

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子・

粘土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化物少量，粘

土粒子微量

６ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子少量，粘土粒
子微量

７ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，粘土
粒子微量

８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子微量（構築材崩落土）
９ 暗 褐 色 粘土粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
１０ 灰 白 色 ロームブロック多量

土層解説（各ピット共通）
１ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 色 焼土粒子・炭化粒子微量

３ 明 黄 褐 色 粘土ブロック多量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量 ２ 明 褐 色 焼土粒子微量
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第８図 第２号住居跡実測図

―１４―



覆土 ４層に分層される。周囲から砂が流入した状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１０４６点（坏１１１，高坏３，甕・甑７３１，不明２０１），須恵器片３点（坏１，甕２），土製

品６点（管玉４，支脚２），石器２点（砥石）が出土している。また，流れ込んだ縄文土器片２４点，弥生土器

片２９点，古墳時代前期の土師器片２３点と混入した陶器片１点も出土している。土師器坏はほぼ完形の個体や大

形の破損品が多く，２４個体出土している。それに対し甕は破片が多い。須恵器坏は，１個体完形で出土してい

る。１５・２２・２４は北壁際，DP７は竈前方部，１４・１７・１８・２０は北東コーナー部，Ｑ１はＰ６下層，DP５は東

壁際，DP４は南壁際の，覆土上層から床面にかけてそれぞれ出土しており，埋没の早い段階で廃棄された遺

物と考えられる。１～１２・２１，DP２は中央部の覆土上層から床面にかけて出土しており，くぼ地に廃棄され

た遺物と考えられる。１９，DP６は竈内の竈構築材の崩落土より上層から出土している。DP３は覆土中から出

土している。

所見 土師器坏が２４個体と多量に出土していることや出土状況から，廃絶後廃棄の場となったものと考えられ

る。廃絶時期は，出土土器から６世紀後葉で，７世紀中葉まで廃棄行為が行われたものと考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 色 焼土粒子・炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第９図 第２号住居跡出土遺物実測図�
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第１０図 第２号住居跡出土遺物実測図�
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第１１図 第２号住居跡出土遺物実測図�
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第１２図 第２号住居跡出土遺物実測図�

第２号住居跡出土遺物観察表（第９～１２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１ 須恵器 坏 １０�４ ４�６ － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母

にぶい
黄橙 普通 ロクロナデ 底部回転ヘラ削り 上層 １００％

PL１６

２ 土師器 坏 １４�５ ７�０ － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘ

ラ削り後ナデ 内面横ナデ・ナデ 下層 ９５％

３ 土師器 坏 １４�３ ４�４ － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 にぶい褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘ

ラ削り後ナデ 内面横ナデ・ナデ 下層 ８５％
PL１６

４ 土師器 坏 ［１４�４］ ４�３ － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母

にぶい
黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘ

ラ削り後ナデ 内面横ナデ・ナデ 下層 ７０％

５ 土師器 坏 １４�６ ４�３ － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘ

ラ削り後ナデ 内面横ナデ・ナデ 下層 ８０％

６ 土師器 坏 １４�２ ４�１ － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ナ

デ 内面横ナデ・ナデ 下層 ８５％
PL１６

７ 土師器 坏 １３�１ ４�０ － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母

にぶい
黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ナ

デ 内面横ナデ・ナデ 上層 床面 ８０％
PL１６

８ 土師器 坏 １２�６ ３�５ － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘ

ラ削り後ナデ 内面横ナデ・ナデ 下層 ９０％
PL１６

―１８―



第４号住居跡（第１３～１５図）

位置 Ｅ２ｈ６区，標高１１�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第９号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸４�９ｍ，短軸４�６ｍの方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｅである。壁高は１７～３９�で，外傾して

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，自然礫層をそのまま床として使用している。壁溝は，壁下に巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０３�，袖部幅１１６�であり，袖部は床面と

ほぼ同じ高さの地山面に，礫と焼土ブロックを混ぜ込んだ粘土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高

さの自然礫層面で，焼土粒子・炭化粒子がわずかに確認されているだけで，赤変した火床面は確認されていな

い。煙道部は壁外に３５�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９ 土師器 坏 １２�１ ３�５ － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 にぶい褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ナデ

粘土紐接合痕 内面横ナデ・ナデ 下層 ８０％
PL１６

１０ 土師器 坏 １５�１ ４�７ － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母

にぶい
黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ナ

デ 内面横ナデ・ナデ 床面 ５０％

１１ 土師器 坏 １３�７ ４�５ － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘ

ラ削り 内面横ナデ・ナデ 床面 ８０％

１２ 土師器 坏 ［１５�３］ （４�４） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘ

ラ削り 内面横ナデ・ナデ 下層 ４５％

１３ 土師器 高坏 ［１３�８］ （３�７） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 橙 普通 坏部外面上半横ナデ下半ヘラ削り

内面横ナデ 覆土中 １０％

１４ 土師器 甕 １９�０ ３３�２ ８�５ 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘ

ラ削り 内面剥落 下層 ９０％
PL１７

１５ 土師器 甕ヵ ［２８�２］（２４�０） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母

にぶい
黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面上

半ヘラ磨き下半ナデ 内面ヘラ磨き 下層 床面 ３０％
PL１７

１６ 土師器 甕 ２０�３ （１８�１） － 白色粒子・透明粒子 にぶい
黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ナ

デ 内面ヘラナデ・ナデ 上層～下層 ３０％

１７ 土師器 甕 ２２�７ （１３�９） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・白雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ナ

デ 内面ナデ 下層 ２０％
PL１７

１８ 土師器 甕 ２２�６ （１５�０） － 白色粒子・透明粒子・
黒雲母

にぶい
黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ナ

デ 内面ヘラナデ 下層 ３０％

１９ 土師器 甕 ［１８�６］［２３�０］ ６�９ 白色粒子・透明粒子・
黒雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘ

ラ削り 内面ヘラナデ 構築材上層 ４０％

２０ 土師器 甕 １５�６ １４�７ ９�０ 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 にぶい褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘ

ラ削り 内面ヘラナデ 下層 ５０％
PL１７

２１ 土師器 甕 ［２０�４］（１４�３） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部横ナデ 体部外面ヘラ削り

内面剥落 床面 ４０％

２２ 土師器 甕 － （１１�１） ６�４ 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子

にぶい
赤褐 普通 口縁部横ナデ 体部外面ヘラ削り

内面剥落 下層 ６０％

２３ 須恵器 甕 ［２４�３］ （８�０） － 白色粒子・透明粒子・
黒色粒子 灰白 普通 口縁部ロクロナデ 体部外面擬格子

目叩き 内面青海波文 下層 １５％

２４ 土師器 甑 － （２４�９） ８�８ 白色粒子・透明粒子・
白雲母

にぶい
黄橙 普通 体部外面ナデ後ヘラ磨き 内面ヘラ

ナデ・ナデ 床面 ６０％

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP２ 須恵器 甕 白色粒子・透明粒子・チャート 灰黄褐 普通 外面細沈線後刺突文 内面全面剥落 覆土中

番号 器種 長さ 径 孔径 重量 胎土 特徴 出土位置 備考

DP２ 管玉 ４�１ １�８ 上０�２
下０�３ １５�３ 白色粒子・透明粒子 ナデ 床面 PL２０

DP３ 管玉 ４�０ １�８ 上０�４
下０�３ １４�５ 白色粒子・透明粒子 ナデ 覆土中 PL２０

DP４ 管玉 （３�０） １�９ 上０�５
下０�５ （１０�３）白色粒子・透明粒子 ナデ 欠損 上層 PL２０

DP５ 管玉 ２�０ ０�９ 上０�３
下０�２ １�８ 白色粒子・透明粒子 ナデ 煤付着 床面 PL２０

DP６ 支脚 （８�２）最小３�５最大４�７ ４�０（１３８�８）白色粒子・透明粒子 ナデ・指頭押圧 構築材上層

DP７ 支脚 （１４�８） ７�１ ５�４（４９７�０）白色粒子・透明粒子 ナデ・指頭押圧 １面の中央部がくぼんでいる 下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１ 砥石 （２７�１） ４�６ ４�５ （８５４�０）凝灰岩 ３面を使用 礫面残存 Ｐ６下層 PL２２

Ｑ２ 砥石 （６�９） ５�０ ２�１ （９０�６）凝灰岩 ３面を使用 礫面残存 覆土中 PL２２

―１９―



第１３図 第４号住居跡実測図

―２０―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１５～２０�と浅いが，位置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ２４�で，南

壁際中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ５層に分層される。周囲から土砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。第１層の下部及び

第３層から，自然礫及び炭化材・焼土が多量に確認されており，堆積が進みくぼ地となってから，廃材などを

燃やしたものと推測される。

遺物出土状況 土師器片３８２点（坏２６，椀２，高坏１，甕・甑３０６，不明４７），須恵器片５点（壺１，甕４）が

出土している。また，混入した縄文土器片９５点，打製石斧１点が出土している。遺物は炭化材及び焼土と同じ

層から多く出土しており，それより下層からの出土量は少ない。２７・２８は炭化材及び焼土と同じ層から出土し

ており，くぼ地での廃材などの燃焼行為時かその直後に廃棄されたものと考えられる。２５・２６・２９・３０，TP

３・TP４は炭化材及び焼土より下層から出土しており，燃焼行為以前の遺物である。３１は竈内の竈構築材の

崩落土より下層及び火床部から出土した破片と竈前方の床面からそれぞれ出土した破片が接合している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 灰 黄 褐 色 粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 焼土粒子・礫少量，炭化粒子微量
３ 褐 灰 色 粘土ブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

５ 赤 褐 色 焼土ブロック多量（構築材崩落土）
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量
７ 灰 黄 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
８ 灰 白 色 焼土ブロック・礫多量

土層解説（各ピット共通）
１ 黒 褐 色 粘土粒子少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子微量

３ 灰 黄 褐 色 暗褐色土ブロック多量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，粘土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・礫少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・礫微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化材・礫多量，ローム粒子微量

４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・礫微量

第１４図 第４号住居跡出土遺物実測図�

―２１―



第１５図 第４号住居跡出土遺物実測図�

第４号住居跡出土遺物観察表（第１４・１５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２５ 土師器 坏 ［１５�６］ （４�９） － 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 にぶい褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘ
ラ削り 内面横ナデ・ナデ 下層 床面 ３０％

２６ 土師器 坏 ［１４�３］ （３�９） － 白色粒子・透明粒子・黒雲母 にぶい
黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ

削り後ナデ 内面横ナデ後ヘラ磨き 床面 ３０％

２７ 土師器 椀 ８�０ ６�２ ５�２ 白色粒子・透明粒子・黒雲母 にぶい
黄橙 普通 内・外面ヘラ磨き 中層 １００％

PL１７

２８ 土師器 甕 １６�８ ２６�０ ７�１ 白色粒子・透明粒子 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ・一部縦方向の
ナデ 体部外面ヘラ削り 内面剥落 中層～床面 ７０％

PL１７

２９ 土師器 甕 ２１�６ （１５�１） － 白色粒子・透明粒子・黒雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内・外
面ナデ 床面 ３０％

３０ 須恵器 甕 ［２６�７］ （４�７） － 白色粒子・透明粒子・黒色粒子 黄灰 普通 ロクロナデ 下層 ５％

３１ 土師器 甑 ［２４�７］（２０�０） － 白色粒子・透明粒子・黒色粒子 にぶい褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ
削り後ナデ下半ヘラナデ 内面ナデ 床面 火床部 ３０％

―２２―



第５号住居跡（第１６～２０図）

位置 Ｅ２ｉ０区，標高１１�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第５２号土坑を掘り込み，第３号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�４ｍ，短軸４�２ｍの方形で，主軸方向はＮ－１６°－Ｗである。壁高は２４～３８�で，外傾して

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前方部から南壁際まで踏み固められている。壁溝が，北東コーナー部周辺と東壁下を除く

壁下に巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１０�，袖部幅１２０�で，袖部は部分的に地

山を掘り残して基部とし，粘土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さであり，焼土粒子・炭化粒子

がわずかに確認されているだけで，赤変した火床面は確認されていない。煙道部は壁外に５０�掘り込まれ，外

傾して立ち上がっている。

ピット ８か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２０～３０�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。Ｐ５・Ｐ６は深さ１６�・

５�で，南壁際中央部に対になって位置していることや硬化面の広がりから，出入り口施設に伴うピットと考

えられる。Ｐ７・Ｐ８は深さ２７�・４０�で，性格は不明である。

覆土 ８層に分層される。周囲から流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片４７０点（坏７，壺２，甕・甑４３１，不明３０），須恵器片１２４点（甕）が出土している。ま

た，混入した縄文土器片２２点，弥生土器片３点，石匙１点，陶器片２点も出土している。須恵器大甕は２個体

ある。これら３６・３９は，西壁寄りから竈前方部にかけてまとまって出土し，西側から一括廃棄されたものと考

えられ，３２・３３・３４・３５も同じ層から出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 明 褐 色 ローム粒子多量，粘土粒子少量
２ 黄 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック・粘土粒子少量，

炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子中量

５ 黄 褐 色 焼土ブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量
６ 極 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
７ 黄 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
８ 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子中量

土層解説（各ピット共通）
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 明 褐 色 砂微量

３ 褐 色 ローム粒子少量，砂微量
４ 灰 褐 色 ロームブロック中量，砂少量，礫微量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子・赤色粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量

５ 暗 褐 色 焼土粒子・粘土粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子中量，赤色粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子中量

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP３ 須恵器 壺 白色粒子・透明粒子・黒色粒子 灰黄 普通 口縁部外面横位の沈線の上に櫛描波状文（５本櫛歯）
体部外面にボタン状の瘤貼付 内面当て具痕 床面

TP４ 須恵器 甕 白色粒子・透明粒子 黄灰 普通 外面擬格子目叩き 内面青海波文 床面

TP５ 須恵器 甕 白色粒子・透明粒子・海綿骨針 灰 普通 外面平行叩き 内面青海波文 覆土中

TP６ 須恵器 甕 白色粒子・透明粒子・黒色粒子 灰黄褐 普通 外面平行叩き 内面青海波文 覆土中

―２３―



第１６図 第５号住居跡実測図

―２４―



第１７図 第５号住居跡遺物出土状況図

―２５―
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第１８図 第５号住居跡須恵器大甕出土状況図

―２６―



第１９図 第５号住居跡出土遺物実測図�

―２７―



第２０図 第５号住居跡出土遺物実測図�

―２８―



第６号住居跡（第２１図）

位置 Ｆ２ｈ０区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

重複関係 第１号井戸，第４・５号方形竪穴，第４３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�５ｍ，短軸３�４ｍの方形で，南北軸方向はＮ－３０°－Ｗである。壁高は５～８�で，立ち上

がりは，不明瞭である。

床 ほぼ平坦で，踏み固められていない。

覆土 ３層に分層される。周囲から土砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。また，覆土中から

部分的に焼土の塊が確認されている。

遺物出土状況 土師器片３点（不明）が出土している。いずれも細片で，図示することができない。

所見 炉や柱穴も確認されず，床面も硬化していない生活の痕跡が希薄な住居跡である。主軸方向をほぼ同じ

くして南側に位置する第７号住居跡に付属する施設と推測され，時期は前期前半と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

３ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第２１図 第６号住居跡実測図

第５号住居跡出土遺物観察表（第１９・２０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３２ 土師器 坏 １４�４ ５�６ － 白色粒子・透明粒子・黒色粒子 にぶい
黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘ

ラ削り 内面横ナデ・ナデ 床面 ８０％
PL１６

３３ 土師器 坏 ［１４�０］ ６�５ － 白色粒子・透明粒子 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ
削り 内面横ナデ・ナデ後ヘラ磨き 上層 ７０％

PL１６

３４ 土師器 壺 － （８�０） ６�０ 白色粒子・透明粒子 にぶい
黄橙 普通 体部外面ヘラ削り後横ナデ 内面ヘ

ラナデ・ナデ 床面 ６０％

３５ 土師器 壺 － （９�０）［６�０］ 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面上半ナデ下半ヘラ削り後一
部ナデ 内面上半ナデ下半ヘラナデ 上層 ３０％

３６ 須恵器 甕 ４０�８ ９７�３ － 白色粒子・透明粒子 灰 普通
口縁部から頸部に２条１単位の沈線で三
つに区画 上・中段波状文，下段複数本
の細沈線 体部外面平行叩き 内面青海
波文 底部同心円状の痕跡，くぼみ有り

上層～床面
５０％
PL１８
肩部に
自然釉

３９ 須恵器 甕 ～３９�７ ７７�０ －
白色粒子・透明粒子・
黒色の吹き出し多量 灰 普通

口縁端部に断面「Ｖ」字形のキザミと波状文
口縁部から頸部を沈線で四つに区画し，刺突
文と波状文 体部外面平行叩き後下半まで細
沈線 内面青海波文 底部くぼみ有り

上層～床面
４０％
PL１８
肩部に
自然釉

―２９―



第７号住居跡（第２２～２４図）

位置 Ｆ２ｉ７区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

重複関係 第９号方形竪穴，第１号大形竪穴に掘り込まれている。また，北側は耕作により撹乱を受けている。

規模と形状 長軸７�６ｍ，短軸７�１ｍの方形で，主軸方向はＮ－２６°－Ｗである。壁高は１８～２３�で，外傾して

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部から北壁にかけて踏み固められている。壁下に地山を掘り残した高まりを持ち，貯蔵

穴とＰ５の間には，一辺１�８ｍほどの方形の高まりが構築されており上面は硬化している。壁溝は北壁下に確

認されている。

炉 中央部に位置している。長径４０�，短径３０�ほどの不整楕円形で，床面とほぼ同じ高さを炉床としており，

赤変硬化している。

第２２図 第７号住居跡実測図�

―３０―



ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ７０～７２�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。Ｐ５・Ｐ６は深さ５５�・

５８�で，南壁際中央部に位置していることや硬化した高まりから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 南西コーナー部に位置している。径７０�ほどのやや不整な円形で，深さは６０�である。底面はほぼ平

坦で，壁が外傾して立ち上がっている。覆土は自然堆積と考えられる。

第２３図 第７号住居跡実測図�

土層解説（各ピット共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量

３ 極 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

―３１―



覆土 ５層に分層される。周囲から土砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。中央部の覆土中に

焼土や炭化材が確認されており，堆積が進みくぼ地となってから廃材などを燃やしたものと推測される。

遺物出土状況 土師器片８３１点（坩３２，高坏２，壺３，甕７７６，不明１８），土製品２点（土玉），石器１点（敲石）

が出土している。また，流れ込んだ縄文土器片８４点，弥生土器片１１点も出土している。北壁中央部付近と北東

コーナー部から，遺物が比較的まとまって出土している。これらのほとんどが覆土中からの出土であり，廃絶

後の埋没時の遺物と考えられる。４５とＱ３は床面から出土し，４１・４２，DP９は貯蔵穴の底面から出土してい

る。４４・４６・４７は中央部，DP８は西壁際の覆土下層からそれぞれ出土し，４３は覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から前期前半と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，粘土粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，粘土粒子微量

４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
５ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第２４図 第７号住居跡出土遺物実測図

第７号住居跡出土遺物観察表（第２４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４１ 土師器 坩 ［１３�４］ （９�３） － 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 橙 普通 内・外面ナデ 貯蔵穴底面 ３０％

４２ 土師器 坩 １０�４ （５�１） － 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 にぶい橙 普通 内・外面ナデ 端部横ナデ 貯蔵穴底面 ３０％

４３ 土師器 坩 ［１０�２］ （４�５） － 白色粒子・透明粒子 にぶい橙 普通 内・外面ナデ 覆土中 １０％

４４ 土師器 高坏 － （５�４） － 白色粒子・透明粒子 にぶい
赤褐 普通 脚部内・外面ヘラナデ 裾部内・外面

横ナデ 下層 １０％

―３２―



第８号住居跡（第２５～２７図）

位置 Ｆ１ｄ９区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

規模と形状 長軸６�３ｍ，短軸５�８ｍの方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｅである。壁高は１７～２９�で，外傾して

立ち上がっている。また，全体が東西方向の耕作による撹乱を受けている。

床 ほぼ平坦で，竈前方部から南壁際まで踏み固められている。壁溝は壁下に巡っている。竈周辺，各壁際，

中央部の床面に，焼けた範囲と炭化材や炭化物が確認されており，火災にあったものと考えられる。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１６�，袖部幅１１６�である。袖部は床面と

ほぼ同じ高さの地山面に焼土ブロックを混ぜ込んだ粘土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さであ

り，火床面は赤変硬化している。煙道部は壁外に２７�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４７～５０�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ５�で，南

壁際中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ５層に分層される。ロームブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２４３点（坏１，椀２，高坏１，甕・甑２３９），須恵器片３点（甕），手捏土器１７点，土製

品４点（土玉），石器１点（砥石）が出土している。また，混入した縄文土器片２０点，弥生土器片２点，陶器

片１点，磁器片１点も出土している。手捏土器の出土位置は竈の周囲に限られており，竈左脇に２か所，竈前

方に１か所の集中が見られ，土玉２点も焼土面上から手捏土器とともに出土している。手捏土器は，床面が焼

けた焼土面の上に堆積している第５層の上部と下部と焼土面上の三つに出土層位が異なる。DP１０・DP１２は床

面の焼土面上から出土している。４８・４９・５１は中央部，５２は北壁寄り，DP１１は西壁寄りの床面から出土して

いる。５０は中央部の覆土下層から出土している。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，鹿沼

パミス微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子少量
３ 黄 褐 色 焼土ブロック少量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量
６ 赤 褐 色 焼土ブロック多量
７ 黄 褐 色 砂中量
８ 極暗赤褐色 砂少量
９ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス少量，炭化粒子

微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４５ 土師器 壺 － （１１�２） ４�０ 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 明赤褐 普通 体部外面上半ハケ目後ナデ 内面ヘ

ラナデ・ナデ 床面 ５０％

４６ 土師器 壺 １５�６ （５�９） － 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 にぶい褐 普通 内・外面横ナデ後ヘラナデ 下層 ２０％
PL１４

４７ 土師器 甕 ［１６�４］ （６�６） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ハ

ケ目 内面ナデ 下層 １０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特徴 出土位置 備考

DP８ 土玉 ３�７ ３�６ 上０�７
下０�７ （３５�２） 白色粒子 ナデ 下層 PL２１

DP９ 土玉 ２�８ ２�６ 上０�７
下０�７ １７�８ 白色粒子・透明粒子 ナデ 貯蔵穴底面 PL２１

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特徴 出土位置 備考

Ｑ３ 敲石 （６�０） ９�１ ６�４ （４７�３） 安山岩 端部１か所に使用痕 床面

―３３―



所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。床面出土の遺物が少ないことから，廃絶に伴い意図的

に焼却したものと考えられる。手捏土器は出土層位と煤の付着の有無により，廃絶時に遺棄されたものと焼失

後埋め戻す際のものとに分けられ，住居の廃絶から焼却及び埋め戻しまでの過程で行われた祭祀行為と推測さ

れる。

第２５図 第８号住居跡実測図

―３４―



第２６図 第８号住居跡出土遺物実測図�

―３５―



第２７図 第８号住居跡出土遺物実測図�

第８号住居跡出土遺物観察表（第２６・２７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４８ 土師器 坏 １１�９ ４�８ － 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 にぶい褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘ
ラ削り 内面ナデ後ヘラ磨き 床面 ８５％

PL１６

４９ 土師器 椀 ［１６�２］ （６�７） － 白色粒子・透明粒子・黒雲母 にぶい褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面
ナデ 内面ナデ 床面 ２０％

５０ 土師器 高坏 ［１４�０］ （４�３） － 白色粒子・透明粒子 にぶい橙 普通 外面ヘラ削り後ナデ 内面ヘラ磨き 下層 ２０％

５１ 土師器 甕 １９�７ （２１�０） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 灰黄褐 普通 口縁部横ナデ 体部外面ヘラ削り

後ヘラナデ・ナデ 内面ナデ 床面 ４０％

５２ 土師器 甑 ［２７�７］ ２５�４ ［７�５］ 白色粒子・透明粒子・白雲母 にぶい
黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ナ

デ・ヘラ磨き 内面ヘラナデ・ナデ 床面 ３０％

５３ 手捏土器 － ［９�２］ ９�３ ４�８～５�３ 白色粒子・透明粒子 にぶい橙 普通 内・外面横ナデ・指頭押圧 底部木葉痕 上層 ７０％
PL１９

５４ 手捏土器 － ６�０ ５�２ ４�５～５�０ 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 にぶい
赤褐 普通 内・外面ナデ・指頭押圧 上層 ８０％

PL１９

５５ 手捏土器 － ７�５ ４�９ ４�４ 白色粒子・透明粒子・黒雲母 にぶい褐 普通 内・外面ナデ・指頭押圧 床面 ７０％
PL１９

５６ 手捏土器 － ［７�０］ （５�４） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 橙 普通 内・外面横ナデ・指頭押圧 上層 ３０％

PL１９

５７ 手捏土器 － ５�９ ４�５ ５�０ 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 にぶい橙 普通 内・外面ナデ・指頭押圧 下層 ４０％

PL１９

５８ 手捏土器 － ５�９ ４�６ ５�０ 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 橙 普通 内・外面ナデ・指頭押圧 床面 ９０％
PL１９

５９ 手捏土器 － ５�１ ２�８ ５�１ 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 にぶい橙 普通 内・外面ナデ・指頭押圧 底部木葉痕 床面 １００％
PL１９

６０ 手捏土器 － ４�５ ２�３ ４�９ 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 灰黄褐 普通 内・外面ナデ・指頭押圧 底部木葉痕 下層 ９５％
PL１９

６１ 手捏土器 － ６�８ ３�５ ５�２ 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 にぶい橙 普通 内・外面ナデ・指頭押圧 底部植物圧痕 床面 ９０％
PL１９

６２ 手捏土器 － ６�３ ３�１ ５�８ 白色粒子・透明粒子・チャート にぶい
黄褐 普通 内・外面ナデ・指頭押圧 底部木葉痕 下層 ９０％

PL１９

６３ 手捏土器 － ［６�７］ ４�０ ５�１～５�５ 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 にぶい
黄橙 普通 内・外面ナデ・指頭押圧 底部木葉痕 上層 ６０％

PL１９

６４ 手捏土器 － － （２�５） ２�７ 白色粒子・透明粒子 にぶい橙 普通 内・外面ナデ・指頭押圧 底部木葉痕 下層 ８０％
PL１９

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特徴 出土位置 備考

DP１０ 土玉 ２�８ ２�６ 上０�６
下０�６ １９�５ 白色粒子・透明粒子 ナデ 煤付着 焼土面 PL２１

DP１１ 土玉 ２�８ ２�６ 上０�６
下０�６ １８�５ 白色粒子・透明粒子 ナデ 煤付着 床面 PL２１

DP１２ 土玉 ２�７ ２�５ 上０�５
下０�５ １６�２ 白色粒子 ナデ 煤付着 焼土面 PL２１

DP１３ 土玉 － （２�５） － （９�５） 白色粒子 ナデ 覆土中

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特徴 出土位置 備考

Ｑ４ 砥石 １１�３ ６�８ ２�５ （１５７�５）凝灰岩 ２面を使用 断面「Ｕ」字形にくぼんだ砥面
側面に断面「Ｖ」字形の線状痕 礫面残存

覆土中

―３６―



第９号住居跡（第２８図）

位置 Ｅ２ｈ６区，標高１１�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面

の間の斜面部に位置している。

重複関係 第４号住居に掘り込まれている。

規模と形状 第４号住居に掘り込まれているため，東西軸０�９

ｍだけが確認されており，南北軸３�６ｍである。形状及び主

軸方向は不明である。壁高は１４�で，外傾して立ち上がって

いる。

床 確認された範囲から，ほぼ平坦と推測される。

覆土 ２層に分層される。壁際の堆積しか観察できないため，

堆積状況は不明である。

所見 時期は，遺物が出土していないため明確にできないが，

重複関係及び周辺の住居跡の時期から，６世紀後葉以前の古

墳時代と考えられる。

第１１号住居跡（第２９～３３図）

位置 Ｅ２ｂ５区，標高１２�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第７号掘立柱建物，第３５・５１号ピットに掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�９ｍ，短軸５�８ｍの方形で，主軸方向はＮ－２９°－Ｅである。壁高は１８～２７�で，外傾して

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，各コーナー部を除いて踏み固められている。北壁際の一部に，ローム土を盛り上げた高まり

が確認されている。壁溝が壁下を巡っている。貼床は，中央部を浅く壁際を溝状に深く掘り込み，ローム土主

体の土を埋土して構築している。中央部の硬化した高まりは，部分的に再度床を貼り足したものと考えられる。

南西コーナー部では，壁溝が二重に確認されており，内側の壁溝の覆土が固く締まっていることから，古い壁

溝と考えられる。主軸方向とほぼ同じ向きで，南壁と直交する細い溝は，間仕切り溝とも考えられるが明確で

ない。また，中央部の床面を中心に，焼けた範囲と炭化材が確認されており，火災にあったものと考えられる。

ピット １４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ３４～４２�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。炭化粒子を多く含んで

いる第１層は柱痕跡と考えられ，根元が腐植したものと考えられる。埋土は，直径０�５～１�０�の自然礫を混ぜ

込んだ粘土及びローム土である。Ｐ５～Ｐ１２・Ｐ１４は，貼床を除去後確認されたものであり，覆土の上面が

硬化している。Ｐ５は径７０�ほどののやや不整な円形で，深さ１２�である。底面はほぼ平坦で，壁は外傾して

立ち上がっている。Ｐ６～Ｐ１４は深さ５～１２�で，壁際の溝状の掘り方に沿うように確認されている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

土層解説（Ｐ１～Ｐ４共通）
１ 黒 色 炭化粒子多量
２ 浅 黄 橙 色 自然礫多量

土層解説（Ｐ５）
１ 黒 褐 色 ロームブロック多量
２ 黄 褐 色 ローム粒子多量

３ 黄 色 黒褐色土ブロック微量
４ 黄 褐 色 黒褐色土ブロック中量

３ 浅 黄 橙 色 自然礫多量

第２８図 第９号住居跡実測図

―３７―



貯蔵穴 南東コーナー部に位置している。長径７０�，短径６０�の楕円形で，深さは４５�である。底面はほぼ平

坦で，壁は外傾して立ち上がっており，一部平坦面を持っている箇所がある。覆土はローム土主体の土と黒褐

色土で埋められたと考えられる。

覆土 ７層に分層される。初めに第６・７層の炭及び焼土の層が形成され，その後埋め戻した人為堆積と考え

られる。また，第８～１４層は，貼床の構築土である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
２ にぶい黄褐色 炭化粒子微量

３ 褐 色 黒褐色土ブロック微量

第２９図 第１１号住居跡実測図

―３８―



遺物出土状況 土師器片１９９点（椀１，坩２，器台５，高坏５，壺２，甕・甑１５２，不明３２），ミニチュア土器

１０点，土製品４点（土玉）が出土している。また，混入した縄文土器片８５点，弥生土器片３点も出土している。

推定される個体数は，土師器２１点（椀１，坩２，器台５，高坏５，壺２，甕６），ミニチュア土器１０点である。

遺物は廃絶時と焼失後に，出土層位が大きく分けられる。廃絶時のものは，７５・７９・８０・８２・８３・８７，DP１６・

DP１７で，床面から出土している。焼失後の遺物は６５～７４・７６～７８・８１・８４～８６・８８，DP１４である。この内，

焼土層直上面で出土しているのは，６７・７６・８４である。焼土層及び炭化材とほぼ同じ高さの覆土中から出土し

ているのは，６５・６６・６８・６９・７３・７７・７８・８１・８８・DP１４である。８６は貯蔵穴内部の焼土や炭化材を含んで

いない人為堆積土内から出土している。７１は床面と焼土層とほぼ同じ高さの位置からそれぞれ出土した破片が

第３０図 第１１号住居跡掘り方実測図

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，黒褐色土ブロック少量，焼

土粒子・炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 黒褐色土ブロック微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
６ 黒 色 炭化物多量
７ 赤 褐 色 焼土ブロック多量

８ 褐 色 黒褐色土ブロック多量
９ 暗 褐 色 ローム粒子多量
１０ 褐 色 ロームブロック中量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック多量
１２ 明 黄 褐 色 黒褐色土ブロック少量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック多量

―３９―



接合したものである。８５は南壁寄りの覆土中層から出土している。７０は貯蔵穴内部と南西コーナー部付近の覆

土下層からそれぞれ出土した破片が接合している。７４は覆土上層から出土している。DP１５はＰ５に埋められ

た貼床の構築土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から前期前半と考えられる。廃絶時と焼失後の遺物にミニチュア土器や土玉が多く出

土しており，時期が異なるが第８号住居跡と同様に住居の廃絶から焼却及び埋め戻しまでの過程で行われた祭

祀行為が推測される。

第３１図 第１１号住居跡・出土遺物実測図

遺物・炭化材・焼土出土状況

廃絶時の遺物

―４０―



第３２図 第１１号住居跡出土遺物実測図�

焼失後の遺物

―４１―



第３３図 第１１号住居跡出土遺物実測図�

第１１号住居跡出土遺物観察表（第３１～３３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６５ 土師器 椀 １０�３ ９�２ ８�０ 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内・

外面ヘラナデ・ナデ 下層 ９０％
PL１４

６６ 土師器 脚付坩 ９�１ １０�２ １５�０ 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 にぶい橙 普通 坩部内・外面ヘラナデ・ナデ 脚部外

面ヘラ削り後ヘラ磨き 裾部横ナデ 下層 ９５％
PL１４

６７ 土師器 脚付坩 １３�０ （６�６） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 橙 普通 外面上半ハケ目後ヘラナデ下半ナ

デ 内面横ナデ 焼土層上面 ５０％

６８ 土師器 器台 ［８�０］ ８�４ １１�５ 白色粒子・透明粒子・
黒雲母 にぶい橙 普通 受け部内・外面横ナデ 脚部ハケ

目後ナデ 裾部横ナデ 下層 ７０％
PL１４

６９ 土師器 器台 ［３�７］ ５�４ ［１０�１］ 白色粒子・透明粒子・赤色粒子・黒雲母 橙 普通 脚部内・外面ナデ 裾部横ナデ 下層 ５０％

７０ 土師器 高坏 ［１６�１］ １０�４ ９�７ 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子

にぶい
黄橙 普通 坏部内・外面横ナデ・ナデ 脚部外面

ヘラナデ 内面横ナデ 裾部横ナデ 下層 貯蔵穴 ６０％
PL１４

７１ 土師器 高坏 ［１２�８］ ８�０ ［８�６］ 白色粒子・透明粒子・赤色粒子・黒雲母
にぶい
赤褐 普通 坏部内・外面横ナデ・ヘラナデ 脚

部～裾部外面ヘラナデ 内面横ナデ 床面 下層 ４５％

７２ 土師器 壺 １２�４ （８�７） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母

にぶい
黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ後ヘラナデ 体部

外面ヘラナデ 内面粘土紐接合痕残存 中層 ３０％

７３ 土師器 甕 １４�６ １７�３ ６�６ 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面ハケ目後一部ナデ 体

部外面ハケ目 内面ヘラナデ・ナデ 下層 ７０％
PL１４

７４ 土師器 甕 １６�６ ２４�３ ５�５ 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 橙 普通 口縁部内・外面ハケ目 外面一部押圧

体部外面ハケ目 内面ヘラナデ・ナデ 上層 ４５％

７５ 土師器 甕 １２�３ （１２�８） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母

にぶい
黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面

ヘラナデ・ナデ 内面ナデ 床面 ４０％
PL１４

７６ 土師器 甕 ［１６�２］（１６�０） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面

上半ナデ下半ヘラ削り 内面ナデ 焼土層上面 ２０％

７７ 土師器 甕 ［２５�７］（１０�１） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母

にぶい
黄橙 普通 外面ハケ目 口縁端部内・外面ハ

ケ目後横ナデ 体部内面ナデ 下層 ５％

７８ 土師器 甕 ［１５�４］ （８�６） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子

にぶい
黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ハケ

目後ヘラ削り 内面ヘラナデ・ナデ 下層 １０％

７９ ミニチュア － ８�４～８�８５�７～６�３３�４～３�７ 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 橙 普通 輪積み成形後縦方向のナデ 端部
指頭押圧 床面 １００％

PL１５

８０ ミニチュア － ８�７ ４�５ ３�２ 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子

にぶい
黄橙 普通 輪積み成形後縦方向のナデ 端部

指頭押圧 床面 １００％
PL１５

８１ ミニチュア － ［６�８］ ６�０ － 白色粒子・透明粒子 橙 普通 輪積み成形後内・外面丁寧なナデ 下層 ７０％
PL１５

８２ ミニチュア － ５�１ ５�４ ３�５ 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子 橙 普通 輪積み成形後内・外面ナデ一部赤彩残存 床面 ７０％

PL１５

８３ ミニチュア － ［６�７］ （５�７） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 灰黄褐 普通 輪積み成形後外面ハケ目後ナデ

内面ハケ目・ナデ 床面 ３０％
PL１５

８４ ミニチュア － ［７�９］ １０�０ ［６�３］ 白色粒子・透明粒子・赤色粒子・黒雲母 灰褐 普通 輪積み成形後指頭押圧・ナデ 焼土層上面 ６０％
PL１５

８５ ミニチュア － － （２�６） ３�２ 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子

にぶい
黄橙 普通 輪積み成形後指頭押圧・ナデ 中層 ５０％

PL１５

焼失後の遺物

貼床下の遺物

―４２―



第１２Ａ号住居跡（第３４～３６図）

位置 Ｄ２ｊ８区，標高１２�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１２Ｂ号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 一辺４�８ｍの方形で，主軸方向はＮ－２７°－Ｗである。壁高は１８～２７�で，外傾して立ち上がって

いる。また，北東部は耕作による撹乱を受けている。

床 ほぼ平坦で，竈前方部から南壁際まで踏み固められている。ロームブロックを混ぜ込んだ褐色土で，貼床

を構築している。壁溝は北壁を除く壁下に部分的に確認されている。貼床下から本跡の壁より内側に，四方に

巡っている壁溝とピットが５か所確認されており，その壁溝内の面積は，本跡の床面積より小さい。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２０�，袖部幅１３５�で，袖部は壁外を掘り

込み，ロームブロック・焼土ブロック・自然礫を混ぜ込んだ粘土を充填して構築されている。火床部は床面を

３０�ほど掘り込んでロームブロック・焼土ブロックを混ぜ込んだ暗褐色土を埋土しており，火床面は赤変硬化

している。煙道部は壁外に３６�掘り込まれ，火床面からの立ち上がりは撹乱のため不明瞭である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ３０～４６�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ２４�で，南

壁際中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。貼床下から

確認されたピットは，本跡のピットとほぼ同じ位置にある。

覆土 ５層に分層される。周囲から流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。炭化材が南西コーナー部

と西壁側，焼土塊が北東，南東コーナー部の第２層上面に集中してそれぞれ確認されており，堆積が進みくぼ

地となってから，廃材などを燃やしたものと推測される。また，第６層は貼床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片１１７０点（坏１１３，椀１，高坏１，甕・甑１０５５），土製品４点（管玉２，支脚２），石器

１点（砥石）が出土している。また，混入した縄文土器片２０点も出土している。推定される個体数は，土師器

竈土層解説
１ 明 褐 色 ローム粒子中量
２ 明 褐 色 焼土粒子多量（構築材崩落土）
３ 暗 褐 色 焼土粒子多量

４ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量

土層解説（各ピット共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量 ２ 黒 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック微量

４ 黒 褐 色 ローム粒子多量
５ 黄 褐 色 ローム粒子多量
６ 褐 色 ロームブロック・黒褐色土ブロック多量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８６ ミニチュア － － （２�３） ３�９ 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子

にぶい
黄橙 普通 内・外面ナデ 貯蔵穴下層 １０％

PL１５

８７ ミニチュア － － （１�９） ３�２ 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子 にぶい橙 普通 内・外面ナデ 床面 ５０％

PL１５

８８ ミニチュア － ［３�６］ ２�２ ３�１ 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 にぶい橙 普通 内・外面ナデ 中層 ６０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特徴 出土位置 備考

DP１４ 土玉 ３�３ ３�３ 上０�９
下０�７ ３１�１ 白色粒子・透明粒子 ナデ 下層 PL２１

DP１５ 土玉 ３�１ ３�１ 上０�７
下０�６ ２６�５ 白色粒子・赤色粒子 ナデ 貼床下 PL２１

DP１６ 土玉 ３�０ ３�０ 上０�８
下０�８ ２５�１ 白色粒子・透明粒子 ナデ 煤付着 床面 PL２１

DP１７ 土玉 ３�０ ２�９ 上０�９
下０�８ ２２�７ 白色粒子・透明粒子 ナデ 煤付着 床面 PL２１

―４３―



１５点（坏７，椀１，高坏１，甕５，甑１）である。遺物は中央部及び北東コーナー部の覆土下層，南東コーナー

部の覆土中層から覆土下層にかけて集中しており，炭化材や焼土塊とほぼ同じ層位から出土している。これら

はくぼ地での燃焼行為時かその直後に廃棄されたものと考えられる。８９・９３・９４・９７は広範囲に散在してそれ

ぞれ出土している破片が接合している。９０は南東コーナー部の覆土中層，９１は竈脇の覆土中層，DP１８は覆土

中からそれぞれ出土している。DP１９は貼床の構築土内から出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。本跡の貼床下で確認された第１２Ｂ号住居跡から，柱を

据え替え，壁を四方に拡張したものと考えられる。

第３４図 第１２Ａ号住居跡実測図

―４４―



第３５図 第１２Ａ号住居跡出土遺物実測図�

―４５―



第３６図 第１２Ａ号住居跡出土遺物実測図�

第１２Ａ号住居跡出土遺物観察表（第３５・３６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８９ 土師器 坏 ［１３�１］ ４�６ － 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 にぶい
黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面

ヘラ削り 内面横ナデ・ナデ 中層 床面 ３０％

９０ 土師器 坏 ［１２�４］ ４�５ － 白色粒子・透明粒子 にぶい
黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面

ヘラ削り 内面横ナデ・ナデ 中層 ５０％

９１ 土師器 坏 ［１７�８］ （５�９） － 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 明赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面
ナデ 内面横ナデ・ナデ 中層 ２０％

９２ 土師器 甕 ２１�４ （２３�１） － 白色粒子・透明粒子・白雲母 にぶい
黄褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面

ナデ下半ヘラ磨き 内面ナデ 下層 床面 ３０％

９３ 土師器 甕 １８�４～１９�４（２１�３） － 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面
ヘラ削り 内面ヘラナデ・ナデ 中層～床面 ３０％

９４ 土師器 甕 １５�６ ２１�４ ８�５ 白色粒子・透明粒子・黒雲母 明赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘ
ラ削り後ナデ 内面ヘラナデ・ナデ 下層 床面 ６０％

９５ 土師器 甕 １６�６ １６�３～１８�２ ７�１ 白色粒子・透明粒子・白雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面
ヘラ削り後下半ナデ 内面ナデ 中層 ８０％

PL１７

９６ 土師器 甕 １３�８ （１５�３） － 白色粒子・透明粒子・黒雲母 にぶい
黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘ

ラ削り後ナデ 内面ヘラナデ・ナデ 下層 ６０％

９７ 土師器 甕 ［１６�６］ １５�７ ６�８ 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 にぶい
黄褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘ

ラ削り後ナデ 内面ヘラナデ・ナデ 下層 ４０％

―４６―



第１２Ｂ号住居跡（第３７図）

位置 Ｄ２ｊ８区，標高１２�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

確認状況 第１２Ａ号住居の貼床の下から確認されている。

規模と形状 確認された壁溝から長軸４�３ｍ，短軸４�２ｍの方形で，主軸方向はＮ－２７°－Ｗである。

床 第１２Ａ号住居跡の貼床下から，地山をそのまま使用している床面が確認され，中央部が踏み固められてい

る。壁溝が巡っている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４６～６０�で，規模と位置から主柱穴と考えられ，第１２Ａ号住居跡の主柱穴

と少し位置がずれている。Ｐ５は深さ１８�で，第１２Ａ号住居跡のＰ５の内側に位置していることや硬化面の広

がりから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

所見 本跡は，第１２Ａ号住居跡の建て替え前の住居である。本跡の床と第１２Ａ号住居跡の貼床の間には，間層

がないことから，本跡から第１２Ａ号住居跡は時期的に連続していたものと考えられる。

第３７図 第１２Ｂ号住居跡実測図

番号 器種 長さ 径 孔径 重量 胎土 特徴 出土位置 備考

DP１８ 管玉 １�９ ０�９ 上０�２
下０�２ １�７ 透明粒子 ナデ 覆土中 PL２０

DP１９ 管玉 ２�０ ０�６ 上０�１
下０�１ １�０ 透明粒子 ナデ 貼床内 PL２０

DP２０ 支脚 （１９�６） ７�８ ６�７（９５７�０）白色粒子・透明粒子 ナデ １面の中央部がくぼんでいる 竈覆土中 PL２０

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特徴 出土位置 備考

Ｑ５ 砥石 １１�０ （８�４） １�３ （１４１�９）凝灰岩 ２面を使用 覆土中 PL２２

―４７―



第１３号住居跡（第３８～４２図）

位置 Ｅ２ｊ９区，標高１１�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

規模と形状 一辺３�３ｍの方形で，主軸方向はＮ－３０°－Ｅである。壁高は１０～５５�で，外傾して立ち上がって

いる。

床 ほぼ平坦で，各コーナー部を除く全域が踏み固められている。壁溝は北西コーナー部で途切れるが，ほぼ

壁下を巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８５�，袖部幅９０�で，袖部はローム土を混

ぜ込んだ粘土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は赤変硬化している。煙道部は壁外

に２０～２６�掘り込まれ，外傾して立ち上がっており確認面近くで内傾している。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ にぶい黄褐色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
４ にぶい黄褐色 焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

６ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子少量
７ 黄 褐 色 ローム粒子中量
８ 暗 赤 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
９ 黄 褐 色 ローム粒子少量

第３８図 第１３号住居跡実測図

―４８―



第３９図 第１３号住居跡遺物出土状況図

―４９―



覆土 ７層に分層される。第１層のローム土主体の土砂などで，北及び西側から埋め戻した人為堆積と考えら

れる。

遺物出土状況 土師器片３１９点（坏１２，椀５，甕・甑３０２），須恵器片２点（瓶，甕）が出土している。推定さ

れる個体数は，土師器１４点（坏４，椀２，甕７，甑１）である。ほぼ完形品及び破損品が，竈周辺の第２層中

から第３層上面にかけてまとまって出土している。９８～１００・１０３～１０７が第２層中，１０８は第２層下部から第３

層上部にかけてそれぞれ出土した破片が接合している。１０１・１０２・１０９は第３層上部から出土している。TP７

は竈内覆土中から出土している。これらは廃絶後埋め戻す際に北壁側から廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 明 褐 色 粘土ブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
３ 黒 色 炭化材・ローム粒子少量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量

５ 黒 褐 色 ロームブロック微量
６ 褐 色 ローム粒子多量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第４０図 第１３号住居跡出土遺物実測図�

―５０―



第４１図 第１３号住居跡出土遺物実測図�

―５１―



第４２図 第１３号住居跡出土遺物実測図�

第１３号住居跡出土遺物観察表（第４０～４２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９８ 土師器 坏 １３�５ ４�９ － 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面
ヘラ削り 内面横ナデ 第２層中 ９５％

PL１６

９９ 土師器 坏 ［１３�４］ ４�４ － 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内・
外面横ナデ 第２層中 ９５％

１００ 土師器 椀 １１�３ ７�８ － 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面
ヘラ削り 内面横ナデ・ナデ 第２層中 ９５％

PL１７

１０１ 須恵器 平瓶 － （１１�８） ７�３ 白色粒子・透明粒子 灰白 普通 風船技法の円盤閉塞法 体部下端
から底部まで回転ヘラ削り調整 第３層上部 ９０％

―５２―



第１４号住居跡（第４３図）

位置 Ｆ３ｂ３区，標高１１�０ｍの河岸段丘の低位面から中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１１号方形竪穴，第６１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 西・南側が削平されているため，規模・形状は不明である。竈を通る軸線から推定する主軸方向

は，Ｎ－３２°－Ｗである。遺存する壁高は１３～２６�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦と推測され，竈前方部から東壁寄りにかけて踏み固められている。壁溝は北東コーナー部周辺に

確認されている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８８�，袖部幅９３�で，袖部は砂を含んでい

る粘土で構築されている。火床部は床面から１０�ほど掘り込んで，焼土粒子・粘土粒子を多量に含んでいる黒

褐色土を埋土しており，火床面は赤変硬化している。煙道部は壁外に４０�掘り込まれ，外傾して立ち上がって

いる。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２１～４６�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。

覆土 ２層に分層される。竈周辺から中央部と北東コーナー部に薄く堆積しているだけのため，堆積状況は不

明である。

遺物出土状況 土師器片１８点（坏７，甕１０・甑１），石器１点（敲石）が出土している。また，流れ込んだ縄

文土器片１点も出土している。１１０・１１１，Ｑ６は竈前方部及び中央部の床面から出土している。１１２は北壁の

壁溝底面からやや上の位置から出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
２ 灰 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子微量

５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，粘土粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子微量
７ 黒 褐 色 焼土粒子・粘土粒子多量

土層解説（各ピット共通）
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量

３ 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子中量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０２ 土師器 甕 ２４�４ ２６�７ ［８�６］ 白色粒子・透明粒子 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面
ナデ 内面剥落 ナデヵ 第３層上部 ９５％

PL１８

１０３ 土師器 甕 １８�５ ３３�３ ９�１ 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面ナデ 第２層中 ６０％
PL１８

１０４ 土師器 甕 ［２０�６］ ３４�６ ８�９ 白色粒子・透明粒子・白雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面
上半ナデ下半ヘラ磨き 内面ナデ 第２層中 ８０％

PL１８

１０５ 土師器 甕 １５�６ （２５�５） － 白色粒子 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面
ヘラ削り後ナデ 内面ナデ 第２～３層 ４０％

１０６ 土師器 甕 ［１１�８］ １８�５ １０�０ 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 にぶい褐 普通 外面ヘラ削り 内面ナデ 第２層中 ８０％
PL１８

１０７ 土師器 甕 １４�１～１６�０（２１�１） － 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面
ヘラ削り 内面ヘラナデ・ナデ 第２層中 ４０％

１０８ 土師器 甕 ［１９�２］（２４�６） － 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 にぶい
黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面

ヘラ削り後ナデ 内面ナデ 第２～３層 ３０％

１０９ 土師器 甑 ２３�７ ２３�０ ［９�０］ 白色粒子・透明粒子・白雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ
削り 内面ヘラナデ・ナデ後ヘラ磨き 第３層上部 ６０％

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP７ 須恵器 甕 白色粒子・透明粒子・海綿骨針 灰黄褐 普通 外面平行叩き 内面青海波文 竈覆土中

―５３―



第４３図 第１４号住居跡・出土遺物実測図

―５４―



第１７号住居跡（第４４～４６図）

位置 Ｃ３ｄ６区，標高１６�５ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第２１８号土坑，第４５５～４７０号ピット，第３号大形竪穴に掘り込まれている。

規模と形状 東側が削平されているため，南北軸５�４ｍで，東西軸は５�６ｍ確認されている。平面形は長方形と

推測され，主軸方向はＮ－４°－Ｅである。壁高は５～２５�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，全体的に軟弱で，炉のある西側がやや踏み固められている。壁溝は壁下に確認されている。

北壁側の床面にのみ焼けた範囲と炭化材が確認されており，火災にあったものと考えられる。

炉 中央部より西壁寄りに付設されている。長径１２０�，短径６６�の楕円形で，床面からややくぼんだ位置を

炉床としており，赤変硬化している。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１２～２０�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は南壁際に位置し

ていることや硬化面の広がりから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 南西コーナー部に位置している。長径１２０�，短径６６�の楕円形で，深さは４２�である。底面は凹凸

で，覆土は人為堆積と考えられる。

覆土 ５層に分層される。周囲から土砂が流入した堆積状況だが，埋め戻された人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１０３７点（椀１，坩２，器台５，高坏５，壺２０，甕９６０，不明４４），土製品１点（土玉），

炭化種子（イネ，アサ，マメ類）が出土している。また，流れ込んだ縄文土器片１０点も出土している。推定さ

れる個体数は，土師器２５点（椀１，坩２，器台５，高坏５，壺６，甕６）である。遺物は，覆土下層から床面

に集中しており，出土層位が違う破片同士の接合もみられる。１１３は南西コーナー部，１１９は北壁際，１３１は北

西コーナー部，１３２は中央部からやや東に寄った位置の床面から出土している。１２７は北西コーナー部の遺物集

中部の覆土最下層から床面にかけてまとまって出土した破片と，中央部からやや東に寄った位置からそれぞれ

出土した破片が接合している。北西コーナー部からまとまって出土した破片群の下からは，炭化種子（イネ）

の塊が検出されている。１２０・１２４・１２９・１３０は貯蔵穴の覆土上層から覆土下層にかけて出土しており，１２９は

潰れた状態で出土している。１２９の中から炭化種子（アサ，マメ類）及び炭化材が確認されている。また，脱

穀後のコメも出土している。DP２１は南西コーナー部の覆土下層から出土している。なお，１２８は第４６３号ピッ

トへの混入である。

所見 時期は，出土土器から前期前半と考えられ，廃絶に伴い焼却したものと考えられる。

炉土層解説
１ 暗 赤 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量 ２ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

４ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
５ にぶい褐色 ロームブロック中量

第１４号住居跡出土遺物観察表（第４３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１０ 土師器 坏 ［１３�８］ ３�８ － 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 にぶい
黄褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面

丁寧なナデ 内面横ナデ・ナデ 床面 ６０％

１１１ 土師器 坏 ［１４�７］ ３�９ － 白色粒子・透明粒子 にぶい褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ
削り 内面横ナデ・ナデ後ヘラ磨き 床面 ３０％

１１２ 土師器 甑 ［１８�４］（７�５） － 白色粒子・透明粒子 にぶい
黄褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面ナデ 下層 ２０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特徴 出土位置 備考

Ｑ６ 敲石 ２１�４ ７�１ ５�５ １０９０�０ 凝灰岩 端部１か所を使用 床面

―５５―



第４４図 第１７号住居跡実測図

―５６―



第４５図 第１７号住居跡出土遺物実測図�
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第４６図 第１７号住居跡出土遺物実測図�

第１７号住居跡出土遺物観察表（第４５・４６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１３ 土師器 椀 １０�６ ７�４ ２�５ 白色粒子・透明粒子 にぶい
黄橙 普通 内・外面ナデ 床面 １００％

PL１５

１１４ 土師器 坩 ［１０�８］ （４�２） － 白色粒子・透明粒子 にぶい褐 普通 内・外面ナデ 壁溝内 １０％

１１５ 土師器 器台 ７�２ （５�２） － 白色粒子・赤色粒子 にぶい橙 普通 受部・脚部内・外面ナデ Pit４６４内 ６０％

１１６ 土師器 器台 － （７�７） ［９�３］ 白色粒子・透明粒子 にぶい褐 普通 脚部～裾部外面ナデ 脚部内面ヘ
ラナデ 裾部内面ハケ目後ナデ Pit４６１内 ３０％

１１７ 土師器 器台 － （６�６） － 白色粒子・透明粒子 灰黄褐 普通 脚部・裾部内・外面ナデ 第３号大形竪
穴状遺構内 ２０％

１１８ 土師器 器台 － （４�９） － 白色粒子・透明粒子 橙 普通 脚部外面ナデ 内面ヘラナデ 下層 １０％

１１９ 土師器 高坏 ９�３ ６�８ ［８�３］ 白色粒子・透明粒子 にぶい
黄橙 普通 坏部内・外面横ナデ・ナデ 脚部

～裾部内・外面ナデ 床面 ９０％
PL１５

―５８―



第１８号住居跡（第４７図）

位置 Ｇ２ｅ７区，標高９�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

重複関係 第３４４号土坑を掘り込み，第１６号井戸，第３４２・３４６・３４７・３４９号土坑，第４７１～４７３号ピットに掘り

込まれている。

規模と形状 東側が調査区域外に延びているため，南北軸５�３ｍで，東西軸は４�７ｍが確認されている。平面形

は方形と推測され，主軸方向はＮ－４６°－Ｅである。壁高は１６～２２�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部から北壁際まで踏み固められている。壁溝は壁下に確認されている。

炉 中央部に付設されていると推測される。径６５�の円形で，床面とほぼ同じ高さを炉床としており，赤変硬

化している。

ピット ３か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ１６～３３�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。

覆土 ２層に分層される。周囲から土砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片７８点（高坏１，甕７６，不明１），ミニチュア土器１点が出土している。また，混入し

た縄文土器片１１点，弥生土器片４点，陶器片１点も出土している。１３６は炉床から出土している。

所見 時期は，出土土器から前期と考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１２０ 土師器 装飾器台 １５�０ （５�１） － 白色粒子・透明粒子・
黒雲母

にぶい
黄橙 普通 受部外面ヘラナデ・ナデ 内面横ナデ 貯蔵穴内 ４０％

１２１ 土師器 高坏 － （６�６）［１０�８］ 白色粒子・透明粒子・赤色粒子・黒雲母
にぶい
黄橙 普通 脚部～裾部内・外面横ナデ・ナデ 下層 ４０％

１２２ 土師器 高坏 － （５�４） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子

にぶい
黄橙 普通 坏部～脚部内・外面ナデ 下層 ３０％

１２３ 土師器 高坏 － （４�３） － 白色粒子・透明粒子 橙 普通 坏部～脚部内・外面ナデ 下層 １０％

１２４ 土師器 壺 １５�０ ３３�５ ６�０ 白色粒子・透明粒子・
白雲母

にぶい
黄橙 普通 口縁部～体部内・外面ナデ 頸部

帯状のナデ 底部周縁ハケ目残存 貯蔵穴内 ６０％
PL１５

１２５ 土師器 壺 １６�１ （１７�５） － 白色粒子・透明粒子 にぶい
黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ・ナデ 体

部外面ナデ 内面剥落 下層～床面 ４０％

１２６ 土師器 壺 １５�２ （１１�０） － 白色粒子・透明粒子・
黒雲母

にぶい
黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ・ナデ 体

部外面ヘラナデ 内面ナデ 下層 ２０％

１２７ 土師器 壺 ［１８�３］ （９�３） － 白色粒子・透明粒子 褐 普通 口縁部外面横ナデ後ヘラ磨き 内面ハケ目後ナデ 頸部
内・外面ハケ目後ナデ 体部外面ハケ目後ナデ 内面ナデ 下層～床面 ３０％

１２８ 土師器 壺 － （５�９） ５�７ 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母

にぶい
黄橙 普通 体部外面ハケ目後ナデ 底部焼成後穿孔 Pit４６３内 ３０％

１２９ 土師器 甕 ２０�４ ２５�４ ６�２ 白色粒子・透明粒子・
黒雲母

にぶい
黄橙 普通 口縁部内・外面ハケ目 体部外面

ハケ目後一部ナデ 内面ナデ 貯蔵穴内 ８０％
PL１５

１３０ 土師器 甕 １３�０ １４�３～１５�４ ４�８ 白色粒子・透明粒子 橙 普通 口縁部外面横ナデ 体部外面ハケ目後
ヘラナデ・ナデ 内面ヘラナデ・ナデ 貯蔵穴内 １００％

１３１ 土師器 甕 １０�５ １２�６ ５�４ 白色粒子・透明粒子 にぶい
黄橙 普通 口縁部外面横ナデ 体部外面ハケ

目後ナデ 内面剥落 床面 ９０％
PL１４

１３２ 土師器 甕 ［１６�０］ （６�６） － 白色粒子・透明粒子 にぶい褐 普通 口縁部ハケ目後内面ナデ 体部外
面ハケ目 内面ナデヵ 床面 ５％

１３３ 土師器 甕 － （１３�２） ４�５ 白色粒子・透明粒子 にぶい褐 普通 体部外面ハケ目 底部周縁ナデ 内面ナデ 下層～床面 ５０％

１３４ 土師器 甕 ［２２�０］ （５�９） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 にぶい橙 普通 口縁部外面横ナデ 内面ハケ目

体部外面ハケ目 内面ヘラナデ 下層 １５％

１３５ 土師器 甕 ［１４�６］ （３�９） － 白色粒子・透明粒子 にぶい
黄橙 普通 口縁部外面横ナデ 体部内・外面

ハケ目後ナデ 下層 １０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特徴 出土位置 備考

DP２１ 土玉 ３�４ ３�３ 上０�８
下０�８ ３０�７ 白色粒子・透明粒子 ナデ 貯蔵穴 PL２１

―５９―



第４７図 第１８号住居跡・出土遺物実測図

第１８号住居跡出土遺物観察表（第４７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１３６ 土師器 高坏 － （７�８） － 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 にぶい褐 普通 内・外面ナデ 炉床 １０％

１３７ ミニチュア － － （２�０） ［４�０］ 白色粒子・透明粒子 橙 普通 内・外面ナデ 覆土中 １５％

―６０―



� 方形周溝墓

第１号方形周溝墓（第４８・４９図）

位置 Ｄ３ａ６区，標高１６�５ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第２３・２５号掘立柱建物，第２１号溝，第２２７・２３４・２５２・２６０・２６１・２６６～２７２・２７９・２８５・２８６・２８８・

２８９・３０７・３１７～３１９・３２２・３２４～３２６号土坑，第３９５・４１６・４３３・４３６・４３８・５１６～５１８・５３９・５８１号ピットに掘

り込まれている。

規模と形状 南側の周溝がわずかに調査区域外に延びており，内法は東西軸１５�０ｍ，南北軸１２�５ｍで，外法は

東西軸１９�０ｍ，南北軸１８�２ｍが確認されている。主軸方向は南北壁を基準とするとＮ－２３°－Ｅである。周溝

は四隅が途切れており，周溝の外縁は弧状，内縁は直線的で，方形である。深さは北側が７５�，西側が８７�と

深く，東側が２６�，南側が２８�と浅い。西側周溝は，壁の中段ほどに平坦面をもつ二段の掘り込みを有し，平

坦面から底面までの深さは５０�である。どの周溝も底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 １３層に分層される。初めに周溝の内側から流入して埋没が始まり，その後外側から流入している。堆積

方向は違うが，自然堆積と考えられる。なお，初めに流入した土砂の中の，第６・８・９・１２・１３層はローム

土が主体であり，鹿沼パミスを含む層もある。第１０・１１層は鹿沼パミスを含まない黒色土が主体である。

表３ 古墳時代の竪穴住居跡一覧表

番号 位置
主軸方向

（南北軸方向）
平面形

規模（ｍ）
長（東西）軸
×

短（南北）軸

壁高
（�）床面 壁溝

内部施設
覆土 出土遺物 時期

備考
重複関係
（古�新）主柱穴出入口ピット ピット貯蔵穴

炉
竈

１ Ｇ２ｄ６ Ｎ－４３°－Ｗ 方形 ５�１×４�８ ５～１２ 平坦 － ３ １ － － － － － ［前期］

本跡�第９号
火葬土坑，SK
１・２８，Pit
５１３・５１４
Pit５２３と新旧
不明

２ Ｆ２ｊ４ Ｎ－５°－Ｅ 方形 ６�３×６�１ ２２～３２ 平坦 ほぼ
全周 ４ １ １ １ 北竈 自然 土師器 須恵器

管玉 支脚 砥石
６世紀
後葉 SK６０�本跡

４ Ｅ２ｈ６ Ｎ－５°－Ｅ 方形 ４�９×４�６ １７～３９ 平坦 全周 ４ １ － － 北竈 自然 土師器 須恵器 ６世紀
後葉 SI９�本跡

５ Ｅ２ｉ０ Ｎ－１６°－Ｗ 方形 ４�４×４�２ ２４～３８ 平坦 ほぼ
全周 ４ ２ ２ － 北竈 自然 土師器 須恵器 ６世紀

中葉
SK５２�本跡�
SD３

６ Ｆ２ｈ０ Ｎ－３０°－Ｗ 方形 ３�５×３�４ ５～８ 平坦 － － － － － － 自然 土師器 前期前半 本跡�SE１，
SH４・５，SK４３

７ Ｆ２ｉ７ Ｎ－２６°－Ｗ 方形 ７�６×７�１ １８～２３ 平坦 部分 ４ ２ － １ 炉 自然 土師器 土玉
敲石 前期前半

本跡�SH９，第
１号大形竪穴
状遺構

８ Ｆ１ｄ９ Ｎ－１０°－Ｅ 方形 ６�３×５�８ １７～２９ 平坦 全周 ４ １ － － 北竈 人為
土師器 須恵器
手捏土器 土玉
砥石

６世紀
後葉 －

９ Ｅ２ｈ６ － － （０�９）×（３�６）１４ 平坦
カ － － － － － － － － 古墳時代 本跡�SI４

１１ Ｅ２ｂ５ Ｎ－２９°－Ｅ 方形 ５�９×５�８ １８～２７ 平坦 全周 ４ － １０ １ － 人為 土師器 ミニチ
ュア土器 土玉 前期前半 本跡�SB７，

Pit３５・５１

１２Ａ Ｄ２ｊ８ Ｎ－２７°－Ｗ 方形 ４�８×４�８ １８～２７ 平坦 部分 ４ １ － － 北竈 自然 土師器 管玉
支脚 砥石

６世紀
後葉 SI１２Ｂ�本跡

１２Ｂ Ｄ２ｊ８ Ｎ－２７°－Ｗ 方形 ４�３×４�２ － 平坦 全周 ４ １ － － 北竈
ヵ － 土師器 ６世紀

後葉 本跡�SI１２Ａ

１３ Ｅ２ｊ９ Ｎ－３０°－Ｅ 方形 ３�３×３�３ １０～５５ 平坦 ほぼ
全周 － － － － 北竈 人為 土師器 須恵器 ６世紀

後葉 －

１４ Ｆ３ｂ３ Ｎ－３２°－Ｗ － － １３～２６ 平坦カ 部分 ４ － － － 北竈 － 土師器 敲石 ７世紀
前葉

本 跡�SH１１，
SK６１

１７ Ｃ３ｄ６ Ｎ－４°－Ｅ［長方形］（５�６）×５�４ ５～２５ 平坦 部分 ４ １ － １ 炉 人為 土師器 土玉 前期前半

本跡�SK２１８，
Pit４５５～４７０，
第３号大形竪
穴状遺構

１８ Ｇ２ｅ７ Ｎ－４６°－Ｅ ［方形］（４�７）×５�３１６～２２ 平坦 部分 ３ － － － 炉 自然 土師器 ミニチ
ュア土器

前期

SK３４４�本跡�
SE１６，SK３４２・
３４６・３４７・３４９，
Pit４７１～４７３

―６１―



１６.５０

１６.７
５

１６.５０

１６.２５
１６.００

１６.００
１６.００

１５
.７５

１６.２５

１６.００

１６.２５

第４８図 第１号方形周溝墓実測図
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墳丘 現況では墳丘は確認されていないが，周溝の内側から流入している土砂から，墳丘があったものと推測

される。

遺物出土状況 土師器片３５７点（高坏８，椀２，器台１，壺２３１，甕９６，不明１９），ミニチュア土器１点，土製

品２点（土玉）が出土している。また，混入した剥片１点，陶器片１点も出土している。北側と西側周溝の外

寄りの覆土中に遺物は集中している。１３８・１３９・１４１は西側及び南側の周溝の第６・１１層中からそれぞれ出土

している。１４０・１４２は西側周溝の外寄りの位置にまとまっており，いずれも第３・４層中からの出土である。

DP２２・２３は，第１０層中からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から前期前半と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・鹿沼パミス微量
６ 暗 褐 色 炭化粒子微量
７ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

８ 褐 色 （ローム土）
９ 灰 黄 褐 色 鹿沼パミス少量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１２ にぶい黄褐色 鹿沼パミス中量
１３ 黄 褐 色 鹿沼パミス中量

第４９図 第１号方形周溝墓出土遺物実測図
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第２号方形周溝墓（第５０図）

位置 Ｃ３ｈ２区，標高１６�５ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第２２号溝，第３０４号土坑，第３９２・３９３号ピットに掘り込まれている。

規模と形状 西側の大部分が調査区域外に延びており，内法は東西軸が４�５ｍ確認され，南北軸１２�２ｍで，外

法は東西軸が５�３ｍ確認され，南北軸１４�５ｍである。主軸方向は南北壁を基準とすると，Ｎ－０°であり，南側

の周溝の壁と直交する軸線を主軸とするとＮ－１４°－Ｅとなる。確認された東側と南側の周溝は，途切れてお

り，東側の周溝の深さは中央部が４７�と一段深く，そこから南北方向に向かって浅くなっている。南側の周溝

は２２�である。周溝の底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分層される。初めに周溝の内側から流入して埋没が始まり，その後外側から流入している。堆積

方向は違うが，いずれも自然堆積と考えられる。なお，初めに流入した土砂の中の，第５・６層はローム土が

主体である。

墳丘 現況では墳丘は確認されていないが，周溝の内側から流入している土砂から，墳丘があったものと推測

される。

遺物出土状況 土師器片４９点（甕４３，不明６）が出土している。また，混入した縄文土器片５点，陶器片２点

も出土している。出土遺物はいずれも細片で，すべて覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器が細片のため明確でないが，前期と考えられる。第１号方形周溝墓が西側周溝の中央

部が深くなっているのと同様に，本跡の東側周溝の中央部が一段深くなっており，２基の方形周溝墓は，周溝

の掘削に共通性がみられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
３ にぶい黄褐色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，鹿沼パミス微量
５ にぶい黄褐色 赤色粒子中量
６ 黄 褐 色 黒褐色土ブロック中量

第１号方形周溝墓遺物観察表（第４９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１３８ 土師器 椀 ［１１�５］ （６�７） － 白色粒子・透明粒子・
黒雲母 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内・

外面ナデ 下層 ２０％

１３９ 土師器 椀ヵ ［１１�１］ （５�２） － 白色粒子・透明粒子 橙 普通 口縁部～体部内・外面ナデ 下層 １０％

１４０ 土師器 高坏 １６�４ １０�４ ９�５ 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子

にぶい
黄橙 普通 坏部～裾部外面ナデ 脚部内面ヘ

ラナデ・ナデ 裾部内面横ナデ 中層 ９０％

１４１ 土師器 高坏 １４�２ （８�０） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子 橙 普通 坏部上半横ナデ下半ナデ 脚部内・

外面ナデ 下層 ４０％

１４２ 土師器 高坏 ［２２�０］ （７�１） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子 橙 普通 内・外面ナデ 中層 １５％

１４３ 土師器 壺 ［１０�０］ （２�２） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 明褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 覆土中 ５％

１４４ 土師器 甕 ［１６�８］（１９�４） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面

ヘラ削り後ナデ 内面ナデ 上層 ５０％

１４５ ミニチュア － ［５�２］ ２�２ ３�０ 白色粒子・透明粒子 橙 普通 内・外面指頭押圧 覆土中 ４０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特徴 出土位置 備考

DP２２ 土玉 ３�１ ２�７ 上０�９
下１�０ ２１�６ 白色粒子 ナデ 下層 PL２１

DP２３ 土玉 ２�７ ２�８ 上０�９
下０�９ １７�８ 白色粒子・透明粒子 ナデ 下層 PL２１

―６４―



１６.７５

１６.７５

１６.６０

１６.６０
１６.５０

第５０図 第２号方形周溝墓・出土遺物実測図

第２号方形周溝墓出土遺物観察表（第５０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１４６ 土師器 甕ヵ － （２�９） ［６�７］ 白色粒子・透明粒子 橙 普通 外面ナデ 内面ハケ目後ナデ 覆土中 ５％

表４ 古墳時代の方形周溝墓一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形

規模（ｍ）
東西軸×南北軸

周溝
出土遺物 時期

備考
重複関係
（古�新）内法 外法 壁面 底面 深さ

（�） 覆土

１ Ｄ３ａ６ Ｎ－２３°－Ｅ 方形
１５�０
×

（１２�５）

１９�０
×

（１８�２）
外傾 平坦

２６～

８７
自然 土師器 前期前半

本跡�SB２３・２５，SD２１，
SK２２７・２３４・２５２・２６０・
２６１・２６６～２７２・２７９・２８５・
２８６・２８８・２８９・３０７・３１７～
３１９・３２２・３２４～３２６，Pit
３９５・４１６・４３３・４３６・４３８・
５１６～５１８・５３９・５８１

２ Ｃ３ｈ２
Ｎ－０°
Ｎ－１４°－Ｅ

方形
（４�５）
×
１２�２

（５�３）
×
１４�５

外傾 平坦
２２～

４７
自然 土師器 前期 本跡�SD２２，SK３０４，

Pit３９２・３９３

―６５―



� 方形周溝遺構

第１号方形周溝遺構（第５１図）

位置 Ｅ２ｇ６区，標高１２�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第６・７号溝，第５６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 内法は東西軸３�８ｍ，南北軸３�６ｍであり，外法は東西軸４�８ｍ，南北軸４�７ｍの隅丸方形で，南北

の周溝と直交する軸線から，主軸方向はＮ－２４°－Ｗである。周溝の隅は途切れており，深さは１０～４０�とば

らつきがあり，南北周溝の中央部が深くなっている。周溝の底面は皿状で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層される。第２・３層は，粘土や暗褐色土を含むローム土が堆積している人為堆積と考えられ，

その後，第１層が自然堆積したものと考えられる。

遺物出土状況 土師器片２６点（器台１，甕３，不明２２）が出土している。また，混入した縄文土器片３９点も出

土している。１４７は北側の周溝の底面から出土している。

所見 時期は，出土土器から前期と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 粘土ブロック少量，焼土粒子微量

３ 灰 黄 褐 色 暗褐色土ブロック・粘土粒子多量，炭化粒子微量

第５１図 第１号方形周溝遺構・出土遺物実測図

―６６―



第２号方形周溝遺構（第５２・５３図）

位置 Ｅ２ｆ８区，標高１２�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１７号掘立柱建物，第１２号方形竪穴，第１０４号土坑，第１０～１２号ピットに掘り込まれている。

規模と形状 内法は東西軸・南北軸ともに４�９ｍであり，外法は東西軸６�５ｍ，南北軸６�０ｍの隅丸方形で，南

北の周溝と直交する軸線から，主軸方向はＮ－３０°－Ｅである。周溝は南側の中央部と東隅が途切れており，

深さは３～３６�とばらつきがあり，南側と東側の周溝が一部深くなっている。周溝の底面は皿状で，壁は外傾

して立ち上がっている。

第５２図 第２号方形周溝遺構実測図

第１号方形周溝遺構出土遺物観察表（第５１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１４７ 土師器 器台 － （３�５） － 白色粒子・透明粒子 明褐 普通 脚部内・外面ヘラナデ 底面 １０％

―６７―



覆土 ４層に分層される。周溝の外側から流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１３点（坩１，甕１，不明１１）が出土している。１４８は南側周溝の底面から出土している。

所見 時期は，出土土器から前期と考えられる。

� 土坑

第１５号土坑（第５４・５５図）

位置 Ｇ２ａ０区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

規模と形状 長径１�１ｍ，短径１�０ｍのやや不整な楕円形で，長径方

向はＮ－２７°－Ｗである。深さは２５�で，底面は皿状であり，壁は

外傾して立ち上がっている。

遺物出土状況 土師器片１６点（坏１２，壺２，甕２）が出土している。

１９６～１９８は覆土中層から出土し，１９８は正位で出土している。

所見 時期は，出土土器から前期と考えられる。近くには第６・７

号住居跡もあり，前期の屋外貯蔵穴の可能性もある。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子中量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

３ 褐 色 黒色土ブロック中量
４ 褐 色 黒色土ブロック微量

第５３図 第２号方形周溝遺構出土遺物実測図

第５４図 第１５号土坑実測図

第２号方形周溝遺構出土遺物観察表（第５３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１４８ 土師器 坩 － （４�７） ２�８ 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子

にぶい
黄橙 普通 外面ナデ 内面剥落 底面 ４０％

表５ 古墳時代の方形周溝遺構一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形

規模（ｍ）
東西軸×南北軸

周溝
出土遺物 時期

備考
重複関係
（古�新）内法 外法 壁面 底面 深さ

（�） 覆土

１ Ｅ２ｇ６ Ｎ－２４°－Ｗ 隅丸方形 ３�８×３�６ ４�８×４�７ 外傾 皿状 １０～４０ 人・自 土師器 前期 本跡�SD６・７，SK５６

２ Ｅ２ｆ８ Ｎ－３０°－Ｅ 隅丸方形 ４�９×４�９ ６�５×６�０ 外傾 皿状 ３～３６ 自然 土師器 前期
本跡�SB１７，SH１２，
SK１０４，Pit１０～１２

―６８―



３ 平安時代の遺構と遺物

竪穴住居跡２軒が確認されている。以下，遺構と遺物について記述する。

竪穴住居跡

第３号住居跡（第５６・５７図）

位置 Ｆ２ｄ４区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

重複関係 第６号掘立柱建物，第４８・５４号土坑，第５２号ピットに掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�３ｍ，短軸３�０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２７°－Ｅである。遺存する壁高は６�で，外

傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前方が東西に長く踏み固められている。西壁際中央部からやや北寄りにローム土を盛り上

げた高まりが確認されている。壁溝が，遺存する壁下に確認されている。

第５５図 第１５号土坑出土遺物実測図

第１５号土坑出土遺物観察表（第５５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１９６ 土師器 壺 ［１５�６］ （３�９） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子

にぶい
黄橙 普通 口縁部横ナデ 頸部外面ハケ目後

ナデ 内面ナデ 中層 ５％

１９７ 土師器 壺 － （１０�２） ２�４ 白色粒子・透明粒子 にぶい
黄橙 普通 体部外面ハケ目後ナデ 内面ヘラ

ナデ・ナデ 底部周縁ヘラ削り 中層 ３０％

１９８ 土師器 甕 － （２４�２） ５�４ 白色粒子・透明粒子 にぶい
黄橙 普通 口縁部内・外面ハケ目後ナデ 体

部外面上半ハケ目下半ナデ 中層 ７０％

表６ 古墳時代の土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規模（ｍ） 深さ

（�） 壁面 底面 覆土 出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）長径×短径

１５ Ｇ２ａ０ Ｎ－２７°－Ｗ 楕円形 １�１×１�０ ２５ 外傾 皿状 － 土師器 前期 －

―６９―



竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０５�，袖部幅１０２�である。袖部は地山を

掘り残して基部とし，ローム土と暗褐色土を混ぜ込んだ粘土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さ

であり，焼土粒子・炭化粒子がわずかに確認できるが，赤変した火床面は確認されていない。煙道部は壁外に

４５�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

ピット 深さ３４�で，性格は不明である。

覆土 ６層に分層される。層厚が薄く，堆積状況は不明である。なお，第６層は，床面に確認された高まりの

構築土である。

遺物出土状況 土師器片１２４点（坏２，椀１，甕１１０，不明１１），鉄製品１点（刀子）が出土している。また，

混入した縄文土器片１９点も出土している。遺物は竈内や覆土が遺存している竈周辺の覆土下層から床面にかけ

て出土している。１４９は竈内の覆土中，１５１は床面と覆土下層からそれぞれ出土した破片が接合している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀前半と考えられる。

竈土層解説
１ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化物少量

３ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
４ 灰 白 色 ロームブロック・暗褐色土ブロック中量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量，焼土ブロック・

炭化物少量
３ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子少量

４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量
６ 褐 色 炭化粒子微量

第５６図 第３号住居跡実測図
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第５７図 第３号住居跡出土遺物実測図

第３号住居跡出土遺物観察表（第５７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１４９ 土師器 坏 ［１４�２］ ４�２ ［８�６］ 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ 竈覆土中 １０％

１５０ 土師器 不明 － － － 白色粒子・赤色粒子 黄褐 普通 ロクロナデ 内面黒色処理 床面 体部外面
「□」

１５１ 土師器 椀 ［１４�５］ ５�９ ７�４ 白色粒子・透明粒子 橙 普通 ロクロナデ 底部切り離し後高台貼り付け 床面 下層 ４０％

１５２ 土師器 甕 １４�６ （１２�１） － 白色粒子・透明粒子 明赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘ
ラ削り後ナデ 内面ヘラナデ・ナデ 床面 下層 ２０％

１５３ 土師器 甕 ［２０�６］ （６�６） － 白色粒子・透明粒子・
白雲母

にぶい
赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 端部つまみ

上げ 体部内・外面ヘラナデ・ナデ 床面 １０％

１５４ 土師器 甕 ［１９�４］（１０�５） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子 明赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 端部つまみ

上げ 体部内・外面ヘラナデ・ナデ 下層 １０％

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP８ 須恵器 甕 白色粒子・透明粒子・チャート 黄灰 普通 外面平行叩き 内面ナデ・当て具痕残存 竈覆土上層

―７１―



第１０号住居跡（第５８・５９図）

位置 Ｅ２ｈ１区，標高１１�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

規模と形状 西側が調査区域外に延びているため，東西軸は１�５ｍ確認され，南北軸３�５ｍである。形状は不明

で，主軸方向はＮ－６７°－Ｗである。壁高は２７～４０�で，外傾して立ち上がっている。また，東西方向に耕作

による撹乱を受けている。

床 ほぼ平坦で，竈前方部が踏み固められており，中央部まで硬化しているものと推測される。壁溝が，壁下

に確認されている。

竈 東壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで６７�，袖部幅６５�である。袖部は床面とほ

ぼ同じ高さの地山面に，ローム土と焼土ブロックを混ぜ込んだ粘土で構築されている。火床部は地山面とほぼ

同じ高さであり，火床面は焼土粒子・炭化粒子がわずかに確認されているだけで，赤変硬化していない。火床

部の煙道部寄りに支脚が据えられている。煙道部は壁外に４２�掘り込まれており，外傾して立ち上がっている。

第５８図 第１０号住居跡実測図

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１ 刀子 （１８�８） １�３ ０�３ （１９�６）鉄 片関 両端欠損 下層

―７２―



ピット ３か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ１０～５０�で，性格は不明である。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長径６７�，短径５９�の楕円形で，深さは１５�である。底面は皿状で

やや凹凸があり，壁は外傾して立ち上がっている。覆土は自然堆積と考えられる。

覆土 ４層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１００点（坏１，椀２，甕７２，不明２５），須恵器片２点（甕），土製品１点（支脚），鉄製

品２点（鏃，不明）が出土している。また，混入した縄文土器片１５点も出土している。１５５～１５７，Ｍ２は，覆

土中からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀前半と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量

５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
６ 極暗赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子少量
７ にぶい黄褐色 焼土ブロック微量

土層解説（Ｐ３）
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第５９図 第１０号住居跡出土遺物実測図

第１０号住居跡出土遺物観察表（第５９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１５５ 土師器 坏 ［１３�０］（４�５） － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子

にぶい
黄橙 普通 ロクロナデ 覆土中 ２５％

１５６ 土師器 椀 ［１６�０］（５�１） － 白色粒子・透明粒子 明褐 普通 ロクロナデ 覆土中 １５％

１５７ 土師器 不明 － － － 白色粒子・透明粒子 にぶい
黄橙 普通 ロクロナデ 内面黒色処理 覆土中 体部外面

「□」

―７３―



４ 中世の遺構と遺物

掘立柱建物跡２３棟，方形竪穴遺構３７基，地下式坑６基，堀跡１条，溝跡１条，井戸跡２基，火葬土坑９基，

土坑５基，方形周溝遺構１基，大形竪穴状遺構２基が確認されている。以下，遺構と遺物について記述する。

� 掘立柱建物跡

第１号掘立柱建物跡（第６０図）

位置 Ｇ２ａ５区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

重複関係 第２号掘立柱建物跡，第４９５・４９６号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行２間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－２３°－Ｅの南北棟である。規模は桁行４�８ｍ，

梁行４�２ｍで，面積は２０�１６�である。柱間寸法は，桁行が２�４ｍである。

柱穴 ６か所。深さ３７～６０�である。覆土は，各層とも突き固められた埋土ではなく，柱痕跡も確認されてい

ない。梁行の中央間に柱穴が確認されていないが，柱穴が浅いため遺存していないか，もしくは柱を据えるの

に柱穴ではなく石が使用されていた可能性も考えられる。

所見 時期は，１０世紀前半の第３号住居跡を掘り込んでいる第６号掘立柱建物跡や１５世紀後半には廃絶してい

たと考えられる第２７号掘立柱建物跡と，柱穴の規模の小ささや建物構造が類似していることから中世と考えら

れる。

土層解説（各ピット共通）
１ 黒 色 ローム粒子微量
２ 黒 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

３ 黒 色 炭化粒子・粘土粒子微量

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２ 鏃 （９�５） １�７ ０�６ （１１�４）鉄 茎部に木質残存 覆土中

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 胎土 特徴 出土位置 備考

DP２４ 支脚 （７�３）（６�８）（３�４）（９１�７）白色粒子 ナデ １面の中央部がくぼんでいる 火床部

表７ 平安時代の竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）
長（東西）軸

×
短（南北）軸

壁高
（�）床面 壁溝

内部施設
覆土 出土遺物 時期

備考
重複関係
（古�新）主柱穴出入口ピット ピット貯蔵穴

炉
竈

３ Ｆ２ｄ４ Ｎ－２７°－Ｅ 長方形 ４�３×３�０ ６ 平坦 部分 － － １ － 北竈 － 土師器 刀子 １０世紀
前半

本跡�SB６，SK
４８・５４，Pit５２

１０ Ｅ２ｈ１ Ｎ－６７°－Ｗ － （１�５）×３�５ ２７～４０ 平坦 部分 － － ３ １ 東竈 自然
土師器 須恵器
支脚 鉄鏃 不
明鉄製品

１０世紀
前半 －

―７４―



第２号掘立柱建物跡（第６１図）

位置 Ｆ２ｊ５区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

重複関係 第１号掘立柱建物跡，第８４・４９２・４９３・４９５・４９６号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－２５°－Ｅの南北棟である。規模は桁行６�０ｍ，

梁行４�２ｍで，面積は２５�２�である。柱間寸法は，桁行の北側及び南側がともに２�１ｍ，中央間１�８ｍで，梁行

は北側が４�２ｍ，南側が３�９ｍで多少違いがみられる。

柱穴 ８か所。深さ１３～５８�である。覆土は，各層とも突き固められた埋土ではなく，柱痕跡も確認されてい

ない。梁行の中央間に柱穴が確認されていないが，柱穴が浅いため遺存していないか，もしくは柱を据えるの

に柱穴ではなく石が使用されていた可能性も考えられる。

第６０図 第１号掘立柱建物跡実測図

土層解説（各ピット共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

３ 黒 色 ローム粒子微量

―７５―



所見 時期は，１０世紀前半の第３号住居跡を掘り込んでいる第６号掘立柱建物跡や１５世紀後半には廃絶してい

たと考えられる第２７号掘立柱建物跡と，柱穴の規模の小ささや建物構造が類似していることから中世と考えら

れる。

第３号掘立柱建物跡（第６２図）

位置 Ｆ１ｆ８区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

規模と構造 桁行３間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－６５°－Ｗの東西棟である。規模は桁行６�０ｍ，

梁行３�６ｍで，面積は２１�６�である。柱間寸法は，北桁行は東側から２�１ｍ，１�８ｍ，２�１ｍで，南桁行が東側か

ら２�１ｍ，２�１ｍ，１�８ｍである。

第６１図 第２号掘立柱建物跡実測図

―７６―



柱穴 ８か所。深さ１０～３１�である。覆土は，各層とも突き固められた埋土ではなく，柱痕跡も確認されてい

ない。梁行の中央間に柱穴が確認されていないが，柱穴が浅いため遺存していないか，もしくは柱を据えるの

に柱穴ではなく石が使用されていた可能性も考えられる。

所見 時期は，１０世紀前半の第３号住居跡を掘り込んでいる第６号掘立柱建物跡や１５世紀後半には廃絶してい

たと考えられる第２７号掘立柱建物跡と，柱穴の規模の小ささや建物構造が類似していることから中世と考えら

れる。

第４号掘立柱建物跡（第６３図）

位置 Ｅ２ｉ３区，標高１０�５ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

規模と構造 桁行２間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－１４°－Ｅの南北棟である。規模は桁行３�６ｍ，

梁行２�１ｍで，面積は７�５６�である。柱間寸法は，桁行１�８ｍである。

土層解説（各ピット共通）
１ 極 暗 褐 色 鹿沼パミス少量，ロームブロック微量 ２ 極 暗 褐 色 ローム粒子・鹿沼パミス少量

第６２図 第３号掘立柱建物跡実測図

―７７―



柱穴 ６か所。深さ９～２７�である。覆土は，各層とも突き固められた埋土ではなく，柱痕跡も確認されてい

ない。

所見 時期は，１０世紀前半の第３号住居跡を掘り込んでいる第６号掘立柱建物跡や１５世紀後半には廃絶してい

たと考えられる第２７号掘立柱建物跡と，柱穴の規模の小ささや建物構造が類似していることから中世と考えら

れる。

第５号掘立柱建物跡（第６４図）

位置 Ｅ２ｅ４区，標高１２�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。また，北に第７号

掘立柱建物跡が，並列するように位置している。

重複関係 第６４号土坑に掘り込まれている。第４号方形周溝遺構，第３・５・３１～３４・４８８号ピットと重複し

ているが，新旧関係は不明である。

土層解説（各ピット共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量 ２ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第６３図 第４号掘立柱建物跡実測図

―７８―



規模と構造 西梁行側が調査区域外に接しているが，第７号掘立柱建物跡と同じ桁行３間の側柱建物跡と推測

され，東梁行２間の桁行方向がＮ－６８°－Ｗの東西棟である。規模は桁行７�８ｍ，梁行４�２ｍで，面積は３２�７６�

である。柱間寸法は，北桁行が２�７ｍ，南桁行が東側から２�７ｍ，２�７ｍ，２�４ｍである。梁行は２�１ｍである。

柱穴 ８か所。深さ６～４９�である。

遺物出土状況 土師質土器１点（皿ヵ）が出土している。細片のため，図示することができない。

所見 時期は，１０世紀前半の第３号住居跡を掘り込んでいる第６号掘立柱建物跡や１５世紀後半には廃絶してい

たと考えられる第２７号掘立柱建物跡と，柱穴の規模の小ささや建物構造が類似していることから中世と考えら

れる。

第６４図 第５号掘立柱建物跡実測図

―７９―



第６号掘立柱建物跡（第６５図）

位置 Ｆ２ｄ３区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

重複関係 第３号住居跡を掘り込んでいる。第５４号土坑，第５２・１２３・１２４号ピットと重複しているが，新旧関

係は不明である。

規模と構造 桁行４間，梁行３間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－６９°－Ｗの東西棟である。規模は桁行６�９ｍ，

梁行４�５ｍで，面積は３１�０５�である。柱間寸法は，桁行が東側から２�１ｍ，１�５ｍ，１�５ｍ，１�８ｍで，東梁行は

１�５ｍであるが，西梁行は柱穴が１か所確認されず，北から１�５ｍ，３�０ｍである。

第６５図 第６号掘立柱建物跡実測図

―８０―



柱穴 １３か所。深さ１５～５０�である。覆土は，各層とも突き固められた埋土ではなく，柱痕跡も確認されてい

ない。西梁行に柱穴が１か所確認されていないが，柱穴が浅いため遺存していないか，もしくは柱を据えるの

に柱穴ではなく石が使用されていた可能性も考えられる。

所見 時期は，１０世紀前半の第３号住居跡より新しいことや，１５世紀後半には廃絶していたと考えられる第２７

号掘立柱建物跡と，柱穴の規模の小ささや建物構造が類似していることから中世と考えられる。

第７号掘立柱建物跡（第６６図）

位置 Ｅ２ｃ５区，標高１２�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。また，南に第５号

掘立柱建物跡が，並列するように位置している。

土層解説（各ピット共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第６６図 第７号掘立柱建物跡実測図

―８１―



重複関係 第１１号住居跡を掘り込んでいる。第４号方形周溝遺構，第１・６・７・５１・５２０・５２１号ピットと重

複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－７３°－Ｗの東西棟である。規模は桁行６�６ｍ，

梁行３�６ｍで，面積は２３�７６�である。柱間寸法は，桁行が東側から２�１ｍ，２�４ｍ，２�１ｍである。

柱穴 ８か所。深さ２８～５４�である。覆土は，各層とも突き固められた埋土ではなく，柱痕跡も確認されてい

ない。梁行の中央間に柱穴が確認されていないが，柱穴が浅いため遺存していないか，もしくは柱を据えるの

に柱穴ではなく石が使用されていた可能性も考えられる。

所見 時期は，１０世紀前半の第３号住居跡を掘り込んでいる第６号掘立柱建物跡や１５世紀後半には廃絶してい

たと考えられる第２７号掘立柱建物跡と，柱穴の規模の小ささや建物構造が類似していることから中世と考えら

れる。

第１１号掘立柱建物跡（第６７図）

位置 Ｅ２ｆ３区，標高１１�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

規模と構造 桁行が１間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－２０°－Ｅの南北棟である。規模は桁行２�７

ｍ，梁行は北側が２�４ｍ，南側が２�１ｍで柱間寸法がやや異なる。面積は６�４８�である。

柱穴 ４か所。深さ１４～３６�である。覆土は，各層とも突き固められた埋土ではなく，柱痕跡も確認されてい

ない。

土層解説（各ピット共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

土層解説（各ピット共通）
１ 黒 色 ローム粒子微量
２ 黒 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

３ 黒 色 炭化粒子・粘土粒子微量
４ 褐 色 暗褐色土ブロック・ローム粒子微量

第６７図 第１１号掘立柱建物跡実測図

―８２―



所見 時期は，柱穴の規模の小さいことや周辺の掘立柱建物跡から中世と考えられる。桁行，梁行ともに１間

の構造から，他の掘立柱建物跡とその機能が違うことが推測される。

第１３号掘立柱建物跡（第６８図）

位置 Ｆ２ａ４区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

第６８図 第１３号掘立柱建物跡実測図

―８３―



重複関係 第１２８・１３５号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行４間，梁行３間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－８７°－Ｗの東西棟である。規模は桁行７�５ｍ，

梁行５�７ｍで，面積は４２�７５�である。柱間寸法は，桁行が東側から２�１ｍ，１�８ｍ，１�５ｍ，２�１ｍで，梁行は北

から１�８ｍ，１�８ｍ，２�１ｍである。

柱穴 １４か所。深さ１４～３５�である。覆土は，各層とも突き固められた埋土ではなく，柱痕跡も確認されてい

ない。

所見 時期は，１０世紀前半の第３号住居跡を掘り込んでいる第６号掘立柱建物跡や１５世紀後半には廃絶してい

たと考えられる第２７号掘立柱建物跡と，柱穴の規模の小ささや建物構造が類似していることから中世と考えら

れる。

第１６号掘立柱建物跡（第６９図）

位置 Ｆ２ｇ７区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

重複関係 第６８・６９・７１号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－５８°－Ｗの東西棟である。規模は桁行５�７ｍ，

梁行２�１ｍで，面積は１１�９７�である。柱間寸法は，北桁行が東側から１�８ｍ，１�８ｍ，２�１ｍで，南桁行が東側

から３�６ｍ，２�１ｍである。

柱穴 ７か所。深さ１３～４０�で，南桁行の柱穴が１か所確認されていないが，柱穴が浅いため遺存していない

か，もしくは柱を据えるのに柱穴ではなく石が使用されていた可能性も考えられる。

所見 時期は，１０世紀前半の第３号住居跡を掘り込んでいる第６号掘立柱建物跡や１５世紀後半には廃絶してい

たと考えられる第２７号掘立柱建物跡と，柱穴の規模の小ささや建物構造が類似していることから中世と考えら

れる。

土層解説（各ピット共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第６９図 第１６号掘立柱建物跡実測図
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第１７号掘立柱建物跡（第７０図）

位置 Ｅ２ｆ９区，標高１２�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第２号方形周溝遺構，第１９５号土坑を掘り込み，第４号火葬土坑に掘り込まれている。第１９７号土坑，

第１３７号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－３０°－Ｅの南北棟である。規模は桁行６�３ｍ，

梁行３�９ｍで，面積は２４�５７�である。柱間寸法は，桁行が北側から２�１ｍ，２�４ｍ，１�８ｍである。

第７０図 第１７号掘立柱建物跡実測図

―８５―



柱穴 ８か所。深さ１２～３７�である。覆土は，各層とも突き固められた埋土ではなく，柱痕跡も確認されてい

ない。梁行の中央間に柱穴が確認されていないが，柱穴が浅いため遺存していないか，もしくは柱を据えるの

に柱穴ではなく石が使用されていた可能性も考えられる。

所見 時期は，１０世紀前半の第３号住居跡を掘り込んでいる第６号掘立柱建物跡や１５世紀後半には廃絶してい

たと考えられる第２７号掘立柱建物跡と，柱穴の規模の小ささや建物構造が類似していることから中世と考えら

れる。

第１８号掘立柱建物跡（第７１図）

位置 Ｃ３ｄ４区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第１９・２０号掘立柱建物跡，第１５号井戸跡と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 西側が調査区域外に延びており，南北２間，東西１間だけの確認のため，規模と構造は不明であ

る。南北軸方向はＮ－１９°－Ｅである。確認されている柱間寸法は，南北２間が北側から３�０ｍ，２�７ｍ，東西

１間は北側が１�８ｍ，南側が２�４ｍである。

土層解説（各ピット共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第７１図 第１８号掘立柱建物跡実測図
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柱穴 ５か所。深さ１０～２８�である。覆土は，各層とも突き固められた埋土ではなく，柱痕跡も確認されてい

ない。

所見 １０世紀前半の第３号住居跡を掘り込んでいる第６号掘立柱建物跡や１５世紀後半には廃絶していたと考え

られる第２７号掘立柱建物跡と，柱穴の規模の小ささが類似している。建物構造は不明であるが，他の掘立柱建

物跡と同様なものと推測され，時期は中世と考えられる。

第１９号掘立柱建物跡（第７２図）

位置 Ｃ３ｄ４区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第１８・２０・２６号掘立柱建物跡，第３７８・３８０号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行２間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－２７°－Ｅの南北棟である。規模は桁行４�５ｍ，

梁行２�４ｍで，面積は１０�８�である。柱間寸法は，桁行が北側から２�１ｍ，２�４ｍである。

柱穴 ５か所。深さ１３～４０�である。覆土は，各層とも突き固められた埋土ではなく，柱痕跡も確認されてい

ない。北西隅の柱穴が１か所確認されていないが，柱穴が浅いため遺存していないか，もしくは柱を据えるの

に柱穴ではなく石が使用されていた可能性も考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量

３ 褐 色 ロームブロック少量

土層解説（各ピット共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

３ 褐 色 ローム粒子少量

第７２図 第１９号掘立柱建物跡実測図

―８７―



所見 時期は，１０世紀前半の第３号住居跡を掘り込んでいる第６号掘立柱建物跡や１５世紀後半には廃絶してい

たと考えられる第２７号掘立柱建物跡と，柱穴の規模の小ささや建物構造が類似していることから中世と考えら

れる。

第２０号掘立柱建物跡（第７３図）

位置 Ｃ３ｄ４区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第１８・１９号掘立柱建物跡，第１５号井戸跡，第３７７号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－１１°－Ｅの南北棟である。規模は桁行５�７ｍ，

梁行３�０ｍで，面積は１７�１�である。柱間寸法は，桁行は北側から１�８ｍ，１�８ｍ，２�１ｍである。

第７３図 第２０号掘立柱建物跡実測図
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柱穴 ８か所。深さ２０～５６�である。覆土は，各層とも突き固められた埋土ではなく，柱痕跡も確認されてい

ない。梁行の中央間に柱穴が確認されていないが，柱穴が浅いため遺存していないか，もしくは柱を据えるの

に柱穴ではなく石が使用されていた可能性も考えられる。

所見 時期は，１０世紀前半の第３号住居跡を掘り込んでいる第６号掘立柱建物跡や１５世紀後半には廃絶してい

たと考えられる第２７号掘立柱建物跡と，柱穴の規模の小ささや建物構造が類似していることから中世と考えら

れる。

第２１号掘立柱建物跡（第７４図）

位置 Ｃ３ｆ６区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第１５５・１９５・１９６・３６１号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－８°－Ｅの南北棟である。規模は桁行３�６ｍ，

梁行３�０ｍで，面積は１０�８�である。柱間寸法は，桁行１�２ｍで，梁行は１�５ｍである。

土層解説（各ピット共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第７４図 第２１号掘立柱建物跡実測図
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柱穴 １０か所。深さ１３～４９�である。Ｐ３・Ｐ９には，柱抜き取り穴が確認されている。覆土は，各層とも突

き固められた埋土ではなく，柱痕跡も確認されていない。

遺物出土状況 陶器片３点（不明）が出土している。いずれも細片で，図示することができない。

所見 時期は，１０世紀前半の第３号住居跡を掘り込んでいる第６号掘立柱建物跡や１５世紀後半には廃絶してい

たと考えられる第２７号掘立柱建物跡と，柱穴の規模の小ささや建物構造が類似していることから中世と考えら

れる。

第２２号掘立柱建物跡（第７５図）

位置 Ｃ３ｇ５区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第３６３・３６５～３６７・３６９号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－７２°－Ｗの東西棟である。規模は桁行４�８ｍ，

梁行３�０ｍで，面積は１４�４�である。柱間寸法は，桁行は東側から１�２ｍ，１�８ｍ，１�８ｍである。

柱穴 ８か所。深さ１６～４５�で，Ｐ１・Ｐ５・Ｐ６・Ｐ８には，柱抜き取り穴が確認されている。覆土は，各

層とも突き固められた埋土ではなく，柱痕跡も確認されていない。梁行の中央間に柱穴が確認されていないが，

柱穴が浅いため遺存していないか，もしくは柱を据えるのに柱穴ではなく石が使用されていた可能性も考えら

れる。

土層解説（各ピット共通）
１ 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第７５図 第２２号掘立柱建物跡実測図

―９０―



所見 時期は，１０世紀前半の第３号住居跡を掘り込んでいる第６号掘立柱建物跡や１５世紀後半には廃絶してい

たと考えられる第２７号掘立柱建物跡と，柱穴の規模の小ささや建物構造が類似していることから中世と考えら

れる。

第２３号掘立柱建物跡（第７６図）

位置 Ｄ３ｂ８区，標高１６�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第２５号掘立柱建物跡，第１号方形周溝墓を掘り込んでいる。

規模と構造 桁行３間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－６２°－Ｗの東西棟である。規模は桁行６�３ｍ，

梁行３�６ｍで，面積は２２�６８�である。柱間寸法は，桁行が東側から２�４ｍ，２�１ｍ，１�８ｍである。

土層解説（各ピット共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第７６図 第２３号掘立柱建物跡実測図
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柱穴 ８か所。深さ１０～４５�である。覆土は，各層とも突き固められた埋土ではなく，柱痕跡も確認されてい

ない。梁行の中央間に柱穴が確認されていないが，柱穴が浅いため遺存していないか，もしくは柱を据えるの

に柱穴ではなく石が使用されていた可能性も考えられる。

所見 時期は，１０世紀前半の第３号住居跡を掘り込んでいる第６号掘立柱建物跡や１５世紀後半には廃絶してい

たと考えられる第２７号掘立柱建物跡と，柱穴の規模の小ささや建物構造が類似していることから中世と考えら

れる。

第２４号掘立柱建物跡（第７７・７８図）

位置 Ｃ３ｆ７区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

土層解説（各ピット共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
４ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量

第７７図 第２４号掘立柱建物跡実測図�

―９２―



重複関係 第３２号方形竪穴遺構を掘り込んでいる。第２７号掘立柱建物跡，第３号大形竪穴状遺構，第２９９・３０８

号土坑，第３５３・３５４・４３１・４３２・４７４号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－７７°－Ｗの東西棟である。規模は桁行６�６ｍ，

梁行４�２ｍで，面積は２７�７２�である。柱間寸法は，北桁行が２�４ｍ，南桁行が東側から２�１ｍ，２�１ｍ，２�４ｍで，

梁行は２�１ｍである。

柱穴 １０か所。深さ５～５２�である。覆土は，各層とも突き固められた埋土ではなく，柱痕跡も確認されてい

ない。

所見 時期は，１０世紀前半の第３号住居跡を掘り込んでいる第６号掘立柱建物跡や１５世紀後半には廃絶してい

たと考えられる第２７号掘立柱建物跡と，柱穴の規模の小ささや建物構造が類似していることから中世と考えら

れる。

第２５号掘立柱建物跡（第７９図）

位置 Ｄ３ｂ７区，標高１６�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第１号方形周溝墓を掘り込み，第２３号掘立柱建物に掘り込まれている。第２６０・２６１号土坑と重複し

ているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 東西２間，南北１間の側柱建物跡で，南北方向がＮ－２８°－Ｅである。規模は，東西南北ともに

３�９ｍで，面積は１５�２１�である。柱間寸法は，東西柱間が東側から１�８ｍ，２�１ｍ，南北柱間が３�９ｍである。

柱穴 ６か所。深さ２７～４７�で，覆土は重複のため観察できる場所が少ないが，柱を抜き取った後の覆土と考

えられる。

所見 時期は，各柱穴の規模が小さいことから中世と考えられる。

第７８図 第２４号掘立柱建物跡実測図�

土層解説（各ピット共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

３ にぶい黄褐色 ローム粒子多量

土層解説
１ 黒 色 ローム粒子微量

―９３―



第２６号掘立柱建物跡（第８０図）

位置 Ｃ３ｅ４区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第２２号溝跡を掘り込んでいる。第１９号掘立柱建物跡，第２９号方形竪穴遺構，第２９２号土坑と重複し

ているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行２間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－７８°－Ｗの東西棟である。規模は桁行３�９ｍ，

梁行３�６ｍで，面積は１４�０４�である。柱間寸法は，北桁行が１�８ｍ，南桁行が東側から２�１ｍ，１�８ｍである。

柱穴 ６か所。深さ７～４０�である。Ｐ１に柱抜き取り穴が確認されている。覆土は，各層とも突き固められ

た埋土ではなく，柱痕跡も確認されていない。梁行の中央間に柱穴が確認されていないが，柱穴が浅いため遺

存していないか，もしくは柱を据えるのに柱穴ではなく石が使用されていた可能性も考えられる。

遺物出土状況 土師質土器片２点（皿，内耳鍋ヵ）が出土している。いずれも細片で，図示することができない。

所見 時期は，１０世紀前半の第３号住居跡を掘り込んでいる第６号掘立柱建物跡や１５世紀後半には廃絶してい

たと考えられる第２７号掘立柱建物跡と，柱穴の規模の小ささや建物構造が類似していることから中世と考えら

れる。

第７９図 第２５号掘立柱建物跡実測図

土層解説（各ピット共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量

―９４―



第２７号掘立柱建物跡（第８１図）

位置 Ｃ３ｆ８区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第３１２号ピットを掘り込んでいる。第２４号掘立柱建物跡，第３２号方形竪穴遺構，第２９３・２９７～２９９・

３０８号土坑，第２８２・３５３・３５４・４０５・４３１・４３２・４７４号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－７３°－Ｗの東西棟である。規模は桁行６�３ｍ，

梁行４�８ｍで，面積は３０�２４�である。柱間寸法は，桁行が２�１ｍである。

柱穴 ８か所。深さ４７～６０�である。覆土は，各層とも突き固められた埋土ではなく，柱痕跡も確認されてい

ない。梁行の中央間に柱穴が確認されていないが，柱穴が浅いため遺存していないか，もしくは柱を据えるの

に柱穴ではなく石が使用されていた可能性も考えられる。

遺物出土状況 土師質土器１点（皿）が出土している。また，混入した縄文土器片２点，土師器片７点も出土

している。１５９はほぼ完形品で，Ｐ８の覆土上層から正位で出土している。

所見 出土土器から，１５世紀後半には廃絶していたと考えられる。

第８０図 第２６号掘立柱建物跡実測図

土層解説（各ピット共通）
１ 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量

３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

―９５―



第８１図 第２７号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

―９６―



第２８号掘立柱建物跡（第８２図）

位置 Ｃ３ｈ９区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第３０６・３１３・３１５号土坑，第４１７・４２７・４４１・４８２号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 東西２間，南北１間の側柱建物跡で，南北方向がＮ－７２°－Ｗである。規模は，東西南北ともに

４�２ｍで，面積は１７�６４�である。柱間寸法は，東西２間が２�１ｍである。南北の中央間に柱穴が確認されてい

ないが，柱穴が浅いため遺存していないか，もしくは柱を据えるのに柱穴ではなく石が使用されていた可能性

も考えられる。

柱穴 ６か所。深さ２０～５０�である。

所見 時期は，１０世紀前半の第３号住居跡を掘り込んでいる第６号掘立柱建物跡や１５世紀後半には廃絶してい

たと考えられる第２７号掘立柱建物跡と，柱穴の規模の小ささや建物構造が類似していることから中世と考えら

れる。

第８２図 第２８号掘立柱建物跡実測図

第２７号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第８１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１５９ 土師質 皿 １１�５ ３�２ ５�７ 白色粒子・透明粒子 にぶい
黄橙 普通 ロクロナデ 内底面横ナデ 底部

回転糸切り Ｐ８上層 ９５％

―９７―



第２９号掘立柱建物跡（第８３図）

位置 Ｃ４ｅ１区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第２２号方形竪穴遺構を掘り込んでいる。第２５～２７号方形竪穴遺構，第８号地下式坑，第２２６・２５５・

２５７・２５９・３１２・３１６号土坑，第１９２・３１５・３１６・３２０・３３２・３３８～３４１・４２９・４３７・４５２・５５５・５５６号ピットと重

複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－２５°－Ｅの南北棟である。規模は桁行６�６ｍ，

梁行４�２ｍで，面積は２７�７２�である。柱間寸法は，桁行が北側から２�４ｍ，２�１ｍ，２�１ｍである。

第８３図 第２９号掘立柱建物跡実測図

―９８―



柱穴 ８か所。深さ３４～５２�である。梁行の中央間に柱穴が確認されていないが，柱穴が浅いため遺存してい

ないか，もしくは柱を据えるのに柱穴ではなく石が使用されていた可能性も考えられる。

所見 時期は，１０世紀前半の第３号住居跡を掘り込んでいる第６号掘立柱建物跡や１５世紀後半には廃絶してい

たと考えられる第２７号掘立柱建物跡と，柱穴の規模の小ささや建物構造が類似していることから中世と考えら

れる。

表８ 中世の掘立柱建物跡一覧表

番号 位置
桁行（南北）
方向

柱間数
桁行×梁行
（間）

規模
桁行×梁行
（ｍ）

面積
（�）

桁行柱間
（ｍ）

梁行柱間
（ｍ）

構造
柱穴

出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）数 平面形 深さ（�）

１ Ｇ２ａ５ Ｎ－２３°－Ｅ ２×１ ４�８×４�２２０�１６ ２�４ ４�２ 側柱
南北棟 ６ 円形 ３７～６０ － 中世 SB２，Pit４９５・４９６

と新旧不明

２ Ｆ２ｊ５ Ｎ－２５°－Ｅ ３×１ ６�０×４�２２５�２ １�８・２�１ ３�９・４�２ 側柱
南北棟 ８ 円形 １３～５８ － 中世

SB１，Pit８４・４９２・
４９３・４９５・４９６と新
旧不明

３ Ｆ１ｆ８ Ｎ－６５°－Ｗ ３×１ ６�０×３�６２１�６ １�８・２�１ ３�６ 側柱
東西棟 ８ 円形

楕円形 １０～３１ － 中世 －

４ Ｅ２ｉ３ Ｎ－１４°－Ｅ ２×１ ３�６×２�１ ７�５６ １�８ ２�１ 側柱
南北棟 ６ 円形 ９～２７ － 中世 －

５ Ｅ２ｅ４ Ｎ－６８°－Ｗ ３×２ ７�８×４�２３２�７６２�４・２�７ ２�１ ［側柱］
東西棟 ８ 円形

楕円形 ６～４９ 土師質土器 中世

本跡�SK６４
第４号方形周溝遺
構，Pit３・５・３１
～３４・４８８と新旧不
明

６ Ｆ２ｄ３ Ｎ－６９°－Ｗ ４×３ ６�９×４�５３１�０５１�５・１�８２�１ １�５・３�０ 側柱
東西棟 １３ 円形

楕円形 １５～５０ － 中世
SI３�本跡
SK５４，Pit５２・１２３・
１２４と新旧不明

７ Ｅ２ｃ５ Ｎ－７３°－Ｗ ３×１ ６�６×３�６２３�７６２�１・２�４ ３�６ 側柱
東西棟 ８ 円形

楕円形 ２８～５４ － 中世

SI１１�本跡
第４号方形周溝遺
構，Pit１・６・７・
５１・５２０・５２１と 新
旧不明

１１ Ｅ２ｆ３ Ｎ－２０°－Ｅ １×１ ２�７×２�４ ６�４８ ２�７ ２�１・２�４ 側柱
南北棟 ４ 円形

楕円形 １４～３６ － 中世 －

１３ Ｆ２ａ４ Ｎ－８７°－Ｗ ４×３ ７�５×５�７４２�７５１�５・１�８２�１ １�８・２�１ 側柱
東西棟 １４ 円形

楕円形 １４～３５ － 中世 Pit１２８・１３５と新旧
不明

１６ Ｆ２ｇ７ Ｎ－５８°－Ｗ ３×１ ５�７×２�１１１�９７１�８・２�１３�６ ２�１ 側柱
東西棟 ７ 円形

楕円形 １３～４０ － 中世 Pit６８・６９・７１と新
旧不明

１７ Ｅ２ｆ９ Ｎ－３０°－Ｅ ３×１ ６�３×３�９２４�５７１�８・２�１２�４ ３�９ 側柱
南北棟 ８ 円形

楕円形 １２～３７ － 中世

第２号方形周溝遺
構，SK１９５�本跡
�第４号火葬土坑
SK１９７，Pit１３７と
新旧不明

１８ Ｃ３ｄ４ Ｎ－１９°－Ｅ － － － － － － ５ 円形
楕円形 １０～２８ － 中世 SB１９・２０，SE１５と

新旧不明

１９ Ｃ３ｄ４ Ｎ－２７°－Ｅ ２×１ ４�５×２�４１０�８ ２�１・２�４ ２�４ 側柱
南北棟 ５ 円形

楕円形 １３～４０ － 中世
SB１８・２０・２６，
Pit３７８・３８０と新旧
不明

２０ Ｃ３ｄ４ Ｎ－１１°－Ｅ ３×１ ５�７×３�０１７�１ １�８・２�１ ３�０ 側柱
南北棟 ８ 円形

楕円形 ２０～５６ － 中世 SB１８・１９，SE１５，
Pit３７７と新旧不明

２１ Ｃ３ｆ６ Ｎ－８°－Ｅ ３×２ ３�６×３�０１０�８ １�２ １�５ 側柱
南北棟 １０ 円形

楕円形 １３～４９ 陶器 中世 Pit１５５・１９５・１９６・
３６１と新旧不明

２２ Ｃ３ｇ５ Ｎ－７２°－Ｗ ３×１ ４�８×３�０１４�４ １�２・１�８ ３�０ 側柱
東西棟 ８ 円形

楕円形 １６～４５ － 中世 Pit３６３・３６５～３６７・
３６９と新旧不明

２３ Ｄ３ｂ８ Ｎ－６２°－Ｗ ３×１ ６�３×３�６２２�６８１�８・２�１２�４ ３�６ 側柱
東西棟 ８ 円形

楕円形 １０～４５ － 中世 SB２５，TM１�
本跡

２４ Ｃ３ｆ７ Ｎ－７７°－Ｗ ３×２ ６�６×４�２２７�７２２�１・２�４ ２�１ 側柱
東西棟 １０ 円形

楕円形 ５～５２ － 中世

SH３２�本跡
SB２７，第３号大形
竪穴状遺構，SK
２９９・３０８，Pit３５３・
３５４・４３１・４３２・
４７４と新旧不明

２５ Ｄ３ｂ７ Ｎ－２８°－Ｅ ２×１ ３�９×３�９１５�２１１�８・２�１ ３�９ 側柱 ６ 楕円形 ２７～４７ － 中世

TM１�本跡�
SB２３
SK２６０・２６１と新旧
不明

２６ Ｃ３ｅ４ Ｎ－７８°－Ｗ ２×１ ３�９×３�６１４�０４１�８・２�１ ３�６ 側柱
東西棟 ６ 円形

楕円形 ７～４０ 土師質土器 中世
SD２２�本跡
SB１９，SH２９，SK
２９２と新旧不明

２７ Ｃ３ｆ８ Ｎ－７３°－Ｗ ３×１ ６�３×４�８３０�２４ ２�１ ４�８ 側柱
東西棟 ８ 円形

楕円形 ４７～６０ 土師質土器 １５世紀
後半

Pit３１２�本跡
SB２４，SH３２，SK
２９３・２９７～２９９・
３０８，Pit２８２・３５３・
３５４・４０５・４３１・
４３２・４７４と新旧不
明

―９９―



� 方形竪穴遺構

第１号方形竪穴遺構（第８４図）

位置 Ｇ２ｃ８区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

規模と形状 長軸２�５ｍ，短軸１�９ｍの長方形で，長軸方向はＮ－５６°－Ｗである。壁高は５～１２�で，外傾し

て立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

ピット ３か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ２３～５０�で，長軸に並んだ位置にあり，柱穴と考えられる。Ｐ１・Ｐ２の

第３層は粘土であり，柱を固定していたものと考えられる。

覆土 単一層である。ロームブロックや粘土ブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，粘土粒子微量
２ 黒 褐 色 粘土粒子多量，ローム粒子微量

３ 灰 白 色 （粘土層）

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック多量

第８４図 第１号方形竪穴遺構実測図

番号 位置
桁行（南北）
方向

柱間数
桁行×梁行
（間）

規模
桁行×梁行
（ｍ）

面積
（�）

桁行柱間
（ｍ）

梁行柱間
（ｍ）

構造
柱穴

出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）数 平面形 深さ（�）

２８ Ｃ３ｈ９ Ｎ－７２°－Ｗ ２×１ ４�２×４�２１７�６４ ２�１ ４�２ 側柱 ６ 円形
楕円形 ２０～５０ － 中世

SK３０６・３１３・３１５�
Pit４１７・４２７・４４１・
４８２と新旧不明

２９ Ｃ４ｅ１ Ｎ－２５°－Ｅ ３×１ ６�６×４�２２７�７２２�１・２�４ ４�２ 側柱
南北棟 ８ 円形

楕円形 ３４～５２ － 中世

SH２２�本跡
SH２５～２７， UP８，
SK２２６・２５５・２５７・
２５９・３１２・３１６，Pit
１９２・３１５・３１６・
３２０・３３２・３３８～
３４１・４２９・４３７・
４５２・５５５・５５６と新
旧不明

―１００―



第２号方形竪穴遺構（第８５図）

位置 Ｇ２ｃ８区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

重複関係 第６号方形竪穴遺構，第１号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状 一辺２�２ｍの方形で，南北軸方向はＮ－２１°－Ｅである。壁高は２１�で，外傾して立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。東壁

際の底面に長径０�９ｍ，短径０�４ｍの範囲に粘土の塊が

確認されている。この粘土塊は，Ｐ１・Ｐ２の柱を固

定していたと考えられる粘土と同じものである。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ２２�で，東西軸に

並んだ位置にあり，柱穴と考えられる。Ｐ１・Ｐ２の

第２層は粘土であり，柱を固定していたものと考えら

れる。

覆土 ３層に分層される。周囲から土砂が流入した堆

積状況であるが，ロームブロックや粘土を多く含んで

いることから，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第３号方形竪穴遺構（第８６図）

位置 Ｇ２ｂ８区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

重複関係 第５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�４ｍ，短軸２�０ｍの長方形で，長軸方向はＮ－５２°－Ｗである。壁高は２３～２８�で，外傾し

て立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

ピット ３か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ１１～３０�で，長軸に並んだ位置にあり，柱穴と考えられる。

覆土 単一層である。ロームブロックや粘土ブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 灰 白 色 （粘土層）

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック多量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子中量
３ 黒 褐 色 炭化物・粘土ブロック・ローム粒子中量，焼土粒

子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量

第８５図 第２号方形竪穴遺構実測図
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第４号方形竪穴遺構（第８７図）

位置 Ｆ２ｇ９区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

重複関係 第６号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�６ｍ，短軸２�０ｍの長方形で，長軸方向はＮ－３５°－Ｗである。壁高は２０～２８�で，外傾し

て立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，中央部よりやや南壁に寄った位置が踏み固められている。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ３１�・５０�で，長軸に並んだ位置にあり，柱穴と考えられる。

第８６図 第３号方形竪穴遺構実測図

土層解説（各ピット共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量

３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ローム粒子多量

第８７図 第４号方形竪穴遺構実測図
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覆土 ７層に分層される。不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第５号方形竪穴遺構（第８８図）

位置 Ｆ２ｈ０区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

重複関係 第６号住居跡，第４３号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�６ｍ，短軸２�０ｍの長方形で，長軸方向はＮ－６０°－Ｗである。壁高は１０～２０�で，外傾し

て立ち上がっている。南東コーナー部に黒色土を突き固めて構築したスロープが確認されており，出入り口施

設と考えられる。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ３２�で，長軸に並んだ位置にあり，柱穴と考えられる。

覆土 ４層に分層される。周囲から土砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量

５ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量
７ 黒 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第８８図 第５号方形竪穴遺構実測図
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第６号方形竪穴遺構（第８９図）

位置 Ｇ２ｃ８区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

重複関係 第９号土坑を掘り込み，第２号方形竪穴，第１号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�８ｍ，短軸２�４ｍの長方形で，長軸方向はＮ－５９°－Ｗである。壁高は３０～３７�で，外傾し

て立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

ピット ７か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ４４�・３０�で，長軸に並んだ位置にあり，柱穴と考えられる。Ｐ１の第２

層は粘土であり，柱を固定していたものと考えられる。Ｐ３～Ｐ７は深さ１４～３０�で，性格は不明である。

覆土 ３層に分層される。ロームブロックや粘土ブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第７号方形竪穴遺構（第９０図）

位置 Ｆ２ｈ８区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

規模と形状 長軸２�９ｍ，短軸１�４ｍの長方形で，長軸方向はＮ－４３°－Ｅである。壁高は１９～２２�で，外傾し

て立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

覆土 ７層に分層される。不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量 ２ 灰 白 色 （粘土層）

土層解説
１ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック多量

３ 灰 褐 色 ロームブロック少量

第８９図 第６号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス微量
７ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
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第８号方形竪穴遺構（第９１図）

位置 Ｅ２ｈ３区，標高１１�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

規模と形状 長軸２�６ｍ，短軸１�９ｍの長方形で，長軸方向はＮ－１３°－Ｗである。壁高は２５～３８�で，外傾し

て立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

ピット 深さ３０�で，性格は不明である。

覆土 ５層に分層される。不規則な堆積状況であり，ロームブロックや粘土ブロックを多く含んでいることか

ら，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第９０図 第７号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 粘土ブロック微量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック多量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

４ 黒 褐 色 ロームブロック中量
５ 極 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック微量

第９１図 第８号方形竪穴遺構実測図
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第９号方形竪穴遺構（第９２図）

位置 Ｆ２ｉ８区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位

置している。

重複関係 第７号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�０ｍ，短軸１�６ｍの長方形で，長軸方

向はＮ－６５°－Ｗである。壁高は８～１５�で，外傾して

立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ３６�・３０�で，長軸

に並んだ位置にあり柱穴と考えられる。

覆土 ３層に分層される。不規則な堆積状況から，人為

堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第１０号方形竪穴遺構（第９３図）

位置 Ｅ２ｉ２区，標高１０�５ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

規模と形状 長軸３�３ｍ，短軸２�３ｍの長方形で，長軸方向はＮ－８８°－Ｗである。壁高は９～２０�で，外傾し

て立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

第９２図 第９号方形竪穴遺構実測図

第９３図 第１０号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・粘土

粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 粘土粒子多量，炭化粒子少量

土層解説（各ピット共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量
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覆土 ３層に分層される。周囲から土砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第１１号方形竪穴遺構（第９４図）

位置 Ｆ３ｃ３区，標高１１�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１４号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 東側が調査区域外に延びているため，東西軸は１�５ｍ確認され，南北軸は１�７ｍである。形状は不

明で，南北軸方向はＮ－２５°－Ｅである。壁高は２６～３０�で，外傾して立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

ピット ４か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ２４�・３２�で，南北

軸に並んだ位置から，柱穴と考えられる。Ｐ３・Ｐ４は

深さ７�・１０�で，性格は不明である。

覆土 ８層に分層される。不規則な堆積状況から，人為

堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第１２号方形竪穴遺構（第９５図）

位置 Ｅ２ｅ７区，標高１２�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第２号方形周溝遺構を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�９ｍ，短軸２�４ｍの長方形で，長軸方向はＮ－４０°－Ｅである。壁高は１６�で，外傾して立

ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

覆土 ２層に分層される。第１層がローム土であることや，第２層の黒褐色土にロームブロックを多く含んで

いることから，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック微量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ロームブロック多量
５ 暗 褐 色 ローム粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子多量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量
８ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

土層解説
１ にぶい黄褐色 （ローム土） ２ 黒 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

第９４図 第１１号方形竪穴遺構実測図
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第１３号方形竪穴遺構（第９６図）

位置 Ｅ３ｆ５区，標高１２�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１１号溝跡，第７２・７３号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�６ｍ，短軸１�９ｍの長方形で，長軸方向はＮ－５７°－Ｗである。壁高は６２�で，外傾して立

ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。南東コーナー部にだけ，炭化範囲が確認されている。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ３４�・３０�で，長軸に並んだ位置にあり，柱穴と考えられる。

第９５図 第１２号方形竪穴遺構実測図

第９６図 第１３号方形竪穴遺構実測図
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覆土 ５層に分層される。ロームブロックを各層とも多く含んでいるが，周囲から流入した堆積状況から，自

然堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第１４号方形竪穴遺構（第９７図）

位置 Ｅ３ｄ５区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１１４・１６８号土坑を掘り込み，第９２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�４ｍ，短軸２�１ｍの長方形で，長軸方向はＮ－６９°－Ｗである。壁高は２０～３４�で，外傾し

て立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。北東コーナー部に粘土を盛り上げて構築したスロープが確認

されており，出入り口施設と考えられる。その他の粘土の塊は，覆土中に確認されたものであり廃絶後埋め戻

す際に土砂とともに投げ込まれたものと考えられる。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ９～３０�で，規模と位置から柱穴と考えられる。

覆土 ６層に分層される。周囲から土砂が流入した堆積状況であることから，自然堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス微量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，ローム粒子少量，炭化粒子

微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・鹿沼パミス少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第９７図 第１４号方形竪穴遺構実測図
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第１５号方形竪穴遺構（第９８図）

位置 Ｅ３ｃ２区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と

中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１１号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�２ｍ，短軸２�４ｍの長方形で，長軸

方向はＮ－２８°－Ｅである。壁高は２７～３３�で，外傾

して立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

覆土 ４層に分層される。不規則な堆積状況から，人

為堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第１６号方形竪穴遺構（第９９・１００図）

位置 Ｅ３ｄ４区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

規模と形状 長軸３�８ｍ，短軸３�６ｍの方形で，長軸方向はＮ－１２°－Ｅである。壁高は２８～４２�で，ほぼ直立

している。

第９８図 第１５号方形竪穴遺構実測図

第９９図 第１６号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

―１１０―



底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

覆土 ５層に分層される。周囲から土砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 鉄製品２点（釘）が，覆土中から出土している。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第１７号方形竪穴遺構（第１０１図）

位置 Ｅ３ｃ４区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１８号方形竪穴に掘り込まれている。

規模と形状 東西軸はＰ１・Ｐ２の位置から２�７ｍほどと推測され，南北軸は１�８ｍの長方形で，長軸方向はＮ

－７７°－Ｗと考えられる。壁高は４４�で，遺存する壁は外傾して立ち上がっている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 褐 色 ローム粒子中量
３ 褐 色 ローム粒子微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第１００図 第１６号方形竪穴遺構出土遺物実測図

第１０１図 第１７号方形竪穴遺構実測図

第１６号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第１００図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ３ 釘 （３�９） ０�４ ０�５ （２�８） 鉄 角釘 両端欠損 覆土中

Ｍ４ 釘 （３�７） ０�４ ０�５ （２�４） 鉄 角釘 頭部残存 先端欠損 覆土中
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底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ４４�・４０�で，長軸に並んだ位置にあり，柱穴と考えられる。

覆土 ３層に分層される。ローム土を主体として，鹿沼パミスを各層ともに含んでいる，人為堆積である。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第１８号方形竪穴遺構（第１０２図）

位置 Ｅ３ｃ４区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１７号方形竪穴遺構を掘りこんでいる。

規模と形状 長軸２�７ｍ，短軸１�８ｍの長方形で，長軸方向はＮ－７７°－Ｗである。壁高は４２�で，外傾して立

ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ４４�で，長軸に並んだ位置にあり，柱穴と考えられる。

覆土 ５層に分層される。ローム土を主体とした土砂と，暗褐色土が不規則に堆積している状況から，人為堆

積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第１９号方形竪穴遺構（第１０３図）

位置 Ｄ３ｊ７区，標高１３�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１７０・１７７・１７８号土坑を掘りこんでいる。

規模と形状 東側が調査区域外に延びているため，東西軸は２�６ｍ確認され，南北軸３�２ｍである。形状は方形

もしくは長方形と推測され，南北軸方向はＮ－２８°－Ｅである。壁高は６５～８２�で，ほぼ直立している。

土層解説
１ 明 黄 褐 色 鹿沼パミス・暗褐色土ブロック微量
２ 明 黄 褐 色 鹿沼パミス中量

３ 黄 褐 色 鹿沼パミス微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス少量
２ 褐 色 ローム粒子多量，鹿沼パミス微量
３ にぶい黄褐色 鹿沼パミス・暗褐色土ブロック少量

４ 黄 褐 色 鹿沼パミス微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス中量

第１０２図 第１８号方形竪穴遺構実測図
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底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

覆土 ４層に分層される。ロームブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第２０号方形竪穴遺構（第１０４図）

位置 Ｃ３ｃ９区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位

置している。

規模と形状 長軸２�８ｍ，短軸１�９ｍの長方形で，長軸方

向はＮ－３０°－Ｅである。壁高は３８～４３�で，ほぼ直立

している。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

ピット 深さ１０�で，性格は不明である。

覆土 ７層に分層される。ローム土を主体とした第７層

は人為堆積と考えられ，第１～６層は周囲から土砂が流

入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック多量

３ 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック・鹿沼パミス少量

第１０３図 第１９号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 黒 褐 色 ローム粒子微量
５ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
６ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
７ 黄 褐 色 焼土粒子少量

第１０４図 第２０号方形竪穴遺構実測図
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第２１号方形竪穴遺構（第１０５図）

位置 Ｃ３ｃ８区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第２４号方形竪穴遺構を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�５ｍ，短軸１�７ｍの長方形で，長軸方向はＮ－３０°－Ｅである。壁高は２３～２７�で，外傾し

て立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

覆土 ７層に分層される。不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 鉄製品１点（釘）が，覆土中から出土している。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第２２号方形竪穴遺構（第１０６図）

位置 Ｃ３ｄ０区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第２９号掘立柱建物，第２２６号土坑に掘り込まれている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック多量

第１０５図 第２１号方形竪穴遺構・出土遺物実測図

第２１号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第１０５図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ５ 釘 （３�２） ０�５ ０�５ （２�０） 鉄 角釘 両端欠損 覆土中
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規模と形状 長軸２�０ｍ，短軸１�６ｍの長方形で，長軸

方向はＮ－５６°－Ｗである。壁高は１３～２０�で，外傾

して立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

ピット 深さ１５�で，性格は不明である。

覆土 ６層に分層される。周囲から土砂が流入した堆

積状況から，自然堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第２３号方形竪穴遺構（第１０７図）

位置 Ｃ３ａ５区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

規模と形状 西側が調査区域外に延びているため，東西軸は３�１ｍ確認されており，南北軸２�０ｍの長方形で，

長軸方向はＮ－６７°－Ｗである。壁高は３２～３７�で，ほぼ直立している。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

覆土 ９層に分層される。ロームブロックを多く含んでいる不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック中量
６ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ローム粒子多量，炭化物微量
４ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子多量

６ 褐 色 ロームブロック多量
７ 明 褐 色 ロームブロック中量
８ 褐 色 ローム粒子中量
９ 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス少量

第１０７図 第２３号方形竪穴遺構実測図

第１０６号 第２２号方形竪穴遺構実測図
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第２４号方形竪穴遺構（第１０８図）

位置 Ｃ３ｃ８区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第２１号方形竪穴，第２３５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�３ｍ，短軸２�６ｍの長方形で，長軸方向はＮ－６３°－Ｗである。壁高は４５～５０�で，外傾し

て立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

覆土 １７層に分層される。ロームブロックを多く含んでいる不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第２５号方形竪穴遺構（第１０９図）

位置 Ｃ４ｅ１区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第２５５・２５７・２５９号土坑に掘り込まれている。第２９号掘立柱建物跡，第３１５・３１６号ピットと重複し

ているが，新旧関係は不明である。

規模と形状 長軸２�６ｍ，短軸１�６ｍの長方形で，長軸方向はＮ－５５°－Ｗである。壁高は１３～２５�で，外傾し

て立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子多量，鹿沼パミス少量
９ 褐 色 ローム粒子中量

１０ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック多量
１２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子中量
１３ 褐 色 ローム粒子多量
１４ 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス少量
１５ 褐 色 ロームブロック中量
１６ 褐 色 ロームブロック少量
１７ 明 褐 色 暗褐色土ブロック多量

第１０８図 第２４号方形竪穴遺構実測図
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覆土 ２層に分層される。重複のため観察できる箇所が少なく，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 鉄製品１点（鏃）が覆土中から出土しており，形状から混入したものと考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第２６号方形竪穴遺構（第１１０図）

位置 Ｃ４ｅ１区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に

位置している。

重複関係 第２５７号土坑，第１９２号ピットに掘り込まれ

ている。第２９号掘立柱建物跡と重複しているが，新旧

関係は不明である。

規模と形状 長軸２�３ｍ，短軸１�２ｍの長方形で，長軸

方向はＮ－６０°－Ｗである。壁高は２０～２５�で，外傾

して立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

覆土 ５層に分層される。不規則な堆積状況から，人

為堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第２７号方形竪穴遺構（第１１１図）

位置 Ｃ３ｆ０区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量 ２ 褐 色 ローム粒子多量

第１０９図 第２５号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子多量
３ 暗 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ローム粒子多量

第１１０図 第２６号方形竪穴遺構実測図
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重複関係 第２９号掘立柱建物跡，第４２９号ピットと

重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状 長軸２�３ｍ，短軸１�４ｍの長方形で，長

軸方向はＮ－６９°－Ｗである。壁高は４０～４３�で，

外傾して立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

覆土 ４層に分層される。周囲から土砂が流入した

堆積状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 銅製品１点（古銭）が，覆土中から

出土している。細片のため図示することができない。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第２８号方形竪穴遺構（第１１２図）

位置 Ｃ３ｆ９区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面

に位置している。

規模と形状 長軸２�４ｍ，短軸２�０ｍと推測される。

形状は長方形と考えられ，長軸方向はＮ－１７°－Ｅ

である。壁高は５４～６０�で，外傾して立ち上がって

いる。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

覆土 ５層に分層される。周囲から土砂が流入した

堆積状況から，自然堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第２９号方形竪穴遺構（第１１３図）

位置 Ｃ３ｅ４区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第２６号掘立柱建物跡と重複しているが，新旧関係は不明である。

第１１１図 第２７号方形竪穴遺構実測図

第１１２図 第２８号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ローム粒子多量
３ 褐 色 ロームブロック微量
４ にぶい褐色 ローム粒子多量
５ 褐 色 ローム粒子中量
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規模と形状 長軸２�１ｍ，短軸１�７ｍの長方形で，長軸方

向はＮ－１２°－Ｅである。壁高は１４～１８�で，外傾して

立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

覆土 ３層に分層される。周囲から土砂が流入した堆積

状況から，自然堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第３０号方形竪穴遺構（第１１４図）

位置 Ｃ３ｅ３区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位

置している。

規模と形状 西側が調査区域外に延びているため，東西

軸は１�１ｍ確認され，南北軸２�８ｍである。形状は方形も

しくは長方形と推測され，南北軸方向はＮ－２７°－Ｅで

ある。壁高は２６～３０�で，外傾して立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

覆土 ３層に分層される。周囲から土砂が流入した堆積

状況から，自然堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第３１号方形竪穴遺構（第１１５図）

位置 Ｃ３ｇ９区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第２９１号土坑に掘り込まれている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第１１３図 第２９号方形竪穴遺構実測図

第１１４図 第３０号方形竪穴遺構実測図
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規模と形状 長軸，短軸ともに２�３ｍの方形で，南

北軸方向はＮ－３６°－Ｅである。壁高は３２～４０�で，

外傾して立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

覆土 ７層に分層される。不規則な堆積状況から，

人為堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第３２号方形竪穴遺構（第１１６図）

位置 Ｃ３ｆ８区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面

に位置している。

重複関係 第２４号掘立柱建物，第２９３号土坑に掘り

込まれている。第２７号掘立柱建物跡と重複している

が，新旧関係は不明である。

規模と形状 長軸，短軸ともに１�９ｍの方形で，南

北軸方向はＮ－３０°－Ｅである。壁高は１６～２３�で，

外傾して立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

覆土 ４層に分層される。不規則な堆積状況から，

人為堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第３３号方形竪穴遺構（第１１７図）

位置 Ｃ４ｇ２区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第３６０号土坑を掘り込んでいる。

第１１５図 第３１号方形竪穴遺構実測図

第１１６図 第３２号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・鹿沼パミス

微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック多量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ローム粒子多量
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規模と形状 長軸２�４ｍ，短軸１�６ｍの長方形で，長軸方向はＮ－７０°－Ｗである。壁高は５４～７７�で，外傾し

て立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

覆土 ７層に分層される。周囲から土砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第３４号方形竪穴遺構（第１１８図）

位置 Ｇ２ｄ８区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に

位置している。

重複関係 第３４３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 重複のため南北軸１�４ｍが確認され，東

西軸２�１ｍである。方形もしくは長方形と推測され，

南北軸方向はＮ－３３°－Ｅである。壁高は２４�で，外

傾して立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

ピット 深さ３０�で，対になるものは確認されていな

いが，位置と規模から柱穴の可能性がある。

覆土 ２層に分層される。周囲から土砂が流入した堆

積状況から，自然堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量
３ 極 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック少量

第１１７図 第３３号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第１１８図 第３４号方形竪穴遺構実測図
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第３５号方形竪穴遺構（第１１９図）

位置 Ｃ４ｇ２区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

規模と形状 長軸２�６ｍ，短軸１�７ｍの長方形で，長軸方向はＮ－６０°－Ｗである。壁高は４５～５３�で，外傾し

て立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

覆土 ３層に分層される。ロームブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第３６号方形竪穴遺構（第１２０図）

位置 Ｃ４ｅ３区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面

に位置している。

規模と形状 東側が調査区域外に延びているため，

東西軸は１�４ｍ確認され，南北軸２�３ｍである。方形

もしくは長方形と推測され，南北軸方向はＮ－２３°

－Ｅである。壁高は７～２３�で，外傾して立ち上が

っている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

覆土 ２層に分層される。ほとんどが撹乱されてい

るため，堆積状況は不明である。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック多量
２ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１１９図 第３５号方形竪穴遺構実測図

第１２０図 第３６号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子中量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量
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第３７号方形竪穴遺構（第１２１図）

位置 Ｃ４ｇ２区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第４５４号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状 東側が調査区域外に延びているため，東西軸は１�６

ｍ確認され，南北軸２�０ｍである。方形もしくは長方形と推測さ

れ，南北軸方向はＮ－２９°－Ｅである。壁高は３７～４９�で，外傾

して立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。

覆土 ５層に分層される。不規則な堆積状況から，人為堆積と考

えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

第１２１図 第３７号方形竪穴遺構実測図

表９ 中世の方形竪穴遺構一覧表

番号 位置 長軸方向 平面形
規模（ｍ）
長（東西）軸
×

短（南北）軸

壁高
（�） 壁面 底面

内部施設
覆土

出土
遺物

時期
備考

重複関係
（古�新）柱穴 ピット 出入口部

１ Ｇ２ｃ８ Ｎ－５６°－Ｗ 長方形 ２�５×１�９ ５～１２ 外傾 平坦 ３ － － 人為 － 中世 －

２ Ｇ２ｃ８ Ｎ－２１°－Ｅ 方形 ２�２×２�２ ２１ 外傾 平坦 ２ － － 人為 － 中世 SH６，SD１�
本跡

３ Ｇ２ｂ８ Ｎ－５２°－Ｗ 長方形 ２�４×２�０ ２３～２８ 外傾 平坦 ３ － － 人為 － 中世 本跡�SK５

４ Ｆ２ｇ９ Ｎ－３５°－Ｗ 長方形 ２�６×２�０ ２０～２８ 外傾 平坦 ２ － － 人為 － 中世 SI６�本跡

５ Ｆ２ｈ０ Ｎ－６０°－Ｗ 長方形 ２�６×２�０ １０～２０ 外傾 平坦 ２ － － 自然 － 中世 SI６，SK４３�
本跡

６ Ｇ２ｃ８ Ｎ－５９°－Ｗ 長方形 ２�８×２�４ ３０～３７ 外傾 平坦 ２ ５ － 人為 － 中世 SK９�本跡�
SH２，SD１

７ Ｆ２ｈ８ Ｎ－４３°－Ｅ 長方形 ２�９×１�４ １９～２２ 外傾 平坦 － － － 人為 － 中世 －

８ Ｅ２ｈ３ Ｎ－１３°－Ｗ 長方形 ２�６×１�９ ２５～３８ 外傾 平坦 － １ － 人為 － 中世 －

９ Ｆ２ｉ８ Ｎ－６５°－Ｗ 長方形 ２�０×１�６ ８～１５ 外傾 平坦 ２ － － 人為 － 中世 SI７�本跡

１０ Ｅ２ｉ２ Ｎ－８８°－Ｗ 長方形 ３�３×２�３ ９～２０ 外傾 平坦 － － － 自然 － 中世 －

１１ Ｆ３ｃ３ Ｎ－２５°－Ｅ － （１�５）×１�７ ２６～３０ 外傾 平坦 ２ ２ － 人為 － 中世 SI１４�本跡

１２ Ｅ２ｅ７ Ｎ－４０°－Ｅ 長方形 ２�９×２�４ １６ 外傾 平坦 － － － 人為 － 中世 第２号方形周溝
遺構�本跡

１３ Ｅ３ｆ５ Ｎ－５７°－Ｗ 長方形 ２�６×１�９ ６２ 外傾 平坦 ２ － － 自然 － 中世 SD１１，SK７２・
７３�本跡

１４ Ｅ３ｄ５ Ｎ－６９°－Ｗ 長方形 ２�４×２�１ ２０～３４ 外傾 平坦 ４ － － 自然 － 中世 SK１１４・１６８�
本跡�SK９２

１５ Ｅ３ｃ２ Ｎ－２８°－Ｅ 長方形 ３�２×２�４ ２７～３３ 外傾 平坦 － － － 人為 － 中世 SD１１�本跡

１６ Ｅ３ｄ４ Ｎ－１２°－Ｅ 方形 ３�８×３�６ ２８～４２ほぼ直立 平坦 － － － 自然 釘 中世 －

１７ Ｅ３ｃ４ Ｎ－７７°－Ｗ ［長方形］ ［２�７］×１�８ ４４ 外傾 平坦 ２ － － 人為 － 中世 本跡�SH１８

１８ Ｅ３ｃ４ Ｎ－７７°－Ｗ 長方形 ２�７×１�８ ４２ 外傾 平坦 ２ － － 人為 － 中世 SH１７�本跡

１９ Ｄ３ｊ７ Ｎ－２８°－Ｅ ［方・長方形］（２�６）×３�２ ６５～８２ほぼ直立 平坦 － － － 人為 － 中世 SK１７０・１７７・
１７８�本跡

２０ Ｃ３ｃ９ Ｎ－３０°－Ｅ 長方形 ２�８×１�９ ３８～４３ほぼ直立 平坦 － １ － 人・自 － 中世 －

２１ Ｃ３ｃ８ Ｎ－３０°－Ｅ 長方形 ２�５×１�７ ２３～２７ 外傾 平坦 － － － 人為 釘 中世 SH２４�本跡

２２ Ｃ３ｄ０ Ｎ－５６°－Ｗ 長方形 ２�０×１�６ １３～２０ 外傾 平坦 － １ － 自然 － 中世 本跡�SB２９，
SK２２６

２３ Ｃ３ａ５ Ｎ－６７°－Ｗ 長方形 （３�１）×２�０ ３２～３７ほぼ直立 平坦 － － － 人為 － 中世 －
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� 地下式坑

第２号地下式坑（第１２２図）

位置 Ｅ３ｇ４区，標高１２�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第３号方形周溝遺構を掘り込んでいる。

竪坑 主室南壁中央部に位置している。上面は，一辺１�０ｍの隅丸方形である。壁高は７３�で直立し，底面は

ほぼ平坦である。

主室 上面は，長軸３�０ｍ，短軸２�４ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－２２°－Ｅである。天井部は崩落し，確

認面からの深さは１１８～１２２�である。底面から９０�ほどの高さの位置で壁は内傾しており，天井部の痕跡と考

えられる。底面はほぼ平坦である。

覆土 １６層に分層される。第１１・１４層は，地山のローム土であり天井部の崩落土で，天井部の崩落土以外の層

は，ロームブロックをあまり含んでいないことから，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師質土器片１点（皿），陶器片６点（皿１，碗１，甕４）が出土している。また，混入した

縄文土器片１４点，土師器片１９点も出土している。１６０・１６１，TP３４は覆土中からそれぞれ出土しているが，天

井部の崩落土よりも上層または下層から出土したかは不明である。

所見 時期は，出土土器が小破片のため明確でないが，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・鹿沼パミス少量，焼土粒子・炭化粒

子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミス少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・鹿

沼パミス少量

９ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
１１ 明 褐 色 （ローム土 天井部の崩落土）
１２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・鹿

沼パミス・砂少量
１３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１４ 明 褐 色 赤色粒子少量（ローム土 天井部の崩落土）
１５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子・鹿沼パミス少量
１６ 褐 色 ローム粒子多量

番号 位置 長軸方向 平面形
規模（ｍ）
長（東西）軸
×

短（南北）軸

壁高
（�） 壁面 底面

内部施設
覆土

出土
遺物

時期
備考

重複関係
（古�新）柱穴 ピット 出入口部

２４ Ｃ３ｃ８ Ｎ－６３°－Ｗ 長方形 ３�３×２�６ ４５～５０ 外傾 平坦 － － － 人為 － 中世 本跡�SH２１，
SK２３５

２５ Ｃ４ｅ１ Ｎ－５５°－Ｗ 長方形 ２�６×１�６ １３～２５ 外傾 平坦 － － － － － 中世

本跡�SK２５５・
２５７・２５９
SB２９，Pit３１５・
３１６と新旧不明

２６ Ｃ４ｅ１ Ｎ－６０°－Ｗ 長方形 ２�３×１�２ ２０～２５ 外傾 平坦 － － － 人為 － 中世
本跡�SK２５７，
Pit１９２
SB２９と新旧不明

２７ Ｃ３ｆ０ Ｎ－６９°－Ｗ 長方形 ２�３×１�４ ４０～４３ 外傾 平坦 － － － 自然 古銭 中世 SB２９，Pit４２９
と新旧不明

２８ Ｃ３ｆ９ Ｎ－１７°－Ｅ ［長方形］ ２�４×［２�０］５４～６０ 外傾 平坦 － － － 自然 － 中世 －

２９ Ｃ３ｅ４ Ｎ－１２°－Ｅ 長方形 ２�１×１�７ １４～１８ 外傾 平坦 － － － 自然 － 中世 SB２６と新旧不明

３０ Ｃ３ｅ３ Ｎ－２７°－Ｅ ［方・長方形］（１�１）×２�８ ２６～３０ 外傾 平坦 － － － 自然 － 中世 －

３１ Ｃ３ｇ９ Ｎ－３６°－Ｅ 方形 ２�３×２�３ ３２～４０ 外傾 平坦 － － － 人為 － 中世 本跡�SK２９１

３２ Ｃ３ｆ８ Ｎ－３０°－Ｅ 方形 １�９×１�９ １６～２３ 外傾 平坦 － － － 人為 － 中世
本跡�SB２４，SK
２９３
SB２７と新旧不明

３３ Ｃ４ｇ２ Ｎ－７０°－Ｗ 長方形 ２�４×１�６ ５４～７７ 外傾 平坦 － － － 自然 － 中世 SK３６０�本跡

３４ Ｇ２ｄ８ Ｎ－３３°－Ｅ ［方・長方形］ ２�１×（１�４） ２４ 外傾 平坦 １ － － 自然 － 中世 本跡�SK３４３

３５ Ｃ４ｇ２ Ｎ－６０°－Ｗ 長方形 ２�６×１�７ ４５～５３ 外傾 平坦 － － － 人為 － 中世 －

３６ Ｃ４ｅ３ Ｎ－２３°－Ｅ ［方・長方形］（１�４）×２�３ ７～２３ 外傾 平坦 － － － － － 中世 －

３７ Ｃ４ｇ２ Ｎ－２９°－Ｅ ［方・長方形］（１�６）×２�０ ３７～４９ 外傾 平坦 － － － 人為 － 中世 Pit４５４と新旧不
明

―１２４―



第５号地下式坑（第１２３図）

位置 Ｄ３ｉ５区，標高１３�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第３８０号土坑を掘り込んでいる。

竪坑 主室南壁のやや東寄りに位置している。上面は，径１�０ｍの円形である。壁高は１１５�で，内傾して立ち

上がっている。底面は主室に向かって緩やかに傾斜している。

主室 上面は，長径３�８ｍ，短径２�８ｍの不整楕円形で，主軸方向はＮ－３°－Ｗである。天井部は崩落し，確

認面からの深さは１５４～１９２�である。底面から１２０�ほどの高さの位置で壁は内傾しており，天井部の痕跡と

考えられる。底面はほぼ平坦である。

第１２２図 第２号地下式坑・出土遺物実測図

第２号地下式坑出土遺物観察表（第１２２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 色調（胎土・釉薬） 釉薬 手法の特徴 出土位置 備考

１６０ 陶器 皿 － － － 淡黄・浅黄 灰釉 内・外面施釉 覆土中

１６１ 陶器 天目茶碗［１０�９］ ５�６ ４�１ 灰白・黒褐 鉄釉 削り出し輪高台 茶煎の痕跡無し 覆土中 ４０％

番号 種別 器種 胎土 色調（胎土・釉薬） 手法の特徴 出土位置 備考

TP３４ 陶器 甕 白色粒子・透明粒子 褐灰
にぶい赤褐（自然釉） 内・外面ナデ 覆土中

―１２５―



覆土 １３層に分層される。第６・８層は天井部の崩落土である。第１層及び崩落土下層の第９～１３層は，ロー

ムブロックをあまり含んでいないことから自然堆積で，第２～５・７層は，ロームブロックや鹿沼パミスを多

く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 陶器片１点（不明）が，覆土中から出土しているが，天井部の崩落土よりも上層または下層か

ら出土したかは不明で，また細片のため図示することができない。

所見 時期は，出土土器が小破片で出土数もわずかであるため明確でないが，遺構の形状から中世と考えられる。

第６号地下式坑（第１２４図）

位置 Ｄ３ｊ４区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第７号井戸，第１４６・１７５号土坑に掘り込まれている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子多量
４ 暗 褐 色 ロームブロック多量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
６ 明 褐 色 （ローム土 天井部の崩落土）
７ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量，炭化物少量

８ 褐 色 （ローム土 天井部の崩落土）
９ 黒 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
１０ 褐 色 ロームブロック少量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第１２３図 第５号地下式坑実測図

―１２６―



竪坑 主室南壁中央部に位置している。上面は，長軸１�７ｍ，短軸１�２ｍが確認されており，隅丸長方形である。

壁高は７４�で，外傾して立ち上がっている。底面は主室に向かって緩やかに傾斜し，わずかにくぼんでいる。

主室 上面は，長軸２�８ｍ，短軸１�４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－３３°－Ｅである。天井部は崩落し，確認面

からの深さは８６～１０４�である。底面から７０�・９０�ほどの高さの位置で壁は内傾しており，天井部の痕跡と

考えられる。底面はほぼ平坦である。

覆土 ７層に分層される。第４層は天井部の崩落土で，その上層及び下層には，ロームブロックがあまり含ま

れていないことから，自然堆積と考えられる。

所見 時期は，出土土器がないが遺構の形状から中世と考えられる。

第７号地下式坑（第１２５図）

位置 Ｄ３ｉ２区，標高１３�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

竪坑 主室南壁中央部に位置している。上面は，長軸１�８ｍ，短軸１�０ｍの隅丸長方形である。壁高は１１０�で

直立し，底面はほぼ平坦である。

主室 上面は，長軸２�１ｍ，短軸１�５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２５°－Ｅである。天井部は崩落し，確認面

からの深さは１０８～１２０�である。底面から９０�ほどの高さの位置で壁は内傾しており，天井部の痕跡と考えら

れる。底面はほぼ平坦である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 明 褐 色 （ローム土 天井部の崩落土）

５ 黒 褐 色 ロームブロック少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量
７ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第１２４図 第６号地下式坑実測図

―１２７―



覆土 １２層に分層される。第１０・１１層は，天井部の崩落土であり，その上層の第５～９層は，ロームブロック

や鹿沼パミスを多く含む人為堆積で，第１～４層と崩落土下の第１２層は，ロームブロックをあまり含まない自

然堆積と考えられる。

所見 時期は，出土土器がないが遺構の形状から中世と考えられる。

第８号地下式坑（第１２６図）

位置 Ｃ３ｅ０区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第２９号掘立柱建物跡と重複しているが，新旧関係は不明である。

竪坑 主室北壁中央部に位置している。上面は，長軸１�４ｍ，短軸１�２ｍの長方形である。壁高は１２８�で直立

し，底面はほぼ平坦である。

主室 上面は，長軸１�８ｍ，短軸１�５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２０°－Ｅである。天井部は崩落し，確認面

からの深さは１３０�である。底面から９０�・１１０�ほどの高さの位置で壁は外に開いており，天井部の痕跡と考

えられる。底面はほぼ平坦である。

覆土 ７層に分層される。第７層は天井部の崩落土であり，その上層の第１～６層は，ロームブロックや鹿沼

パミスを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，出土土器がないが遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量
６ 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量

７ 暗 褐 色 ロームブロック中量
８ 褐 色 ロームブロック多量
９ 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量
１０ 黄 褐 色 赤色粒子少量（ローム土 天井部の崩落土）
１１ 明 褐 色 （ローム土 天井部の崩落土）
１２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量

第１２５図 第７号地下式坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 明 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス少量
３ 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス微量

５ 褐 色 ロームブロック中量
６ 黒 褐 色 ロームブロック多量
７ 明 褐 色 赤色粒子少量（ローム土 天井部の崩落土）

―１２８―



第９号地下式坑（第１２７・１２８図）

位置 Ｄ３ｂ０区，標高１６�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

竪坑 主室東壁中央部に位置している。上面は，長径１�４ｍ，短径１�２ｍの楕円形である。壁高は１３３�で直立

し，底面はほぼ平坦である。

主室 上面は，長軸２�５ｍ，短軸１�９ｍの長方形で，主軸方向はＮ－５６°－Ｗである。天井部は崩落し，確認面

からの深さは１７０～１８４�である。底面から１００�ほどの高さの位置に天井部が一部遺存している。底面はほぼ

平坦である。

第１２６図 第８号地下式坑実測図

第１２７図 第９号地下式坑実測図

―１２９―



遺物出土状況 陶器片１４点（皿３，甕９，不明２），石臼片１点が出土している。１６３，TP３５，Ｑ７は，覆土

中からそれぞれ出土しているが，天井部の崩落土よりも上層または下層から出土したかは不明である。

所見 時期は，出土土器が小破片であり明確でないが遺構の形状から中世と考えられる。

第１２８図 第９号地下式坑出土遺物実測図

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特徴 出土位置 備考

Ｑ７ 石臼 （１４�１）（４�５）（４�１）（１８６�１）流紋岩 ５本の幅広（幅７�）の擂り目残存 破断面も含め
二次焼成を受け，全面赤変 覆土中

第９号地下式坑出土遺物観察表（第１２８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 色調（胎土・釉薬） 釉薬 手法の特徴 出土位置 備考

１６３ 陶器 皿 － － － 灰白・浅黄 灰釉 内・外面施釉 覆土中

番号 種別 器種 胎土 色調（胎土・釉薬） 手法の特徴 出土位置 備考

TP３５ 陶器 甕 白色粒子・透明粒子 褐（自然釉）
にぶい赤褐（自然釉） 内・外面ナデ 覆土中

表１０ 中世の地下式坑一覧表

番号 位 置 主軸方向

規模（ｍ）

覆土 出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）

竪坑 主室

長軸（径）
×

短軸（径）
（ｍ）

壁高
（�）平面形 底面

長軸（径）
×

短軸（径）
（ｍ）

確認面か
らの深さ
（�）

平面形
天井部
の高さ
（�）

２ Ｅ３ｇ４ Ｎ－２２°－Ｅ １�０×１�０ ７３ 隅丸
方形 平坦 ３�０×２�４ １１８～１２２ 隅丸

長方形 （９０） 自然 土師質土器
陶器 中世 第３号方形周溝

遺構�本跡
５ Ｄ３ｉ５ Ｎ－３°－Ｗ １�０×１�０ １１５ 円形 緩斜 ３�８×２�８ １５４～１９２ 不整

楕円形 （１２０） 人・自 陶器 中世 SK３８０�本跡

６ Ｄ３ｊ４ Ｎ－３３°－Ｅ １�７×１�２ ７４ 隅丸
長方形 緩斜 ２�８×１�４ ８６～１０４ 長方形（７０）・（９０） 自然 － 中世 本跡�SE７，

SK１４６・１７５

７ Ｄ３ｉ２ Ｎ－２５°－Ｅ １�８×１�０ １１０ 隅丸
長方形 平坦 ２�１×１�５ １０８～１２０ 長方形 （９０） 人・自 － 中世 －

８ Ｃ３ｅ０ Ｎ－２０°－Ｅ １�４×１�２ １２８ 長方形 平坦 １�８×１�５ １３０ 長方形（９０）・（１１０） 人為 － 中世 SB２９と新旧不明

９ Ｄ３ｂ０ Ｎ－５６°－Ｗ １�４×１�２ １３３ 楕円形 平坦 ２�５×１�９ １７０～１８４ 長方形 （１００） － 陶器 石臼 中世 －

―１３０―



� 堀跡

第１号堀跡（第３・１２９・１３０図）

位置 Ｄ３ｊ２区を中心に，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。この斜面

部を，東西に横断して直線的に確認されている。

重複関係 第７４・９４・１０７・１５３・１７２・１７４・３７５号土坑を掘り込み，第６号井戸に掘り込まれている。第１８号

溝跡，第１０号井戸跡，第１０６・１１０・１６０・３７６号土坑，第５４２～５４５号ピットと重複しているが，新旧関係は不明

である。

第１２９図 第１号堀跡実測図

―１３１―



規模と形状 両端が調査区域外に延びており，確認された長さは４１ｍほどで，方向はＮ－６５°－Ｗである。規

模は，上幅２�６～４�１ｍ，下幅２�８～３�５ｍ，深さ７８～１１０�である。底面はほぼ平坦で，確認された範囲で，底

面の高低差はほとんどない。壁は途中に平坦な箇所をもちながら，全体的に外傾して立ち上がっており断面形

状は逆台形である。壁の平坦な段は当初の意図的な掘削ではなく，掘り返しの痕跡と推測される。本跡に平行

して，調査区域西端から長さ７ｍほど，上面の幅０�５～１�０ｍの平坦面が確認されている。土層観察から本跡と

同時期に掘削されたものと考えられる。

覆土 １５層に分層される。第２～１５層は，ロームブロック，粘土ブロック，鹿沼パミスを多く含んでいること

から，人為堆積と考えられる。第１層は，くぼ地に流入した自然堆積と考えられる。掘削に伴う土量は相当な

ものと考えられ，脇に盛り上げて土塁を構築していた可能性も考えられる。

遺物出土状況 陶器片２点（甕），石器１点（砥石）が出土している。また，混入した縄文土器片１点，土師

器片３７点も出土している。TP３６は覆土下層，TP４６，Ｑ８は覆土中からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器が小破片であり明確でないが，覆土下層から出土しているTP３６から中世と考えられ

る。本跡は地形を南北に分断するための区画の堀と考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック多量
３ 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック多量
７ 黒 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス微量
８ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量

９ 暗 褐 色 鹿沼パミス中量，ロームブロック少量
１０ 褐 灰 色 鹿沼パミス多量，ローム粒子少量
１１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス微量
１４ 極 暗 褐 色 ロームブロック多量
１５ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量

第１３０図 第１号堀跡出土遺物実測図

―１３２―



� 溝跡

第１号溝跡（第３・１３１図）

位置 Ｇ２ｂ６区を中心に，標高１０�０ｍほどの河岸段丘の低位面に位置している。

重複関係 第６号方形竪穴遺構，第１号大形竪穴状遺構，第９号土坑を掘り込み，第２号方形竪穴に掘り込ま

れている。

規模と形状 東端が調査区域外に延び，確認された長さは２５ｍほどであり，方向はＮ－７８°－Ｗである。規模

は，上幅０�８～１�２ｍ，下幅０�６～０�９ｍ，深さ１０～２５�である。深さはＧ２ｂ７区付近が１０�と浅く，そこから

東西に向かってやや深くなるがそれほど傾斜はなく底面の高低差はそれほど認められない。壁は外傾して立ち

上がっている。

覆土 ３層に分層される。第１層は，周囲から土砂が流入した堆積状況から自然堆積で，第２・３層は，ロー

ムブロックを多く含み，さらに粘土ブロックも含んでいることから，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，出土遺物がないため明確でないが，第２・６号方形竪穴遺構との重複関係から中世の範疇に帰

属するものと考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック中量

３ 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック少量

第１３１図 第１号溝跡実測図

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特徴 出土位置 備考

Ｑ８ 砥石 １３�４ ４�３ ２�３ （２２１�０）凝灰岩 ４面を使用 礫面残存 覆土中

第１号堀跡出土遺物観察表（第１３０図）

番号 種別 器種 胎土 色調（胎土・釉薬） 手法の特徴 出土位置 備考

TP３６ 陶器 甕 白色粒子・透明粒子・赤色粒子 にぶい黄褐 内・外面横ナデ 下層

TP４６ 陶器 甕 白色粒子 灰オリーブ（自然釉）
灰赤（自然釉） 内・外面横ナデ 覆土中

表１１ 中世の堀跡一覧表

番号 位置 方向 形状
規模

覆土 底面 出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）長さ（ｍ）上幅（ｍ）下幅（ｍ）深さ（�）

１

Ｅ３ｂ６
（東端）
Ｄ２ｈ７
（西端）

Ｎ－６５°－Ｗ （直線） （４１�０） ２�６～４�１２�８～３�５ ７８～１１０ 人・自 平坦 陶器 砥石 中世

SK７４・９４・１０７・１５３・
１７２・１７４・３７５�本跡
�SE６
SD１８，SE１０，SK１０６・
１１０・１６０・３７６，Pit５４２
～５４５と新旧不明
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� 井戸跡

第２号井戸跡（第１３２・１３３図）

位置 Ｅ３ｅ３区，標高１２�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

規模と形状 径４�４ｍの円形で，深さ１５０�ほど掘り下げた時点で湧水したため，下部の調査を断念した。断面

形は，壁の立ち上がりからＵ字状と考えられる。

覆土 １１層に分層される。周囲から土砂が流入した堆積状況を示すが，第５層はロームブロックを多く含んで

いることから，人為堆積と考えられる。その他は，自然堆積と考えられ，第７層はローム土を主体とした壁の

崩落土と考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
６ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子微量

７ 褐 色 炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 ローム粒子少量
９ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第１３２図 第２号井戸跡実測図

表１２ 中世の溝跡一覧表

番号 位置 方向 形状
規模

覆土 底面 出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）長さ（ｍ）上幅（ｍ）下幅（ｍ）深さ（�）

１

Ｇ２ｃ９
（東端）
Ｇ２ｂ３
（西端）

Ｎ－７８°－Ｗ （直線） （２５�０） ０�８～１�２０�６～０�９ １０～２５ 人・自 平坦 － 中世
SH６，第１号大形竪穴
状遺構，SK９�本跡�
SH２
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遺物出土状況 土師質土器片１点（皿），陶器片４０点（碗４，瓶子２，擂鉢３，甕３１），石器１点（砥石），鉄

製品１点（釘）が出土している。また，混入した縄文土器片１５３点，土師器片５９点，須恵器片３点も出土して

いる。第５層より下の層からは，１６８～１７２，TP３８・TP３９，Ｑ９が出土し，１７１は第１２１号土坑から出土した破

片と接合している。第５層より上の層から出土しているのは，１６７・１７３，TP３７，Ｍ８である。

所見 時期は，人為堆積である第５層より下層の出土土器から１５世紀代には埋没していたものと考えられる。

その後埋没がさらに進み，１６７や１７３など新しい時期のものが廃棄されたと考えられる。

第１３３図 第２号井戸跡出土遺物実測図
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第１７号井戸跡（第１３４図）

位置 Ｆ３ｂ１区，標高１１�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

規模と形状 長径４�６ｍ，短径３�５ｍの楕円形で，長径方向はＮ－３０°－Ｅである。深さ１１０�ほど掘り下げた時

点で湧水したため，下部の調査を断念した。断面形は，壁が上面でやや外に開くが，Ｕ字状と考えられる。

覆土 ９層に分層される。レンズ状の堆積状況であり，ロームブロックや粘土ブロックをあまり含んでいない

ことから，自然堆積と考えられる。拳大よりやや小さい自然礫を各層に含んでおり，自然礫層を掘り抜いて構

築されたと考えられる。

遺物出土状況 陶器片２１点（皿３，甕１８）が出土している。１８２，TP４４は覆土中層から下層にかけて出土して

いる。

所見 時期は，出土土器から１５世紀代には埋没していたものと考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・自然礫少量，粘土ブロック・焼

土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロ

ック微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・自然

礫微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子・炭化

粒子・自然礫少量

５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・自然礫微量
６ 極 暗 褐 色 自然礫多量，粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒

子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子・自然礫少量，粘土ブロック微量
８ 黒 褐 色 自然礫少量，粘土ブロック・ローム粒子微量
９ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２号井戸跡出土遺物観察表（第１３３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 色調（胎土・釉薬） 釉薬 手法の特徴 出土位置 備考

１６７ 土師質 皿 ［１０�０］ ２�１ ５�２ にぶい黄橙 － 底部回転糸切り 第５層上層 ３０％
灯明皿

１６８ 陶器 碗 ［１５�８］（４�９） － 灰白・オリーブ黄 灰釉 内・外面施釉 第５層下層 １０％

１６９ 陶器 天目茶碗［１１�７］（４�２） － 灰白・黒褐 鉄釉 内・外面施釉 第５層下層 ５％

１７０ 陶器 天目茶碗 － （２�２） ４�４ 灰白・黒褐 鉄釉 内面施釉 第５層下層 １５％

１７１ 陶器 瓶子 ［３�９］（６�６） － 灰白・オリーブ黄 灰釉
内・外面施釉 肩部画花文 内面指頭
押圧

第５層下層
５％
SK１２１出
土の破片
と接合

１７２ 陶器 瓶子 － － － 灰白・灰オリーブ 灰釉 内・外面施釉 波状の櫛描文 第５層下層

１７３ 陶器 擂鉢 － （６�７）［１０�４］ にぶい赤褐 － 底部回転糸切り 第５層上層 １０％

番号 種別 器種 胎土 色調（胎土・釉薬） 手法の特徴 出土位置 備考

TP３７ 陶器 擂鉢 白色粒子・透明粒子 にぶい赤褐 内・外面ナデ 内面使用により平滑 第５層上層

TP３８ 陶器 擂鉢 白色粒子・透明粒子 にぶい赤褐 内・外面ナデ 内面使用により平滑 第５層下層

TP３９ 陶器 甕 白色粒子・透明粒子 灰褐（自然釉）
灰黄褐 内・外面ナデ 第５層下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特徴 出土位置 備考

Ｑ９ 砥石 （５�０） ２�９ ２�１ （４０�９）凝灰岩 ４面を使用 第５層下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ８ 釘 （６�８） ０�８ ０�５ （８�５） 鉄 角釘 頭部残存 先端欠損 第５層上層
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第１３４図 第１７号井戸跡・出土遺物実測図
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� 火葬土坑

ここでは，「焼骨片」・「焼土」・「炭化材」が確認された土坑を記述する。

第１号火葬土坑（第１３５図）

位置 Ｆ２ｇ０区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

燃焼部 長径０�７ｍ，短径０�５ｍの楕円形で，長径方向はＮ－３４°－Ｅである。深さは１０�で，底面にはやや凹

凸がみられ，焼土粒子や炭化粒子が確認されている。壁は外傾して

立ち上がっている。

覆土 ２層に分層される。第２層は赤変しており，焼骨片・焼土・

炭化物・灰が多く確認されている。第１層は火葬終了後の堆積土で

あり，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，中世と考えられる。楕円形の土坑は燃焼部と考えら

れ，通風溝や通風孔は確認されていない。

第２号火葬土坑（第１３６図）

位置 Ｅ３ａ４区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１７２号土坑を掘り込んでいる。

第１３５図 第１号火葬土坑実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物・骨片・灰多量

第１７号井戸跡出土遺物観察表（第１３４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 色調（胎土・釉薬） 釉薬 手法の特徴 出土位置 備考

１８２ 陶器 皿 ［３０�５］ ８�２ ［１３�６］ にぶい黄橙・灰オリーブ 灰釉 内・外面施釉 脚貼り付け（３脚ヵ） 中層 下層 ３０％

１８３ 陶器 皿 － － － 浅黄橙・にぶい黄橙 灰釉 内・外面施釉 覆土中

番号 種別 器種 胎土 色調（胎土・釉薬） 手法の特徴 出土位置 備考

TP４３ 陶器 甕 白色粒子・透明粒子 褐灰・にぶい赤褐 内・外面ナデ 覆土中

TP４４ 陶器 甕 白色粒子・透明粒子 褐灰 内・外面ナデ 下層

表１３ 中世の井戸跡一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規模（ｍ） 深さ

（�） 断面形 底面 覆土 出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）長径×短径

２ Ｅ３ｅ３ － 円形 ４�４×４�４ （１５０） Ｕ字状 － 人・自 土師質土器
陶器 砥石 釘 １５世紀代 －

１７ Ｆ３ｂ１ Ｎ－３０°－Ｅ 楕円形 ４�６×３�５ （１１０） Ｕ字状 － 自然 陶器 １５世紀代 －
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燃焼部 長径１�０ｍ，短径０�７ｍの楕円形で，長径方向はＮ－８°－

Ｗである。深さは２２�で，底面にはやや凹凸がみられ，焼土粒子，

炭化粒子，焼骨片が確認されている。壁は外傾して立ち上がってお

り，西壁の一部が赤変している。

覆土 ２層に分層される。第２層は赤変しており，焼骨片・焼土・

炭化物・灰が多く確認されている。第１層は火葬終了後の堆積土で

あり，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，中世と考えられる。楕円形の土坑は燃焼部と考えら

れ，通風溝や通風孔は確認されていない。

第３号火葬土坑（第１３７図）

位置 Ｅ３ａ６区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第８８・８９号土坑を掘り込んでいる。

燃焼部 長径０�７ｍ，短径０�５ｍの楕円形で，長径方向はＮ－６４°－Ｗである。深さは５９�で，底面は皿状を呈

し，焼土粒子，炭化粒子，焼骨片が確認されている。壁は外傾して

立ち上がっている。

覆土 ３層に分層される。第３層は赤変しており，焼骨片・焼土・

炭化物が多く確認されている。第１・２層は火葬終了後の堆積土で

あり，ロームブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考え

られる。

所見 時期は，中世と考えられる。楕円形の土坑は燃焼部と考えら

れ，通風溝や通風孔は確認されていない。

第４号火葬土坑（第１３８図）

位置 Ｅ２ｅ９区，標高１２�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１７号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

通風溝 北壁際に東西に溝状に掘り込まれており，長さ１�１ｍが確認されており，幅０�２ｍ，深さ１０�ほどである。

燃焼部 長軸は１�５ｍと推測され，南北軸１�３ｍが確認されており，北壁が一部突出している長方形と推測され，

長軸方向はＮ－１８°－Ｅである。深さは８�で，底面はほぼ平坦であり，焼土粒子，炭化粒子，焼骨片が確認

されている。壁の立ち上がりは不明瞭である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物・骨片・灰多量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック多量
３ 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物・骨片多量

第１３６図 第２号火葬土坑実測図

第１３７図 第３号火葬土坑実測図
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ピット 燃焼部の底面に１か所確認されている。深さ

１５�で，性格は不明である。

覆土 ２層に分層される。第２層は木炭層である。第

１層は火葬終了後の堆積土であり，ロームブロックを

多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，中世と考えられる。

第５号火葬土坑（第１３９図）

位置 Ｅ３ａ６区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第８８・１２３号土坑を掘り込み，第８７号土坑に掘り込まれている。

燃焼部 長径１�５ｍ，短径０�９ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－７９°－Ｗである。深さは１３�で，底面はほぼ

平坦で，焼土粒子，炭化粒子，焼骨片が確認されてい

る。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層される。第２層は赤変しており，焼

骨片・焼土・炭化物・炭化粒子・灰が多く確認されて

いる。第１層は火葬終了後の堆積土であり，人為堆積

と考えられる。

所見 時期は，中世と考えられる。楕円形の土坑は燃

焼部と考えられ，通風溝や通風孔は確認されていない。

第６号火葬土坑（第１４０図）

位置 Ｅ２ｅ９区，標高１２�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

燃焼部 長軸１�０ｍ，短軸０�８ｍの長方形で，長軸方向はＮ－３０°－Ｅである。深さは１７�で，底面はほぼ平坦

で，焼土粒子，炭化粒子，焼骨片が確認されている。壁は外傾して立ち上がっており，西壁と南壁が部分的に

赤変している。

ピット 燃焼部の底面に１か所確認されている。深さ１７�で，性格は不明である。

覆土 ６層に分層される。第４・５層は焼土層及び木炭層である。その他の層は，火葬終了後の堆積土であり，

ローム土を主体とした土砂やロームブロックを多く含んでいる土砂であることから，人為堆積と考えられる。

第１３８図 第４号火葬土坑実測図

第１３９図 第５号火葬土坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス少量
２ 黒 色 （木炭層）

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物・骨片・灰中量
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遺物出土状況 鉄製品（不明）が１点，覆土中から出土している。

所見 時期は，中世と考えられる。長方形の土坑は燃焼部と考えられ，通風溝や通風孔は確認されていない。

第７号火葬土坑（第１４１図）

位置 Ｅ３ｊ２区，標高１１．５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１０１号土坑に掘り込まれている。第３号方形周溝遺構の内側に位置しているが，新旧関係は不明

である。

通風溝 東壁に付設され，長さ１�２ｍ，幅０�３ｍで，深さは１２�である。燃焼部に向かって緩やかに傾斜している。

燃焼部 長軸０�９ｍが確認され，短軸０�５ｍの長方形と推測され，長軸方向はＮ－１２°－Ｅである。深さは１２�

で，底面はほぼ平坦で，焼土粒子，炭化粒子，焼骨片が

確認されている。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分層される。第６層は木炭層である。その

他の層は火葬終了後の堆積土であり，ローム土を主体と

した土砂などが不規則に堆積していることから，人為堆

積と考えられる。

所見 時期は，中世と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量

４ 赤 褐 色 焼土粒子多量（焼土層）
５ 黒 色 （木炭層）
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第１４０図 第６号火葬土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量
２ 明黄色褐色 炭化物微量（ローム土）
３ 黄 褐 色 炭化物少量，鹿沼パミス微量（ローム土）
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
６ 黒 色 ローム粒子微量（木炭層）

第１４１図 第７号火葬土坑実測図

第６号火葬土坑出土遺物観察表（第１４０図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ９ 不明 （４�３） ０�７ ０�６ （７�２） 鉄 断面方形 両端欠損 覆土中
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第８号火葬土坑（第１４２図）

位置 Ｃ３ｃ５区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面

に位置している。

通風溝 西壁に付設され，長さ０�５ｍ，幅０�３ｍで，

深さは２０�である。燃焼部に向かって緩やかに傾斜

している。

燃焼部 長軸１�３ｍ，短軸０�５ｍの長方形で，長軸方

向はＮ－３５°－Ｅである。深さは２８�で，底面はほ

ぼ平坦で，焼土粒子，炭化材，焼骨片が確認されて

いる。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分層される。第４層は木炭層である。

その他の層は火葬終了後の堆積土であり，ローム土

を主体とした土砂やロームブロックを多く含んでい

る土砂であることから，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，中世と考えられる。

第９号火葬土坑（第１４３図）

位置 Ｇ２ｄ７区，標高９�５ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

重複関係 第１号住居跡を掘り込み，第２８号土坑に掘り込

まれている。

規模と形状 長径０�９ｍ，短径０�６ｍの不整形に焼土粒子，

炭化粒子，焼骨片の範囲が確認されている。北西方向に突

出しているのが通風溝の痕跡で，その他が燃焼部と推測さ

れる。

所見 焼土粒子，炭化粒子，骨片が確認されることから火

葬土坑と考えられる。時期は，他の火葬土坑と同じく中世

と考えられる。

第１４２図 第８号火葬土坑実測図

第１４３図 第９号火葬土坑実測図

土層解説
１ にぶい黄褐色 暗褐色土ブロック少量，炭化粒子微量（ローム土）
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子中量，焼土粒子少量
４ 黒 色 （木炭層）
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� 土坑

第８１号土坑（第１４４・１４５図）

位置 Ｅ３ｂ７区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面から中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第６号井戸，第８２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 東西軸，南北軸ともに０�８ｍが確認され，形状・長軸方向は不明である。深さは１２０�である。確

認された底面は平坦であり，壁は内傾して立ち上がっている。

覆土 ７層に分層される。第５～７層は，ロームブロック，粘土ブロック，鹿沼パミスを多く含んでいることか

ら人為堆積で，第１～４層は，ロームブロックなどをほとんど含んでいないことから，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 陶器片７点（皿２，甕４，擂鉢１）が出土している。１８６～１８８は覆土中からそれぞれ出土して

いる。

所見 時期は，出土土器が小片のため明確でないが，中世と考えられる。本跡は，掘り込みが深く井戸や地下

式坑の可能性もあるが，調査範囲が狭く明確でない。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量
４ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

５ 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量
６ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック多量
７ 黒 褐 色 鹿沼パミス多量，粘土ブロック少量

第１４４図 第８１号土坑実測図

表１４ 中世の火葬土坑一覧表

番号 位置
長軸方向

（長径方向）

規模

覆土 出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）

燃焼部 通風溝

長軸（径）×
短軸（径）（ｍ） 深さ（�） 平面形 底面 長さ（ｍ）幅（ｍ）深さ（�）底面

１ Ｆ２ｇ０ Ｎ－３４°－Ｅ ０�７×０�５ １０ 楕円形 凹凸 － － － － 人為 － 中世 －

２ Ｅ３ａ４ Ｎ－８°－Ｗ １�０×０�７ ２２ 楕円形 凹凸 － － － － 人為 － 中世 SK１７２�本跡

３ Ｅ３ａ６ Ｎ－６４°－Ｗ ０�７×０�５ ５９ 楕円形 皿状 － － － － 人為 － 中世 SK８８・８９
�本跡

４ Ｅ２ｅ９ Ｎ－１８°－Ｅ ［１�５］×（１�３） ８ ［長方形］平坦 １�１ ０�２ １０ 平坦 人為 － 中世 SB１７�本跡

５ Ｅ３ａ６ Ｎ－７９°－Ｗ １�５×０�９ １３ 不整
楕円形 平坦 － － － － 人為 － 中世 SK８８・１２３�

本跡�SK８７
６ Ｅ２ｅ９ Ｎ－３０°－Ｅ １�０×０�８ １７ 長方形 平坦 － － － － 人為 不明鉄製品 中世 －

７ Ｅ３ｊ２ Ｎ－１２°－Ｅ （０�９）×０�５ １２ ［長方形］平坦 １�２ ０�３ １２ 平坦 人為 － 中世
本跡�SK１０１
第３号方形周
溝遺構と新旧
不明

８ Ｃ３ｃ５ Ｎ－３５°－Ｅ １�３×０�５ ２８ 長方形 平坦 ０�５ ０�３ ２０ 平坦 人為 － 中世 －

９ Ｇ２ｄ７ － （０�９）×（０�６） － － － － － － － － － 中世 SI１�本跡
�SK２８
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第１２１号土坑（第１４６図）

位置 Ｅ２ｇ０区，標高１２�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第５３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�４ｍ，短軸１�６ｍの不整長方形で，長軸方向はＮ－６６°－Ｗである。深さは３５�で，底面は

平坦であり，壁は直立している。

覆土 ７層に分層される。周囲から土砂が堆積した

状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 陶器片３点（瓶子１，甕２）が覆土

中から出土している。瓶子の破片は，本跡から北東

１４ｍほどの位置の第２号井戸跡から出土している

１７１と接合する。

所見 第２号井戸跡と本跡から出土した瓶子の破片

が接合していることから，本跡の時期も中世の範疇

に帰属するものと考えられる。

第１４５図 第８１号土坑出土遺物実測図

第１４６図 第１２１号土坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子多量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ローム粒子中量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 褐 色 ローム粒子少量
７ 黒 褐 色 ローム粒子多量

第８１号土坑出土遺物観察表（第１４５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 色調（胎土・釉薬） 釉薬 手法の特徴 出土位置 備考

１８６ 陶器 卸皿 ［１５�０］（３�６） － 灰白・黄灰 灰釉 内・外面施釉 釉剥離 覆土中 ５％

１８７ 陶器 皿ヵ － － － 灰白・灰オリーブ 灰釉 内・外面施釉 覆土中

番号 種別 器種 胎土 色調（胎土・釉薬） 手法の特徴 出土位置 備考

TP４５ 陶器 擂鉢 白色粒子・透明粒子 褐
にぶい赤褐（自然釉） 外面ナデ・指頭押圧 内面使用により平滑 覆土中
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第１４３号土坑（第１４７・１４８図）

位置 Ｅ２ｇ９区，標高１２�０ｍの河岸段丘の低位面から中位面に位置している。

規模と形状 長軸１�６ｍ，短軸１�１ｍの長方形で，長軸方向はＮ－１８°－Ｅである。深さは３４�で，底面は平坦

であり，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ７層に分層される。周囲から土砂が堆積した状況から自

然堆積と考えられる。

遺物出土状況 陶器片１点（擂鉢）が出土している。１９１は覆

土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から中世と考えられる。

第２３７号土坑（第１４９図）

位置 Ｃ３ｆ６区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第３号大形竪穴状遺構を掘り込んでいる。第２８１号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状 東西軸２�１ｍが確認され，南北軸１�２ｍの長方形で，長軸方向はＮ－８３°－Ｗである。深さは３９�

で，底面は平坦であり，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分層される。周囲から土砂が堆積した状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ローム粒子多量
５ 褐 色 ローム粒子少量
６ 褐 色 ローム粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第１４８図 第１４３号土坑出土遺物実測図

第１４７図 第１４３号土坑実測図

第１４３号土坑出土遺物観察表（第１４８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 手法の特徴 出土位置 備考

１９１ 陶器 擂鉢 ［３０�８］ １１�４ ［１３�８］白色粒子・透明粒子 橙 口縁部外面横ナデ 体部外面ナデ下半指頭押
圧 内面ナデ 内面使用により平滑 下層 ２０％
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遺物出土状況 土師質土器片２点（内耳鍋，不明），古銭１点が出土している。TP４７は覆土下層，Ｍ１０は覆土

中からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器が小片であり，古銭も錆のため銭名が明確に判読できないが中世と考えられる。

第２４９号土坑（第１５０図）

位置 Ｃ３ｅ８区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第２５０・２５１号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸１�７ｍ，短軸１�２ｍの長方形で，長軸方向はＮ－２８°－Ｅである。深さは２７�で，底面は平坦

であり，壁は外傾して立ち上がっている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量

４ 暗 褐 色 ローム粒子少量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第１４９図 第２３７号土坑・出土遺物実測図

第２３７号土坑出土遺物観察表（第１４９図）

番号 種別 器種 胎土 色調 手法の特徴 出土位置 備考

TP４７ 土師質 内耳鍋 白色粒子・透明粒子・黒雲母 灰黄褐 内・外面横ナデ 下層

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重量 初鋳年 特徴 出土位置 備考

Ｍ１０ □□□寶 ２�２９ ０�５９ ０�０７ １�６８ 不明 錆が著しく銭名不明 覆土中
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覆土 ４層に分層される。周囲から土砂が堆積した状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 陶器片２点（甕）が出土している。TP４８は覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器が小片のため明確でないが，中世と考えられる。

� 方形周溝遺構

第３号方形周溝遺構（第１５１・１５２図）

位置 Ｅ３ｉ３区を中心とした，標高１１�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第９１号土坑を掘り込み，第２号地下式坑，第５号井戸，第３６・５０・７６・１０１号土坑に掘り込まれて

いる。周溝の区画内に第５・１０号溝跡，第３・４号井戸跡，第７号火葬土坑，第７７・１２２号土坑，第５４９号ピッ

トが位置しているが，新旧関係は不明である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

３ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第１５０図 第２４９号土坑・出土遺物実測図

第２４９号土坑出土遺物観察表（第１５０図）

番号 種別 器種 胎土 色調（胎土・釉薬） 手法の特徴 出土位置 備考

TP４８ 陶器 甕 白色粒子・透明粒子
にぶい赤褐
灰オリーブ
（自然釉）

内・外面横ナデ 覆土中

表１５ 中世の土坑一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ） 深さ

（�） 壁面 底面 覆土 出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）長軸×短軸

（東西軸）×（南北軸）

８１ Ｅ３ｂ７ － － （０�８）×（０�８） １２０ 内傾 平坦 人・自 陶器 中世 本跡�SE６，SK８２

１２１ Ｅ２ｇ０ Ｎ－６６°－Ｗ 不整長方形 ２�４×１�６ ３５ 直立 平坦 自然 陶器 中世 本跡�SK５３

１４３ Ｅ２ｇ９ Ｎ－１８°－Ｅ 長方形 １�６×１�１ ３４ 外傾 平坦 自然 陶器 中世 －

２３７ Ｃ３ｆ６ Ｎ－８３°－Ｗ 長方形 （２�１）×１�２ ３９ 外傾 平坦 自然 土師質土器
古銭 中世 第３号大形竪穴状遺構�本

跡 SK２８１と新旧不明

２４９ Ｃ３ｅ８ Ｎ－２８°－Ｅ 長方形 １�７×１�２ ２７ 外傾 平坦 自然 陶器 中世 SK２５０・２５１�本跡
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第１５１図 第３号方形周溝遺構実測図
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規模と形状 東側が調査区域外に延びているため，内法は東西軸１３�５ｍが確認され，南北軸１１�９ｍで，外法は東

西軸１６�０ｍが確認され，南北軸１６�５ｍである。Ｆ３ｂ３区で周溝が途切れており，確認された範囲では東西に

長い弧状を呈している。南北周溝の直交ラインから，主軸方向はＮ－２６°－Ｅである。周溝の深さは２６～５２�

とばらつきがある。周溝の底面は皿状で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分層される。周囲から土砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 陶器片１点（擂鉢）が出土している。また，混入した縄文土器片６３点，土師器片７１点，土器片

錘１点も出土している。TP４９は，南側周溝の底面からやや上層で出土している。

所見 時期は，出土土器が小破片のため明確でないが，TP４９が底面近くから出土していることと，重複関係

から中世に帰属する第２号地下式坑より古い段階の中世と考えられる。

� 大形竪穴状遺構

第２号大形竪穴状遺構（第１５３図）

位置 Ｃ３ｇ０区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。また，１３ｍほど西に規模や形状が類似す

る第３号大形竪穴状遺構が位置している。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量

４ 褐 色 ローム粒子中量
５ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第１５２図 第３号方形周溝遺構出土遺物実測図

第３号方形周溝遺構出土遺物観察表（第１５２図）

番号 種別 器種 胎土 色調（胎土・釉薬） 手法の特徴 出土位置 備考

TP４９ 陶器 擂鉢 白色粒子・透明粒子 にぶい褐 内・外面横ナデ 内面使用により平滑 下層

表１６ 中世の方形周溝遺構一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形

規模（ｍ）
東西軸×南北軸

周溝
出土遺物 時期

備考
重複関係
（古�新）内法 外法 壁面 底面 深さ

（�） 覆土

３ Ｅ３ｉ３ Ｎ－２６°－Ｅ （弧状）
（１３�５）
×
１１�９

（１６�０）
×
１６�５

外傾 皿状
２６～

５２
自然 陶器 中世

SK９１�本跡�UP２，SE
５，SK３６・５０・７６・１０１
SD５・１０，SE３・４，第
７号火葬土坑，SK７７・
１２２，Pit５４９と新旧不明
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重複関係 第２０号井戸，第３２７・３２８・３４８号土坑，第３１１号ピットに掘り込まれている。第４１２・４１３・４１５・４１８

～４２０・４２４号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状 長径６�０ｍ，短径３�９ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－６６°－Ｗである。深さは３５�で，底面は

凹凸のある皿状を呈し，硬化面は確認されていない。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ５層に分層される。周囲から土砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 陶器片１点（碗）が出土している。１９９は，中央部からやや南寄りの覆土中層から出土している。

所見 時期は，出土土器が小片のため明確でないが，古銭が多く出土している第３号大形竪穴状遺構と形状が

類似していることから，本跡も中世の範疇に帰属するものと考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子多量

第１５３図 第２号大形竪穴状遺構・出土遺物実測図
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第３号大形竪穴状遺構（第１５４・１５５図）

位置 Ｃ３ｅ６区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。また，１３ｍほど東に第２号大形竪穴状遺

構が位置している。

重複関係 第１７号住居跡，第２１８号土坑を掘り込み，２３７号土坑に掘り込まれている。第２４号掘立柱建物跡，第

４０４・４５７・４６１号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状 長径６�３ｍ，短径４�４ｍの楕円形で，長径方向はＮ－２５°－Ｅである。深さは２～３２�で，南西壁

際にやや深い掘り込みが確認されている。底面は凹凸がある皿状を呈し，硬化面は確認されていない。壁は緩

やかに立ち上がっている。

第１５４図 第３号大形竪穴状遺構実測図

第２号大形竪穴状遺構出土遺物観察表（第１５３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 色調（胎土・釉薬） 釉薬 手法の特徴 出土位置 備考

１９９ 陶器 天目茶碗 － （２�６） ４�０ 灰白・黒褐 鉄釉 内・外面施釉 削り出し輪高台 中層 ２０％
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覆土 ４層に分層される。南側から土砂が流入した堆積状況であることから，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 古銭４点が出土している。Ｍ１２・Ｍ１３は東壁際の覆土上層，Ｍ１５は中央部，Ｍ１６は北壁際の覆

土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器がなく明確にできない。古銭も錆や破損が著しく銭名が明確に判読できないものもあ

るが，中世の範疇に帰属するものと考えられる。形状や底面に硬化面が確認されないことが，第２号大形竪穴

状遺構と類似しているが，性格等は不明である。

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量

３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子多量

第１５５図 第３号大形竪穴状遺構出土遺物実測図

第３号大形竪穴状遺構出土遺物観察表（第１５５図）

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重量 初鋳年 特徴 出土位置 備考

Ｍ１２ 元�通寶 ２�３９ ０�７２ ０�１３ ２�４０ １０８６ 篆書 上層

Ｍ１３ 元�通寶 ２�３６ ０�６９ ０�１３ ２�４２ １０８６ 篆書 上層

Ｍ１５ 嘉�通寶 ２�３８ ０�７２ ０�１０ （１�５２） １０５６ 真書 下層

Ｍ１６ 皇宋通寶 ２�５３ ０�７５ ０�１０ ２�２６ １０３８ 真書 下層

表１７ 中世の大形竪穴状遺構一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規模（ｍ） 深さ

（�） 壁面 底面 覆土 出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）長径×短径

２ Ｃ３ｇ０ Ｎ－６６°－Ｗ
不整
楕円形

６�０×３�９ ３５ 緩斜 皿状 自然 陶器 中世

本跡�SE２０，SK３２７・３２８・
３４８，Pit３１１
Pit４１２・４１３・４１５・４１８～４２０
・４２４と新旧不明

３ Ｃ３ｅ６ Ｎ－２５°－Ｅ 楕円形 ６�３×４�４ ２～３２ 緩斜 皿状 自然 古銭 中世
SI１７，SK２１８�本跡�SK２３７・
SB２４，Pit４０４・４５７・４６１と新
旧不明
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５ 近世の遺構と遺物

土坑１基が確認されている。以下，遺構と遺物について記述する。

土坑

第１１２号土坑（第１５６図）

位置 Ｅ２ｂ９区，標高１２�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

規模と形状 径０�７ｍの円形で，深さは１７�である。底面は皿状で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 単一層である。ロームブロックや粘土ブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 陶器片３点（皿，香炉，不明）が出土している。１９０は中央部の覆土下層，１８９は覆土中からそ

れぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から１７世紀代と考えられ，性格は不明である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第１５６図 第１１２号土坑・出土遺物実測図

第１１２号土坑出土遺物観察表（第１５６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 色調（胎土・釉薬） 釉薬 手法の特徴 出土位置 備考

１８９ 陶器 皿 ［１１�３］（２�９） － 橙・オリーブ灰 青磁 内・外面施釉 覆土中 ５％

１９０ 陶器 香炉 ［１４�７］（８�２） － 明褐・灰オリーブ 灰釉
褐釉 内・外面施釉 下層 １０％

表１８ 近世の土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規模（ｍ） 深さ

（�） 壁面 底面 覆土 出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）長径×短径

１１２ Ｅ２ｂ９ － 円形 ０�７×０�７ １７ 外傾 皿状 人為 陶器 １７世紀代 －
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６ その他の遺構と遺物

時期不明や，形状や重複関係から時期を推測した溝跡１９条，井戸跡１５基，土坑３０５基，ピット５４１基，方形

周溝遺構１基，大形竪穴状遺構１基が確認されている。以下，遺構と遺物について記述する。

� 溝跡

第３号溝跡（第３・１５７図）

位置 Ｅ２ｈ８区を中心に，標高１１�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第５号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長さ１０ｍほどのコの字状を呈し，北側はＮ－６１°－Ｗの方向に両端はＳ－３０°－Ｗの南方向へ屈曲

しているが，後世の削平のため南側部が確認されていない。屈曲部まで含めた確認された長さは１６�７ｍである。

規模は，上幅０�５～２�２ｍ，下幅０�３～１�０ｍ，深さ２５�で，底面は全体的にほぼ平坦で，底面の高低差はほとん

どみられない。壁は外傾して立ち上がっている。

ピット ２か所。深さはそれぞれ２８�であるが，性格は不明である。

覆土 ４層に分層される。斜面の上側や周囲から土砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

所見 時期は，出土遺物がないため不明で，性格も不明である。重複関係から６世紀中葉より新しく，第３号

方形周溝遺構と形状が類似していることから中世と推測される。

第４号溝跡（第３・１５８図）

位置 Ｅ２ｆ５区を中心に，標高１１�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

規模と形状 長さは２�２ｍで，Ｎ－６９°－Ｗの方向へ直線的に延びている。規模は，上幅０�２～０�６ｍ，下幅０�１

～０�４ｍ，深さ１６�で，底面は全体的にほぼ平坦で，底面の高低差はない。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層される。周囲から土砂が流入した堆積状況から，自然

堆積と考えられる。

所見 時期は，出土遺物がないため不明で，性格も不明である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量

３ 褐 色 ローム粒子多量
４ 暗 褐 色 ローム粒子多量

第１５７図 第３号溝跡実測図

第１５８図 第４号溝跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
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第５号溝跡（第３・１５９図）

位置 Ｅ３ｉ３区，標高１１�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第３号方形周溝遺構の内部に位置しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状 東端が調査区域外に延びており，確認された長さは５�３ｍで，Ｎ－６２°－Ｗの方向へ直線的に延び

ている。規模は，上幅０�４～１�０ｍ，下幅０�３～０�７ｍ，深さ５�で，底面は全体的にほぼ平坦で，底面の高低差

はみられない。壁の立ち上がりは不明瞭である。

覆土 単一層である。層厚が薄く，堆積状況は不明である。

所見 時期は，出土遺物がないため不明で，性格も不明である。

第６号溝跡（第３・１６０図）

位置 Ｅ２ｆ５区を中心に，標高１２�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。また，北

側に同じ南北方向の第８号溝跡が確認されている。

重複関係 第１号方形周溝遺構，第５５号土坑を掘り込み，第５６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長さは７�９ｍで，Ｎ－１３°－Ｅの方向へ直線的に延びている。規模は，上幅０�５～０�７ｍ，下幅０�４

～０�６ｍ，深さ１２�で，底面は全体的にほぼ平坦で，底面の高低差はみられない。壁は外傾して立ち上がって

いる。

覆土 単一層である。層厚が薄く，堆積状況は不明である。

所見 時期は，出土遺物がないため不明で，性格も不明である。重複関係から古墳時代の第１号方形周溝遺構

より新しい第56号土坑より古い。第８号溝跡と形状や方向が類似し，ほぼ直線状に連なることから関連性が想

定される。

第７号溝跡（第３・１６１図）

位置 Ｅ２ｆ６区を中心に，標高１２�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１号方形周溝遺構を掘り込み，第５６号土坑に掘り込まれている。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量

第１５９図 第５号溝跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第１６０図 第６号溝跡実測図
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規模と形状 長さは３�３ｍで，Ｎ－６０°－Ｗの方向へ直線的に延びている。

規模は，上幅０�４～０�７ｍ，下幅０�３～０�５ｍ，深さ１２�で，底面は全体的

にほぼ平坦で，底面の高低差はない。壁は外傾して立ち上がっている。

所見 時期は，出土遺物がないため不明であるが，重複関係から古墳時

代前期より新しく，第５６号土坑より古い。また，性格も不明である。

第８号溝跡（第３・１６２図）

位置 Ｅ２ｄ６区を中心に，標高１２�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。また，南

側に同じ南北方向の第６号溝跡が確認されている。

規模と形状 長さは６�６ｍで，Ｎ－２５°－Ｅの方向へ直線的に延びている。規模は，上幅０�４～１�１ｍ，下幅０�３

～０�８ｍ，深さ３０�で，底面は南東に向かってわずかに傾斜している。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層される。周囲から土砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

所見 時期は，出土遺物がないため不明で，性格も不明である。本跡と第６号溝跡は離れて確認されているが，

形状や方向が類似し，ほぼ直線状に連なることから関連性が想定される。

第９号溝跡（第３・１６３図）

位置 Ｅ２ｅ３区を中心に，標高１２�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第２８号ピットに掘り込まれている。

規模と形状 西端が調査区域外に延びており，確認された長さは４�３ｍ

で，Ｎ－６６°－Ｗの方向へ直線的に延びている。規模は，上幅０�２～０�３

ｍ，下幅０�１～０�２ｍ，深さ９�で，底面は全体的にほぼ平坦で，底面の

高低差はみられない。壁の立ち上がりは不明瞭である。

所見 時期は，出土遺物がないため不明で，性格も不明である。

第１６１図 第７号溝跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

第１６２図 第８号溝跡実測図

第１６３図 第９号溝跡実測図
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第１０号溝跡（第３・１６４図）

位置 Ｅ３ｊ３区を中心に，標高１１�５ｍの河岸段丘の低位面から中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第７７・１２２号土坑に掘り込まれている。第３号方形周溝遺構の内部に位置しているが，新旧関係は

不明である。

規模と形状 東端が調査区域外に延びており，確認された長さは１１�９ｍで，Ｎ－７２°－Ｗの方向へ直線的に延

びている。規模は，上幅０�８～１�２ｍ，下幅０�５～０�９ｍ，深さ５�で，底面は全体的にほぼ平坦で，底面の高低

差はみられない。壁の立ち上がりは不明瞭である。

覆土 単一層である。層厚が薄く，堆積状況は不明である。

所見 時期は，出土遺物がないため不明で，性格も不明である。

第１１号溝跡（第３・１６５図）

位置 Ｅ３ｄ３区を中心とした，標高１２�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１３・１５号方形竪穴に掘り込まれている。

規模と形状 東端が調査区域外に延びており，長さは３１�０ｍほどが確認され，Ｎ－３５°－Ｗの方向へ直線的に

延びている。規模は，上幅０�５～１�１ｍ，下幅０�３～０�８ｍ，深さ３０�で，底面は全体的にほぼ平坦で，底面の高

低差はみられない。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層される。周囲から土砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

所見 時期は，出土遺物がないため不明で，性格も不明である。重複関係から中世より古く，南北方向のほか

の溝跡と比べて西に軸が大きく振れていることからそれらと時期も違うものと考えられ，古墳時代から平安時

代のものと推測される。

第１２Ａ・Ｂ号溝跡（第１６６図）

位置 Ｅ２ｄ８区を中心に，標高１２�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１２Ａ号溝跡の掘り方が，第１２号方形竪穴に掘り込まれている。

規模と形状 両溝跡は接するように位置しており，Ｎ－２７°－Ｅの方向へ直線的に延びている。第１２Ａ号溝跡

の長さは５�４ｍで，規模は，上幅０�２～０�５ｍ，下幅０�１～０�３ｍ，深さ２０～２６�である。第１２Ｂ号溝跡は長さ５�０

ｍで第１２Ａ号溝跡より短く，規模は上幅０�４～０�７ｍ，下幅０�３～０�５ｍ，深さ２５�である。底面は両溝跡ともほ

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

３ 極 暗 褐 色 ローム粒子多量

第１６５図 第１１号溝跡実測図

第１６４図 第１０号溝跡実測図
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ぼ平坦で，底面の高低差はみられない。壁は外傾して立ち上がっている。第３層の埋土を除去すると，両溝跡

の幅が広くなり，長さも長くなることから，第３層は掘り方へ埋土された構築土と推測される。

覆土 ３層に分層される。第１・２層は締まりも弱く，自然堆積と考えられる。第３層はローム土主体の土で，

第１層と比べて突き固められたようによく締まっていることから，長軸１�８ｍ，短軸１�２ｍの長方形の掘り方に

人為的に埋めた土と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片３２点（不明），土師器片２０点（不明），陶器片１点（不明）が出土しており，細片の

ため図示することができない。

所見 時期は，出土土器が伴うものではないため不明であるが，重複関係から中世より古い。溝の掘削や掘り

方をもつなどの特徴がみられるが，性格は不明である。

第１４号溝跡（第３・１６７図）

位置 Ｄ３ｉ４区を中心に，標高１３�０～１４�０ｍの河岸段丘の低位面から中位面の間の斜面部に位置している。

また，西側に同じ南北方向の第１８号溝跡が確認されている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量

３ にぶい黄褐色 暗褐色土ブロック多量，焼土粒子微量

第１６６図 第１２Ａ・Ｂ号溝跡実測図
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重複関係 第１６１・１６６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 両端部が重複しており，長さは６�７ｍが確認され，Ｎ－１２°－Ｅの方向へ直線的に延びている。規

模は，上幅０�５～０�８ｍ，下幅０�３～０�４ｍ，深さ２６～６０�で，底面は南に向かって傾斜している。壁は外傾して

立ち上がっている。

覆土 ３層に分層される。周囲から土砂が流入している堆積状況から，自然堆積と考えられる。

所見 時期は，出土遺物がないため不明である。また，性格も不明であ

る。本跡と第１８号溝跡の位置は，離れて確認されているが，形状や方向

が類似し並行していることから関連性が想定される。

第１６号溝跡（第３・１６８図）

位置 Ｄ３ｂ１区を中心に，標高１６�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１８号溝に掘り込まれている。

規模と形状 西端が調査区域に延びており，長さ９ｍほどがＮ－７１°－Ｗの方向へ直線的に延び，東端はＳ－

１９°－Ｗの南西方向へ屈曲している。屈曲部まで含めた確認された長さは１１�８ｍである。規模は，上幅０�５～１�２

ｍ，下幅０�３～０�６ｍ，深さ４８�で，底面は全体的にほぼ平坦で，底面の高低差はみられない。壁は外傾して立

ち上がっている。

覆土 ３層に分層される。ロームブロックや鹿沼パミスを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，出土遺物がないため不明で，性格も不明である。

第１７号溝跡（第３・１６９図）

位置 Ｄ２ｅ０区を中心に，標高１５�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１８号溝，第１９９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 西端部が重複しており，長さは５�６ｍが確認され，Ｎ－６８°－Ｗの方向へ直線的に延びている。規

模は，上幅０�５～０�９ｍ，下幅０�２～０�７ｍ，深さ３７�で，底面は全体的にほぼ平坦で，底面の高低差はみられな

い。壁は外傾して立ち上がっている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量

３ 黒 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス中量

第１６８図 第１６号溝跡実測図

第１６７図 第１４号溝跡実測図
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覆土 ３層に分層される。周囲から土砂が流入している堆積状況から，自然堆積と考えられる。

所見 時期は，出土遺物がないため不明で，性格も不明である。

第１８号溝跡（第３・１７０図）

位置 Ｄ２ｅ０区を中心とした，標高１３�０～１７�０ｍの河岸段丘の低位面から中位面の間の斜面部から中位面に

かけて位置している。また，南側に同じ南北方向の第６・８号溝跡が確認されている。

重複関係 第１６・１７号溝跡を掘り込み，第３２３号土坑に掘り込まれている。第１号堀跡，第３３２号土坑，第４９９

号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状 南端部が重複しており，長さは３８�０ｍが確認され，Ｎ－２０°－Ｅの方向へ直線的に延びている。

規模は，上幅０�３～１�１ｍ，下幅０�１～０�４ｍ，深さ１２～７２�で，河岸段丘の中位面から低位面に向かって浅くな

り，底面も斜面に沿って傾斜している。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分層される。周囲から土砂が流入している堆積状況から，自然堆積と考えられる。

所見 時期は，出土遺物がないため不明で，性格も不明である。第６・８号溝跡とは離れて確認されているが，

形状や方向が類似し，ほぼ直線状に連なることから関連性が想定される。

第１９号溝跡（第３・１７１図）

位置 Ｂ４ｇ２区を中心に，標高１６�５ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

規模と形状 長さは１９�４ｍで，Ｎ－７３°－Ｗの方向へ直線的に延びている。規模は，上幅０�３～０�９ｍ，下幅０�１

～０�７ｍ，深さ８�で，底面は全体的にほぼ平坦で，底面の高低差はみられない。壁は外傾して立ち上がって

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１６９図 第１７号溝跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子中量

第１７０図 第１８号溝跡実測図
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いる。

覆土 ２層に分層される。層厚が薄く，堆積状況は不明である。

所見 時期は，出土遺物がないため不明で，性格も不明である。

第２０号溝跡（第３・１７２図）

位置 Ｂ３ｉ７区を中心に，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。また，南側に同じ南北方向の第

２２号溝跡が確認されている。

重複関係 第１６５号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状 西端が調査区域外に延びており，長さ２�７ｍほどＮ－６４°－Ｗの方向へ直線的に延び，東でＳ－３０°

－Ｗの南西方向に屈曲して延びている。屈曲部まで含めた確認された長さは１０�０ｍである。規模は，上幅０�８

～１�１ｍ，下幅０�２～０�３ｍ，深さ３０�で，底面は全体的にほぼ平坦で，底面の高低差はみられない。壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層される。周囲から土砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

所見 時期は，出土遺物がないため不明で，性格も不明である。本跡と第２２号溝跡は離れて確認されているが，

形状や方向が類似し，ほぼ直線上に連なることから関連性が想定される。

第２１号溝跡（第３・１７３図）

位置 Ｄ３ｂ６区を中心に，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第１号方形周溝墓を掘り込んでいる。

規模と形状 南が調査区域外に延びており，長さは６�０ｍが確認され，Ｎ－３４°－Ｅの方向へ直線的に延びてい

る。規模は，上幅０�６～１�０ｍ，下幅０�６ｍ，深さ４�で，底面は全体的にほぼ平坦で，底面の高低差はみられ

ない。壁の立ち上がりは不明瞭である。

覆土 単一層である。層厚が薄く，堆積状況は不明である。

所見 時期は，出土遺物がないため不明であるが，重複関係から古墳時

代前期前半より新しく，第１８号溝跡や第２２号溝跡などとほぼ同じ時期の

ものと推測される。また，性格も不明である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ローム粒子中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第１７２図 第２０号溝跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第１７１図 第１９号溝跡実測図

第１７３図 第２１号溝跡実測図
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第２２号溝跡（第３・１７４図）

位置 Ｃ３ｈ３区を中心に，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。また，北側に南北方向の第２０号

溝跡が確認されている。

重複関係 第２号方形周溝墓を掘り込み，第２６号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長さは１９�２ｍで，Ｎ－２８°－Ｅの方向へ直線的に延びている。規模は，上幅０�６～１�４ｍ，下幅０�４

～０�６ｍ，深さ１８～３６�で，底面は北に向かってやや傾斜しているがそれほど傾斜が強いものではない。

覆土 ５層に分層される。第４・５層は，ローム土主体の土砂であり，人為堆積と考えられる。第１～３層は，

周囲から土砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

所見 時期は，出土遺物がないため不明であるが，重複関係から古墳時代前期より新しく中世の第２６号掘立柱

建物跡より古い段階のものと考えられる。本跡と第２０号溝跡は離れて確認されているが，形状や方向が類似し，

ほぼ直線状に連なることから関連性が想定される。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量

４ にぶい黄褐色 焼土粒子微量
５ にぶい黄褐色 黒褐色土ブロック少量

第１７４図 第２２号溝跡実測図

表１９ その他の時代の溝跡一覧表（古墳時代以降中世）

番号 位置 方向 形状
規模

覆土 底面 出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）長さ（ｍ）上幅（ｍ）下幅（ｍ）深さ（�）

３

Ｅ２ｉ９
（東端）
Ｅ２ｉ７
（西端）

Ｎ－６１°－Ｗ
Ｓ－３０°－Ｗ

屈曲 （１６�７） ０�５～２�２０�３～１�０ ２５ 自然 平坦 － ［中世］
SI５�本跡
底面に深さ２８�のピ
ット２か所あり

４ Ｅ２ｆ５ Ｎ－６９°－Ｗ 直線 ２�２ ０�２～０�６０�１～０�４ １６ 自然 平坦 － － －

５ Ｅ３ｉ３ Ｎ－６２°－Ｗ （直線） （５�３） ０�４～１�００�３～０�７ ５ － 平坦 － －
第３号方形周溝遺構
と新旧不明

６

Ｅ２ｅ６
（北端）
Ｅ２ｇ５
（南端）

Ｎ－１３°－Ｅ 直線 ７�９ ０�５～０�７０�４～０�６ １２ － 平坦 － －
第１号方形周溝遺構，
SK５５�本跡�SK５６

７ Ｅ２ｆ６ Ｎ－６０°－Ｗ 直線 ３�３ ０�４～０�７０�３～０�５ １２ － 平坦 － －
第１号方形周溝遺構
�本跡�SK５６

８

Ｅ２ｃ７
（北端）
Ｅ２ｄ６
（南端）

Ｎ－２５°－Ｅ 直線 ６�６ ０�４～１�１０�３～０�８ ３０ 自然 緩斜 － － －

９ Ｅ２ｅ３ Ｎ－６６°－Ｗ （直線） （４�３） ０�２～０�３０�１～０�２ ９ － 平坦 － － 本跡�Pit２８

１０

Ｅ３ｊ４
（東端）
Ｅ３ｉ１
（西端）

Ｎ－７２°－Ｗ （直線） （１１�９） ０�８～１�２０�５～０�９ ５ － 平坦 － －
本跡�SK７７・１２２
第３号方形周溝遺構
と新旧不明
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� 井戸跡

第１号井戸跡（第１７５図）

位置 Ｆ２ｈ０区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

重複関係 第６号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�１ｍ，短径０�９ｍの楕円形で，長径方向はＮ－２０°－Ｗである。７０�ほど掘り下げた時点で

湧水したため，下部の調査を断念した。断面形は，壁の立ち上がりからＵ字状と考えられる。

覆土 ３層に分層される。周囲から流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師質土器片２点（皿）が出土している。また，縄文土器片４点，弥生土器片３点，土師器片

７３点も出土している。１６６は覆土中から出土している。

所見 時期は，重複関係と１６６から古墳時代前期前半以降から中世にかけてと考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量

３ 黒 褐 色 ローム粒子微量

番号 位置 方向 形状
規模

覆土 底面 出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）長さ（ｍ）上幅（ｍ）下幅（ｍ）深さ（�）

１１

Ｅ３ａ１
（北端）
Ｅ３ｇ５
（南端）

Ｎ－３５°－Ｗ （直線） （３１�０） ０�５～１�１０�３～０�８ ３０ 自然 平坦 －
古墳時代�
�
�

～
�
�
	平安時代
本跡�SH１３・１５

１２Ａ Ｅ２ｄ８ Ｎ－２７°－Ｅ 直線 ５�４ ０�２～０�５０�１～０�３ ２０～２６ 人・自 平坦 縄文土器
土師器 陶器 中世以前 －

１２Ｂ Ｅ２ｄ８ Ｎ－２７°－Ｅ 直線 ５�０ ０�４～０�７０�３～０�５ ２５ 人・自 平坦 － 中世以前 －

１４

Ｄ３ｉ４
（北端）
Ｄ３ｊ４
（南端）

Ｎ－１２°－Ｅ （直線） （６�７） ０�５～０�８０�３～０�４ ２６～６０ 自然 傾斜 － － 本跡�SK１６１・１６６

１６

Ｄ３ｄ２
（東端）
Ｄ２ｂ０
（西端）

Ｎ－７１°－Ｗ
Ｓ－１９°ーＷ

屈曲 （１１�８） ０�５～１�２０�３～０�６ ４８ 人為 平坦 － － 本跡�SD１８

１７ Ｄ２ｅ０ Ｎ－６８°－Ｗ （直線） （５�６） ０�５～０�９０�２～０�７ ３７ 自然 平坦 － － 本跡�SD１８，SK１９９

１８

Ｃ３ｉ３
（北端）
Ｄ２ｈ９
（南端）

Ｎ－２０°－Ｅ （直線） （３８�０） ０�３～１�１０�１～０�４ １２～７２ 自然 傾斜 － －

SD１６・１７�本跡�
SK３２３ 第１号堀跡，
SK３３２，Pit４９９と新旧
不明

１９

Ｂ４ｇ４
（東端）
Ｂ３ｆ０
（西端）

Ｎ－７３°－Ｗ 直線 １９�４ ０�３～０�９０�１～０�７ ８ － 平坦 － － －

２０

Ｂ３ｈ７
（北端）
Ｂ３ｊ６
（南端）

Ｎ－６４°－Ｗ
Ｓ－３０°－Ｗ

屈曲 （１０�０） ０�８～１�１０�２～０�３ ３０ 自然 平坦 － － Pit１６５と新旧不明

２１ Ｄ３ｂ６ Ｎ－３４°－Ｅ （直線） （６�０） ０�６～１�０ ０�６ ４ － 平坦 － － TM１�本跡

２２

Ｃ３ｅ４
（北端）
Ｃ３ｊ２
（南端）

Ｎ－２８°－Ｅ 直線 １９�２ ０�６～１�４０�４～０�６ １８～３６ 人・自 緩斜 －
古墳時代
前期以降
中世以前

TM２�本跡�SB２６
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第３号井戸跡（第１７６図）

位置 Ｅ３ｊ３区，標高１１�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第３号方形周溝遺構の内部に位置しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状 長径２�３ｍ，短径１�８ｍの楕円形で，長径方向はＮ－２７°－Ｅである。１３０�ほど掘り下げた時点で

崩落し始めたため，下部の調査を断念した。断面形は，壁の立ち上がりからＵ字状と考えられる。

覆土 ９層に分層される。第３～９層までがローム土主体の土砂やロームブロックを多く含んでいる暗褐色土

であることから，人為堆積と考えられる。第１・２層は，周囲から流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

第１７５図 第１号井戸跡・出土遺物実測図

第１７６図 第３号井戸跡・出土遺物実測図

第１号井戸跡出土遺物観察表（第１７５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 手法の特徴 出土位置 備考

１６６ 土師質 皿 － （１�５）［７�３］ 白色粒子・透明粒子 にぶい橙 底部回転糸切り 覆土中 ５％

―１６４―



遺物出土状況 陶器片１２点（甕）が出土している。TP９のような小破片や細片のみ出土している。

所見 時期は，出土遺物が小破片や細片であるため不明である。

第４号井戸跡（第１７７・１７８図）

位置 Ｅ３ｉ１区，標高１１�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第３号方形周溝遺構の内部に位置しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状 径１�１ｍの円形である。１３０�ほど掘り下げた時点で崩落し始めたため，下部の調査を断念した。

断面形は，壁の立ち上がりからＵ字状と考えられる。

覆土 ８層に分層される。拳大の自然礫を含んでいる土砂で埋め戻された，人為堆積と考えられる。第８層は

自然礫を他の層より多く含んでいる。

遺物出土状況 陶器片２点（擂鉢，甕），石器１点（茶臼），石製品１点（五輪塔の地輪ヵ）が出土している。

出土遺物は，覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器が小破片のため不明である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 黄 褐 色 鹿沼パミス少量（ローム土）
４ 黄 褐 色 暗褐色土ブロック少量
５ 黄 褐 色 鹿沼パミス中量（ローム土）

６ 暗 褐 色 ロームブロック中量
７ 黄 褐 色 鹿沼パミス微量（ローム土）
８ 黄 褐 色 暗褐色土ブロック中量
９ 黄 褐 色 暗褐色土ブロック多量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，自然礫微量
２ 灰 褐 色 自然礫少量，粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 自然礫中量，ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・自然礫少量

５ 褐 色 ローム粒子少量，自然礫微量
６ 灰 褐 色 自然礫中量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・自然礫微量
８ 暗 褐 色 自然礫多量，ローム粒子・鹿沼パミス微量

第１７７図 第４号井戸跡・出土遺物実測図

第３号井戸跡出土遺物観察表（第１７６図）

番号 種別 器種 胎土 色調（胎土・釉薬） 手法の特徴 出土位置 備考

TP９ 陶器 甕 白色粒子・透明粒子 灰 外面ナデ・一部叩き 内面オサエ 下層
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第５号井戸跡（第１７９図）

位置 Ｅ３ｉ１区，標高１１�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第３号方形周溝遺構を掘り込んでいる。

規模と形状 長径３�２ｍ，短径２�８ｍの楕円形で，長径方向はＮ－４０°－Ｗである。９０�掘り下げた時点で崩落

し始めたため，下部の調査を断念した。断面形は，壁の立ち上がりからＵ字状と考えられる。

覆土 ９層に分層される。第１層は拳大の自然礫を非常に多く含んでいる黄色砂層で，第２層が自然礫を含ま

ない黄色砂層で，この土砂は下層にも確認されており，人為堆積と考えられる。第３層以下も拳大の自然礫を

含んでいる土砂であり，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 陶器片６点（甕）が出土している。TP１０のような小破片や細片のみ出土している。

所見 時期は，出土土器が小破片や細片のため不明であるが，重複関係から第３号方形周溝遺構より新しい段

階の中世から近世にかけてと推測される。

第１７８図 第４号井戸跡出土遺物実測図

土層解説
１ にぶい黄色 自然礫多量（砂層）
２ にぶい黄色 （砂層）
３ 暗 褐 色 自然礫中量
４ 黒 褐 色 自然礫中量，ローム粒子微量
５ 灰 褐 色 ローム粒子・自然礫少量

６ 褐 色 自然礫中量，炭化粒子微量
７ 褐 色 自然礫少量
８ にぶい黄色 自然礫微量（砂層）
９ 黒 褐 色 自然礫少量，ローム粒子微量

第４号井戸跡出土遺物観察表（第１７７・１７８図）

番号 種別 器種 胎土 色調（胎土・釉薬） 手法の特徴 出土位置 備考

TP４０ 陶器 擂鉢 白色粒子・透明粒子 灰褐 内・外面横ナデ 外面指頭押圧 内面使用により平滑 覆土中

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１０ 茶臼 （１３�２）（７�５）（５�３）（４１４�０）安山岩 下臼 擂り合せ部は，摩滅により平滑 覆土中

Ｑ１１ 五輪塔 （２０�９）（１６�７） １５�０ （７１６�０）花崗岩 側面は全面欠損 欠損面も含め，全面二次焼成を受け赤変 覆土中
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第６号井戸跡（第１８０図）

位置 Ｅ３ｂ６区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１号堀跡，第８１号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 南北径２�３ｍ，東西径１�０ｍが確認されており，楕円形と推測され，南北径方向はＮ－３０°－Ｅで

ある。２００�ほど掘り下げた時点で，湧水したため下部の調査を断念した。断面形は，壁の立ち上がりから漏

斗状と考えられる。

覆土 １４層に分層される。第５～１４層は拳大の自然礫，ロームブロック，粘土ブロックをそれぞれ含んでおり，

不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。第１～４層は自然礫やロームブロックを含まない周囲から流

入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 陶器片１点（碗）が出土している。１７８は覆土中から出土している。

所見 時期は，伴う遺物が出土していないため不明である。

第１７９図 第５号井戸跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子中量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・自然礫少量
６ 褐 色 ロームブロック多量，自然礫微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・自然礫中量

９ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
１０ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量，自然礫

微量
１１ 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
１２ 灰 褐 色 粘土ブロック少量，自然礫微量
１３ 褐 色 粘土ブロック多量，ローム粒子少量
１４ 褐 色 ロームブロック多量，自然礫・粘土ブロック少量

第５号井戸跡出土遺物観察表（第１７９図）

番号 種別 器種 胎土 色調（胎土・釉薬） 手法の特徴 出土位置 備考

TP１０ 陶器 甕 白色粒子・透明粒子・黒雲母 にぶい赤褐 外面ナデ 内面オサエ 覆土中
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第７号井戸跡（第１８１図）

位置 Ｄ３ｊ４区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第６号地下式坑，第１７５号土坑を掘り込み，第１４６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 径１�０ｍの円形である。９０�ほど掘り下げた時点で崩落し始めたため，下部の調査を断念した。

断面形は，壁の立ち上がりからＵ字状と考えられる。

覆土 ７層に分層される。ロームブロックや粘土ブロック

を多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，出土土器がないため不明である。重複関係

から第６号地下式坑より新しい中世から近世までのものと

推測される。

第１８０図 第６号井戸跡・出土遺物実測図

第１８１図 第７号井戸跡実測図

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック多量，自然礫微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック多量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
６ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
７ 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量

第６号井戸跡出土遺物観察表（第１８０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 色調（胎土・釉薬） 釉薬 手法の特徴 出土位置 備考

１７８ 陶器 碗 － （４�８） ５�６ 灰黄・オリーブ黄 灰釉 内・外面施釉 底部回転糸切り 覆土中 １５％
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第８号井戸跡（第１８２図）

位置 Ｆ２ｅ９区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に

位置している。

規模と形状 東西径０�８ｍが確認され，南北径は２�６ｍ

の円形もしくは楕円形と推測され，南北径方向はＮ－

２７°－Ｅである。１２０�ほど掘り下げた時点で湧水した

ため，下部の調査を断念した。断面形は，壁の立ち上

がりからＵ字状と考えられる。

覆土 ９層に分層される。周囲から土砂が流入した堆

積状況から，自然堆積と考えられる。

所見 時期は，出土土器がないため不明である。

第９号井戸跡（第１８３図）

位置 Ｅ２ｃ７区，標高１２�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

規模と形状 長径１�５ｍ，短径１�１ｍの楕円形で，長径

方向はＮ－６７°－Ｗである。１１０�ほど掘り下げた時点

で，湧水のため下部の調査を断念した。断面形は，壁

の立ち上がりからＵ字状と考えられる。

覆土 ６層に分層される。ロームブロックや粘土ブロ

ックを多く含んでいることから，人為堆積と考えられ

る。なお，第２層はローム土である。

遺物出土状況 弥生土器片１点が，覆土中から出土し

ている。

所見 時期は，伴う土器がないため不明である。

第１０号井戸跡（第１８４図）

位置 Ｄ２ｉ８区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１号堀跡と重複しているが，新旧関係は不明である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子微量
３ 極 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック微量
９ 黒 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
２ 黄 褐 色 赤色粒子（ローム土）
３ 黒 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック中量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ロームブロック多量
６ 褐 色 ロームブロック中量

第１８２図 第８号井戸跡実測図

第１８３図 第９号井戸跡実測図
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規模と形状 長径２�５ｍ，短径１�６ｍの楕円形で，長径方向はＮ－６５°－Ｗである。１１０�掘り下げた時点で，湧

水したため，下部の調査を断念した。断面形は，壁の立ち上がりからＵ字状と考えられる。

覆土 １１層に分層される。拳大の礫・ロームブロックや粘土ブロックを多く含んでいることから，人為堆積と

考えられる。

遺物出土状況 陶器片２点（鉢）が出土している。TP４１・TP４２は，覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器が小破片のため不明である。

第１４号井戸跡（第１８５図）

位置 Ｃ３ｃ６区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

規模と形状 長径２�２ｍ，短径１�５ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－４５°－Ｅである。１１０�ほど掘り下げた時

点で崩落し始めたため，下部の調査を断念した。断面形は，壁の立ち上がりから漏斗状と考えられる。

覆土 ５層に分層される。ロームブロックなどは含まれていないが，拳大の礫が各層に含まれており，不規則

な堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 粘土ブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・鹿沼パミス

少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・鹿沼パミス少量
４ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・自然礫少量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
６ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック・自然礫少量

７ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量，自然礫
微量

８ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
９ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，自然礫少量
１０ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック・自然礫少量
１１ にぶい黄褐色 自然礫多量，ロームブロック・粘土ブロック中量

第１８４図 第１０号井戸跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 自然礫中量，ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 自然礫・ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 自然礫多量，ロームブロック少量

４ 暗 褐 色 自然礫中量，ローム粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・自然礫少量

第１０号井戸跡出土遺物観察表（第１８４図）

番号 種別 器種 胎土 色調（胎土・釉薬） 手法の特徴 出土位置 備考

TP４１ 陶器 鉢 白色粒子・透明粒子 黄灰 内・外面横ナデ 覆土中

TP４２ 陶器 鉢 白色粒子・透明粒子 にぶい黄褐 内・外面横ナデ 覆土中
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遺物出土状況 土師質土器片３点（内耳鍋１，不明２）が出土している。１８１は，覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器が小破片のため不明である。

第１５号井戸跡（第１８６図）

位置 Ｃ３ｃ４区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第１８・２０号掘立柱建物跡と重複しているが，新旧関係

は不明である。

規模と形状 東西径０�５ｍが確認され，南北径は１�２ｍの円形もし

くは楕円形と推測され，南北径方向はＮ－２７°－Ｅである。深さ

９０�ほど掘り下げた時点で崩落し始めたため，下部の調査を断念

した。断面形状は，壁の立ち上がりからＵ字状と考えられる。

覆土 ４層に分層される。周囲から土砂が流入した堆積状況から，

自然堆積と考えられる。

所見 時期は，出土土器がないため不明である。

第１８５図 第１４号井戸跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第１８６図 第１５号井戸跡実測図

第１４号井戸跡出土遺物観察表（第１８５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 手法の特徴 出土位置 備考

１８１ 土師質 内耳鍋 － － － 白色粒子・透明粒子・
赤色粒子・黒雲母 にぶい橙 ナデ 覆土中
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第１６号井戸跡（第１８７図）

位置 Ｇ２ｆ８区，標高９�５ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

重複関係 第１８号住居跡，第３４９号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 東西径０�５ｍが確認され，南北径は２�１ｍの円形もしくは楕円形と推測され，南北径方向はＮ－２９°

－Ｅである。深さ１１０�ほど掘り下げた時点で湧水し

たため，下部の調査を断念した。形状は，確認された

壁の立ち上がりから漏斗状と考えられる。

覆土 ５層に分層される。ロームブロックや粘土ブロ

ックを多く含まれていることから，人為堆積と考えら

れる。

遺物出土状況 土師器９点（坏）が出土している。い

ずれも細片で摩滅している。

所見 時期は，本跡に伴う遺物がないため不明である

が，重複関係から古墳時代前期より新しく，古墳時代

後期から近世のものと推測される。

第１８号井戸跡（第１８８図）

位置 Ｅ３ｄ６区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１６８号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 東西径０�５ｍが確認され，南北径は１�１ｍの円形もしくは楕円形と推測され，南北径方向はＮ－２７°

－Ｅである。８０�ほど掘り下げた時点で湧水したため，下部の調査を断念した。断面形状は，確認された壁の

立ち上がりから漏斗状と考えられる。

覆土 ６層に分層される。確認された土層は，ローム

ブロックを多く含んでおり，不規則な堆積状況から，

人為堆積と考えられる。

所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重

複関係から中世と推測される第１６８号土坑より新しく，

中世から近世までのものと推測される。

第１８７図 第１６号井戸跡実測図

第１８８図 第１８号井戸跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
３ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック多量
５ 褐 色 ロームブロック多量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック多量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック中量
６ 褐 色 ロームブロック多量
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第１９号井戸跡（第１８９図）

位置 Ｅ３ｄ４区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１４１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 径０�９ｍの円形である。１６０�ほど掘り下げた時点で崩落し始めたため，下部の調査を断念した。

断面形は，壁の立ち上がりからＵ字状と考えられる。

覆土 ６層に分層される。ロームブロック・粘土ブロック・鹿沼パミスを多く含んでおり，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，出土土器がないため不明である。

第２０号井戸跡（第１９０図）

位置 Ｃ３ｇ０区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第２号大形竪穴状遺構を掘り込んでいる。

規模と形状 径０�９ｍの円形である。１１０�ほど掘り下げた時点で崩落し始めたため，下部の調査を断念した。

断面形は，壁の立ち上がりからＵ字状と考えられる。

覆土 ７層に分層される。ロームブロックや粘土ブロックを多く含んでおり，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重複

関係から第２号大形竪穴状遺構より新しい段階の中世か

ら近世のものと推測される。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・鹿沼パミス中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，鹿沼パミス少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量，鹿沼パ

ミス微量

４ 極 暗 褐 色 ロームブロック多量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・鹿沼パミス中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック多量

第１８９図 第１９号井戸跡実測図

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック多量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック多量

第１９０図 第２０号井戸跡実測図
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� 土坑

第９号土坑（第１９１図）

位置 Ｇ２ｃ９区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

重複関係 第６号方形竪穴，第１号溝，第８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 東西軸１�７ｍ，南北軸３�７ｍだけが確認さ

れており，方形もしくは長方形と推測され，南北軸方

向はＮ－３３°－Ｅである。深さは４２�で，底面はほぼ

平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ５層に分層される。ロームブロックや鹿沼パミ

スを多く含んでおり，不規則な堆積状況から，人為堆

積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片５点（不明）が出土している。

いずれも細片で摩滅している。

所見 時期は，出土土器が細片のため不明であるが，

重複関係から第６号方形竪穴遺構，第１号溝跡より古

い段階の中世と推測される。

第１９１図 第９号土坑実測図

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス中量
５ 褐 色 ロームブロック多量

表２０ その他の時代の井戸跡一覧表（古墳時代以降近世）

番号 位置
長径（南北径）

方向
平面形

規模（ｍ） 深さ
（�） 断面形 底面 覆土 出土遺物 時期

備考
重複関係
（古�新）長径×短径

東西径×南北径

１ Ｆ２ｈ０ Ｎ－２０°－Ｗ 楕円形 １�１×０�９ （７０） Ｕ字状 － 自然 土師質土器 古墳時代前期前
半以降～中世 SI６�本跡

３ Ｅ３ｊ３ Ｎ－２７°－Ｅ 楕円形 ２�３×１�８ （１３０） Ｕ字状 － 人・自 陶器 －
第３号方形周溝遺構と
新旧不明

４ Ｅ３ｉ１ － 円形 １�１×１�１ （１３０） Ｕ字状 － 人為 陶器 茶臼
地輪ヵ －

第３号方形周溝遺構と
新旧不明

５ Ｅ３ｉ１ Ｎ－４０°－Ｗ 楕円形 ３�２×２�８ （９０） Ｕ字状 － 人為 陶器 ［中世～近世］
第３号方形周溝遺構�
本跡

６ Ｅ３ｂ６ Ｎ－３０°－Ｅ ［楕円形］ ２�３×（１�０） （２００） 漏斗状 － 人・自 陶器 － 第１号堀跡，SK８１�本跡

７ Ｄ３ｊ４ － 円形 １�０×１�０ （９０） Ｕ字状 － 人為 － ［中世～近世］UP６，SK１７５�本跡�SK１４６

８ Ｆ２ｅ９ Ｎ－２７°－Ｅ ［円形・
楕円形］ （０�８）×２�６ （１２０） Ｕ字状 － 自然 － － －

９ Ｅ２ｃ７ Ｎ－６７°－Ｗ 楕円形 １�５×１�１ （１１０） Ｕ字状 － 人為 弥生土器 － －

１０ Ｄ２ｉ８ Ｎ－６５°－Ｗ 楕円形 ２�５×１�６ （１１０） Ｕ字状 － 人為 陶器 － 第１号堀跡と新旧不明

１４ Ｃ３ｃ６ Ｎ－４５°－Ｅ 不整
楕円形 ２�２×１�５ （１１０） 漏斗状 － 人為 土師質土器 － －

１５ Ｃ３ｃ４ Ｎ－２７°－Ｅ ［円形・
楕円形］ （０�５）×１�２ （９０） Ｕ字状 － 自然 － － SB１８・２０と新旧不明

１６ Ｇ２ｆ８ Ｎ－２９°－Ｅ
［円形・
楕円形］

（０�５）×２�１ （１１０） 漏斗状 － 人為 土師器 古墳時代前期
以降～近世 SI１８，SK３４９�本跡

１８ Ｅ３ｄ６ Ｎ－２７°－Ｅ ［円形・
楕円形］ （０�５）×１�１ （８０） 漏斗状 － 人為 － ［中世～近世］SK１６８�本跡

１９ Ｅ３ｄ４ － 円形 ０�９×０�９ （１６０） Ｕ字状 － 人為 － － 本跡�SK１４１

２０ Ｃ３ｇ０ － 円形 ０�９×０�９ （１１０） Ｕ字状 － 人為 － ［中世～近世］
第２号大形竪穴状遺構
�本跡
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第４３号土坑（第１９２図）

位置 Ｆ２ｈ０区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

重複関係 第６号住居跡を掘り込み，第５号方形竪穴に掘り込まれている。

規模と形状 径０�６ｍの円形で，深さは３６�である。底面は皿状で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層される。第２・３層は突き固められたよう

に締まっており埋土と考えられ，第１層は締まりが弱い。

所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重複関係

から古墳時代前期前半以降，中世以前である。

第５２号土坑（第１９３図）

位置 Ｅ２ｈ０区，標高１１�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第５号住居に掘り込まれている。

規模と形状 東西径は１�０ｍ，南北径１�２ｍだけが確認されて

おり，楕円形と推測され，長径方向はＮ－４°－Ｗである。

深さは４２�で，底面は平坦であり，壁は外傾して立ち上がっ

ている。

覆土 ４層である。周囲から土砂が流入した堆積状況から，

自然堆積と考えられる。

所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重複関係

から６世紀中葉以前の古墳時代と推測される。

第６０号土坑（第１９４図）

位置 Ｆ２ｊ４区，標高１０�０ｍの河岸段丘の下位面に位置し

ている。

重複関係 第２号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長径１�０ｍ，短径０�８ｍの楕円形で，長径方向は

Ｎ－１８°－Ｅである。深さは３３㎝で，底面に径０�２ｍ，深さ１０

�ほどの掘り込みが確認されている。壁は外傾して立ち上が

っている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック多量
３ 暗 褐 色 ロームブロック多量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第１９２図 第４３号土坑実測図

第１９３図 第５２号土坑実測図

第１９４図 第６０号土坑実測図
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遺物出土状況 土師器片９点（坏ヵ）が出土している。細片のため図示できない。

所見 時期は，出土土器が細片のため不明であるが，重複関係から６世紀後葉以前の古墳時代と推測される。

第７２号土坑（第１９５図）

位置 Ｅ３ｆ５区，標高１２�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第７３号土坑を掘り込み，第１３号方形竪穴に掘り込まれている。

規模と形状 南北軸３�０ｍ，東西軸は２�９ｍだけが確認されており，方形もしくは長方形と推測され，南北軸方

向はＮ－２９°－Ｅである。深さは１９～３０�で，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ５層に分層される。不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重複関係から第１３号方形竪穴遺構より古い段階の中世と推

測される。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

４ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
５ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第１９５図 第７２・７３号土坑実測図
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第７３号土坑（第１９５図）

位置 Ｅ３ｅ５区，標高１２�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１３号方形竪穴，第７２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 東西軸２�５ｍ，南北軸１�４ｍだけが確認されており，方形もしくは長方形と推測され，南北軸方向

はＮ－７°－Ｅである。深さは１８�で，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層される。周囲から土砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重複関係から第１３号方形竪穴遺構より古い段階の中世と推

測される。

第７４号土坑（第１９６図）

位置 Ｄ２ｈ９区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１号堀に掘り込まれている。

規模と形状 東西軸４�０ｍ，南北軸は１�４ｍだけが確認されており，方形もしくは長方形と推測され，南北軸方

向はＮ－２２°－Ｅである。深さは９０�で，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分層される。ロームブロックや鹿沼パミスを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重複関係から第１号堀跡より古い段階の中世と推測される。

形状などが地下式坑の主室や方形竪穴遺構と類似しているが，天井部の崩落土が確認されていないため，土坑

とした。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量 ２ 黒 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量，粘土ブロック

微量
２ 褐 色 ロームブロック多量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス・粘土ブロック

少量

５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量，粘土ブロ

ック微量

第１９６図 第７４号土坑実測図
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第８８号土坑（第１９７図）

位置 Ｅ３ａ６区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第８９・１２３号土坑を掘り込み，第３・５号火葬土坑，第８７号土坑に掘り込まれている。第９６号土坑

と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状 長軸２�３ｍ，短軸１�９ｍの長方形で，長

軸方向はＮ－６４°－Ｗである。深さは５５�で，底面

はほぼ平坦で，壁は直立している。

覆土 ９層に分層される。不規則な堆積状況から，

人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器２点（深鉢ヵ），土師器片

４点（坏ヵ）が出土している。細片で摩滅しており，

図示できない。

所見 時期は，出土土器が細片のため不明であるが，

重複関係から第３・５号火葬土坑より古く，第８９号

土坑より新しい段階の中世と推測される。

第８９号土坑（第１９７図）

位置 Ｅ３ａ６区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第３号火葬土坑，第８４・８８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南北軸１�３ｍ，東西軸１�０ｍだけが確認されており，方形もしくは長方形と推測され，南北軸方向

はＮ－２８°－Ｅである。深さは４２�で，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ５層に分層される。ロームブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重複関係から第３号火葬土坑，第８８号土坑より古い段階の

中世と推測される。

第９１号土坑（第１９８図）

位置 Ｆ３ａ２区，標高１１�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第３号方形周溝に掘り込まれている。

第１９７図 第８８・８９号土坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック多量
３ 黒 褐 色 ロームブロック多量

４ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック微量
４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
９ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量
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規模と形状 東西軸１�２ｍ，南北軸１�１ｍだけが確認さ

れており，方形もしくは長方形と推測され，南北軸方

向はＮ－２５°－Ｅである。深さは１５�で，底面はほぼ

平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層される。周囲から土砂が流入した堆

積状況から，自然堆積と考えられる。

所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重

複関係から第３号方形周溝遺構より古い段階の中世と

推測される。

第９４号土坑（第１９９図）

位置 Ｅ３ａ５区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１７２号土坑を掘り込み，第１号堀に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�７ｍ，短軸１�２ｍの長方形で，長径方向はＮ－６７°－Ｗである。深さは７５�で，底面は平坦

で，壁は直立している。

覆土 ６層に分層される。ロームブロック，粘土，鹿

沼パミスを多く含んでいることから，人為堆積と考え

られる。

所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重

複関係から第１号堀跡より古く，第１７２号土坑より新

しい段階の中世と推測される。

第１０７号土坑（第２００図）

位置 Ｄ３ｉ１区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１号堀，第１６０号土坑に掘り込まれている。第５４２～５４５号ピットと重複しているが，新旧関係は

不明である。

規模と形状 東西３�３ｍ，南北軸１�７ｍだけが確認されており，長方形と推測され，長軸方向はＮ－６２°－Ｗで

ある。深さは４２�で，底面はほぼ平坦で，壁は直立している。

覆土 ７層に分層される。ロームブロックや鹿沼パミスを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
４ 黒 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量

第１９８図 第９１号土坑実測図

第１９９図 第９４号土坑実測図
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所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重複関係から第１号堀跡より古い段階の中世と推測される。

第１１４号土坑（第２０１図）

位置 Ｅ３ｄ６区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１６８号土坑を掘り込み，第１４号方形竪穴

に掘り込まれている。

規模と形状 東西軸２�２ｍだけが確認されており，南

北軸４�０ｍの方形もしくは長方形と推測され，南北軸

方向は，Ｎ－１６°－Ｅである。深さは３０�で，底面は

ほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

ピット 深さ１５�で，性格は不明である。

覆土 ７層に分層される。不規則な堆積状況から，人

為堆積と考えられる。

所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重

複関係から第１４号方形竪穴遺構より古く，第１６８号土

坑より新しい段階の中世と推測される。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 鹿沼パミス多量，ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック多量

５ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量
６ 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
７ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量

第２００図 第１０７号土坑実測図

第２０１図 第１１４号土坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，粘土ブロック微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
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第１２３号土坑（第２０２図）

位置 Ｅ３ａ６区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第５号火葬土坑，第８８号土坑に掘り込まれている。第８３号土坑と重複しているが，新旧関係は不明

である。

規模と形状 東西軸１�８ｍ，南北軸１�１ｍだけが確認されており，方形もしくは長方形と推測され，南北軸Ｎ－

２５°－Ｅである。深さは２４�で，底面はほぼ平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層される。周囲から土砂が流入した堆

積状況であるが，ロームブロックや鹿沼パミスを多く

含んでいることから，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重

複関係から第５号火葬土坑，第８８号土坑より古い段階

の中世と推測される。

第１５２号土坑（第２０３図）

位置 Ｄ３ｊ３区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１５３号土坑に掘り込まれている。第１６１・

１７６号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状 長軸１�１ｍ，短軸０�８ｍの長方形で，長軸

方向はＮ－２３°－Ｅである。深さは２０�で，底面はほ

ぼ平坦で，壁は直立している。

覆土 ２層に分層される。観察できる箇所が少なく，

堆積状況は不明である。

所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重

複関係から第１５３号土坑より古い段階の中世と推測さ

れる。

第１５３号土坑（第２０３図）

位置 Ｄ３ｊ３区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１５２号土坑を掘り込み，第１号堀に掘り込まれている。

規模と形状 東西軸３�１ｍ，南北軸１�２ｍだけが確認されており，方形もしくは長方形と推測され，南北軸方向

はＮ－２９°－Ｅである。深さは５６�で，底面はほぼ平坦で，壁は直立している。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック多量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス多量
３ 暗 褐 色 鹿沼パミス多量，ロームブロック中量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第２０２図 第１２３号土坑実測図

第２０３図 第１５２・１５３号土坑実測図
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覆土 ８層に分層される。ロームブロックや鹿沼パミスを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重複関係から第１号堀跡より古く，第１５２号土坑より新し

い段階の中世と推測される。

第１６８号土坑（第２０４図）

位置 Ｅ３ｃ５区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１４号方形竪穴，第１８号井戸，第１１４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 東西軸３�４ｍ，南北軸１�２ｍだけが確認されており，方形もしくは長方形と推測され，南北軸方向

はＮ－２１°－Ｅである。深さは３０�で，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

ピット ２か所。それぞれ深さ１５�で，性格は不明である。

覆土 単一層である。観察できる箇所が少ないが，ロームブロックや鹿沼パミスが多く含まれていることから，

人為堆積と考えられる。

所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重複関係から第１４号方形竪穴遺構，第１８号井戸跡，第１１４

号土坑より古い段階の中世と推測される。

第１７０号土坑（第２０５図）

位置 Ｄ３ｊ６区，標高１３�５ｍの河岸段丘の低位面から中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１９号方形竪穴に掘り込まれ，第１７７・１７８号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状 長軸２�２ｍ，短軸０�９ｍの長方形で，長軸方向はＮ－１１°－Ｅである。深さは５１�で，底面は平坦

で，壁は外傾して立ち上がっている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量

５ 黒 褐 色 ロームブロック多量
６ 暗 褐 色 ロームブロック多量
７ 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス多量
８ 黒 褐 色 鹿沼パミス多量，ロームブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス多量

第２０４図 第１６８号土坑実測図
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覆土 ７層に分層される。不規則な堆積状況から，人為堆積と考

えられる。

所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重複関係から

第１９号方形竪穴遺構より古い段階の中世と推測される。

第１７２号土坑（第２０６図）

位置 Ｅ３ａ４区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１号堀，第２号火葬土坑，第９４・１８０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 東西軸１�５ｍ，南北軸は１�４ｍだけが確認されており，

方形もしくは長方形と推測され，南北軸方向はＮ－２５°－Ｅであ

る。深さは２０�で，底面はほぼ平坦で，壁は直立している。

覆土 ３層に分層される。ロームブロックを多く含んでいること

から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２点（不明），陶器片２点（不明）が出

土している。いずれも細片で図示できない。

所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重複関係から

第１号堀跡，第２号火葬土坑より古く，第９４号土坑より新しい段

階の中世と推測される。

第１７４号土坑（第２０７図）

位置 Ｅ３ａ４区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１号堀に掘り込まれている。第１４４・１６１号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状 東西軸は１�２ｍと推測され，南北軸１�４ｍだけが確認されており，方形もしくは長方形と推測され，

南北軸方向はＮ－２２°－Ｅである。深さは５４�で，底面はほぼ平坦で，壁は直立している。

覆土 ６層に分層される。ロームブロック，鹿沼パミス，粘土ブロックを含んでおり，不規則な堆積状況から

人為堆積と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック中量
７ 暗 褐 色 ロームブロック多量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック多量

第２０５図 第１７０号土坑実測図

第２０６図 第１７２号土坑実測図
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遺物出土状況 縄文土器９点（不明），土師器８点（坏ヵ）

が出土している。いずれも細片で図示できない。

所見 時期は，出土土器が細片のため不明であるが，重複関

係から第１号堀跡より古い段階の中世と推測される。

第１７７号土坑（第２０８図）

位置 Ｅ３ａ７区，標高１３�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１９号方形竪穴に掘り込まれている。第１７０号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状 東西軸１�６ｍ，南北軸は０�５ｍだけが確認され，

方形もしくは長方形と推測され，南北軸方向はＮ－３０°－Ｅ

である。深さは５６�で，底面はほぼ平坦で，壁は直立してい

る。

覆土 ５層に分層される。ロームブロックを多く含んでいる

ことから，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，出土土器が細片のため不明であるが，重複関係

から第１９号方形竪穴遺構より古い段階の中世と推測される。

第１７８号土坑（第２０９図）

位置 Ｄ３ｊ７区，標高１３�５ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１９号方形竪穴に掘り込まれている。第１７０号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状 長軸２�６ｍ，短軸１�４ｍの長方形で，長軸方向はＮ－６４°－Ｗである。深さは５８�で，底面はほぼ

平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ７層に分層される。ロームブロックを多く含んでおり，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

第２０７図 第１７４号土坑実測図

第２０８図 第１７７号土坑実測図

土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・鹿沼パミス少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・鹿沼パミス中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
６ 褐 色 ロームブロック多量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 黒 褐 色 ロームブロック多量
４ 暗 褐 色 ロームブロック多量
５ 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス少量
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所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重複関係から第１９号方形竪穴遺構より古い段階の中世と推

測される。

第１９５号土坑（第２１０図）

位置 Ｅ２ｇ９区，標高１２�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１７号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�１ｍ，短軸１�１ｍの長方形で，長軸方向はＮ－５８°－Ｗである。深さは１６�で，底面はほぼ

平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層される。ローム土主体の土砂やローム

ブロックを多く含んでいる暗褐色土であることから，人

為堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器１点（深鉢ヵ），土師器片８点（坏

ヵ），鉄製品１点（不明）が出土している。いずれも細片

で図示することができない。

所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重複

関係から第１７号掘立柱建物跡より古い段階の中世と推測

される。

第２１８号土坑（第２１１図）

位置 Ｃ３ｄ６区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第１７号住居跡を掘り込み，第３号大形竪穴に掘り込まれている。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス微量

５ 褐 色 ロームブロック中量
６ 褐 色 ロームブロック多量
７ 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量

第２０９図 第１７８号土坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黄 褐 色 暗褐色土ブロック微量（ローム土主体）
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２１０図 第１９５号土坑実測図

―１８５―



規模と形状 長軸３�１ｍ，短軸１�３ｍの長方形で，長軸方向はＮ－６２°－Ｗである。深さは９７�で，底面はほぼ

平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分層される。周囲から土砂が流入している堆積状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片３１点（不明）が出土している。いずれも細片で図示することができない。

所見 時期は，出土土器が細片のため不明であるが，重複関係から第３号大形竪穴状遺構より古い段階の中世

と推測される。

第２５０号土坑（第２１２図）

位置 Ｃ３ｅ８区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第２５１号土坑を掘り込み，第２４９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸は２�３ｍだけが確認され，短軸１�０ｍの長方形で，長軸方向はＮ－２９°－Ｅである。深さは２９

�で，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層される。ロームブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片５点（不明）が出土している。いずれも細片で図示することができない。

所見 時期は，出土土器が細片のため不明であるが，重複関係から第２４９号土坑より古く，第２５１号土坑より新

しい段階の中世と推測される。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 褐 色 ローム粒子微量

４ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック微量

第２１１図 第２１８号土坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック多量
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第２５１号土坑（第２１２図）

位置 Ｃ３ｅ８区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に

位置している。

重複関係 第２４９・２５０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 東西軸０�８ｍだけが確認されており，南

北軸２�１ｍで，方形もしくは長方形と推測され，南北

軸方向はＮ－２８°－Ｅである。深さは１３�で，底面は

ほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層される。層厚が薄く，堆積状況は不

明である。

所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重

複関係から第２４９・２５０号土坑より古い段階の中世と推

測される。

第３４４号土坑（第２１３図）

位置 Ｇ２ｅ８区，標高９�０ｍの低位段丘面に位置し

ている。

重複関係 第１８号住居，第３４２・３４５号土坑，第５１９号

ピットに掘り込まれている。

規模と形状 東西軸１�５ｍ，南北軸２�５ｍだけが確認さ

れており，方形もしくは長方形と推測され，南北軸方

向はＮ－２０°－Ｗである。深さは３４�で，底面はほぼ

平坦で，壁は直立している。

覆土 ２層に分層される。ロームブロックなどを含ん

でいないことから，周囲から流入した自然堆積と考え

られる。

所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重

複関係から第１８号住居跡より古い段階の古墳時代前期

と推測される。壁の立ち上がりや平坦な底面から考え

て住居跡の可能性もあるが，調査範囲が少ないため明

確にできなかった。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第２１２図 第２５０・２５１号土坑実測図

第２１３図 第３４４号土坑実測図
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第３６０号土坑（第２１４図）

位置 Ｃ４ｇ２区，標高１７�０ｍの河岸段丘の中位面に位置している。

重複関係 第３３号方形竪穴に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�０ｍ，短軸０�８ｍの長方形で，長軸方向は

Ｎ－１４°－Ｅである。深さは３３�で，底面は平坦で，壁は外

傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層される。ロームブロックを多く含んでいる

ことから，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重複関係

から第３３号方形竪穴遺構より古い段階の中世と推測される。

第３７５号土坑（第２１５図）

位置 Ｄ２ｉ０区，標高１３�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第１号堀に掘り込まれている。第３７６号土坑と重複しているが，新旧不明である。

規模と形状 東西軸３�１ｍ，南北軸は１�２ｍだけが確認されており，方形もしくは長方形と推測され，南北軸方

向Ｎ－２８°－Ｅである。深さは９２�で，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重複関係から第１号堀跡より古い段階の中世と推測される。

第２１４図 第３６０号土坑実測図

第２１５図 第３７５号土坑実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック中量

表２１ その他の時代の土坑一覧表（古墳時代以降中世以前）

番号 位置
長軸（径）方向
南北軸（径）方向

平面形
規模（ｍ） 深さ

（�） 壁面 底面 覆土 出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）長軸（径）×短軸（径）

東西軸（径）×南北軸（径）

９ Ｇ２ｃ９ Ｎ－３３°－Ｅ
［方・長方
形］

（１�７）×（３�７） ４２ 外傾 平坦 人為 土師器 ［中世］
本跡�SH６，SD１，SK
８

４３ Ｆ２ｈ０ － 円形 ０�６×０�６ ３６ 外傾 皿状 人為 －
古墳時代
前期前半
以降中世
以前

SI６�本跡�SH５
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番号 位置
長軸（径）方向
南北軸（径）方向

平面形
規模（ｍ） 深さ

（�） 壁面 底面 覆土 出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）長軸（径）×短軸（径）

東西軸（径）×南北軸（径）

５２ Ｅ２ｈ０ Ｎ－４°－Ｗ ［楕円形］ １�０×（１�２） ４２ 外傾 平坦 自然 － ［古墳時代］本跡�SI５

６０ Ｆ２ｊ４ Ｎ－１８°－Ｅ 楕円形 １�０×０�８ ３３ 外傾 平坦 － 土師器 ［古墳時代］本跡�SI２

７２ Ｅ３ｆ５ Ｎ－２９°－Ｅ
［方・長方
形］

（２�９）×３�０ １９～３０ 外傾 平坦 人為 － ［中世］ SK７３�本跡�SH１３

７３ Ｅ３ｅ５ Ｎ－７°－Ｅ
［方・長方
形］

（２�５）×（１�４） １８ 外傾 平坦 自然 － ［中世］ 本跡�SH１３，SK７２

７４ Ｄ２ｈ９ Ｎ－２２°－Ｅ
［方・長方
形］

４�０×（１�４） ９０ 外傾 平坦 人為 － ［中世］ 本跡�第１号堀跡

８８ Ｅ３ａ６ Ｎ－６４°－Ｗ 長方形 ２�３×１�９ ５５ 直立 平坦 人為
縄文土器
土師器

［中世］
SK８９・１２３�本跡�第３・
５号火葬土坑，SK８７
SK９６と新旧不明

８９ Ｅ３ａ６ Ｎ－２８°－Ｅ
［方・長方
形］

（１�０）×１�３ ４２ 外傾 平坦 人為 － ［中世］
本跡�第３号火葬土坑，
SK８４・８８

９１ Ｆ３ａ２ Ｎ－２５°－Ｅ
［方・長方
形］

１�２×（１�１） １５ 外傾 平坦 自然 － ［中世］
本跡�第３号方形周溝
遺構

９４ Ｅ３ａ５ Ｎ－６７°－Ｗ 長方形 ２�７×１�２ ７５ 直立 平坦 人為 － ［中世］
SK１７２�本跡�第１号
堀跡

１０７ Ｄ３ｉ１ Ｎ－６２°－Ｗ ［長方形］ ３�３×（１�７） ４２ 直立 平坦 人為 － ［中世］
本跡�第１号堀跡，SK
１６０
Pit５４２～５４５と新旧不明

１１４ Ｅ３ｄ６ Ｎ－１６°－Ｅ
［方・長方
形］

（２�２）×４�０ ３０ 外傾 平坦 人為 － ［中世］ SK１６８�本跡�SH１４

１２３ Ｅ３ａ６ Ｎ－２５°－Ｅ
［方・長方
形］

１�８×（１�１） ２４ 外傾 平坦 人為 － ［中世］
本跡�第５号火葬土坑，
SK８８
SK８３と新旧不明

１５２ Ｄ３ｊ３ Ｎ－２３°－Ｅ 長方形 １�１×［０�８］ ２０ 直立 平坦 － － ［中世］
本跡�SK１５３
SK１６１・１７６と新旧不明

１５３ Ｄ３ｊ３ Ｎ－２９°－Ｅ
［方・長方
形］

３�１×（１�２） ５６ 直立 平坦 人為 － ［中世］
SK１５２�本跡�第１号
堀跡

１６８ Ｅ３ｃ５ Ｎ－２１°－Ｅ
［方・長方
形］

（３�４）×（１�２） ３０ 外傾 平坦 人為 － ［中世］
本跡�SH１４，SE１８，SK
１１４

１７０ Ｄ３ｊ６ Ｎ－１１°－Ｅ 長方形 ２�２×０�９ ５１ 外傾 平坦 人為 － ［中世］
本跡�SH１９
SK１７７・１７８と新旧不明

１７２ Ｅ３ａ４ Ｎ－２５°－Ｅ
［方・長方
形］

１�５×（１�４） ２０ 直立 平坦 人為
土師器
陶器

［中世］
本跡�第１号堀跡，第
２号火葬土坑，SK９４・
１８０

１７４ Ｅ３ａ４ Ｎ－２２°－Ｅ
［方・長方
形］

［１�２］×（１�４） ５４ 直立 平坦 人為
縄文土器
土師器

［中世］
本跡�第１号堀跡
SK１４４・１６１と新旧不明

１７７ Ｅ３ａ７ Ｎ－３０°－Ｅ
［方・長方
形］

１�６×（０�５） ５６ 直立 平坦 人為 － ［中世］
本跡�SH１９
SK１７０と新旧不明

１７８ Ｄ３ｊ７ Ｎ－６４°－Ｗ 長方形 ２�６×１�４ ５８ 外傾 平坦 人為 － ［中世］
本跡�SH１９
SK１７０と新旧不明

１９５ Ｅ２ｇ９ Ｎ－５８°－Ｗ 長方形 ２�１×１�１ １６ 外傾 平坦 人為
縄文土器
土師器
不明鉄製品

［中世］ 本跡�SB１７

２１８ Ｃ３ｄ６ Ｎ－６２°－Ｗ 長方形 ３�１×１�３ ９７ 外傾 平坦 自然 土師器 ［中世］
SI１７�本跡�第３号大
形竪穴状遺構

２５０ Ｃ３ｅ８ Ｎ－２９°－Ｅ 長方形 （２�３）×１�０ ２９ 外傾 平坦 人為 土師器 ［中世］ SK２５１�本跡�SK２４９

―１８９―



第２１６図 その他の土坑実測図�

番号 位置
長軸（径）方向
南北軸（径）方向

平面形
規模（ｍ） 深さ

（�） 壁面 底面 覆土 出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）長軸（径）×短軸（径）

東西軸（径）×南北軸（径）

２５１ Ｃ３ｅ８ Ｎ－２８°－Ｅ
［方・長方
形］

（０�８）×２�１ １３ 外傾 平坦 － － ［中世］ 本跡�SK２４９・２５０

３４４ Ｇ２ｅ８ Ｎ－２０°－Ｗ
［方・長方
形］

（１�５）×（２�５） ３４ 直立 平坦 自然 －
［古墳時
代前期］

本跡�SI１８，SK３４２・
３４５，Pit５１９

３６０ Ｃ４ｇ２ Ｎ－１４°－Ｅ 長方形 ２�０×０�８ ３３ 外傾 平坦 人為 － ［中世］ 本跡�SH３３

３７５ Ｄ２ｉ０ Ｎ－２８°－Ｅ
［方・長方
形］

（３�１）×（１�２） ９２ 外傾 平坦 － － ［中世］
本跡�第１号堀跡
SK３７６と新旧不明

―１９０―



第２１７図 その他の土坑実測図�

―１９１―



第２１８図 その他の土坑実測図�

―１９２―



第２１９図 その他の土坑実測図�

―１９３―



第２２０図 その他の土坑実測図�

―１９４―



第２２１図 その他の土坑実測図�

―１９５―



第２２２図 その他の土坑実測図�

―１９６―



第２２３図 その他の土坑実測図�

―１９７―



第２２４図 その他の土坑実測図�

―１９８―



第２２５図 その他の土坑実測図�

―１９９―



第２２６図 その他の土坑実測図�

―２００―



第２２７図 その他の土坑実測図�

―２０１―



第２２８図 その他の土坑実測図�

―２０２―



第２２９図 その他の土坑実測図�

―２０３―



第２３０図 その他の土坑実測図�

―２０４―



第２３１図 その他の土坑実測図�

―２０５―



第２３２図 その他の土坑実測図�

―２０６―



第２３３図 その他の土坑実測図�

―２０７―



第２３４図 その他の土坑実測図�

―２０８―



第２３５図 その他の土坑実測図�

―２０９―



第２３６図 その他の土坑実測図�

―２１０―



第２３７図 その他の土坑実測図�

―２１１―



第２３８図 その他の土坑実測図�

―２１２―



第２３９図 その他の土坑実測図�

―２１３―



第１号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量

第４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量

第７号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子微量

第８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１０号土坑土層解説
１ 黒 色 ロームブロック少量
２ 明 褐 色 粘土ブロック中量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック少量
４ 黒 褐 色 粘土ブロック微量

第１１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子微量
２ 黒 色 粘土ブロック少量

第１２号土坑土層解説
１ 黒 色 ローム粒子微量
２ 黒 色 炭化粒子微量
３ 黒 色 ローム粒子少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子中量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第１３号土坑土層解説
１ 黒 色 炭化物中量，粘土粒子少量
２ 暗オリーブ褐色 粘土ブロック・炭化粒子・礫微量
３ 暗オリーブ褐色 粘土粒子中量
４ 暗オリーブ褐色 粘土粒子多量
５ 黒 褐 色 粘土ブロック微量

第１４号土坑土層解説
１ 黒 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子中量

第１６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第１７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第１８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック多量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 黒 色 ロームブロック中量
７ 黒 色 ロームブロック多量

第１９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第２１号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック多量

第２２号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック微量
５ 褐 色 ローム粒子中量
６ 褐 色 ローム粒子多量

第２５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック多量

第２６号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック中量，黒色土ブロック微量
４ 褐 色 ロームブロック多量，黒色土ブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３７３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第２８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第２９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
６ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量

第３１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第３７４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量
５ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量
７ 暗 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子少量

第３２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第３５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス微量

第３６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

第４１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量

―２１４―



第４２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

第４４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
３ 黄 褐 色 黒褐色土ブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第４５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黄 褐 色 炭化粒子微量

第４６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第４７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 炭化粒子微量
３ 黄 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黄 褐 色 黒褐色土ブロック・炭化粒子少量

第４８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，粘土

粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量

第４９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量

第５０号土坑土層解説
１ 明 褐 色 赤色粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子・自然礫微量
３ 褐 色 ロームブロック多量
４ 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子多量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，自然礫微量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
８ 黒 褐 色 ローム粒子多量
９ 暗 褐 色 ローム粒子中量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第５３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第５４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第５５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２ 黒 色 ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量
４ 黒 褐 色 ロームブロック多量
５ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
６ 暗 褐 色 ロームブロック多量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量
８ にぶい黄褐色 ロームブロック・黒色土ブロック多量

第５６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子多量
３ 黒 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量

第５７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子多量

第５８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
２ 褐 色 黒色土ブロック中量

第５９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量

第６１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子多量

第６２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第６５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量

第７６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・赤色粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子微量
７ 暗 褐 色 粘土粒子少量
８ 暗 褐 色 ローム粒子多量

第７７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 褐 色 ローム粒子少量，自然礫微量
３ 褐 色 ロームブロック微量
４ 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子多量

第７８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量

第７９号土坑土層解説
１ にぶい黄褐色 焼土粒子・炭化粒子微量

第８２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第８３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
９ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子少量

第８４号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ローム粒子少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック多量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子中量
７ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子少量
８ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第８６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
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第８７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子少量

第９０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック多量
４ 褐 色 ローム粒子中量，鹿沼パミス微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック多量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
９ 灰 黄 褐 色 ローム粒子多量

第９２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量

第９６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第９８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第９９号土坑土層解説
１ にぶい黄褐色 ローム粒子多量，暗褐色土ブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック・暗褐色土ブロック中量，粘土ブ

ロック少量
３ 褐 色 ロームブロック多量，暗褐色土ブロック中量，粘

土ブロック微量
４ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，粘土ブロック微量
５ 褐 色 ロームブロック多量
６ 暗 褐 色 ロームブロック多量
７ 黄 橙 色 暗褐色土ブロック微量

第１０１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・自然礫微量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
５ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量

第１０４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
２ 黄 褐 色 鹿沼パミス・暗褐色土ブロック少量

第１０５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子多量

第１０６号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１０８号土坑土層解説
１ にぶい黄褐色 ローム粒子・鹿沼パミス・暗褐色土ブロック多量
２ 暗 褐 色 ローム粒子多量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第１０９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック微量

第１１３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１１８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量

第１１９号土坑土層解説
１ 黄 褐 色 ロームブロック・暗褐色土ブロック多量
２ 暗 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・暗褐色土ブロック多量
４ 黄 褐 色 暗褐色土ブロック微量

第１２２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第１２４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第１２５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第１２６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第１２８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第１２９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第１３０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１３１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第１３２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１３３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第１３５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第１３６号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第１３７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第１３８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１３９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子多量

第１４０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量
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第１４１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，鹿沼パミス

微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量，炭化粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
５ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック・鹿沼パミス少量

第１４５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第１４６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 鹿沼パミス少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・鹿沼パミス少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量

第１４７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック多量

第１４８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第１４９号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子多量
３ 褐 色 ローム粒子多量
４ 黒 色 ローム粒子少量

第１５０号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１５８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 褐 色 ローム粒子少量
５ 褐 色 ローム粒子多量
６ 明 褐 色 ローム粒子多量
７ 褐 色 ローム粒子中量

第１６０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１６４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス多量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック多量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量

第１６５号土坑土層解説
１ 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミス微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黄 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１６６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量

第１６７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子多量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第１７５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・鹿沼パミス少量
３ 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量

第１７９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス微量
４ 褐 色 ロームブロック多量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１８０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 褐 色 ローム粒子多量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

第１８１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 色 ローム粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子多量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３７８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック多量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量
３ 褐 色 ローム粒子多量
４ 黒 色 ローム粒子少量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子多量

第１８４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第１８５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

第１８６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・鹿沼パミス少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１８７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・鹿沼パミス少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量

第１８８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・鹿沼パミス少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第１８９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 色 ロームブロック少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
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第１９１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
２ 褐 色 暗褐色土ブロック多量，炭化粒子微量

第１９３号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス多量
２ 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量
３ 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量
７ 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス中量
８ 暗 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス中量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス微量

第１９４号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
２ 褐 色 鹿沼パミス多量，ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量
４ 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量
５ 褐 色 鹿沼パミス中量，ロームブロック少量

第１９７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック多量

第１９８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２００号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２０１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２０２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック多量

第２０３号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
２ 暗 褐 色 鹿沼パミス中量，ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 鹿沼パミス少量，ロームブロック微量
４ 極 暗 褐 色 ローム粒子・鹿沼パミス微量

第２０４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２０５号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック多量

第２０６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第２０７号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック多量

第２０８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック多量

第２０９号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック多量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第２１０号土坑土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック多量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック多量

第２１１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック多量，炭化物微量

第２１２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量

第２１３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２１６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第２１９号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第２２０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第２２２号土坑土層解説
１ にぶい褐色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック微量

第２２４号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック多量

第２２５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ にぶい褐色 ロームブロック中量，鹿沼パミス微量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ローム粒子中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２２６号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２２７号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 鹿沼パミス少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 鹿沼パミス少量，炭化粒子微量
４ 極 暗 褐 色 鹿沼パミス少量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子微量

第２２８号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第２２９号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 鹿沼パミス中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
６ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第２３０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
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第２３１号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック微量
２ にぶい褐色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第２３２号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量

第２３４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第２３５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，鹿沼パミス少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック多量
４ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第２３６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 鹿沼パミス少量，ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 鹿沼パミス少量，ロームブロック・炭化物微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第２３８号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量
２ 明 褐 色 ローム粒子多量
３ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子多量

第２３９号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量
２ 褐 色 ローム粒子中量
３ 明 褐 色 ローム粒子多量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第２４１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック微量
３ 黄 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量，炭化粒子微量

第２４２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ローム粒子中量

第２４３号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ローム粒子中量

第２４４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス微量

第２４５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２４６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２５２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 鹿沼パミス少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック多量
４ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２５３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第２５４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第２５５号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量

第２５７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第２５９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 褐 色 ローム粒子中量

第２６０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス・焼土粒子・炭化粒

子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第２６１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，鹿沼パミス少量

第２６２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２６３号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２６４号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第２６５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第２６６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・鹿沼パミス微量

第２６７号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第２６８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス微量

第２６９号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子・鹿沼パミス少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量

第２７０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２７１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
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第２７２号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２７８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第２８１号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第２８２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２８３号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量

第２８４号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量

第２８５号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

第２８６号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第２８７号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２９１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第２９２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第２９３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子多量

第２９５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第３００号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック多量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第３０１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，鹿沼パミス微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３０２号土坑土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，鹿沼パミス少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・鹿沼パミス微量
３ にぶい黄褐色 ローム粒子多量，鹿沼パミス微量
４ にぶい黄褐色 ロームブロック多量

第３０３号土坑土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック少量
２ 黄 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
３ 黄 褐 色 ロームブロック多量
４ にぶい黄褐色 ロームブロック多量

第３０４号土坑土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３０５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ にぶい黄褐色 ロームブロック多量

第３０６号土坑土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，炭化粒子微量

第３０７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子多量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第３０８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第３０９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第３１０号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第３１１号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量
２ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量

第３１２号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量
２ 褐 色 炭化粒子微量

第３１３号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子少量
５ 褐 色 ローム粒子多量
６ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第３１５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 明 褐 色 ロームブロック多量

第３１６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第３１７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第３１８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第３１９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３２０号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ローム粒子中量
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第３２１号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量，炭化物微量
２ 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ローム粒子多量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ローム粒子多量

第３２２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３２３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子多量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第３２４号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３２５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第３２６号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック多量

第３２７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量

第３２８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・鹿沼パミス微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス微量
３ 褐 色 鹿沼パミス中量，ロームブロック微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量，炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，鹿沼パミス微量
６ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・鹿沼パミス微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子微量
８ 暗 褐 色 鹿沼パミス中量，ロームブロック少量

第３３１号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３３２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第３３４号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第３３５号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第３３６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ にぶい褐色 ローム粒子中量

第３３７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量

第３４０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３４１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３４３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第３４６号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック少量

第３４７号土坑土層解説
１ にぶい赤褐色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック微量
６ 灰 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

第３４８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 褐 色 ローム粒子多量

第３４９号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子多量

第３５０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第３５３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・鹿沼パミス微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・鹿沼パミス微量
３ 暗 褐 色 鹿沼パミス少量，ローム粒子・炭化粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス微量

第３５４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・鹿沼パミス微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 鹿沼パミス少量，ロームブロック微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第３５５号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・鹿沼パミス微量
２ 黒 褐 色 鹿沼パミス少量，ロームブロック・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス微量

第３５６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第３５８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 炭化物少量

第３６１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 褐 色 ローム粒子多量
３ 暗 褐 色 ローム粒子多量

第３６２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量

第３６３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第３６４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
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第３６５号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量

第３６７号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
３ 褐 色 ローム粒子多量，鹿沼パミス少量
４ 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量

第３６８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量，炭化粒子

微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス少量
３ 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量

第３６９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 鹿沼パミス少量，ロームブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス微量

第３７０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第３７２号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量

第３７７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック多量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量
７ 褐 色 赤色粒子微量（ローム土）
８ 暗 褐 色 ロームブロック多量
９ 黄 褐 色 赤色粒子中量（ローム土）
１０ 明 褐 色 赤色粒子微量（ローム土）

表２２ その他の時代の土坑一覧表（時期不明）

番号 位置
長軸（径）方向
南北軸（径）方向

平面形
規模（ｍ） 深さ

（�） 壁面 底面 覆土 出土遺物
備考

重複関係
（古�新）長軸（径）×短軸（径）

東西軸（径）×南北軸（径）

１ Ｇ２ｄ６ Ｎ－５１°－Ｗ 長方形 ３�２×１�０ １１ 外傾 平坦 －
縄文土器
土師器

SI１�本跡
Pit５２３と新旧不明

４ Ｇ２ｂ９ Ｎ－４９°－Ｅ 楕円形 １�１×０�７ ３２ 外傾 平坦 自然 縄文土器 本跡�SK５，Pit５４７

５ Ｇ２ｂ９ Ｎ－６７°－Ｗ 長方形 １�４×１�０ ８ 外傾 平坦 －
縄文土器
土師器

SH３，SK４�本跡

７ Ｇ２ｂ８ Ｎ－３１°－Ｅ 長方形 ２�５×１�３ １５ 外傾 皿状 自然 古銭 第１号大形竪穴状遺構�本跡

８ Ｇ２ｂ９ Ｎ－２４°－Ｅ
［方・長方
形］

１�８×（１�０） ３７ 外傾 平坦 自然 土師器 SK９�本跡�Pit５４８

１０ Ｇ２ａ９ Ｎ－４０°－Ｗ 長方形 １�５×１�０ ３６ 外傾 平坦 人・自 － SK１１�本跡

１１ Ｇ２ａ９ Ｎ－５５°－Ｗ 長方形 ３�７×２�２ ３０ 外傾 平坦 自然 土師器
本跡�SK１０・１２
SK１３と新旧不明

１２ Ｇ２ａ９ Ｎ－６２°－Ｗ 長方形 ２�１×１�７ ２７ 外傾 平坦 自然
縄文土器
土師器

SK１１�本跡

１３ Ｇ２ａ９ Ｎ－２°－Ｅ 楕円形 １�８×１�０ ４０ 外傾 皿状 人為 － SK１１と新旧不明

１４ Ｇ２ａ９ Ｎ－６１°－Ｗ 長方形 ０�９×０�８ ２９ 外傾 平坦 自然 － －

１６ Ｇ２ａ６ Ｎ－３０°－Ｅ
不整
楕円形

３�７×１�６ ６３ 外傾 皿状 自然
縄文土器
土師器

－

１７ Ｆ１ｇ０ Ｎ－２５°－Ｅ 長方形 （３�８）×２�０ ３９ 外傾 平坦 自然
土師器
陶器

－

１８ Ｆ１ｅ８ Ｎ－２５°－Ｅ
不整
楕円形

（４�０）×３�６ ５０ 外傾 平坦 人為
縄文土器
土師器

－

１９ Ｆ１ｅ７ Ｎ－２５°－Ｅ 長方形 ３�９×（１�８） ３５ 外傾 平坦 自然
土師器
陶器

－

２１ Ｇ２ｃ４ Ｎ－３４°－Ｅ 楕円形 ３�２×１�３ ４０ 外傾 皿状 人・自
弥生土器
土師器

－
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番号 位置
長軸（径）方向
南北軸（径）方向

平面形
規模（ｍ） 深さ

（�） 壁面 底面 覆土 出土遺物
備考

重複関係
（古�新）長軸（径）×短軸（径）

東西軸（径）×南北軸（径）

２２ Ｆ２ｈ３ Ｎ－７６°－Ｗ 楕円形 ２�４×１�３ ７０ 外傾 皿状 自然 縄文土器 －

２５ Ｆ２ｉ５ Ｎ－７２°－Ｗ 楕円形 １�９×（１�０） ４１ 外傾 皿状 人為 陶器 －

２６ Ｆ２ｇ２ Ｎ－７８°－Ｗ 楕円形 ２�４×１�２ ６３ 外傾 皿状 人・自 － －

２７ Ｆ２ｉ４ Ｎ－６５°－Ｗ
不整
長方形

（２�４）×１�８ ４２ 外傾 平坦 人為
縄文土器
土師器
須恵器

本跡�SK３７３

２８ Ｇ２ｄ７ Ｎ－６１°－Ｗ 長方形 １�３×１�１ １７ 外傾 平坦 自然 － SI１，第９号火葬土坑�本跡

２９ Ｆ２ｈ４ － 円形 １�４×１�３ ４６ 外傾 平坦 人為 － －

３１ Ｆ２ｈ０ Ｎ－８°－Ｗ 不整形 ２�２×１�８ １４ 外傾 皿状 － － 本跡�SK３７４

３２ Ｆ２ｉ０ Ｎ－６２°－Ｗ ［長方形］ （１�４）×１�１ １５ 外傾 皿状 自然 － －

３５ Ｅ２ｈ５ Ｎ－８７°－Ｅ 楕円形 １�７×１�２ ５８ 外傾 皿状 人為
縄文土器
土師器

SK３８�本跡

３６ Ｅ２ｈ０ Ｎ－９０° ［楕円形］ （０�９）×０�８ １８ 外傾 凹凸 自然
縄文土器
土師器

第３号方形周溝遺構�本跡�SK５０
Pit５４９と新旧不明

３８ Ｅ２ｈ５ Ｎ－８０°－Ｗ 長方形 １�７×１�０ ２０ 外傾 平坦 自然
縄文土器
土師器

本跡�SK３５・４０

４０ Ｅ２ｈ５ Ｎ－９０° 楕円形 １�０×０�９ ３３ 外傾 平坦 －
縄文土器
土師器

SK３８�本跡

４１ Ｆ２ｈ０ Ｎ－２０°－Ｗ 楕円形 ０�６×０�５ ９０ 外傾 平坦 自然 － －

４２ Ｅ２ｇ８ Ｎ－６６°－Ｗ 長方形 ５�０×２�４ １３ 外傾 平坦 －
縄文土器
土師器

SK９９・１０３�本跡

４４ Ｅ２ｇ５ Ｎ－５０°－Ｗ 楕円形 １�０×０�９ ３７ 直立 平坦 人為
縄文土器
土師器

－

４５ Ｅ２ｇ４ Ｎ－６５°－Ｅ 楕円形 １�４×０�９ １８ 外傾 平坦 人為 － －

４６ Ｆ２ｄ２ Ｎ－２９°－Ｅ 長方形 ２�５×０�９ ９ 外傾 平坦 －
縄文土器
土師器

－

４７ Ｅ２ｇ４ Ｎ－１０°－Ｅ 楕円形 １�６×１�１ ３５ 外傾 平坦 自然
縄文土器
土師器

－

４８ Ｆ２ｄ４ Ｎ－１０°－Ｅ 楕円形 ０�９×０�７ ４４ 外傾 平坦 自然
縄文土器
土師器
須恵器

SI３�本跡

４９ Ｆ２ｆ１ Ｎ－２６°－Ｅ 不整形 ４�２×４�２ １７ 外傾 平坦 人為 － －

５０ Ｅ２ｈ０ Ｎ－６３°－Ｗ 長方形 ２�２×１�４ ４０ 外傾 平坦 人為
縄文土器
弥生土器
土師器

第３号方形周溝遺構，SK３６�本跡

５３ Ｅ２ｇ０ Ｎ－５５°－Ｗ 楕円形 １�４×１�０ １９ 外傾 平坦 人為 － SK１２１�本跡

５４ Ｆ２ｄ４ － 円形 ０�４×０�４ ７５ 直立 平坦 自然
縄文土器
土師器

SI３�本跡
SB６と新旧不明

―２２３―



番号 位置
長軸（径）方向
南北軸（径）方向

平面形
規模（ｍ） 深さ

（�） 壁面 底面 覆土 出土遺物
備考

重複関係
（古�新）長軸（径）×短軸（径）

東西軸（径）×南北軸（径）

５５ Ｅ２ｅ５ Ｎ－３７°－Ｅ 長方形 ２�７×１�３ ４３ 外傾 平坦 人為
縄文土器
土師器
須恵器

本跡�SD６

５６ Ｅ２ｆ６ Ｎ－６５°－Ｗ 長方形 ３�１×１�６ １７ 外傾 凹凸 人為 土師器
第１号方形周溝遺構，SD６・７
�本跡

５７ Ｅ２ｇ２ Ｎ－８０°－Ｗ 方形 ０�９×０�８ １４ 外傾 平坦 － － －

５８ Ｅ２ｆ２ － 円形 ０�８×０�８ １２ 外傾 平坦 人為 － －

５９ Ｅ２ｆ３ Ｎ－８１°－Ｗ 楕円形 １�３×０�８ １４ 外傾 平坦 自然
縄文土器
土師器

－

６１ Ｆ３ｂ３ Ｎ－３６°－Ｅ 長方形 １�１×０�６ １０ 外傾 平坦 自然 土師器 SI１４�本跡

６２ Ｆ３ａ２ Ｎ－７９°－Ｗ 不整形 ２�１×１�３ ７ 外傾 平坦 － 土師器 －

６４ Ｅ２ｅ３ － 円形 ０�９×０�９ ２４ 外傾 平坦 － － SB５�本跡

６５ Ｅ３ｇ１ － － （１�７）×（０�６） １９ 外傾 平坦 自然 － 本跡�SK９０

６６ Ｅ２ｈ１ Ｎ－７９°－Ｗ
不整
長方形

２�２×１�４ ２０ 外傾 平坦 － － －

７６ Ｅ３ｊ１ Ｎ－２７°－Ｅ 長方形 ３�８×２�０ ３４ 外傾 平坦 自然
縄文土器
土師器

第３号方形周溝遺構�本跡

７７ Ｅ３ｊ３ Ｎ－６３°－Ｗ 長方形 １�２×０�９ ２２ 外傾 皿状 自然 －
SD１０�本跡
第３号方形周溝遺構と新旧不明

７８ Ｅ２ｄ８ － 円形 １�０×１�０ ２５ 外傾 平坦 人為 縄文土器 －

７９ Ｅ２ｅ６ Ｎ－２５°－Ｅ 楕円形 １�１×１�０ １３ 外傾 平坦 － 縄文土器 －

８２ Ｅ３ｂ７ Ｎ－６５°－Ｗ ［長方形］ （１�６）×０�９ ７１ 直立 平坦 自然 縄文土器 SK８１�本跡

８３ Ｅ３ｂ６ Ｎ－７４°－Ｗ 長方形 ２�３×１�２ ６９ 直立 平坦 人為 縄文土器 SK１２３と新旧不明

８４ Ｅ３ａ６ Ｎ－７０°－Ｗ 長方形 ２�６×１�０ ６５ 直立 平坦 人為 縄文土器 SK８９�本跡

８６ Ｄ３ｊ６ Ｎ－６９°－Ｗ ［長方形］ （１�０）×０�９ ３２ 外傾 平坦 － －
本跡�SK９６・３７８
SK９３と新旧不明

８７ Ｅ３ａ６ Ｎ－６５°－Ｅ 楕円形 １�１×０�９ ５２ 直立 皿状 人為 － 第５号火葬土坑，SK８８�本跡

９０ Ｅ３ｇ１ Ｎ－５６°－Ｗ 長方形 ２�５×１�２ ４８ 外傾 平坦 人為
縄文土器
土師器

SK６５�本跡

９２ Ｅ３ｄ５ Ｎ－１８°－Ｅ 長方形 １�０×０�９ １６ 外傾 平坦 自然 － SH１４�本跡

９３ Ｄ３ｊ５ Ｎ－９０° ［長方形］ （１�７）×１�３ － － － － －
SK８６・９６・１００・１６２・１８１・３７９
と新旧不明

９６ Ｄ３ｊ６ Ｎ－２９°－Ｅ ［長方形］ ３�２×１�９ ３５ 外傾 凹凸 人為
縄文土器
土師器

SK８６・９８・１００・３７８�本跡
SK８８・９３・１６２と新旧不明

―２２４―



番号 位置
長軸（径）方向
南北軸（径）方向

平面形
規模（ｍ） 深さ

（�） 壁面 底面 覆土 出土遺物
備考

重複関係
（古�新）長軸（径）×短軸（径）

東西軸（径）×南北軸（径）

９８ Ｄ３ｊ６ Ｎ－３０°－Ｅ － １�０×（０�３） １５ 外傾 平坦 － －
本跡�SK９６・３７８
SK１００と新旧不明

９９ Ｅ２ｇ８ Ｎ－６０°－Ｗ 不整形 ２�１×０�９ ３１ 外傾 皿状 人為 － 本跡�SK４２

１００ Ｄ３ｊ５ Ｎ－３０°－Ｅ － （０�８）×（１�８） － － － －
縄文土器
土師器
不明鉄製品

本跡�SK９６
SK９３・９８・３７９・３８０と新旧不明

１０１ Ｅ３ｊ２ Ｎ－７０°－Ｗ 長方形 １�６×０�９ ３３ 外傾 平坦 人為 －
第３号方形周溝遺構，第７号火葬
土坑�本跡

１０３ Ｅ２ｇ８ Ｎ－７４°－Ｗ 楕円形 ０�９×０�７ ３２ 外傾 平坦 － － 本跡�SK４２

１０４ Ｅ２ｆ８ Ｎ－２０°－Ｅ 長方形 ０�８×０�７ ２５ 外傾 平坦 人為 縄文土器 第２号方形周溝遺構�本跡

１０５ Ｅ２ｅ８ Ｎ－２４°－Ｅ 楕円形 １�０×０�８ ４３ 外傾 皿状 自然 － －

１０６ Ｄ２ｉ０ Ｎ－５５°－Ｗ 長方形 ０�９×０�８ １２ 外傾 皿状 － － 第１号堀跡�本跡

１０８ Ｅ２ｃ８ Ｎ－６４°－Ｗ
隅丸
長方形

１�３×０�６ ３２ 外傾 平坦 人為 － －

１０９ Ｅ２ｃ９ Ｎ－８５°－Ｗ ［楕円形］ （０�９）×０�６ ７ 外傾 平坦 － 縄文土器 －

１１０ Ｄ２ｊ０ Ｎ－６９°－Ｗ 楕円形 １�３×０�７ ４０ 外傾 平坦 －
縄文土器
土師器

第１号堀跡と新旧不明

１１３ Ｅ２ｆ４ Ｎ－８１°－Ｗ 楕円形 １�７×１�１ １３ 外傾 平坦 － 土師器 －

１１８ Ｅ２ｅ０ Ｎ－３６°－Ｗ 楕円形 １�０×０�７ ７ 外傾 平坦 － － －

１１９ Ｅ２ｄ０ Ｎ－６０°－Ｗ 方形 １�３×１�２ ４２ 外傾 平坦 人為
縄文土器
弥生土器
土師器

SK１２０�本跡

１２２ Ｅ３ｊ２ Ｎ－３０°－Ｅ 不整形 １�７×１�１ ２２ 外傾 皿状 人為 －
SD１０�本跡
第３号方形周溝遺構と新旧不明

１２４ Ｄ３ｇ５ Ｎ－５７°－Ｗ 長方形 １�７×０�８ １２ 外傾 平坦 人為 － －

１２５ Ｄ３ｇ５ Ｎ－６３°－Ｗ 楕円形 １�２×１�０ ２６ 直立 平坦 自然 － －

１２６ Ｄ３ｉ４ Ｎ－７１°－Ｗ 長方形 １�３×１�０ １５ 外傾 平坦 － － －

１２８ Ｄ３ｇ６ Ｎ－４０°－Ｅ 方形 １�２×１�１ ２６ 外傾 平坦 人・自 磁器 SK１３１�本跡

１２９ Ｄ３ｇ５ Ｎ－５６°－Ｗ 楕円形 １�７×１�４ ６３ 外傾 平坦 自然
土師器
陶器

－

１３０ Ｄ３ｇ５ Ｎ－６０°－Ｗ 長方形 １�５×１�３ ４２ 外傾 平坦 自然
土師器
陶器
釘

－

１３１ Ｄ３ｇ６ Ｎ－６０°－Ｗ 不整形 （１�４）×１�４ ２６ 直立 平坦 － － 本跡�SK１２８・１３２・１３６

１３２ Ｄ３ｈ６ Ｎ－３６°－Ｅ 方形 １�３×１�２ １９ 外傾 平坦 － －
SK１３１�本跡�SK１３３
SK１３６と新旧不明

―２２５―



番号 位置
長軸（径）方向
南北軸（径）方向

平面形
規模（ｍ） 深さ

（�） 壁面 底面 覆土 出土遺物
備考

重複関係
（古�新）長軸（径）×短軸（径）

東西軸（径）×南北軸（径）

１３３ Ｄ３ｈ６ Ｎ－６７°－Ｗ 長方形 １�０×０�８ ２３ 外傾 平坦 － － SK１３２�本跡

１３５ Ｄ３ｈ７ Ｎ－２８°－Ｅ
［方・長方
形］

（１�１）×１�１ １５ 外傾 平坦 自然 － －

１３６ Ｄ３ｈ６ Ｎ－５０°－Ｗ 楕円形 ０�８×０�７ ２９ 直立 平坦 － －
SK１３１�本跡
SK１３２と新旧不明

１３７ Ｄ３ｈ７ Ｎ－６１°－Ｗ 長方形 １�２×０�８ ２６ 外傾 平坦 自然 － 底面に炭化範囲

１３８ Ｄ３ｈ７ Ｎ－６６°－Ｗ 長方形 １�０×０�８ ４６ 直立 皿状 人為 － －

１３９ Ｅ２ａ６ － 円形 １�０×１�０ ７ 外傾 平坦 － － －

１４０ Ｅ２ｇ０ － 円形 ０�９×０�９ １５ 外傾 平坦 自然 － SK１６５�本跡

１４１ Ｅ３ｄ４ Ｎ－２４°－Ｅ 長方形 ２�８×２�４ ２５ 外傾 平坦 人為
縄文土器
陶器
磁器

SE１９�本跡

１４４ Ｅ３ａ４ Ｎ－３２°－Ｅ 長方形 １�５×１�０ － － － － － SK１７４・１７５，Pit５８２と新旧不明

１４５ Ｄ３ｊ４ Ｎ－２９°－Ｅ 長方形 １�１×０�７ １２ 外傾 皿状 自然 － SK１７１・１７６と新旧不明

１４６ Ｅ３ａ５ Ｎ－２４°－Ｅ 方形 ０�６×０�６ ４０ 直立 平坦 人為 土師器 UP６，SE７，SK１７５�本跡

１４７ Ｅ３ｆ１ Ｎ－５９°－Ｗ 長方形 ２�３×１�７ ３７ 外傾 平坦 人為
縄文土器
土師器

SK１４８・１５８・１５９�本跡
Pit５５０と新旧不明

１４８ Ｅ３ｆ１ Ｎ－５９°－Ｗ 長方形 （１�３）×１�０ ３４ 外傾 平坦 自然 － SK１４９�本跡�SK１４７

１４９ Ｅ３ｆ１ Ｎ－５９°－Ｗ 楕円形 ［２�１］×１�６ ３５ 外傾 平坦 自然 －
本跡�SK１４８
Pit５５１と新旧不明

１５０ Ｄ３ｈ２ Ｎ－２８°－Ｗ 楕円形 １�１×０�９ １４ 外傾 平坦 自然 － －

１５８ Ｅ２ｆ０ Ｎ－３２°－Ｗ 楕円形 １�１×０�９ ５９ 外傾 皿状 自然 － SK１５９�本跡�SK１４７

１６０ Ｄ３ｉ１ Ｎ－６２°－Ｗ 長方形 １�９×１�１ ５８ 外傾 平坦 人為 －
SK１０７�本跡
Pit５４２～５４４と新旧不明

１６１ Ｄ３ｊ４ Ｎ－２０°－Ｅ 方形 １�５×１�５ － 外傾 平坦 － －
SD１４�本跡
SK１５２・１７４と新旧不明

１６２ Ｅ３ａ５ Ｎ－６５°－Ｗ 長方形 ２�０×１�２ － － － － －
本跡�SK１７９
SK９３・９６・１８１と新旧不明

１６４ Ｄ３ｊ６ Ｎ－６６°－Ｗ 長方形 ２�５×１�７ ８３ 直立 平坦 人為 － SK１６９・３８０と新旧不明

１６５ Ｅ３ｆ１ Ｎ－７８°－Ｗ
不整
楕円形

３�２×１�３ ５４ 外傾 皿状 自然 － 本跡�SK１４０

１６６ Ｄ３ｈ４ Ｎ－１９°－Ｅ 長方形 ４�０×０�９ ５８ 外傾 平坦 人為 － SD１４�本跡

１６７ Ｄ３ｊ６ Ｎ－２６°－Ｅ 楕円形 １�０×０�７ ２５ 外傾 皿状 自然 － －

―２２６―



番号 位置
長軸（径）方向
南北軸（径）方向

平面形
規模（ｍ） 深さ

（�） 壁面 底面 覆土 出土遺物
備考

重複関係
（古�新）長軸（径）×短軸（径）

東西軸（径）×南北軸（径）

１６９ Ｄ３ｉ６ Ｎ－２２°－Ｅ － ０�９×（０�５） － － － － － SK１６４と新旧不明

１７１ Ｄ３ｊ３ Ｎ－６２°－Ｗ 不整形 ２�０×１�５ － － － －
縄文土器
土師器
釘ヵ

SK１４５・１５２・１７６と新旧不明

１７５ Ｄ３ｊ４ Ｎ－６６°－Ｗ ［長方形］ （２�４）×１�７ ４５ 直立 平坦 人為 －
UP６�本跡�SE７，SK１４６・１８０
SK１４４と新旧不明

１７６ Ｄ３ｊ３ Ｎ－１０°－Ｅ 隅丸方形 １�２×１�１ － － － － － SK１４５・１５２・１７１と新旧不明

１７９ Ｅ３ａ５ Ｎ－７３°－Ｗ 長方形 １�６×０�８ ３２ 直立 平坦 人為 －
SK１６２�本跡
Pit５８３・５８４と新旧不明

１８０ Ｅ３ａ５ Ｎ－２０°－Ｅ 長方形 ２�２×１�６ ８０ 直立 平坦 自然 － SK１７２・１７５・１８１�本跡

１８１ Ｄ３ｊ５ Ｎ－６１°－Ｗ 長方形 １�７×１�１ ６７ 直立 平坦 自然 －
本跡�SK１８０
SK９３・１６２・３７９と新旧不明

１８４ Ｄ３ｇ６ Ｎ－６４°－Ｗ 長方形 １�１×０�８ １７ 外傾 平坦 自然 － －

１８５ Ｄ３ｇ６ Ｎ－６７°－Ｗ 長方形 １�６×０�９ ３２ 外傾 平坦 自然 － SK１８９，Pit５５２・５５３と新旧不明

１８６ Ｄ３ｇ７ Ｎ－６２°－Ｗ 長方形 ２�４×０�８ ４０ 直立 平坦 人為 － SK１８７�本跡

１８７ Ｄ３ｇ７ Ｎ－６２°－Ｗ
［方・長方
形］

（０�６）×０�８ ３４ 外傾 平坦 自然 － SK１８８�本跡�SK１８６

１８８ Ｄ３ｈ７ Ｎ－６２°－Ｗ 長方形 １�５×０�７ ４５ 外傾 平坦 自然 － 本跡�SK１８７

１８９ Ｄ３ｇ６ Ｎ－９０° 楕円形 １�０×０�９ ３０ 直立 平坦 自然 － SK１８５と新旧不明

１９０ Ｆ２ｄ７ Ｎ－７８°－Ｗ 楕円形 １�４×０�９ ２０ 外傾 皿状 － 土師器 －

１９１ Ｆ２ａ１ － 円形 １�１×１�１ ３３ 外傾 皿状 人・自
縄文土器
土師器

－

１９２ Ｆ２ｅ２ Ｎ－２５°－Ｅ 楕円形 １�０×０�８ ３０ 外傾 平坦 －
縄文土器
須恵器

Pit５５４と新旧不明

１９３ Ｄ３ｅ１ Ｎ－２０°－Ｅ 長方形 １�４×１�２ ７７ 外傾 平坦 人為 － －

１９４ Ｄ３ｅ１ Ｎ－７３°－Ｗ 方形 １�２×１�１ ６６ 外傾 平坦 人為 － －

１９７ Ｅ２ｆ９ Ｎ－４２°－Ｅ
隅丸
長方形

１�２×０�８ ４０ 外傾 皿状 人為 － SB１７と新旧不明

１９８ Ｄ３ｃ２ Ｎ－７３°－Ｗ 長方形 １�５×０�９ ５２ 外傾 平坦 自然 陶器 －

１９９ Ｄ２ｅ９ Ｎ－３５°－Ｗ
不整
楕円形

１�６×１�１ ５０ 外傾 平坦 － － SD１７�本跡

２００ Ｂ４ｆ６ Ｎ－７０°－Ｅ 楕円形 ０�６×０�５ ２１ 外傾 皿状 自然 － －

２０１ Ｂ４ｈ６ Ｎ－２７°－Ｗ 楕円形 ０�７×０�５ １８ 外傾 皿状 自然 － －

―２２７―



番号 位置
長軸（径）方向
南北軸（径）方向

平面形
規模（ｍ） 深さ

（�） 壁面 底面 覆土 出土遺物
備考

重複関係
（古�新）長軸（径）×短軸（径）

東西軸（径）×南北軸（径）

２０２ Ｂ４ｇ６ － 円形 ０�９×０�９ ６３ 外傾 平坦 人為 － －

２０３ Ｂ３ｆ７ Ｎ－８０°－Ｗ 長方形 （１�５）×０�８ ７９
直立
内傾

平坦 人・自 － －

２０４ Ｃ３ａ８ Ｎ－７４°－Ｗ 長方形 ０�９×０�７ １７ 外傾 平坦 自然 － －

２０５ Ｃ３ａ６ Ｎ－２５°－Ｗ 楕円形 １�１×０�７ ２４ 外傾 平坦 自然 土師器 －

２０６ Ｃ４ｃ２ Ｎ－２３°－Ｗ 楕円形 １�１×１�０ １０ 外傾 平坦 人・自 磁器 －

２０７ Ｃ３ａ８ Ｎ－７８°－Ｗ 長方形 １�９×０�９ ４２ 外傾 平坦 人為 縄文土器 －

２０８ Ｃ３ａ９ Ｎ－８１°－Ｗ 長方形 ２�５×０�９ ３３ 外傾 平坦 人為
土師器
磁器

－

２０９ Ｃ３ｃ０ － 円形 １�１×１�１ ４３ 内傾 平坦 人為 － －

２１０ Ｃ３ｃ０ － 円形 １�４×１�３ ３０ 外傾 平坦 人為 土師器 －

２１１ Ｃ４ｃ１ Ｎ－４０°－Ｗ 楕円形 １�０×０�９ ４１ 内傾 平坦 人為 縄文土器 －

２１２ Ｃ３ｃ０ Ｎ－３２°－Ｅ
不整
楕円形

０�９×０�５ ４１ 外傾 凹凸 自然 不明鉄製品 －

２１３ Ｃ３ｃ０ Ｎ－７５°－Ｗ 長方形 １�２×０�７ ４３ 外傾 平坦 自然 － －

２１６ Ｃ３ｃ０ Ｎ－４９°－Ｗ 不整形 ２�２×１�２ ３３ 外傾 凹凸 自然 － 本跡�Pit１５６～１６１

２１９ Ｃ３ｂ７ Ｎ－８７°－Ｗ 長方形 １�４×０�８ ２１ 外傾 平坦 自然 不明鉄製品 SK２２０�本跡

２２０ Ｃ３ｂ７ Ｎ－５６°－Ｗ
不整
長方形

（２�５）×１�４ １７ 外傾 平坦 自然 陶器 SK２２２�本跡�SK２１９

２２２ Ｃ３ｂ６ Ｎ－６４°－Ｗ 長方形 １�９×１�６ ３７ 外傾 平坦 自然
土師器
釘ヵ

本跡�SK２２０

２２４ Ｃ３ｄ９ Ｎ－５７°－Ｗ 長方形 １�７×１�３ ６８ 直立 平坦 人為
縄文土器
陶器

－

２２５ Ｃ３ｄ９ Ｎ－５７°－Ｗ 長方形 １�７×１�１ ６４ 直立 平坦 人為 － －

２２６ Ｃ３ｄ０ － 円形 ０�９×０�９ ４９ 直立 皿状 人為 縄文土器 SH２２�本跡 SB２９と新旧不明

２２７ Ｃ３ｉ６ Ｎ－３２°－Ｅ 不整形 １�７×１�４ ５６ 外傾 平坦 自然
縄文土器
土師器

TM１�本跡

２２８ Ｃ３ｄ７ Ｎ－４２°－Ｗ 長方形 １�６×１�０ ６３ 外傾 平坦 自然 － －

２２９ Ｃ３ｂ５ Ｎ－２５°－Ｅ 長方形 １�７×１�３ １２８ 内傾 平坦 人・自
縄文土器
土師器

本跡�SK２５３

２３０ Ｃ３ｃ６ Ｎ－６４°－Ｗ 長方形 ２�１×１�７ ９ 外傾 平坦 － － －

―２２８―



番号 位置
長軸（径）方向
南北軸（径）方向

平面形
規模（ｍ） 深さ

（�） 壁面 底面 覆土 出土遺物
備考

重複関係
（古�新）長軸（径）×短軸（径）

東西軸（径）×南北軸（径）

２３１ Ｃ３ｂ６ Ｎ－５２°－Ｗ 長方形 １�３×１�１ １８ 外傾 平坦 人為 － －

２３２ Ｃ３ｂ８ Ｎ－８１°－Ｗ 長方形 １�８×０�８ １５ 直立 平坦 － － 本跡�SK２３５・２３６

２３４ Ｃ３ｉ６ － 円形 ０�９×０�９ ４０ 内傾 平坦 自然
土師器
磁器

TM１�本跡

２３５ Ｃ３ｂ８ Ｎ－８３°－Ｗ 長方形 １�１×０�８ ８３ 直立 平坦 自然 － SH２４，SK２３２�本跡

２３６ Ｃ３ｂ８ Ｎ－８０°－Ｗ 長方形 １�２×０�７ ７０ 直立 平坦 自然
土師器
磁器

SK２３２�本跡

２３８ Ｂ３ｂ７ Ｎ－２８°－Ｅ 不整形 １�１×０�７ ２４ 外傾 凹凸 自然
陶器
磁器

本跡�Pit１８８・５８７

２３９ Ｂ３ｂ７ Ｎ－７０°－Ｅ 不整形 １�２×０�６ ４４ 外傾 凹凸 自然 － －

２４１ Ｂ３ｊ６ Ｎ－１８°－Ｅ
不整
楕円形

１�３×０�５ ６０ 外傾 皿状 自然 － Pit５１０�本跡

２４２ Ｂ３ｊ６ Ｎ－８０°－Ｅ 楕円形 （０�５）×０�３ １７ 外傾 皿状 自然 － 本跡�Pit２０５

２４３ Ｃ３ｂ７ Ｎ－５５°－Ｗ 長方形 ０�８×０�６ １８ 外傾 皿状 自然 － －

２４４ Ｃ３ｂ８ Ｎ－８０°－Ｗ 長方形 １�３×０�９ ７６ 内傾 平坦 人為
縄文土器
陶器
磁器

本跡�SK２４５
Pit３２２・４７５・４８１と新旧不明

２４５ Ｃ３ｂ９ Ｎ－８５°－Ｗ 長方形 ２�５×０�８ ３２ 外傾 凹凸 人・自 －
SK２４４・２４６・２４７�本跡
Pit３２２・４７６・４７７・４８０と新旧不明

２４６ Ｃ３ｃ９ Ｎ－８０°－Ｗ 長方形 ０�９×０�６ ５６ 直立 平坦 人為 －
SK２４７�本跡�SK２４５
Pit４８０と新旧不明

２４７ Ｃ３ｃ９ Ｎ－７５°－Ｗ 長方形 １�３×０�７ － － － － －
本跡�SK２４５・２４６
Pit４７９・４８０と新旧不明

２４８ Ｃ３ｂ９ － 円形 ０�８×０�８ － － － － 縄文土器 Pit４７８と新旧不明

２５２ Ｃ３ｉ７ Ｎ－７３°－Ｗ 楕円形 １�７×１�４ ６７ 直立 平坦 人為
土師器
煙管

TM１�本跡

２５３ Ｃ３ｂ５ Ｎ－６０°－Ｗ 長方形 １�３×１�１ ３７ 外傾 平坦 自然 － SK２２９�本跡

２５４ Ｃ３ｃ９ Ｎ－９０° 長方形 １�０×０�５ ５８ 直立 平坦 人為 － SK２８０�本跡�SK２８２

２５５ Ｃ４ｄ１ Ｎ－１８°－Ｅ 長方形 １�４×１�０ １９ 外傾 平坦 自然 陶器
SH２５�本跡
SB２９と新旧不明

２５７ Ｃ４ｅ１ Ｎ－２５°－Ｅ
不整
長方形

１�８×１�５ １７ 外傾 平坦 自然 －
SH２５・２６�本跡
SB２９と新旧不明

２５９ Ｃ４ｅ１ Ｎ－１３°－Ｅ 長方形 １�２×１�０ １８ 外傾 平坦 自然 －
SH２５�本跡
SB２９，Pit３１５と新旧不明

２６０ Ｄ３ｂ７ Ｎ－７９°－Ｗ 長方形 １�４×０�８ ２３ 直立 平坦 自然 －
TM１�本跡
SB２５と新旧不明

２６１ Ｄ３ｂ７ Ｎ－６９°－Ｗ 長方形 １�４×１�０ ２７ 外傾 平坦 自然 －
TM１�本跡
SB２５と新旧不明

―２２９―



番号 位置
長軸（径）方向
南北軸（径）方向

平面形
規模（ｍ） 深さ

（�） 壁面 底面 覆土 出土遺物
備考

重複関係
（古�新）長軸（径）×短軸（径）

東西軸（径）×南北軸（径）

２６２ Ｃ３ｅ９ Ｎ－３２°－Ｅ 長方形 ２�０×１�２ ３７ 外傾 平坦 人為 陶器 本跡�SK２６３

２６３ Ｃ３ｅ９ Ｎ－３２°－Ｅ 長方形 ２�１×１�０ ２３ 外傾 平坦 人為 － SK２６２・２６４�本跡

２６４ Ｃ３ｅ９ Ｎ－２９°－Ｅ 長方形 １�８×１�１ １０ 外傾 平坦 自然 － 本跡�SK２６３

２６５ Ｃ３ｅ０ Ｎ－２０°－Ｅ 長方形 １�２×０�９ ５６ 直立 平坦 人為 － Pit２０３・２０４と新旧不明

２６６ Ｄ３ｂ４ Ｎ－７５°－Ｗ 長方形 １�２×１�０ ２０ 外傾 平坦 － － TM１�本跡

２６７ Ｃ３ｉ８ － 円形 １�０×１�０ ４３ 外傾 平坦 自然 － －

２６８ Ｃ３ｉ７ Ｎ－５°－Ｅ 不整形 ２�０×１�６ ６５ 直立 平坦 人為 －
TM１�本跡�SK２６９・２７０・２７２
SK２８９と新旧不明

２６９ Ｃ３ｉ７ Ｎ－１２°－Ｅ 長方形 １�８×０�８ ８２ 直立 平坦 人為
土師器
陶器 磁器
釘

TM１，SK２６８�本 跡�SK２７０・
２７２
SK２８９と新旧不明

２７０ Ｃ３ｊ７ Ｎ－１９°－Ｅ 方形 ０�８×０�８ ３２ 外傾 平坦 人為 －
TM１，SK２６８・２６９・２７１�本跡
SK２８９と新旧不明

２７１ Ｃ３ｊ７ Ｎ－８２°－Ｗ 長方形 １�３×０�９ ５０ 外傾 平坦 人為
土師器
不明鉄製品

TM１�本跡�SK２７０
SK２８９と新旧不明

２７２ Ｃ３ｉ７ Ｎ－７９°－Ｗ 不整形 ２�０×１�１ ２６ 直立 平坦 人為 －
TM１，SK２６８・２６９�本跡
SK２８９と新旧不明

２７８ Ｃ３ｅ５ Ｎ－７°－Ｅ 楕円形 １�１×０�９ １５ 外傾 皿状 自然 土師器 －

２７９ Ｄ３ａ７ Ｎ－６２°－Ｗ 長方形 １�１×０�４ ６５ 直立 平坦 －
縄文土器
土師器

TM１�本跡

２８０ Ｃ３ｃ９ － － ０�６×（０�２） － － － － － 本跡�SK２５４・２８２

２８１ Ｃ３ｆ５ Ｎ－８３°－Ｗ 長方形 ２�５×１�３ ４０ 外傾 平坦 自然 － SK２３７と新旧不明

２８２ Ｃ３ｃ９ Ｎ－３°－Ｅ 長方形 ０�９×０�８ ３８ 外傾 皿状 人為 － SK２５４・２８０�本跡

２８３ Ｃ３ｊ９ Ｎ－７１°－Ｗ 長方形 １�０×０�８ ４６ 外傾 平坦 自然 － SK２８４・３５０・３５２�本跡�SK２８７

２８４ Ｃ３ｊ９ Ｎ－７３°－Ｗ 長方形 １�４×１�１ ７１ 外傾 平坦 － － 本跡�SK２８３・３５０

２８５ Ｃ３ｉ８ Ｎ－７７°－Ｗ 長方形 １�３×０�８ ７２ 直立 凹凸 自然 － TM１，SK２８６�本跡

２８６ Ｃ３ｊ８ Ｎ－７９°－Ｗ 不整形 １�７×１�１ ８０ 直立 平坦 自然
弥生土器
土師器
不明鉄製品

TM１�本跡�SK２８５
SK３５０と新旧不明

２８７ Ｃ３ｊ９ Ｎ－７８°－Ｗ 隅丸方形 １�４×１�２ ９０
直立
外傾

平坦 自然 －
SK２８３・３５２�本跡
SK３３３と新旧不明

２８８ Ｃ３ｊ７ Ｎ－２２°－Ｅ 方形 ０�６×０�６ ４５ 直立 平坦 － － TM１�本跡 SK２８９と新旧不明

２８９ Ｃ３ｊ７ Ｎ－７７°－Ｗ
［方・長方
形］

（１�６）×（１�１） １０ 外傾 平坦 － －
TM１�本跡
SK２６８～２７２・２８８と新旧不明

―２３０―



番号 位置
長軸（径）方向
南北軸（径）方向

平面形
規模（ｍ） 深さ

（�） 壁面 底面 覆土 出土遺物
備考

重複関係
（古�新）長軸（径）×短軸（径）

東西軸（径）×南北軸（径）

２９１ Ｃ３ｇ９ － 円形 ０�９×０�９ ６０ 直立 皿状 自然 － SH３１�本跡

２９２ Ｃ３ｆ４ － 円形 ０�７×０�７ ９ 外傾 平坦 自然 土師器 SB２６と新旧不明

２９３ Ｃ３ｆ９ Ｎ－６４°－Ｗ 長方形 ２�４×１�２ ６０ 直立 平坦 自然 －
SH３２�本跡
SB２７と新旧不明

２９５ Ｃ４ｆ３ Ｎ－３５°－Ｅ
［方・長方
形］

（１�８）×２�０ ３８ 外傾 平坦 自然 陶器 本跡�Pit４０８

２９６ Ｃ３ｅ８ Ｎ－５°－Ｅ 楕円形 （０�８）×１�４ ３１ 外傾 平坦 －
土師器
陶器

SK２９７と新旧不明

２９７ Ｃ３ｅ７ Ｎ－２７°－Ｅ 長方形 ３�０×１�１ １００ 外傾 平坦 － － SB２７，SK２９６・２９８と新旧不明

２９８ Ｃ３ｅ７ Ｎ－３５°－Ｅ
［方・長方
形］

（０�７）×１�４ ５９ 外傾 平坦 － － SB２７・SK２９７・２９９と新旧不明

２９９ Ｃ３ｆ８ Ｎ－２０°－Ｅ 長方形 ２�７×１�２ ５９ 外傾 平坦 － －
SB２４・２７，SK２９８，Pit４０５・４７４
と新旧不明

３００ Ｃ３ｇ９ Ｎ－２２°－Ｅ 長方形 １�５×０�８ ４４ 直立 平坦 人為 － －

３０１ Ｃ３ｈ９ Ｎ－２１°－Ｅ 長方形 １�４×１�０ ４８ 直立 平坦 人為
土師器
陶器

－

３０２ Ｃ３ｈ９ Ｎ－２３°－Ｅ 方形 １�１×１�１ ９６ 外傾 平坦 人為 － Pit３８８と新旧不明

３０３ Ｃ３ｉ３ Ｎ－７６°－Ｗ 長方形 １�１×０�９ ４４ 直立 平坦 人為 － －

３０４ Ｃ３ｉ３ Ｎ－７６°－Ｗ 長方形 １�１×０�９ ３２ 直立 平坦 人為 － TM２�本跡

３０５ Ｃ３ｈ９ Ｎ－３２°－Ｅ 楕円形 １�５×１�３ ７０ 外傾 平坦 人為
土師器
陶器
不明鉄製品

本跡�SK３０６，Pit２６１・２６２
Pit３９７・３９９と新旧不明

３０６ Ｃ３ｉ９ Ｎ－５０°－Ｗ 楕円形 １�１×１�０ ５０ 外傾 平坦 人為 －
SK３０５�本跡
SB２８と新旧不明

３０７ Ｃ３ｉ８ Ｎ－２０°－Ｅ 方形 １�２×１�１ ４９ 外傾 平坦 人為 － TM１�本跡

３０８ Ｃ３ｆ７ Ｎ－２８°－Ｅ 長方形 １�８×１�６ ２８ 外傾 平坦 自然 － SB２４・２７と新旧不明

３０９ Ｃ３ｄ８ Ｎ－５５°－Ｗ 楕円形 １�１×０�７ ２１ 外傾 平坦 自然 － －

３１０ Ｃ３ｄ０ Ｎ－６８°－Ｗ 不整形 ０�６×０�６ ２１ 外傾 皿状 自然 － 本跡�Pit２３１～２３３

３１１ Ｃ３ｄ０ Ｎ－６３°－Ｗ 楕円形 ０�８×０�５ １８ 外傾 平坦 自然 土師器 本跡�Pit２０１・２３４

３１２ Ｃ３ｅ０ Ｎ－２５°－Ｅ
不整
楕円形

１�７×１�１ １２ 外傾 平坦 自然 －
Pit５５６�本跡
SB２９，Pit５５５と新旧不明

３１３ Ｃ３ｈ９ Ｎ－６１°－Ｗ 長方形 ２�２×１�３ ４１ 外傾 平坦 人為 － SB２８，SK３１５と新旧不明

３１５ Ｃ３ｈ０ Ｎ－８°－Ｅ 長方形 １�０×０�７ ３３ 外傾 平坦 人為 －
本跡�Pit４８２
SB２８，SK３１３，Pit４２７と新旧不明

―２３１―



番号 位置
長軸（径）方向
南北軸（径）方向

平面形
規模（ｍ） 深さ

（�） 壁面 底面 覆土 出土遺物
備考

重複関係
（古�新）長軸（径）×短軸（径）

東西軸（径）×南北軸（径）

３１６ Ｃ３ｅ０ Ｎ－５４°－Ｗ 楕円形 ０�７×０�５ ５２ 外傾 皿状 自然 － SB２９と新旧不明

３１７ Ｃ３ｉ６ Ｎ－７１°－Ｗ 長方形 １�４×０�８ ３４ 外傾 平坦 自然 陶器 TM１�本跡

３１８ Ｃ３ｉ６ Ｎ－６４°－Ｗ 長方形 ０�９×０�７ １７ 外傾 皿状 自然 － TM１�本跡

３１９ Ｃ３ｉ７ Ｎ－７７°－Ｗ 長方形 １�１×０�８ ６６ 外傾 平坦 自然
土師器
不明鉄製品

TM１，SK３２４・３２５�本跡

３２０ Ｃ３ｃ７ Ｎ－６２°－Ｗ 長方形 ３�０×１�２ ６５ 外傾 平坦 自然 － －

３２１ Ｃ３ｄ７ Ｎ－６０°－Ｗ 長方形 １�８×１�１ ７４
直立
内傾

平坦 自然 － －

３２２ Ｃ３ｊ７ Ｎ－７１°－Ｗ 長方形 １�４×０�８ １８ 外傾 皿状 自然 － TM１�本跡

３２３ Ｃ３ｉ３ Ｎ－７５°－Ｗ 長方形 １�３×０�９ ７０ 直立 平坦 自然
土師器
陶器 砥石

SD１８�本跡
SK３３２と新旧不明

３２４ Ｃ３ｉ７ Ｎ－７７°－Ｗ 長方形 １�０×０�８ ４５ 外傾 平坦 － － TM１，SK３２５�本跡�SK３１９

３２５ Ｃ３ｉ７ Ｎ－７７°－Ｗ 不整形 ２�２×０�９ ２７ 外傾 平坦 自然 － TM１�本跡�SK３１９・３２４

３２６ Ｃ３ｊ５ Ｎ－７１°－Ｗ 長方形 １�１×０�８ ２８ 直立 皿状 人為 土師器 TM１�本跡

３２７ Ｃ３ｇ０ Ｎ－５８°－Ｗ 長方形 ２�４×１�２ ５４ 直立 平坦 人・自 － 第２号大形竪穴状遺構�本跡

３２８ Ｃ４ｈ１ Ｎ－１８°－Ｅ 長方形 ２�０×１�４ １０８
直立
内傾

平坦 人為 － 第２号大形竪穴状遺構�本跡

３３１ Ｇ２ｆ７ Ｎ－６３°－Ｗ 長方形 ２�０×１�０ ６ 外傾 平坦 － － Pit４４８と新旧不明

３３２ Ｃ３ｉ３ Ｎ－７５°－Ｗ
［方・長方
形］

（０�９）×０�８ ３３ 外傾 平坦 自然 陶器 SD１８，SK３２３，Pit４９９と新旧不明

３３３ Ｃ３ｊ９ Ｎ－９°－Ｗ ［楕円形］ （０�７）×０�７ ２１ 直立 平坦 －
陶器 磁器
不明鉄製品

SK２８７・３５２と新旧不明

３３４ Ｃ３ｈ７ Ｎ－６２°－Ｗ 楕円形 （０�８）×０�５ １５ 外傾 平坦 自然 － 本跡�Pit２８３

３３５ Ｃ３ｈ７ Ｎ－２８°－Ｗ
不整
楕円形

（０�８）×０�６ １２ 外傾 平坦 自然 － 本跡�Pit２９１

３３６ Ｇ２ｆ６ Ｎ－３３°－Ｅ ［楕円形］ （２�６）×２�８ ２８ 外傾 平坦 自然 － 本跡�Pit４５０

３３７ Ｇ２ｆ６ Ｎ－３５°－Ｗ 楕円形 ０�８×０�７ ２５ 外傾 平坦 自然 － －

３３９ Ｇ２ｅ６ Ｎ－４５°－Ｗ 楕円形 ０�８×０�６ １５ 外傾 皿状 － － －

３４０ Ｇ２ｅ６ － 円形 ０�５×０�５ ２８ 外傾 皿状 自然 － 本跡�Pit４８７

３４１ Ｇ２ｅ６ Ｎ－４０°－Ｗ 楕円形 １�１×０�９ ３６ 外傾 皿状 自然 － －

―２３２―



番号 位置
長軸（径）方向
南北軸（径）方向

平面形
規模（ｍ） 深さ

（�） 壁面 底面 覆土 出土遺物
備考

重複関係
（古�新）長軸（径）×短軸（径）

東西軸（径）×南北軸（径）

３４２ Ｇ２ｅ７ Ｎ－６０°－Ｗ 長方形 ２�７×２�０ ２８ 外傾 平坦 －
縄文土器
土師器

SI１８，SK３４４・３４５�本跡

３４３ Ｇ２ｄ８ Ｎ－６６°－Ｗ 楕円形 ２�６×２�１ ３５ 外傾 平坦 自然 － SH３４�本跡

３４５ Ｇ２ｄ８ Ｎ－５３°－Ｗ ［長方形］ ２�５×（０�９） ２３ 外傾 平坦 －
土師器
陶器

SK３４４�本跡�SK３４２

３４６ Ｇ２ｆ７ Ｎ－４０°－Ｗ ［長方形］ （１�４）×１�３ ３５ 外傾 平坦 自然 縄文土器 SI１８�本跡�SK３４７

３４７ Ｇ２ｆ７ Ｎ－３５°－Ｅ
［方・長方
形］

（０�６）×０�９ ６３ 外傾 平坦 自然 － SI１８，SK３４６�本跡

３４８ Ｃ３ｇ０ － 円形 ０�６×０�６ ３９ 外傾 皿状 自然 － 第２号大形竪穴状遺構�本跡

３４９ Ｇ２ｆ７ Ｎ－７７°－Ｗ ［楕円形］ （１�８）×１�２ ４０ 外傾 皿状 自然 － SI１８�本跡�SE１６

３５０ Ｃ３ｉ９ Ｎ－７５°－Ｗ 不整形 ２�５×１�１ ６０ 直立 平坦 自然 －
SK２８４�本跡�SK２８３
SK２８６と新旧不明

３５２ Ｃ３ｊ９ Ｎ－６８°－Ｗ 不整形 （１�４）×［０�９］ － － 平坦 － －
本跡�SK２８３・２８７
SK３３３と新旧不明

３５３ Ｃ４ｊ１ Ｎ－１５°－Ｅ 長方形 ０�９×０�８ ５２ 外傾 平坦 自然 － －

３５４ Ｃ３ｊ０ － 円形 １�２×１�１ ４２ 外傾 平坦 自然 陶器 －

３５５ Ｃ４ｊ１ Ｎ－１５°－Ｅ 楕円形 ０�９×０�８ ４５
外傾
内傾

平坦 自然 陶器 SK３７０�本跡

３５６ Ｃ３ｊ０ Ｎ－７４°－Ｗ 長方形 ２�１×０�８ １９ 外傾 平坦 自然 － 本跡�SK３５８

３５８ Ｃ３ｊ０ Ｎ－７３°－Ｗ 長方形 １�１×０�８ ３８ 外傾 平坦 自然 － SK３５６，３７０�本跡

３６１ Ｃ４ｅ３ Ｎ－２２°－Ｅ
［方・長方
形］

（０�８）×１�８ ５４ 外傾 平坦 自然 － －

３６２ Ｃ４ｅ３ Ｎ－１９°－Ｅ 長方形 １�３×０�９ ３７ 外傾 平坦 人為 土師器 SK３６５・３６８�本跡�SK３６４

３６３ Ｃ４ｆ３ Ｎ－１７°－Ｅ 長方形 １�５×０�９ ３２ 外傾 平坦 人為 － SK３６４・３６５・３６８�本跡

３６４ Ｃ４ｅ２ Ｎ－２５°－Ｅ 長方形 ３�１×１�２ ３０ 外傾 平坦 人為 陶器 SK３６２・３６５・３６８�本跡�SK３６３

３６５ Ｃ４ｅ２ Ｎ－２０°－Ｅ 長方形 ２�４×１�９ ４５ 外傾 平坦 人為 － SK３６８�本跡�SK３６２・３６３・３６４

３６７ Ｃ４ｉ２ Ｎ－３２°－Ｅ
［方・長方
形］

（０�４）×１�７ ８１ 外傾 平坦 人為 － SK３７２�本跡

３６８ Ｃ４ｅ２ Ｎ－２８°－Ｅ 長方形 ２�２×１�１ ８０ 外傾 平坦 人為 － 本跡�SK３６２～３６５

３６９ Ｃ４ｊ１ Ｎ－１９°－Ｅ 不整形 １�１×０�９ ５６ 直立 平坦 人為 土師器 －

３７０ Ｃ４ｊ１ Ｎ－７５°－Ｗ 長方形 ２�５×１�１ ２２ 外傾 平坦 自然 － 本跡�SK３５５・３５８

―２３３―



� ピット（第３図）

調査区全域に，径０�３ｍほどの平面形状が円形または楕円形のピットが５４１基確認されている。これらは

一部に集中して分布する傾向はみられず，調査区域内に散在しており，性格は不明である。これらのピッ

トについては，実測図を遺構全体図で示し，計測表で記載する。

番号 位置
長軸（径）方向
南北軸（径）方向

平面形
規模（ｍ） 深さ

（�） 壁面 底面 覆土 出土遺物
備考

重複関係
（古�新）長軸（径）×短軸（径）

東西軸（径）×南北軸（径）

３７２ Ｃ４ｉ２ Ｎ－２８°－Ｅ
［方・長方
形］

（０�６）×０�９ ３８ 外傾 平坦 － － 本跡�SK３６７

３７３ Ｆ２ｉ４ Ｎ－２４°－Ｅ 楕円形 ［２�０］×１�３ ３４ 外傾 平坦 人・自 － SK２７�本跡

３７４ Ｆ２ｈ０ － 不整円形 １�０×１�０ ４２ 直立 平坦 自然 － SK３１�本跡

３７６ Ｄ２ｉ０ Ｎ－２８°－Ｅ
［方・長方
形］

２�１×（１�５） ７４ 外傾 平坦 － － 第１号堀跡，SK３７５と新旧不明

３７７ Ｃ４ｈ２ Ｎ－３６°－Ｅ
［方・長方
形］

（１�４）×３�３ ９４ 外傾 平坦 人為 － －

３７８ Ｄ３ｊ６ Ｎ－８２°－Ｅ
隅丸
長方形

２�３×１�６ ８２ 外傾 平坦 自然 － SK８６・９８�本跡�SK９６

３７９ Ｄ３ｊ５ Ｎ－１２°－Ｗ 不整形 ２�０×（２�２） － 外傾 平坦 － － SK９３・１００・１８１・３８０と新旧不明

３８０ Ｄ３ｊ５ Ｎ－２５°－Ｅ 不整形 ３�０×（３�１） ８２ 外傾 平坦 － －
本跡�UP５
SK１００・１６４・３７９と新旧不明

表２３ ピット計測表

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

１ Ｅ２ｃ４ ２４ ２２ ２４ ７ Ｅ２ｃ５ ２１ ２１ ３６ １１ Ｅ２ｆ８ ３４ ３０ ２６

３ Ｅ２ｅ４ １８ １５ ７ ８ Ｅ２ｃ６ ３４ ３２ ２５ １２ Ｅ２ｆ８ （４１） ３６ ２５

５ Ｅ２ｅ３ ２９ ２１ １７ ９ Ｅ２ｅ７ ５５ ３４ １８ １３ Ｅ２ｅ６ ８１ ７４ ２６

６ Ｅ２ｃ５ ２６ ２３ １７ １０ Ｅ２ｆ７ ３３ ２４ ４９ １４ Ｅ２ｅ６ ６１ ５２ １５

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

１５ Ｅ２ｄ８ ３２ ２７ ２５ ２４ Ｅ２ｆ４ ２０ １７ １０ ２８ Ｅ２ｅ３ ３４ ２８ ２７

１６ Ｅ２ｇ７ ３３ ２６ ２３ ２５ Ｅ２ｆ４ ２５ ２１ １４ ２９ Ｅ２ｅ４ ２０ １５ １７

１７ Ｅ２ｇ７ ２３ ２１ ２３ ２６ Ｅ２ｆ４ ２４ １９ １６ ３０ Ｅ２ｅ３ ２４ ２０ ３９

１８ Ｅ２ｆ７ ３３ ３２ １５ ２７ Ｅ２ｆ４ ２１ ２１ １５ ３１ Ｅ２ｅ４ ２３ ２１ １４

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

３２ Ｅ２ｆ４ ２２ １８ １６ ３７ Ｅ２ｈ３ ２３ ２２ ２０ ４１ Ｅ２ｇ４ ２１ ２０ １５

３３ Ｅ２ｅ４ １８ １８ ２１ ３８ Ｅ２ｇ３ ２１ ２０ ３９ ４２ Ｅ２ｈ４ ３０ ２５ １９

３４ Ｅ２ｅ４ １８ １５ ２４ ３９ Ｅ２ｇ４ １８ １４ － ４３ Ｅ２ｈ４ ２８ ２６ １９

３５ Ｅ２ｃ６ （４４） ３０ ３０ ４０ Ｅ２ｇ４ ２４ ２３ １６ ４４ Ｅ２ｈ４ １８ １５ ２０

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

４５ Ｅ２ｈ４ １７ １５ １７ ４９ Ｅ２ｉ４ ２１ １９ １４ ５３ Ｅ２ｂ６ ２９ ２７ ４８

４６ Ｅ２ｈ４ ３４ ２９ ４４ ５０ Ｅ２ｉ４ ２１ ２０ １３ ５４ Ｅ２ｂ６ ３０ （１４） ３５

４７ Ｅ２ｉ４ １６ １５ １３ ５１ Ｅ２ｃ５ ３０ ２７ ４２ ５５ Ｅ２ｇ１ ３２ ３０ ３１

４８ Ｅ２ｉ４ ２３ ２２ ３１ ５２ Ｆ２ｄ４ ２６ ２４ ２５ ５６ Ｅ２ｈ３ ２８ ２４ ４９
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番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

５７ Ｅ２ｈ３ ４２ ２９ ５４ ６１ Ｅ２ｈ２ １９ １９ ３７ ６５ Ｅ２ｆ０ ４０ ３９ ２６

５８ Ｅ２ｈ３ ２６ ２５ ５３ ６２ Ｅ２ｇ４ ２３ ２０ ４０ ６６ Ｅ２ｄ７ ３５ ２５ １５

５９ Ｅ２ｈ２ １８ １８ １２ ６３ Ｅ２ｇ４ ２９ １７ １７ ６７ Ｅ２ｇ２ ２８ ２３ １７

６０ Ｅ２ｈ２ ２５ ２５ ３０ ６４ Ｅ２ｈ４ １４ １３ １４ ６８ Ｆ２ｆ７ １６ １６ １９

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

６９ Ｆ２ｆ７ ２３ ２０ ３０ ７３ Ｆ２ｈ７ １７ １５ １４ ７７ Ｆ２ｈ６ ２４ ２０ １５

７０ Ｆ２ｈ７ ３３ ３０ ３８ ７４ Ｆ２ｈ７ ３８ ３０ ２７ ７８ Ｆ２ｈ６ １９ １６ ９

７１ Ｆ２ｇ７ ２３ １９ ３２ ７５ Ｆ２ｈ７ ２２ ２０ １９ ７９ Ｆ２ｇ６ ３４ ３０ ３０

７２ Ｆ２ｇ７ ３２ ２９ ４９ ７６ Ｆ２ｈ７ ３１ ２５ ２０ ８０ Ｆ２ｇ６ ２１ １６ ２４

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

８１ Ｆ２ｇ６ １８ １７ ２１ ８５ Ｆ２ｉ５ ３２ ２５ ２９ ８９ Ｆ２ｈ５ ３１ ２９ １９

８２ Ｆ２ｉ６ ２７ ２５ ３６ ８６ Ｆ２ｈ５ ２３ ２０ １２ ９０ Ｆ２ｇ３ ２４ ２４ ３４

８３ Ｆ２ｉ６ ２０ １８ １６ ８７ Ｆ２ｈ５ １９ １７ ２１ ９１ Ｆ２ｇ２ ２８ ２８ ５０

８４ Ｆ２ｉ５ ２７ ２５ １４ ８８ Ｆ２ｈ５ １９ １９ ３３ ９２ Ｆ２ｇ２ ３０ ２９ ３２

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

９３ Ｆ２ｇ２ ３６ （３０） ４９ ９７ Ｆ２ｇ１ ３６ ２８ ２５ １０１ Ｆ２ｄ１ １６ １５ ９

９４ Ｆ２ｇ２ ４３ ４１ ２１ ９８ Ｆ２ｇ２ ３１ ２５ ４７ １０２ Ｆ２ｃ１ １５ １４ １４

９５ Ｆ２ｇ２ ３１ ２９ ５８ ９９ Ｆ２ｆ２ ２１ ２０ １６ １０３ Ｆ２ｃ２ １６ １３ １６

９６ Ｆ２ｇ２ ２１ １９ ２０ １００ Ｆ２ｆ２ ３７ ３４ ２２ １０４ Ｆ２ｃ２ １５ １３ １０

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

１０５ Ｆ２ｃ２ ２２ ２１ ２７ １０９ Ｆ２ｆ３ ３１ ２４ ４６ １１３ Ｆ１ａ０ ３７ ３７ ５０

１０６ Ｆ２ｄ２ １７ １６ ９ １１０ Ｆ２ｆ３ ３２ ２７ ３６ １１４ Ｆ２ａ１ ２５ ２０ ９

１０７ Ｆ２ｅ１ ３１ ２７ ２０ １１１ Ｆ１ｂ０ ２０ １９ ７ １１５ Ｆ２ｂ１ １７ １３ ７

１０８ Ｆ２ｆ３ ５７ ３７ ５３ １１２ Ｆ１ｃ０ １７ １３ １７ １１６ Ｆ２ｂ２ １８ １８ ８

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

１１７ Ｆ２ｂ２ ４１ ３３ １４ １２１ Ｆ２ｄ５ ５１ ４３ ２６ １２５ Ｆ２ｄ３ １６ １４ １６

１１８ Ｆ２ｂ２ １７ １４ １２ １２２ Ｆ２ｄ５ ２１ ２０ ２１ １２６ Ｆ２ｃ３ １５ １５ １０

１１９ Ｆ２ｂ２ ３６ ３２ １４ １２３ Ｆ２ｄ３ ２２ １５ ３７ １２７ Ｆ２ｃ３ １４ １４ １７

１２０ Ｆ２ｅ５ １９ １８ ２２ １２４ Ｆ２ｄ３ ２３ ２１ ２１ １２８ Ｆ２ａ４ ３４ ３４ ２６

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

１２９ Ｆ２ｃ５ ２４ １９ ９ １３３ Ｆ２ｃ８ １８ １８ ４ １３７ Ｆ２ｅ９ ２４ ２１ ３１

１３０ Ｆ２ｂ３ ２３ １７ ９ １３４ Ｆ２ｂ１ ４６ ４１ １２ １３８ Ｆ２ｇ２ ２１ １９ １４

１３１ Ｆ２ｂ８ ３０ ３０ １７ １３５ Ｆ２ｂ４ ２０ １９ １１ １３９ Ｆ２ａ６ ２８ ２２ ３０

１３２ Ｆ２ｂ８ ２６ ２４ ２６ １３６ Ｆ２ｃ３ ２３ １５ ９ １４０ Ｆ２ａ７ ２４ ２３ １８

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

１４１ Ｄ３ｈ５ ２９ ２７ ３５ １４５ Ｄ３ｈ６ ３７ ３５ ３２ １４９ Ｄ３ｇ５ ４３ ２３ ７１

１４２ Ｄ３ｈ５ ２１ ２０ ３３ １４６ Ｄ３ｆ５ ３８ ２９ ５９ １５０ Ｄ３ｇ５ ３０ ２２ ５９

１４３ Ｄ３ｈ５ ２８ ２４ ３１ １４７ Ｄ３ｇ５ ３２ ３１ ６６ １５１ Ｂ４ｇ６ ３５ ３２ １６

１４４ Ｄ３ｈ５ ２６ ２５ １４ １４８ Ｄ３ｇ５ ２７ ２５ ３７ １５２ Ｂ４ｇ６ ４０ ３４ １２

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

１５３ Ｂ４ｇ６ ４２ ３７ １０ １５７ Ｃ３ｃ９ ３３ （２４） ５３ １６１ Ｃ３ｃ０ ３５ ２２ ９４

１５４ Ｂ４ｇ６ ４７ ４２ １６ １５８ Ｃ３ｃ９ ３９ ２７ ５７ １６２ Ｂ３ｉ６ ２１ １３ ４２

１５５ Ｃ３ｆ６ ３８ ２９ ３４ １５９ Ｃ３ｃ０ ３８ ３４ ６１ １６３ Ｂ３ｊ６ １８ １５ ２１

１５６ Ｃ３ｃ９ ３０ ２８ ５４ １６０ Ｃ３ｃ０ ３０ ２８ ２０ １６４ Ｂ３ｊ６ ４５ ３４ ５６

―２３５―



番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

１６５ Ｂ３ｊ６ ２３ ２２ ５６ １６９ Ｂ３ｊ７ ２２ ２０ ３８ １７３ Ｃ３ａ６ ４３ ２２ －

１６６ Ｂ３ｊ６ ２４ １９ １８ １７０ Ｂ３ｊ７ ２０ １８ １２ １７４ Ｃ３ａ６ ２８ １８ ２９

１６７ Ｂ３ｊ６ ３２ ３０ ４０ １７１ Ｂ３ｊ７ ２６ ２０ ２４ １７５ Ｃ３ａ６ ２１ １５ ３５

１６８ Ｂ３ｊ７ ２８ ２２ ３６ １７２ Ｃ３ａ７ ２１ ２０ － １７６ Ｃ３ａ６ ２６ ２３ ５０

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

１７７ Ｃ３ａ７ ２６ ２４ ４６ １８１ Ｃ３ａ７ ３９ １５ ３０ １８５ Ｃ３ｂ７ ２０ １６ ３２

１７８ Ｃ３ａ７ １５ １３ － １８２ Ｃ３ｂ７ ３３ ２０ ３８ １８６ Ｃ３ｂ７ ４３ ３０ ５８

１７９ Ｃ３ａ７ ３１ ２８ ３１ １８３ Ｃ３ａ７ ３０ ２７ ３１ １８７ Ｃ３ｂ７ １３ １２ １１

１８０ Ｃ３ａ７ １８ １５ １４ １８４ Ｃ３ａ７ １４ １３ １１ １８８ Ｃ３ｂ７ ２６ ２１ ２６

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

１８９ Ｃ３ｂ７ ６３ ３４ ２２ １９６ Ｃ３ｆ６ ３４ ３２ ４１ ２０３ Ｃ３ｅ９ ２８ （１４） －

１９１ Ｃ３ｂ７ ３９ （２５） ５７ １９７ Ｃ３ｆ６ ３２ ２４ ２８ ２０４ Ｃ３ｅ０ ３８ （１３） －

１９２ Ｃ４ｅ１ ３１ ２６ ３９ ２００ Ｃ３ｆ０ （２１） ２２ １２ ２０５ Ｂ３ｊ６ ６１ ３２ －

１９５ Ｃ３ｆ６ ２７ ２５ ２２ ２０１ Ｃ３ｄ０ ４１ ３６ ７８ ２０６ Ｃ３ａ７ ２８ ２４ １９

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

２０７ Ｂ３ｊ６ ３２ ３１ １５ ２１１ Ｂ３ｊ７ １９ １８ ５７ ２１５ Ｃ３ｂ８ ４６ ３６ ５１

２０８ Ｂ３ｊ７ ５４ ４１ ２０ ２１２ Ｃ３ａ７ ２６ １８ － ２１６ Ｃ３ｂ８ ７２ （３６） ２８

２０９ Ｃ３ａ６ ３２ １８ － ２１３ Ｃ３ｂ７ ４３ ３８ ５４ ２１７ Ｃ３ｂ７ １７ １６ １８

２１０ Ｃ３ａ６ ２７ ２０ ３３ ２１４ Ｃ３ｂ７ ３３ ２２ ２０ ２１８ Ｃ３ｂ７ ２２ ２２ ３４

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

２１９ Ｃ３ｂ７ ２３ ２１ １８ ２２３ Ｃ３ｂ８ １５ １４ １５ ２２７ Ｃ３ａ６ ２７ ２０ －

２２０ Ｃ３ｂ７ ２５ ２０ ３０ ２２４ Ｂ３ｊ７ ３６ ３０ ３４ ２２８ Ｃ３ａ６ ２２ ２１ －

２２１ Ｃ３ｂ７ １７ １６ １８ ２２５ Ｃ３ａ６ １５ １３ － ２２９ Ｃ３ａ６ ３１ ２４ －

２２２ Ｃ３ｂ８ ２０ １７ ２８ ２２６ Ｃ３ａ５ ２９ ２２ － ２３０ Ｃ３ａ６ １７ １６ ２０

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

２３１ Ｃ３ｄ０ ２７ １９ ２２ ２３５ Ｂ３ｊ８ １８ １８ １５ ２３９ Ｃ３ｂ７ ２０ １５ １４

２３２ Ｃ３ｄ０ １８ １７ １９ ２３６ Ｃ３ｂ７ ４２ （２９） ５２ ２４０ Ｂ３ｊ８ ２１ ２０ ８

２３３ Ｃ３ｄ０ ３１ ２０ ３７ ２３７ Ｃ３ｂ７ （２３） １４ ２４ ２４１ Ｂ３ｈ８ ６０ ２７ ３６

２３４ Ｃ３ｄ０ ２３ １９ ２２ ２３８ Ｃ３ｂ７ １７ １６ １５ ２４２ Ｂ３ｈ８ ４３ ２４ ２４

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

２４３ Ｂ３ｉ８ ５３ ４５ ２８ ２４７ Ｂ３ｉ８ ２０ １７ １８ ２５１ Ｂ３ｈ９ ５８ （４５） ２６

２４４ Ｂ３ｉ８ １９ １７ １５ ２４８ Ｂ３ｈ８ ２７ ２３ １０ ２５２ Ｂ３ｈ９ ６０ ３６ ４４

２４５ Ｂ３ｉ８ ３０ ２０ １７ ２４９ Ｂ３ｈ９ ２５ ２４ １０ ２５３ Ｂ３ｈ９ ３５ ２９ １３

２４６ Ｂ３ｉ８ ２３ １８ １６ ２５０ Ｂ３ｈ９ ５０ ４５ ２６ ２５４ Ｂ３ｈ９ ３６ ３０ ３２

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

２５５ Ｂ３ｈ９ ２６ ２５ ２０ ２５９ Ｂ３ｈ９ ３１ ２７ ３６ ２６３ Ｂ３ｉ０ ２６ ２２ ３１

２５６ Ｂ３ｈ０ （４３） ３２ ６４ ２６０ Ｂ３ｈ９ ３５ ２８ ３２ ２６４ Ｂ４ｉ１ ４３ ３０ １４

２５７ Ｂ３ｊ９ ２８ １９ ２０ ２６１ Ｃ３ｉ９ ３７ ２７ ５０ ２６５ Ｂ４ｉ１ ６２ ５８ ２８

２５８ Ｃ３ａ０ ２５ ２３ ２３ ２６２ Ｃ３ｈ９ ３６ ３１ － ２６６ Ｂ４ｊ２ ５５ ［４９］ ５

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

２６７ Ｂ４ｊ２ ７９ ６１ ３０ ２７１ Ｂ４ｊ３ ９３ ７３ １３ ２７６ Ｃ４ａ４ ２４ ２２ ２２

２６８ Ｂ４ｊ２ ［５３］ １９ １６ ２７２ Ｂ４ｊ３ ［５５］ ４３ １８ ２７７ Ｃ４ａ４ ５１ ２４ １４

２６９ Ｂ４ｊ２ ［６９］ ４７ ５０ ２７３ Ｂ４ｊ３ ［５２］ ３０ １３ ２７８ Ｃ４ａ４ ２８ ２８ ３８

２７０ Ｂ４ｉ２ ５２ ［４８］ ３６ ２７４ Ｃ４ａ４ ［８８］ ５５ ４０ ２７９ Ｃ４ａ４ ４４ ４２ １７

―２３６―



番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

２８０ Ｃ４ａ５ ６４ ４８ ２８ ２８５ Ｂ４ｊ４ ５７ ４９ ３７ ２８９ Ｂ４ｊ３ ［７３］ ３７ ５

２８２ Ｃ３ｇ８ ３９ ３２ ３３ ２８６ Ｂ４ｊ４ ６６ ５１ ２６ ２９０ Ｂ３ｊ９ ３３ ２０ ２８

２８３ Ｃ３ｈ７ ２８ ２６ ３３ ２８７ Ｂ４ｊ４ ４８ ４８ ３１ ２９１ Ｃ３ｈ７ ２９ ２９ ２２

２８４ Ｂ４ｊ４ ５３ ５３ ４３ ２８８ Ｂ４ｊ４ ５８ ［４２］ １３ ２９２ Ｂ３ｊ９ １５ １４ ８

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

２９３ Ｂ３ｈ９ １５ １４ ６ ２９７ Ｂ３ｉ０ １６ １６ １０ ３０１ Ｂ４ｊ３ ４２ ４１ ２３

２９４ Ｂ３ｈ９ １９ １９ ９ ２９８ Ｂ３ｉ０ １７ １６ ９ ３０２ Ｂ４ｊ４ ［５３］ ［４６］ １３

２９５ Ｂ３ｈ９ １６ １４ １５ ２９９ Ｂ３ｉ０ ［５３］ ３３ １４ ３０３ Ｃ４ａ４ ［５８］ ５０ ２０

２９６ Ｂ３ｉ０ ２３ １７ ９ ３００ Ｂ４ｉ２ ５１ ４５ ２５ ３０４ Ｃ４ａ４ ７５ ３５ ２８

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

３０５ Ｃ４ａ４ ［６０］ ２７ ３０ ３０９ Ｃ４ｂ４ ２６ ２２ １０ ３１３ Ｃ４ｅ２ ２６ ２４ １９

３０６ Ｃ４ａ５ ２３ ２３ ２２ ３１０ Ｃ３ａ９ ２０ １９ ６ ３１５ Ｃ４ｅ１ ３０ ２９ ３４

３０７ Ｃ４ａ５ ２５ ２３ ２３ ３１１ Ｃ３ｇ９ ３８ ３０ ２１ ３１６ Ｃ４ｅ１ （３３） （２６） ４０

３０８ Ｃ４ａ５ １８ １６ ８ ３１２ Ｃ３ｇ８ ３９ １１ ５５ ３１９ Ｃ４ｅ１ ２５ ２０ １１

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

３２０ Ｃ４ｅ１ ３２ ３０ ２６ ３２４ Ｃ４ｃ１ ３０ ２９ ２２ ３２８ Ｃ４ｄ１ １５ １５ １５

３２１ Ｃ３ｂ８ ６２ ２９ ７８ ３２５ Ｃ３ｃ０ １９ １９ ２０ ３２９ Ｃ４ｄ１ ２５ ２２ １１

３２２ Ｃ３ｃ９ ４２ ２３ ５８ ３２６ Ｃ３ｃ０ ２４ ２３ ２０ ３３０ Ｃ４ｄ２ ２７ １７ １５

３２３ Ｃ３ｂ０ １８ １８ １２ ３２７ Ｃ４ｄ１ ４５ ２７ ５７ ３３２ Ｃ４ｆ１ ２９ ２３ ５５

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

３３３ Ｇ２ｆ６ ４０ ３９ １８ ３３８ Ｃ３ｅ０ ２５ ２０ ３０ ３４２ Ｃ３ｅ０ ４０ ２７ １６

３３５ Ｃ３ｄ０ ２４ ２３ ２７ ３３９ Ｃ３ｅ０ ３９ ３２ ３０ ３４３ Ｃ３ｆ０ ４５ ３５ ５５

３３６ Ｃ３ｅ０ ３４ ３３ ３１ ３４０ Ｃ３ｅ０ ２６ ２６ ２８ ３４４ Ｃ３ｇ０ ２８ ２６ ４３

３３７ Ｃ３ｅ０ ２８ ２７ ２０ ３４１ Ｃ３ｅ０ ２８ ２８ ２１ ３４５ Ｃ３ｄ９ ２２ ２２ １４

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

３４６ Ｃ３ｄ９ ３４ ３３ ４２ ３５０ Ｃ３ｇ９ ２５ ２５ １９ ３５４ Ｃ３ｇ７ ３４ ２５ １６

３４７ Ｃ３ｄ９ ２６ ２６ ２４ ３５１ Ｃ３ｇ８ ２０ １９ ２４ ３５５ Ｃ３ｃ０ ２５ ２５ １８

３４８ Ｃ３ｇ６ ２７ ２１ １８ ３５２ Ｃ３ｈ８ ２０ ２０ ４３ ３５６ Ｃ３ｃ９ ４５ ２９ ２０

３４９ Ｃ３ｇ９ ２６ １９ １２ ３５３ Ｃ３ｇ８ ３２ ２２ ３０ ３５７ Ｃ３ｄ９ ５８ ３６ １９

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

３５８ Ｃ３ｄ８ １３ １２ １４ ３６２ Ｃ３ｈ４ ２４ ２１ １７ ３６６ Ｃ３ｇ５ ２１ １７ １２

３５９ Ｃ３ｄ８ ２１ ２１ １９ ３６３ Ｃ３ｇ４ ３１ １４ １３ ３６７ Ｃ３ｇ４ ２６ ２２ ２０

３６０ Ｃ３ｇ６ ３２ ２０ ２０ ３６４ Ｃ３ｇ５ ２２ ２１ ２９ ３６８ Ｃ３ｆ５ ６２ ５２ １２

３６１ Ｃ３ｇ６ ５２ ３１ ４７ ３６５ Ｃ３ｇ４ ２４ １８ ４４ ３６９ Ｃ３ｇ５ ３３ １８ ２０

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

３７０ Ｃ３ｊ３ ４５ ３２ １６ ３７５ Ｃ３ｅ６ ５４ ４２ １４ ３７９ Ｃ３ｅ３ ８５ ６８ ６６

３７１ Ｃ３ｆ５ ９２ ８３ ４１ ３７６ Ｃ３ｅ５ ５１ ４７ ４０ ３８０ Ｃ３ｅ３ ４９ ３８ ２１

３７３ Ｃ３ｅ５ ４９ ４５ ３０ ３７７ Ｃ３ｅ５ ９７ ７７ １４ ３８１ Ｃ３ｆ４ ９５ ６８ １３

３７４ Ｃ３ｄ９ ２４ ２１ １４ ３７８ Ｃ３ｅ４ ３９ ３７ １６ ３８２ Ｃ３ｉ３ ２５ ２２ １３

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

３８３ Ｃ３ｉ３ ２７ ２５ ３７ ３８７ Ｃ３ｈ８ ３３ ２１ ２４ ３９２ Ｃ３ｇ３ ２６ ２３ １９

３８４ Ｃ３ｉ４ ２３ ２１ ２２ ３８８ Ｃ３ｈ９ ３２ （１７） ３７ ３９３ Ｃ３ｇ２ ３１ ２１ １２

３８５ Ｃ３ｉ４ ２８ ２４ １０ ３９０ Ｄ３ａ４ ３７ ２６ ３６ ３９４ Ｃ３ｉ８ ３８ ２２ ２３

３８６ Ｃ３ｉ４ ５２ ４１ ９ ３９１ Ｃ３ｆ３ ４１ ３３ ２０ ３９５ Ｃ３ｊ８ ３３ ３２ １２

―２３７―



番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

３９７ Ｃ３ｈ９ ４２ ２８ ３８ ４０３ Ｃ３ｉ９ ２０ １７ １０ ４０７ Ｃ３ｈ７ ３６ ２５ ９

３９９ Ｃ３ｈ９ （２５） ２２ １４ ４０４ Ｃ３ｆ６ ２０ ２０ １５ ４０８ Ｃ４ｆ３ ２７ （１０） ４６

４００ Ｃ３ｈ９ ２３ ２１ １３ ４０５ Ｃ３ｆ８ １９ １６ ２０ ４０９ Ｃ３ｉ９ ２６ ２４ １９

４０１ Ｃ３ｇ９ ４３ ２２ ３７ ４０６ Ｃ３ｈ０ ２７ ２６ ４１ ４１０ Ｃ３ｉ９ ３２ ３０ ２０

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

４１２ Ｃ３ｈ０ ３３ ３０ ６１ ４１６ Ｃ３ｊ８ ３７ ３５ ４１ ４２０ Ｃ３ｈ０ ２７ ２２ ３２

４１３ Ｃ３ｈ０ ３５ ２６ ６５ ４１７ Ｃ３ｈ０ ２９ １９ ２０ ４２１ Ｃ３ｈ９ ３７ ２６ ６８

４１４ Ｃ３ｆ５ ４０ ３６ １３ ４１８ Ｃ３ｈ０ ２６ ２５ ３４ ４２２ Ｃ３ｈ０ １７ １５ ７１

４１５ Ｃ３ｈ０ ３６ ３４ － ４１９ Ｃ３ｈ０ ２７ ２６ ２３ ４２３ Ｃ３ｈ９ ２７ ２３ ７１

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

４２４ Ｃ３ｈ０ ２１ １９ ５１ ４２９ Ｃ４ｅ１ ２５ ２３ ３１ ４３３ Ｃ３ｉ４ ２７ ２０ ５

４２５ Ｃ３ｈ９ ２１ １８ ５１ ４３０ Ｃ３ｈ０ ２１ ２０ １３ ４３４ Ｃ３ｃ７ ３２ ３０ ２２

４２６ Ｃ３ｈ９ ２３ １９ ９１ ４３１ Ｃ３ｇ７ ３８ ２６ ３０ ４３５ Ｃ３ｃ５ ２３ １６ ２２

４２７ Ｃ３ｈ０ ２３ １２ ６０ ４３２ Ｃ３ｇ７ ２６ １８ ９ ４３６ Ｃ３ｊ７ ３３ ３０ １８

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

４３７ Ｃ３ｆ０ ２１ ２０ １０ ４４１ Ｃ３ｉ０ ２８ ２４ ２２ ４４５ Ｇ２ｆ５ ２７ ２４ ２９

４３８ Ｃ３ｊ７ ３１ ２８ ２２ ４４２ Ｇ２ｇ７ ４３ ３５ １６ ４４６ Ｇ２ｆ５ ３９ ３１ １７

４３９ Ｃ３ｃ５ ３０ ２０ １４ ４４３ Ｇ２ｆ７ ３３ ３０ １９ ４４７ Ｇ２ｆ５ ２６ ２５ ２１

４４０ Ｃ３ｃ７ ４０ ３８ １６ ４４４ Ｇ２ｆ６ ２４ ２０ １８ ４４８ Ｇ２ｆ７ ３２ ２７ ２６

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

４４９ Ｇ２ｇ７ ４９ ３８ ７ ４５４ Ｃ４ｇ３ ２５ １７ ２６ ４５８ Ｃ３ｅ６ ６９ ４０ ３６

４５０ Ｇ２ｆ６ （３３） ３５ ２２ ４５５ Ｃ３ｄ６ ７２ ７０ ２５ ４５９ Ｃ３ｅ６ （５０） ５０ －

４５１ Ｃ３ｈ９ ３９ ３５ １４ ４５６ Ｃ３ｄ６ ４８ ４８ ２１ ４６０ Ｃ３ｅ６ ４７ ４０ －

４５２ Ｃ３ｄ０ ３４ ３３ － ４５７ Ｃ３ｄ６ ４８ ３６ ２０ ４６１ Ｃ３ｅ６ ４５ ４０ ３５

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

４６２ Ｃ３ｅ６ ４０ ３７ ４４ ４６６ Ｃ３ｄ５ ４５ ２５ ２４ ４７０ Ｃ３ｄ６ ２５ ２０ １４

４６３ Ｃ３ｅ６ ６５ ５６ １６ ４６７ Ｃ３ｄ５ ５０ ５０ ２１ ４７１ Ｇ２ｅ７ ４０ ４０ １０

４６４ Ｃ３ｅ５ ５５ ［４５］ － ４６８ Ｃ３ｄ５ ４９ ４０ ３１ ４７２ Ｇ２ｅ７ ５２ ５０ １０

４６５ Ｃ３ｅ５ ７６ ４５ ４１ ４６９ Ｃ３ｄ６ ６７ ４０ ２６ ４７３ Ｇ２ｅ７ ４０ ３７ ２０

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

４７４ Ｃ３ｆ８ ３５ ３２ － ４７８ Ｃ３ｃ９ ２８ ２２ － ４８２ Ｃ３ｈ０ ３５ ２７ －

４７５ Ｃ３ｂ８ ２８ ２７ － ４７９ Ｃ３ｃ９ ３９ ２５ － ４８６ Ｇ２ｆ６ ５７ ５２ ２０

４７６ Ｃ３ｂ８ ２８ ２７ － ４８０ Ｃ３ｃ９ １７ １６ － ４８７ Ｇ２ｅ６ ２０ １６ ８

４７７ Ｃ３ｂ９ ３３ ３１ － ４８１ Ｃ３ｃ９ ３０ ２５ － ４８８ Ｅ２ｅ３ ２５ ２０ ３２

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

４９１ Ｆ２ｊ６ ３７ ３１ ５１ ４９５ Ｇ２ａ５ ３５ ２３ ３０ ４９９ Ｃ３ｉ３ ３３ ２７ －

４９２ Ｆ２ｊ６ ３３ ２７ ５３ ４９６ Ｇ２ａ５ ３０ ２７ ３１ ５１０ Ｂ３ｊ６ ２５ ２４ ６８

４９３ Ｆ２ｊ５ ２４ ２４ ３５ ４９７ Ｃ３ｇ５ １８ １４ ５ ５１１ Ｇ２ｄ７ ２６ ２３ ２３

４９４ Ｇ２ａ６ ２６ ２４ ３７ ４９８ Ｃ３ｇ５ １７ １６ ９ ５１２ Ｇ２ｄ７ ３２ ２０ ２６

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

５１３ Ｇ２ｄ７ ２８ ２８ ３３ ５１７ Ｃ３ｉ８ ３６ ３０ ７０ ５２１ Ｅ２ｃ５ ３５ ３０ １９

５１４ Ｇ２ｄ６ ３５ ３２ ２４ ５１８ Ｃ３ｉ８ ２６ ２３ ５０ ５２２ Ｅ２ｈ２ ２０ ２０ ３３

５１５ Ｇ２ｅ６ ２８ ２２ ２１ ５１９ Ｇ２ｄ８ ４４ ４０ － ５２３ Ｇ２ｅ６ ５５ ５０ ２０

５１６ Ｃ３ｉ４ ２５ ２１ ９ ５２０ Ｅ２ｃ５ ３２ ２８ １９ ５２４ Ｅ２ｆ３ ２１ １８ ２５

―２３８―



� 方形周溝遺構

第４号方形周溝遺構（第２４０図）

位置 Ｅ２ｄ４区を中心とした，標高１２�０ｍの河岸段丘の低位面と中位面の間の斜面部に位置している。

重複関係 第５・７号掘立柱建物跡と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状 西側が調査区域外に延びているため，内法は南北軸５�５ｍ，東西軸は３�４ｍだけ，外法は南北軸７�３

ｍ，東西軸４�２ｍだけが確認されている。周溝は途切れず方形に巡り，南北周溝と直交するラインを軸線とす

ると，主軸方向はＮ－７°－Ｅである。周溝の深さは１９～４５�とばらつきがあり，北東コーナー部付近が一番

浅く，南に向かって深くなる。周溝の底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっており，周溝の北東・南東

コーナー部の外側の壁は，有段のゆるやかな立ち上がりを示している。

覆土 ６層に分層される。周囲から土砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。周溝の内側から流

入している土砂は，黒褐色土や暗褐色土でありローム土主体の土砂ではない。

所見 時期は，出土土器がないため不明であり，性格も不明である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量

４ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

５２５ Ｅ２ｇ３ ３０ ３０ ５５ ５２９ Ｅ２ｇ２ ４０ ２８ ５６ ５３３ Ｅ２ｊ２ ４０ ４０ ２６

５２６ Ｅ２ｇ３ ４５ ２５ ４８ ５３０ Ｆ２ａ３ ４５ ４５ ２５ ５３４ Ｅ２ｈ２ ２５ ２１ ２５

５２７ Ｅ２ｈ１ ２５ ２０ ３５ ５３１ Ｆ２ｂ３ ３８ ３８ １５ ５３５ Ｆ１ｃ９ １８ １５ １６

５２８ Ｅ２ｇ２ ３５ ３５ ５２ ５３２ Ｆ２ｂ１ ４０ ３５ １１ ５３６ Ｆ１ｂ０ ２１ ２１ １７

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

５３７ Ｆ１ｂ０ ２４ ２０ ２４ ５４１ Ｃ３ｊ３ ４８ ４５ １５ ５４５ Ｄ３ｉ１ ２３ １９ ４７

５３８ Ｆ１ａ０ １３ １３ ７ ５４２ Ｄ３ｉ１ １９ １６ ９ ５４６ Ｆ１ｇ８ ２０ ２０ －

５３９ Ｄ３ｂ６ ３０ ２５ １６ ５４３ Ｄ３ｉ１ ２８ ２１ １４ ５４７ Ｇ２ｂ９ ３０ ２５ ４５

５４０ Ｃ３ｊ３ ５０ ４５ ２５ ５４４ Ｄ３ｉ１ ２１ １７ １１ ５４８ Ｇ２ｂ９ ３４ ２８ ３６

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

５４９ Ｅ３ｈ１ ３３ ２９ ２５ ５５３ Ｄ３ｇ６ ２８ ２２ ５２ ５５７ Ｆ１ｃ８ ４８ ３８ －

５５０ Ｅ３ｆ１ ３７ ３３ ５７ ５５４ Ｆ２ｅ２ １９ １５ ３８ ５５８ Ｆ１ｃ８ ［４０］ ４０ －

５５１ Ｅ３ｆ１ ４０ ２８ ５５ ５５５ Ｃ３ｄ０ ２６ １９ ３２ ５５９ Ｆ１ｄ８ ３２ ２４ －

５５２ Ｄ３ｇ６ ４３ ３９ ７１ ５５６ Ｃ３ｅ０ ２７ ２３ １６ ５６０ Ｆ１ｄ８ ３２ ［３２］ －

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

５６１ Ｆ１ｄ８ ２４ ２４ － ５６５ Ｅ２ｊ３ ３８ ３０ ２４ ５６９ Ｅ２ｇ４ ２０ ２０ ２２

５６２ Ｅ２ｊ１ ３６ ３０ １８ ５６６ Ｅ２ｊ３ ３４ ３４ ４０ ５７０ Ｅ２ｇ４ １８ １８ ８

５６３ Ｅ２ｊ２ ２４ ２４ ２４ ５６７ Ｅ２ｆ４ １４ １０ １６ ５７１ Ｅ２ｇ５ ２０ １８ １８

５６４ Ｅ２ｊ２ ２６ ２４ １８ ５６８ Ｅ２ｆ４ ２４ １８ ８ ５７２ Ｅ２ｅ５ １４ １４ １８

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

５７３ Ｅ２ｅ５ ２４ ２２ １６ ５７７ Ｆ２ｂ１ ２４ １８ ２４ ５８１ Ｄ３ｂ７ ３２ ２１ ３６

５７４ Ｅ２ｅ５ ２４ １８ １９ ５７８ Ｆ２ｂ１ ２８ ２０ ２２ ５８２ Ｅ３ａ４ （２０） １９ －

５７５ Ｅ２ｆ５ ２４ １８ １４ ５７９ Ｆ２ｂ１ ２２ １８ ２４ ５８３ Ｅ３ａ５ １８ １８ －

５７６ Ｆ２ａ１ ２２ ２２ ４０ ５８０ Ｆ１ｃ０ １８ １８ １８ ５８４ Ｅ３ａ５ ２２ １９ －

番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�） 番号 位置 長径（�）短径（�）深さ（�）

５８７ Ｃ３ｂ７ ２４ ２０ － － － － － － － － － － －

―２３９―



� 大形竪穴状遺構

第１号大形竪穴状遺構（第２４１・２４２図）

位置 Ｇ２ａ７区，標高１０�０ｍの河岸段丘の低位面に位置している。

第２４０図 第４号方形周溝遺構実測図

表２４ その他の時代の方形周溝遺構一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形

規模（ｍ）
東西軸×南北軸

周溝
出土遺物 時期

備考
重複関係
（古�新）内法 外法 壁面 底面 深さ

（�） 覆土

４ Ｅ２ｄ４ Ｎ－７°－Ｅ ［方形］（３�４）×（５�５）（４�２）×（７�３） 外傾 平坦 １９～４５ 自然 － － SB５・７と新旧不明

―２４０―



第２４１図 第１号大形竪穴状遺構実測図

―２４１―



重複関係 第７号住居跡を掘り込み，第１号溝，第７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸９�３ｍ，短軸４�０ｍの長方形で，長軸方向はＮ－３１°－Ｅである。深さは４７～７８�で，底面は

ほぼ平坦で，硬化面は確認されていない。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ９層に分層される。各層ともロームブロックを多く含んでおり，粘土ブロックや鹿沼パミスを含んでい

る層もあることから，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 石器１点（砥石），鉄製品１点（釘）が出土している。Ｑ１２は中央部の覆土上層，Ｍ１１は覆土

中からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器がないため不明であるが，重複関係から第１号溝跡より古い段階の中世と推測される。

また，性格も不明である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量，焼土粒

子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック少量，焼土粒

子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック少量

５ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
６ 褐 色 ロームブロック中量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量
８ 灰 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック多量

第２４２図 第１号大形竪穴状遺構出土遺物実測図

表２５ その他の時代の大形竪穴状遺構一覧表

番号 位置 長軸（径）方向 平面形
規模（ｍ） 深さ

（�） 壁面 底面 覆土 出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）長軸×短軸

１ Ｇ２ａ７ Ｎ－３１°－Ｅ 長方形 ９�３×４�０ ４７～７８ 外傾 平坦 人為 砥石 釘 ［中世］ SI７�本跡�SD１，SK７

第１号大形竪穴状遺構出土遺物観察表（第２４２図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１２ 砥石 （８�６） ５�０ ４�１ （２３０�０） 凝灰岩 ４面を使用 上層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１１ 釘 （４�６） ０�６ ０�６ （４�８） 鉄 先端欠損 頭部は錆により不明 覆土中

―２４２―



� 遺構外出土遺物

ここでは，各時期の遺構に伴わない遺物について実測図及び観察表で記載する。

第２４３図 遺構外出土遺物実測図�

―２４３―



第２４４図 遺構外出土遺物実測図�

―２４４―



第２４５図 遺構外出土遺物実測図�

遺構外出土遺物観察表（第２４３～２４５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２００ 弥生土器 壺 － （２�６） ６�９ 白色粒子・透明粒子 にぶい
黄橙 普通 体部外面ナデ 底部木葉痕 SE９覆土中 ５％

２０１ 弥生土器 壺 － （３�０） ［８�５］ 白色粒子・透明粒子 にぶい褐 普通 体部附加条文 底部布目痕 SK１５覆土中 ５％

２０２ 弥生土器 壺 － （１�９） ［９�２］ 白色粒子・透明粒子
赤色粒子

にぶい
黄橙 普通 体部外面ナデ 底部布目痕 表土中 ５％

２０３ 須恵器 高坏 － （８�１） － 白色粒子 暗灰黄 普通 ロクロナデ 表土中 １５％

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP１１ 弥生土器 壺 白色粒子・透明粒子・黒雲母 にぶい
黄橙 普通 大振りな波状文ヵ SI１１覆土中 PL２２

TP１２ 弥生土器 壺 白色粒子・透明粒子 にぶい褐 普通 下向きの連弧文 SE１覆土中 PL２２

TP１３ 弥生土器 壺 白色粒子・透明粒子・
海綿骨針

にぶい
黄橙 普通 下向きの連弧文 SK３覆土中 PL２２

TP１４ 弥生土器 壺 白色粒子・透明粒子・
海綿骨針 橙 普通 山形文ヵ SI１８覆土中 PL２２

TP１５ 弥生土器 壺 白色粒子・透明粒子・黒雲母 橙 普通 櫛歯状工具（６本櫛歯）による波状文 SK５０覆土中 PL２２

TP１６ 弥生土器 壺 白色粒子・透明粒子・
海綿骨針・黒雲母 にぶい橙 普通 頸部と胴部を直状文で区画 胴部附加条二種（附加

２条）縄文 SI２覆土中

TP１７ 弥生土器 壺 白色粒子・透明粒子・黒雲母 橙 普通 頸部下向きの連弧文ヵ 胴部附加条一種（附加２条）
縄文 SK１８覆土中 PL２２

TP１８ 弥生土器 壺 白色粒子・透明粒子 にぶい褐 普通 附加条二種（附加２条）縄文 SI１８覆土中 PL２２

TP１９ 弥生土器 壺 白色粒子・透明粒子・黒雲母 にぶい褐 普通 附加条二種（附加２条）縄文 SI２覆土中 PL２２

TP２０ 弥生土器 壺 白色粒子・透明粒子・
海綿骨針・黒雲母 黒褐 普通 附加条二種（附加２条）縄文 SK３覆土中 PL２２

TP２１ 弥生土器 壺 白色粒子・透明粒子・黒雲母 にぶい褐 普通 胴部附加条二種（附加２条）縄文 SI８覆土中 PL２２

TP２２ 弥生土器 壺 白色粒子・透明粒子・黒雲母 にぶい橙 普通 附加条二種（附加２条）縄文 底部布目痕 SI７覆土中 PL２２

TP２３ 弥生土器 壺 白色粒子・透明粒子・
海綿骨針 灰黄褐 普通 附加条縄文 SK１１４覆土中 PL２２

TP２４ 須恵器 甕 白色粒子・チャ－ト・
海綿骨針 黄灰 普通 外面平行叩き 内面ナデ 当て具痕残存 SK４８覆土中

TP２５ 須恵器 甕 白色粒子・透明粒子・
黒色粒子 暗灰黄 普通 外面平行叩き後細沈線 内面青海波文 SE２覆土中

TP２６ 須恵器 甕 白色粒子・黒色粒子 灰黄 普通 外面細沈線後平行叩き 内面青海波文 SE２覆土中

TP２７ 須恵器 甕 白色粒子・透明粒子・
黒色粒子 灰黄 普通 外面平行叩き 内面青海波文 SE４覆土中

TP２８ 須恵器 甕 白色粒子・透明粒子・
黒色粒子 灰 普通 外面格子目叩き 内面青海波文 SK８１覆土中

TP２９ 須恵器 甕 白色粒子・透明粒子・
黒色粒子 灰黄褐 普通 外面格子目叩き 内面青海波文 SK７６覆土中

TP３０ 須恵器 甕 白色粒子・透明粒子・
黒色粒子 黄灰 普通 外面擬格子目叩き 内面青海波文 SK１覆土中

TP３１ 須恵器 甕 白色粒子・透明粒子・
黒色粒子 灰黄褐 普通 外面叩き後ナデ 内面青海波文 SE４覆土中

TP３２ 須恵器 甕 白色粒子・透明粒子・
黒色粒子 灰黄褐 普通 外面細沈線後平行叩き 内面青海波文 SK３４覆土中

TP３３ 須恵器 甕 白色粒子・透明粒子・
黒色粒子 灰黄褐 普通 外面叩き後細沈線 内面青海波文 表土中

―２４５―



番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特徴 出土位置 備考

DP２５ 土玉 ２�４ （１�８） 上０�５
下０�５ （９�２） 白色粒子・透明粒子・黒雲母 ナデ SD３覆土中 PL２１

DP２６ 土玉 ２�８ ２�７ 上０�６
下０�５ ２０�０ 白色粒子・透明粒子・

黒雲母 ナデ 煤付着 表土中 PL２１

DP２７ 土玉 ２�５ ２�２ 上０�８
下０�８ １１�５ 白色粒子・透明粒子・

チャ－ト ナデ ナデにより側面に面を持つ 表土中
Ｅ２ａ６区 PL２１

DP２８ 紡錘車 ４�８ ２�４ 上０�８
下０�８ （６４�３） 白色粒子・透明粒子 沈線文様施文 SD３覆土中 PL２０

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 胎土 特徴 出土位置 備考

DP２９ 土器片錘 ４�８ ３�２ １�１ １７�０ 白色粒子・透明粒子・
黒雲母 上・下端に抉りあり 縄文時代中期の土器片 SK８８覆土中 PL２０

DP３０ 土器片錘 ５�５ ２�９ １�１ ２１�３ 白色粒子・透明粒子・
黒雲母 上・下端に抉りあり 縄文時代中期の土器片 第３号方形周

溝遺構覆土中 PL２０

DP３１ 土器片錘 ４�３ ２�８ ０�８ １１�５ 白色粒子・透明粒子 上・下端に抉りあり 縄文時代中期の土器片 表土中 PL２０

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１３ 敲石 １４�６ ８�６ ５�０ ９３８�０ 安山岩 ２か所に使用痕 TM２覆土中

Ｑ１４ 砥石 （７�５） ２�３ ２�０ （４６�３） 凝灰岩 砥面４面 SK３２３覆土中

Ｑ１５ 砥石 （６�０） ４�８ （３�２）（６１�４） 凝灰岩 砥面１面 SK１１４覆土中

Ｑ１６ 砥石 （９�４） ０�９ （０�８）（１２�４） 凝灰岩 砥面剥落，部分的に研面残存 試掘トレンチ

Ｑ１７ 石棒ヵ （３�７） ３�７ ２�０ （２９�７） 粘板岩 鍔を作出 表土中

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ６ 鏃 （１１�９） ０�６ ０�７ （２４�３） 鉄 上端欠損 SH２５覆土中

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重量 初鋳年 特徴 出土位置 備考

Ｍ７ 景徳元寶 ２�４０ ０�８５ ０�１０ ２�７６ １００４ 真書 SK３８０覆土中

Ｍ１７ 咸平元寶 １�９７ ０�６０ ０�１０ １�７６ ９９８ 真書 SD１４覆土中

Ｍ１８ 元豊通寶 ２�４０ ０�６９ ０�１２ ３�６０ １０７８ 行書 SI１８覆土中

Ｍ１９ 開元通寶 ２�４９ ０�７０ ０�１０ ２�２６ ８４５ 真書 表土中
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中畑遺跡からは，縄文時代，古墳時代前・後期，平安時代，中世，近世の遺構と遺物が確認された。ま

とめとして特に，古墳時代前期の第１号方形周溝墓と第１７号住居跡の特徴や，出土遺物を検討し，墓と住

居の関連について考えてみたい。また，古墳時代後期の第８号住居跡から出土した手捏土器の出土状況を

検討し，住居の廃絶行為について考えまとめとする。

１ 古墳時代前期の方形周溝墓と集落

古墳時代前期以前では，弥生時代後期の土器片や紡錘車が，古墳時代前期以降の遺構に流れ込んで出土

している。このような状況から，調査区域の周辺には古墳時代前期以前に弥生時代後期の集落が展開して

いた可能性が想定される。ここで古墳時代前期の方形周溝墓と集落について考えてみたい。

� 出土土器の様相

方形周溝墓と前期集落の変遷を検討するための前提作業として，土器の様相を検討する。ここでは，残

存状態が比較的良く，複数の器種が出土している第１１・１７号住居跡と第１号方形周溝墓出土の土器を資料

とする。

第１１・１７号住居跡，第１号方形周溝墓からは，弥生土器が伴出していない。第１１・１７号住居跡，第１号

方形周溝墓出土土器は，椀・坩・脚付坩・器台・装飾器台・小型高坏・高坏・壺・甕である。

� 器台・坩 器台は，小型器台・装飾器台（第１７号住居跡 第４５図－１２０）で，坩は小型丸底坩と考

えられる。第１１号住居跡からは，脚付坩が２個体出土している。

� 高坏 脚部からすべてが東海地方の元屋敷系の高坏と考えられ，畿内系の柱状脚部の高坏は，出土

していない。第１７号住居跡からは，小型高坏も出土している。

� 壺 口縁部は，四種類の形状がある。折り返し口縁のもの（第１号方形周溝墓 第４９図－１４３），端

部が丸く収束しているもの（第１７号住居跡 第４５図－１２５），横方向のナデによって端部が平らな面にな

っているもの（第１７号住居跡 第４５図－１２４・１２６），有段口縁のもの（第１７号住居跡 第４５図－１２７）で

ある。

� 甕 すべて厚みのある平底で，台付甕は出土していない。第１号方形周溝墓から出土した甕（第４９

図－１４４）も，底部が残っていないが，体部下半より上の残存部から平底甕と推測される。口縁部は，

二種類の形状がある。端部が丸く収束しているもの（第１１号住居跡 第３１図－７５，第３２図－７７，第１７号

住居跡 第４６図－１２９～１３２・１３４・１３５，第１号方形周溝墓 第４９図－１４４）と，横方向のナデによって

口縁端部付近の外面が平らな面になっているもの（第１１号住居跡 第３２図－７３・７４）である。第４９図－

１４４の甕は，頸部の輪積み痕を消さずに残している。

以上の土器様相に，各遺構から出土した土器の器種構成を併せると，これらの土器群は，東海系の小型

器台・高坏に，小型丸底坩が加わる段階のものと考えられる１）。

この段階の細分については，田中裕氏の甕を基軸とした編年２）に併せて考えてみる。田中氏は，頸部に

輪積み痕跡を残す甕を古く考えている。第１号方形周溝墓出土の甕（第４９図－１４４）がこれに該当し，こ

の甕を伴出する本跡出土の土器群が，最も古い。第１７号住居跡出土の土器群には，輪積み痕跡を残す甕が

出土していないが，その他の器種の特徴から同じ時期と考えられ，第１１号住居跡出土の土器群がこれらよ

り新しいと考えられる。以上の土器群は，前述した田中氏の土器編年の�期に該当し，第１７号住居跡，第

１号方形周溝墓出土土器群を�－１期，第１１号住居跡出土土器群を�－２期と位置付けることができる。

第４節 ま と め
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� 第１号方形周溝墓の検討

第１号方形周溝墓は，標高１６�５ｍの河岸段丘中位面の高い位置に確認されている。確認面での平面形態

は，四隅が全て切れており，伊藤敏行氏の形態分類のＡ１型３）に相当する。方台部は方形を呈し，周溝の

外縁中央部が外側に膨らんでおり，その周溝外縁を延長した線を結んだ平面形態は円形状である。規模は，

東西の周溝外縁長で１９�０ｍ，方台部の東西長が１５�０ｍである。

周溝の特徴としては，北側周溝の西端部は浅い平坦面が一段あり，そこからさらに周溝中央部に向かっ

て深く掘り込まれて溝底になる。西側周溝は，周溝内周縁すべてに浅い平坦面が１ないし２段あり，そこ

から中央部に向かって不整な楕円形の土坑状に掘り込まれて溝底になる。

県内の方形周溝墓については，塩谷修氏が集成・検討されている４）５）。それによると，長辺の規模は１０ｍ

前後に集中し，１５ｍ以上の大形のものは７１例中４例と少ない。また，周溝の全周する伊藤氏のＤ１型がほ

とんどで，確実なＡ１型は報告されていない。塩谷氏の集成以後，涸沼川流域では，１９９４年，２００４年に当

財団で，南小割遺跡第１号方形周溝墓６）と新善光寺跡第１・２号方形周溝墓７）が調査されているが，Ｄ１型

などで，Ａ１型とは異なる形状のものである（第２４６図 表２６）。

第１号方形周溝墓の遺物の出土位置は，北側周溝の西端部と西側周溝の中央部にある土坑状の掘り込み

にだけ集中し，出土層位は，すべて自然堆積層中である。第４９図－１３８・１３９・１４１，DP２２・DP２３は，方

台部側からの早い段階の流入土中から，第４９図－１４０・１４２は周溝の外側からの遅い段階の流入土中，１４４

は北側周溝の浅い平坦面の覆土下層からそれぞれ出土している。また，高坏（第４９図－１４０）を見てみる

と，小破片が接合しほぼ完形に復元できることや，小破片の出土位置・層位や出土状況から流入したもの

ではなく，周溝の埋没過程で投棄されたものと考えられる（表２７）。

第２４６図 南小割遺跡，新善光寺跡の方形周溝墓

表２６ 涸沼川流域の前方後方墳・方形周溝墓
一覧表

遺跡名
遺構
番号

形態
規模
（ｍ）

穿孔・破砕土器
時期

主体部 方台部 周溝

中畑遺跡 TM１ Ａ１ １９�０×
（１８�２） － － 破砕

二次火熱 �

TM２

不明
（確認された
周溝の間は途
切れている）

１４�５×
（５�３） － － － －

南小割遺跡 TM１ Ｄ１ １７�２×
１７�１ － － 無 �

新善光寺跡

TM１

不明
（確認された
周溝の間は途
切れていな
い）

（１４�１）×
（１１�５） － － 穿孔２ �

TM２

不明
（確認された
周溝の間は途
切れていな
い）

（５�９）×
（１�８） － － 無 �

髭釜３

SX１ Ｃ３ － － － 穿孔２ �

SX２ Ｄ２ ２５�８×
２３�４ － － － －

SX４ － － － － － �

小堤貝塚１ － － － － － － �

宝塚古墳 － － ３９�３ － － － 前期
古墳

※方形周溝墓の形態分類，時期は，山岸良二編『関東の方形周溝墓』同成社１９９６
年１２月に準拠し，各報告書から筆者があてはめたものである。また，髭釜遺跡，
小堤貝塚は，『関東の方形周溝墓』に掲載されている「関東７都道府県周溝墓
集成表」から転載したものである。
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� 第１７号住居跡の検討

第１７号住居跡の形状は，主柱穴の位置から長方

形と推測される。確認された同前期の住居跡は，

すべて方形であり，形状に違いがみられる。また，

焼土や炭化材が床面から確認され，床面出土の完

形品が椀（第４５図－１１３）だけである。床面出土

の遺物が少ないことから，廃絶後すぐに土器類を

屋外へ持ち出し，時間を空けずに焼却されたもの

と考えられる。

遺物の出土位置は，広い範囲に散らばっている

が，かなり離れた位置でも破片間で接合関係が認

められる。出土層位は，焼失時もしくは焼失後に

すぐ埋め戻したと考えられる人為堆積層中で，貯

蔵穴内からの出土破片と覆土下層からの出土破片

に接合関係が認められる。また，焼成後の外面か

ら内面に向かっての底部穿孔の壺が１点出土して

いる（第４５図－１２８）が，このような穿孔土器が

出土しているのは本跡のみである。孔径は１�ほ

どで，孔の破断面は研磨されていない。さらに二

次焼成痕も認められ，器面は剥落している。この

穿孔土器は，本跡より新しい中世以降のピットに

よって撹乱を受けているため，原位置を保ってい

ない。

� 方形周溝墓と集落の位置と関係

出土土器の時期と，遺構の構築・廃絶時期は違

う場合がある。第１号方形周溝墓の築造時期は，

�－１期土器群が周溝の覆土中から投棄された状

況で出土していることから，土器群の時期より古い。また，第１７号住居跡出土の�－１期土器群は，床面

や廃絶後すぐに埋め戻したと考えられる人為堆積層中から投棄された状況で出土していることから，廃絶

時期に伴うものと考えられる。同時期の土器の異なる出土状況から，第１号方形周溝墓は，第１７号住居跡

の廃絶以前に造られたものと考えられる。しかし，第１７号住居跡と第１号方形周溝墓は，同時期の土器群

が出土していることから，墓の築造以降，住居の構築から廃絶までの間に併行した時期があったことが推

測される。

方形周溝墓と住居の占地を標高で見てみると，時期が併行していると推測される第１号方形周溝墓と第

１７号住居跡だけが，標高１６�５ｍほどの河岸段丘中位面の高い位置に隣接している。これらより新しい第１１

号住居跡は，標高１２�０ｍほどの位置に見られ，それ以外の前期住居跡は，すべて標高１０�０ｍほどの河岸段

丘の低位面に位置している（第２４７図）。

このような状況から，第１号方形周溝墓は標高の低い集落域から見えやすい，河岸段丘中位面の高い位

表２７ 第１７号住居跡・第１号方形周溝墓出土土
器の接合破片数・残存率と二次火熱痕

遺構名称 遺物番号 接合破片数 残存率 二次火熱痕

SI １７ １１３ ０ 完形 ○

SI １７ １１４ ３ １０％ ○

SI １７ １１５ １ ６０％ ○

SI １７ １１６ ２ ３０％ ○

SI １７ １１７ １ ２０％ ○

SI １７ １１８ １ １０％ ○

SI １７ １１９ １０ ９０％ ○

SI １７ １２０ ９ ４０％ ○

SI １７ １２１ ２ ４０％ －

SI １７ １２２ １ ３０％ ○

SI １７ １２３ １ １０％ ○

SI １７ １２４ ５５ ６０％ ○

SI １７ １２５ １７ ４０％ ○

SI １７ １２６ ２８ ２０％ ○

SI １７ １２７ １３ ３０％ ○

SI １７ １２８ ２ ３０％ ○

SI １７ DP２１ ０ ほぼ完形 ○

TM１ １３８ ５ ２０％ ○

TM１ １３９ ４ １０％ ○

TM１ １４０ １７ ９０％ ○

TM１ １４１ ７ ４０％ ○

TM１ １４２ ５ １５％ －

TM１ １４３ １ ５％ ○

TM１ １４５ １ ４０％ ○

TM１ DP２２ １ 完形 －

TM１ DP２３ １ 完形 －

※観察対象は，報告書に掲載した椀・坩・器台・高坏・壺・ミニ
チュア土器・土玉である。

※二次火熱は，赤変・煤の付着が両方もしくは片方の痕跡を目安
としており，器面が剥落しているものも含む。
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涸沼

置に計画的に造られたと考えられる。また，方台部側から周溝に向かって流入した鹿沼パミスを含むロー

ム土主体の土が溝底に堆積８）していることや，主体部が確認されていないことから，県内のほとんどの方

形周溝墓と同様に，墳丘が構築されていたと推測される９）。このように墳丘の存在は，下方から見上げた

時に視覚的に強く印象づけることができたと推測される。

第１７号住居跡は，第１号方形周溝墓と唯一同じ標高の位置に隣接している。第１７号住居跡は，炉周辺の

床面だけがやや硬化しているが，全体的に軟弱である。同様に床面が硬化していない住居跡は，小形で炉

や柱穴がない第６号住居跡だけである。第６号住居跡と同様に，居住空間と考えるには使用痕跡が弱い第

１７号住居跡だけが，他と違った長方形の形状を取った可能性も考えられる。

第２４７図 地形区分図（土地分類基本調査「石岡」１９８１年より）と古墳時代前期の遺構垂直分布図
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また，穿孔土器が方形周溝墓から出土せず，第１７号住居跡から出土している。この穿孔土器は，中世以

降のピットの撹乱を受けているため原位置が明らかでないが，器面が剥落するほどの二次焼成を受けてい

ることから，火災時に住居内にあったものと考えられる。

涸沼川・涸沼前川流域で調査されている，弥生時代後期後半から古墳時代前期住居跡出土の穿孔土器の

出土例は，古墳時代前期の南小割遺跡第３９号住居跡１０），弥生土器と土師器が共伴している宮後遺跡第１０３

号住居跡１１），石原遺跡第６６号住居跡１２）の３軒から３個体が出土している（第２４８図 表２８）。３遺跡の穿孔

土器の出土状況をみてみると，南小割遺跡第３９号住居跡の穿孔土器はほぼ完形で，人為堆積の貯蔵穴内覆

土上層から出土している。宮後遺跡第１０３号住居跡の穿孔土器はほぼ完形で，人為堆積のピット内に埋め

られた状態で出土しており，埋設土器の可能性も考えられる。石原遺跡６６号住居跡の穿孔土器は，口縁部

が欠損して，床面から出土している。この住居跡は人為堆積で，床面に炭化材や焼土が確認されているこ

とや，出土遺物の少なさから廃絶時の焼却と推測される。これらの穿孔土器が出土する住居跡は，遺跡内

第２４８図 涸沼川・涸沼前川流域の穿孔・打ち欠き土器出土住居跡（註２・２７・２８文献より）
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の平均住居面積と比較して小さい小形住居であり，主柱穴が確認されておらず，床面は硬化していないか，

部分的な硬化しか認められないなど，一般的な住居と異なる特徴を有している。

第１７号住居跡は，穿孔土器の出土状況の詳細な検討ができないため，穿孔土器からの十分な住居の性格

の検討ができないが，本跡は，意図的に異なった形状をしている可能性があることや，床面が軟弱で使用

痕跡が弱いことなど，前述した遺跡での穿孔土器出土住居跡と共通した特徴を有していることが指摘でき

る。このことから，第１号方形周溝墓と時間的に併行する第１７号住居跡だけが，同じ標高に隣接して構築

され，相互に密接な関係をもっていた建物と推測される。

２ 古墳時代後期の住居廃絶時の様相－第８号住居跡を例に－

後期後半の第８号住居跡からは，手捏土器１７個体出土している。この住居跡は，床面から炭化材，焼土

が確認されており，手捏土器以外の床面出土の遺物が少ないことから焼却され，その後時間を空けずに埋

め戻されたと考えられる。手捏土器は，竈脇の限定された範囲の床面と，人為堆積層からそれぞれ出土し

ている。これら手捏土器の中には，臼の模倣と考えられるものもある。これらの手捏土器は，竈周辺から

の出土頻度が高く，竈周辺で行われた農耕儀礼に関わる１３）遺物とが考えられる。また，手捏土器と共伴し

ている土玉も，祭祀具としての性格が推測される１４）。

このような状況は，古墳時代後期後半の住居廃絶時，焼却・埋め戻しまでの過程の間で，五穀豊穣の祭

祀行為が挙行された結果と想定される。

表２８ 涸沼川・涸沼前川流域の穿孔土器出土の弥生時代後期後半から古墳時代前期前半の住居跡

遺跡名
弥生土器と土師
器が伴出してい
る住居跡

古墳時代前期
住居跡

穿孔・打ち欠き
土器

（住居跡出土）

穿孔・打ち欠き
土器

（方形周溝墓出土）

穿孔・打ち欠き土器出土
住居の時期と特徴

穿孔・打ち欠き
土器出土住居跡
の形状と面積

住居跡の平均面積

中畑遺跡 無 ６ １軒（SI１７）
１個体（壺の底部） 無

前期前半 炉・主柱穴あり
床面は全体的に軟弱で，炉
のある西壁寄りが周囲と比
べて硬化しているが，顕著
な硬化ではない 人為堆積
北壁側の床面にだけ焼土・
炭化材が分布 北西コー
ナー部付近の床面に炭化種
子の塊が出土

［長方形］ ３１�２�

南小割遺跡 無 １２７
１軒（SI３９）

１個体（甕の底部）
残存率９５％

無

古墳時代前期 炉あり 主
柱穴なし 人為堆積の貯蔵
欠内覆土上層出土 ミニチ
ュア土器１点床面出土

方形 １３�３� ２５�５�

新善光寺跡 １ ３ 無 １基（TM１）
２個体（壺の底部） － － －

奥谷遺跡 無 ６ 無 － － － －

小鶴遺跡 無 無 無 － － － －

石原遺跡 ６ １４
１軒（SI６６）

１個体（壺の底部）
残存率７０％

－

弥生土器と土師器が共伴
炉あり 主柱穴なし 床面
は部分的な硬化 体部穿孔
土器は，体部中位に内側か
ら穿孔

不整円形 １３�７�

弥生時代後期後半
～古墳時代前期前
半住居跡 ２３�９�
古墳時代前期住居
跡 ２３�９�

宮後遺跡 ４ ９
１軒（SI１０３）
１個体（甕の体部）
残存率９０％

－

弥生土器と土師器が共伴
炉あり 主柱穴なし 壁際
にピットが配置 床面は硬
化していない 人為堆積
体部穿孔土器は，Ｐ８に埋
められている

楕円形 １２�６�

弥生時代後期後半
～古墳時代前期前
半住居跡 ２０�６�
古墳時代前期住居
跡 ２４�５�

大塚遺跡 １２ ２５ 無 － － － －

木戸遺跡 無 無 無 － － － －

綱山遺跡 無 無 無 － － － －

大戸下郷遺跡 １ ９ 無 － － － －

※面積算出対象住居跡数 中畑遺跡４ 南小割遺跡９７ 宮後遺跡８ 石原遺跡１５
※中畑遺跡第１７号住居跡は，中世の遺構に壊されているため面積を算出していない。
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中畑遺跡から出土した炭化材の樹種

１．試料

試料は、SI－１７の北西隅付近から出土した炭化材１点（炭１）である。

２．分析方法

木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型

電子顕微鏡を用いて木材組織を観察し、その特徴から種類を同定する。なお、同定の根拠となる顕微鏡下での

木材組織の特徴等については、島地・伊東（１９８２）、Wheeler 他（１９９８）を参考にする。また、各樹種の木材

組織の配列の特徴については、林（１９９１）、伊東（１９９５，１９９６，１９９７，１９９８，１９９９）や独立行政法人森林総合研究

所の日本産木材識別データベースを参考にする。

３．結果

炭化材試料は、ムクロジに同定された。以下に解剖学的特徴等を記す。

・ムクロジ（Sapindus mukorossi Gaertn．） ムクロジ科ムクロジ属

試料はいずれも板目板状を呈し、年輪界付近に前年の晩材部が僅かに残る他は年輪部分で割れており、ほぼ

１年分の組織が観察できるのみである。環孔材で、孔圏部は１－３列、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち

漸減、塊状に複合して接線・斜方向に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁には

らせん肥厚が認められる。放射組織は同性、１－３細胞幅、１－４０細胞高。柔組織は周囲状～連合翼状、帯状

およびターミナル状。

４．考察

炭化材は、住居跡の北西隅付近から出土しており、住居隅から中央部に向かって直線状に延びている。この

出土状況から、隅垂木等の用途が考えられる。同定されたムクロジは、高さ２５ｍ、径１ｍに達する落葉高木で

あり、本州（茨城県・新潟県以南）・四国・九州・琉球の暖帯・亜熱帯に分布する（清水，１９８９）。木材はやや

重硬な部類に入る。調査点数が１点のため、住居全体の木材利用状況等は不明であるが、今回の結果から少な

くともムクロジが利用されていたことが推定される。

茨城県内では、これまでにもいくつかの遺跡で４世紀代の住居跡から出土した炭化材の樹種同定が実施され

ている。その結果をみると、高崎貝塚でハンノキ属とタケ亜科（パリノ・サーヴェイ株式会社，１９９４a）、綱

山遺跡でエゴノキ属（パリノ・サーヴェイ株式会社，２００５a）、北前遺跡でクヌギ節（パリノ・サーヴェイ株

式会社，１９９３）、大塚遺跡でサクラ属（パリノ・サーヴェイ株式会社，２００５b）、神田遺跡でクヌギ節、ハンノ

キ属、タケ亜科（パリノ・サーヴェイ株式会社，１９９７）、南小割遺跡でクヌギ節とコナラ節（パリノ・サーヴ

ェイ株式会社，１９９８）、奥山Ａ遺跡でコナラ節（パリノ・サーヴェイ株式会社，１９８６）、姥ヶ谷津遺跡でクヌギ

節とコナラ節（パリノ・サーヴェイ株式会社，１９９４ｂ）、行人田遺跡でクヌギ節（パリノ・サーヴェイ株式会

社，１９９６）等の報告例がある。これらをみる限りでは、クヌギ節やコナラ節が多く利用される傾向があり、同

付 章
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時期のムクロジの出土例は知られていない。一方、古墳時代の住居跡出土炭化材にムクロジが出土した例をみ

ると、５世紀中頃？の平出久保遺跡（パリノ・サーヴェイ株式会社，１９９４c）、７世紀前葉の木工台遺跡（パリ

ノ・サーヴェイ株式会社，１９９９a）の例があり、他に９世紀後半とされる東平遺跡（パリノ・サーヴェイ株式

会社，１９９９b）でも出土例がある。ムクロジが出土した遺跡をみると、茨城県の中でもより沿海地に近い遺跡

に集中している。これは、ムクロジが暖温帯常緑広葉樹林に生育する樹木であることから、より温暖な沿海地

に分布の中心があったことを反映していると考えられる。本遺跡は、茨城県の中では沿海地に近い地域である

ことから、過去のムクロジの出土例とも調和的といえる。また、前述の４世紀代の住居跡出土炭化材の調査例

は、どちらかといえば内陸側に位置する遺跡が多いため、落葉広葉樹のクヌギ節やコナラ節を主とし、ムクロ

ジのような暖温帯常緑広葉樹林構成種がほとんど出ていなかった可能性がある。
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１７号住居内出土の炭化種実

１．試料

試料は、１７号住居（SI－１７）内より検出された、貯蔵穴の中の甕（No.４５）と、壺（No.７７）の中から採取

された炭化種実を多く含む土壌２点である。No.４５（約３�）は、種実の径の異なる複数種が確認され、No.

７７（約３４０ｇ）は、多量の同一種と思われる粒状物質が固結した塊状炭化物主体である。

２．分析方法

試料を肉眼で観察し、塊状炭化物を抽出し表面に付いた土を可能な限り除去する。その後、試料を双眼実体

顕微鏡下で観察し、同定可能な種実を１００個程度抽出する。現生標本および原色日本植物種子写真図鑑（石

川，１９９４）、日本植物種子図鑑（中山ほか，２０００）との対照から、種実の種類と部位を同定し、個数および重

量を求める。最後に、試料１００ｇを径１�と０�５�目の篩に通して篩内の残渣を双眼実体顕微鏡下で観察し、他

の栽培植物の種実（アワ、ヒエの胚乳やイネの穎破片など）の有無を確認する。分析後の種実と残渣は、容器

に入れて保管返却する。

３．結果

結果を表１に示す。No.４５から栽培植物のマメ類とアサが、No.７７から栽培植物のイネが確認された。種実

以外では、No.４５から炭化材と土器が、No.７７から炭化材が確認された。以下に、各試料より確認された種実

の形態的特徴を記す。

・No.４５

アサ（Cannabis sativa L.：クワ科アサ属）の種子は、炭化し黒色。内種皮まで炭化せず灰褐色の個体もみら

れる。三角状広倒卵体でやや偏平。径４－５�、厚さ２�５�程度。一側面は鈍稜のある狭卵形で他方は稜をな

す。基部には淡褐色、径１�程度の楕円形の臍点がある。表面には葉脈状網目模様がある。断面は柵状。

マメ類（Leguminosae）の種子は、炭化し黒色。長さ７�５�－１�、幅５－７�程度、厚さ３�程度のやや偏

平な長楕円体で完形個体が多いタイプ（完形２６０個、半分３個）と、長さ３�５－５�、径２�５－３�程度のやや角

張った楕円体で、２枚からなる子葉の合わせ目に沿って半分に割れた個体が多いタイプ（完形３８個、半分２６個）

が確認されたため、前者をＡと、後者をＢと分けた。種皮表面はやや平滑で、焼け膨れ、表面が崩れている等

遺存状態は悪く、密接する種皮表面が癒着する部分もある。比較的良好な完形個体には、子葉の合わせ目上に

ササゲ属（Vigna）の特徴である長楕円形で縁が隆起する細長い臍が確認される。マメ類Ｂの子葉の合わせ目

から割れた半分２個は、子葉内面に幼痕や初生葉が確認され、北大基準（吉崎，１９９２）の「アズキグループ（幼

根が臍の終わり程から急に立ち上がり、胚珠中央に向けて伸びる）」に該当する。

表１．SI－１７より確認された炭化種実一覧

試料 分類群 学名 部位 状態 抽出個数／重量 備考

No.４５ アサ Cannabis sativa 種子 １３９個 ０�５ｇ
マメ類Ａ LeguminosaeA 種子 完形 ２６０個 ２３ｇ

半分 ３個 ０�２ｇ
マメ類Ｂ LeguminosaeB 種子 完形 ３８個 １�２ｇ

半分 ２６個 ０�４ｇ ２個アズキグルーブ該当

炭化材 破片 ４０個 ９ｇ

土器 破片 ３個 １８�２ｇ
No.７７ イネ Oryza sative 胚乳 多量塊状 ９０ｇ

２００個 １�６ｇ
炭化材 破片 ９個 ０�０４ｇ

―２５６―



・No.７７

イネ（Oryza sativa L.：イネ科イネ属）の胚乳は、炭化し黒色。多数塊状に固結した塊状炭化物の大きさは、

最大で１１×７×４�５�程度。胚乳個々の配列は不規則である。密接する胚乳表面が癒着するなど状態が不明瞭

な部分もあるが、胚脱落部や表面の縦溝が確認される明瞭な部分を同定根拠とした。胚乳は長楕円形でやや偏

平。長さ４�５－５�５�、幅２－３�、厚さ１�５�程度。焼け膨れ、胴切れなど状態が悪い個体が多いが、基部一端

に胚が脱落した斜切形の凹部が確認される。表面に２－３本の縦隆条が確認される。なお、穎（果）の付着や、

同試料からの検出は認められなかった。

４．考察

イネ（No.７７）、アサ、マメ類（No.４５）は、いずれも栽培のために持ち込まれた渡来種である（南木，１９９１）。

壺（No.４５）の中から確認されたアサは、種子が食用や油料に、繊維が衣料や縄用に利用される。穀類のマメ

類は、形態の異なる２タイプの種子が確認され、ササゲ属（栽培種のダイズ、アズキ、リョクトウなどが含ま

れる）と同定できる個体や、「アズキグループ」に該当する個体が確認された。遺跡出土の炭化マメ類につい

ては、子葉内面の幼痕や初生葉の形態より種を判別する試みが行われている（吉崎，１９９２）。一方、野生種と

の雑種も多いため、形態のみから現在の特定の種類に比定することは難しいとも考えられている（南木，１９９１；

南木・中川，２０００など）。最近では、ＤＮＡ分析による判別が開発されつつある（矢野，２００２）。今回検出され

たマメ類は、少なくとも２種類以上が利用されていたことは推定されるが、種類の特定については議論の段階

にあるため、今後の資料の蓄積を待ち検討したいと考える。

甕（No.７７）の中から確認された穀類のイネには、穎（果）が確認されない点と、胚脱落部や表面の縦溝が

確認されるなど明瞭に胚乳の形をとどめている個体が多い点から、脱穀後の玄米、調理前の生米の状態であっ

た可能性が考えられる。

これらの栽培植物の可食部である種子や胚乳が、４世紀の焼失住居とされる１７号住居内の甕と壺の中から炭

化した状態で多量出土したことから、当時植物質食糧としての利用が考えられ、保管されていたものが火熱に

より炭化したと思われる。これらは弥生時代以降の日本各地の遺跡から多くの出土例があり、関東地方におい

ても多くの出土例が知られている（松谷，２００１など）。
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第２４９図 中畑遺跡第１７号住居跡出土の炭化材・炭化種子
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第1号方形周溝墓－DP 23 遺構外－DP 25 遺構外－DP 26

遺構外－DP 27 SI 7－DP 8 SI 7－DP 9

第８・１１・１７号住居跡，第１号方形周溝墓，遺構外出土土玉

PL２１



SI 2－Q1 SI 2－Q2 SI 12A－Q5

弥生土器

TP 12
TP 11

TP 13

TP 15TP 14
TP 17

TP 18 TP 20
TP 19

TP 21
TP 22 TP 23

第２・１２Ａ号住居跡出土砥石，出土弥生土器

PL２２
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